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長沢・飴村，中山，佐藤二脳下垂休後葉ホルモンの検定　（1） 1

1齢；∫瀦ぞ穣l

l麩獄肩ζ捨
転；慕鴇提ム撮・藩

　　　　拶下垂体後葉ホノソモンの検定　（第1報）

試験法，一一濟検査，国家検査及び国家検定成績について

長沢佳．熊，苗村徳次郎，中山豪一，佐藤浩

功

The　ResuIt　of　the　National　Assay　of　Posterior　Pituitary　Injections．

On　the　Standardization　6f　Hormones　of　Posterior　L6be　of　Pituitary　（1）

Kakuma　NAGAsAwA，　Tokujir6　NAEMuRA，　G6ichi　NAKAYAMA　and　Hiro＄hi　SATδ

　脳下垂体後葉ホルモン（以下脳ホと略す）を含む脳下垂体後葉注射液（以下脳注と略す）中には子宮収縮成分

Oxytocin，血圧上昇成分Vasopressin及び抗利尿成分を含む．日局VIではOxyt。cinのみを検定しているが，

英局VII及び国民．1では以上の3成分を・米局XIVではOxytocin及びVasopressinを検定している・別に

それから精製分離したOxytoc1n注射言帯びVasopressin注射液をも英局VII，米局XIV，及び国歩1で収載し

ている．十月の作用目的は主としてOxytocinによるものであるから，その作用を検査すれば大体よろしい・

　Oxytoc1n検定法に関しては従来モルモットの摘出子宮収縮法が一般に採用され・日局VI・英局VII・米局XIII，

国恥1でもこの方法による・然るに1939年Coon　2）は鶏の坐骨動脈1血圧の下降作用による方法を推した．その後

この方法はGallagher…）等によって脳ホの分離研究の場合に使われ，米局XIV（1950）で採用した．

　著者等は先ずモルモット法と鶏法とを追試し，その優劣を判定しようと試み，更にBurn．の推す白鼠の摘出子宮

、μ縮法を追試して比較し，更に以上の方法を用いて脳下垂体後葉の日局標準品を製造し検定を行ったが，これにつ

いては別に報告するヒととし・日局法による脳注の一齊検査，国家検査及び国家検定の威績を記しておく．

　現在我国での市販玉野は全部国立衛生試験所で検査し，その封目したもののみが使われることとなっている．

　粉体A．一華検査検体7例は昭和24．年1月頃の製品で製造業者が製品として呈出したもの1）．B国家検査

検体（昭和26年1月目8月製造品）23例・及び団家検定検体（昭和26年9．月以降現在まで）18例で・各都

府県庁の薬事監視員が製品の製造者叉は販売責任者の許において抜きとりしたものである・

　試験法　日局VIすなおち質料XIIIのモルモッi・摘出子宮の収縮法による．なお3例については錦塗XIVの鶏

血圧下降法を併用した．次に著者等の経験による知見の主な点を記しておく．L‘モルモット体重は日局では175～．

3509とあるが175～2509がよく，特に2009前後のものの子宮ぶよかった．一般に冬期には大きいものがよく，夏

期には小さなものがよかった・・2．子宮：モルモットを打殺し甲骨し，直ちに両側子笹了角を摘出してロックリンゲル．

液に浸し，ほぼ中間部を約1cmほど切除して用いた，子宮は著者等の経験では白色でやや細いものカ：よく，桃色

を呈する太いものや，3ぐはロウ色を呈するものは定量には不適当であった．ただし体重の小さい動物でよく見受け

るような白色で細すぎる子宮は，一般に収縮及び弛緩の時開が長い．薬液を作用させる時問は子宮によってちボう

が，過者等は約5分問とし，ロツクリンゲノレ液の交換後は少くとも15分問を経て，次の用量を注入している．その前

に注入した薬液の影響を受けさせないためには充分な注射聞隔が必要である．この作用時間と注射間隔は1回の定

．量中は一定にしておく・子宮の収縮が最高の近くで，例えば．90％附近では悪い子宮でも常に美しい曲線を描くが，

定量的結果を示さないから，最大収縮の約75％附近で美しい曲線を描くものがよい．一個の子宮標目で約5時聞

以上突験を行った場合には終りの頃になると収縮が不規則になるからゴ懸垂後1～3時問内に定量した．3．浴温は

作用に著い1影響があり・日局VIでは土10・米局XIIIでは±0・1。の差で行うとの規定であるが，著者等は±

’0．05。～0，1。の差で行った．4．浴液：ロックリンゲル液に使う薬品はなるべく純品がよく，蒸留水はCuを含まぬ

ものを使わねばならない・

　成績　Vas。pressin含量の多いもの・例えば鯨脳下垂体伎葉ではモルモット法と鶏法とは一致しないので注意を

要するといわれているが，脳注についての著者等の突験ではよく一致した（実験1）．検定鋭敏度は著者等の笑験で

は，モルモット法で0・012単位と0・013単位の効力差（100：108）を明確に区別できた（実験2），一宥検査検体

・7例中合格6例で合格率約86％，国家検査及び国家検定検休41例中合格40例で合†各率約98％であった（第1

表参照）

、



2 衛　生　試　験　所　報　告

　　　　第　1表

例数

第70号　（昭和27年）
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実験　の部

実駿1．A．面こ・樋1・51・9舶・グホ・畑｝’1搬・・…ノレ沙一・・α2・1kglぐ・重蝋”脇内1捌・抗

．［nL液凝固剤として8．5％クエン酸ナトリウム液を使用．用量：稀彩1標準液（】0倍）0・5　cc●（0・1単位）・三三：（H・40）

の稀釈液（47．5倍）o．3cc，　o．4ccへ。．5cc　（第2表及び第1区】参照）

　　　　　　　　　　　　　．l
　　　　　　　　　　　　　　Il第1回

牒晶ニー一L’・一晶7諮・コ∴隔一一』．．．一・ ¥　　．一．．…こ

　稀釈膿｝lli液（0．1単1のによ　　　（1）

・脚・・麟mmH・1職・）
　　　　　　　　　　　　　　：1
　　　　　　　　　　　　　ll
検体H・40（47．5倍液）によ．！1　（2）
　　　　　　　　　　　　　／　16
り起つた雌ドF伽mHg　l（03）

第2回

（3）

18
（0．5）

i第3回
1一＝　　．　L

（5）

18
（0．5）

（4）　　（6）
14　　　　16
（0．3）　　　　　（0．4）

第4回

（7）

16
（0．5）

（8）

14
（0．4）

第、回ド第6回隔7回

（9）

14
（0．5）

（10）

18
（0．5）

（11）

16
（0．5）

（12）

18
（0．5）

（13）

14
（0，5）

筑2表　　（）内の太数字は錦1図のそれぞれに対応する．（）内の数字は注射cc数

（1）　　（2）　　（3）　　（4）　　（5）　　（6）　　（7）　　（8）　　（9）．　（10）　　（11）　　（12）　　（13）

　第1図　注射順は第2表の（）内の太数字で示したものに対応する成績（グラフ）を示した．下の刻みの聞隔は

6秒．

　鎗2表の結果を一局XIV法によって計算するとH・401cc中表記単位の116・57％の効力を含む，標111i諜を慶は
　　　　　　　　　　　　　も0．3単位であるからこの定最法は我立する．ただしこρ契験では血圧下降は米局輝定ゐ20～40mm以下であるが．

そのf乍用は注射ゴ11によく∫．ヒ例したので，三川した。
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B・モノレモツ仔離：体重190雌モノレモツト・．胱：堺標言徽（150倍）：“5c“検体：（H40）の轍．

液（877・5倍）0・5cc・（第3表及び第2図参照）

鰍鞠熊晶劉
　　　　　　（mm）1

（1）

30．0

．H－40．（877．5倍液）

により起つた収縮の
高さ　　　（mm）

（2）

30．5

（3）　　　　（5）

・α・ P（・義0増・

（4）

30．3

　　第3表　（）内の太数字は第2図のそれぞれに対応する．

　実験2．A．鶏法：体重2．6　kg白色レグホン雄鶏　溶性フエノパ

ルビタール。．29／kgf慮を腓腸筋1ノヨ注射，抗血液凝固剤として8・5％ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リエン酸ナトリウム液を使用，用量：稀釈標準液（20倍）0．3cc（＝0．03

単位）・檎体（KH－13）：稀釈液（100倍）0・2　cc・0・3　Cc・0・4　cc（第4

表及び第3図参照） 第2図突験順は第3表（）の太数字で

　　　示：したものに対応する．

第1回

息継藍躍単臨憲）

KH・13（100倍液）により起
つた血圧下降　　　mm　Hg

（2）

25
（0．2）

第2回 第3回

（3）　　（5）
30　　　　28
（0．3）　　　（0．3）

（4）

20
（0．2）

・（6）

　28
（0．3）

第4回

（7）

24
（0．3）

（8）

29
（0．3）

第5回

（9Q6）、

（O．3）．

（10）

30
（0．4）

第6回

（11）

22
（0．3）

（1彗）’

（0．4）

第7回

（13）

23
（0．3）

第4表　　（）内の太数字は第3図のそれぞれに対応する　（）内の数字は注射。3数・

●

（1）　　　（2）　　　（3）　　（4）　（5）　　（6）　　　（7）　　（8）　　（9）　　（10）　　（ll）　　　（12）　．（13）

　　　　　　　　　第3図　注射順は筋4表の（）内の太数字で示したものに対応する・

　第4表の結果を米局㌦Xlv法によって計算するとKH・131cc　r11表記単fl，：のユ08．1％の効力を含む．標準誤

差は0．4単位であるからこの定五㌃は成立する・

　B。モルモット子宮法；a．休重2359雌モルモット「，用壮＝稀釈慷準液（50倍）0．3cc（＝0．012単位），検体

（KH・13）：稀釈液（250倍）0．3cc（第5豪及び第4図参照）

だ一．



●

’
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　　　　　　　「

第　70　号　（口召和　27　勾三）

　b．　4叡重182g雌・で・ノレモット，　♪1∬乃：：稀・．釈輩1票f∫「1液　（150倍）　0．5　cc　（＝0．007」算イ此），　検．体こ（写IH・13）：稀釈液　（810

倍）0．5cc，（第6表，第5図．参照）　　　　’　　　　　　　　　　　●

才帝釈樗i準i液により

．起つた子宮収縮の
高さ・　　（mm）

KH・コ3（250倍液）
により起つたイー宮

収縮の高さ（mm）

（1）

34．5

（2）

37．0

（3）

33．0

　（5）

　38。5
（25．％増）

（4）

36．5

稀彩層門下潅葦により

・起つた子宮収縮の

高さ　　　（mm）

第5表　　（）内の太数字は第4：図の

　　　　　それぞれに対応する

KH・13（810倍液）
により起つた子宮
収縮の高さ　（mm）

　　．第6表　　（

（1）

31

（2）

31

（3）

30．5

　（5）

　　33
（25％増）

（4）

30．5

1）

2）

3）

（1）　　（2）　　　（3）　’（4）　　（5）

鉤4図失験順は第5表の（）の太数字で

　　　　　　　示したものに対応する．

9

　　　　）内の太数字は第5図の

それぞれに対応する

（1）

第5図

　（2）　　（3）　（4）　　（5）

　実験順は嬉6表の　（）の太数

字で示したものに対応する．

January，ユ949　and　41　from　January，1951　to　March，1952．

former　passed　was　ca．86　per　cent　and　that　of　the　latter　passed　was　ca．98　per　cent．

　　　　W。a1，・m・d・a・・mp・・i・。nb・tw・・nthe　g・in・・pig　m・th・d（J・P・6th・・U・S・P・13th）・・dth・

chicken　method（U．S．P．14th）and　obtained　the　following　results：

　　1．　Two　methods　agreed　each　other　in　results．

　2．　By　the　gu1nea　pig・me！110d　we’could　distinguisll　the　difference　bf　the　activity　betwe曾n　O．012　and

O．013　units　（100：108）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　或：、　　献

．長沢鰍1識村徳〃こ郎・昭和蟄年日本薬剤師協桧学術大会識閾でこの成績1訟表した・

」，M．．c。。。1ム・6L．　i・t．　Pharmac・ay・．，62，’79～99（19鋤■’∵．　　　　，

AM　P・tt・，　T．F．　G・ll・g正・e・・J．　bi・1・．・h・m・，143，561～562（1942）．5154・349～356（1944）

　　　　　　　On　the　standardization　of　Hormones　of　Posterio士缶obe　of．Pituitary．
ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

B。K巨k。m。．N。、A，Aw。，　T。k。」i，δNAEMuRA，　Gおi・hi　NA・AYAM・，4hd　Hi・g・hi　SAT6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　．　　　．』　　　．　　　’l

　　We　a，ay。d　49　sam，1，，’。f　P。s，。，i。，　Pit。i鱒1。」ec・i。n・i・J・p・血，1・f　whi・臨7h・d　b・e・β・・d〔・乙・・1・b…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　the　result　of　the　assays，　the　rate　of　the

●

’
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昭和26年度におけるインシュリン注射液の国家検査及び国家検定成績．

長沢佳熊　竹中砧典　三橋謙一　池田伝市

　The　Result　of　the　National　Assay　of　Commercial　Insulin　Inlections　ln　Japan

’βγKakuma　NAGAsAwA，　Y血suke　TAKENAKA，　Ken・ichi　MITsuHAsHI　aρd　D6n・ichi　IKEDA

　長沢は市販インシュリン製剤の試験成績について第1報1）（昭和17年）及び第2報2）（昭和25年）に報告した・

我国では効力不足，純度不全の製品が多かったので，昭和26年1月から国家検査，同年9，月から国家検定となり，

我国におけるインシュリン注射液は全部国立衛生試験所で検査し，その封絨をしたもののみが市販されることとな

っている・今回は主として製造所で抜きとりした注射液についての日局VIによる試験成績を報告する・

　検体　各都府県庁の薬事監視員が製品の製造者又は販売責任者の許において抜き回りしたものである。国産品は

ほとんどカツオ又はマグロのスタニウス小体を原料としたもので，一部はクジラ膵臓からの製品も混有していると考

える．

　試験方法　甲和26年1～6月は大体第2報2）により・昭和26年9．月以降は日局VIによる．日局VI’｛D芳

法は米国薬局方XIIIに準拠し，長沢の追試により一部を改案したものである・

　標準品．国際標準品インシュリン結晶1mg＝22単位（第2報2）．参照）叉は米国薬局方漂準品．1mg＝23単位

のもの又はこれ等によって著者等が効力を比較検定した副標準品を使った・

嘉暦1鍛び第2表に示す・第1表は口召和26年2月～8月までり国獺査によるもρで・第3，表岬

年9月以降の国家検定によるものである1検体数38，その内二品28，不適品10，不適品は効価過多2，・効価不

足2，灰分過多3，窒素含：量過多3であう．　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　一

　考察　1．純度：第2報において製品の純度の規準となる100単位中の窒素量はイ．ンシユリン協会の協定純度

1mg＝9単位以上から換算すると大約N1・6mg以下となるが・今回は日局によりN1・2　mg以下となった・それ

にもかかわらず合格率73・7％・であるから，国産インシュリンの純度の著しい向上が見られた・

　2．効価：効価不足とは表記単位だけのインシュリンの効力を認めないことを一門し，日局は表記単位の95～

105％を含むという規定である・効価の合格率85％，不適品も効価過多のものが2例，不足のものが2例認めら

れたにすぎない・国産インシュリンの単位不足の非難もほとんど解消された問題になってしまったといってよい・は

っきりした標準品の採用が行われ，検定技術も著しく進歩したといっても過言ではない・

　3．灰分；過多の製品はインユシリンの精製上の不注意や不熟練に基ずくもので，注意すれば避けられるからた

いした問題ではない・

　以上の点で最も重凄なのは純度であって，日局N1．2　mg以下／100単位に対して米局は0．85　mg以下1100単

位であり，国産品の純度がまだ米局品に及ばないことは米国製品の検定結果て第2表5）に照しても肯定される・前

年からの向上は著しいとしても今後留意しなければならない．

　インシュリン粉末の試験成績　この点について当所が検定したインシュリン注射液の原料であるインシュリン粉

末の試験結果を参考のため窮3表に記しておく．この結果によれば検体26種申1mgにつき・15～16単位6・

14～14．9単位2，12～13．9輔宝位4，10～11．9単位7，9．9単位以下6であって前置の成績から遙かに向上し，日

局規格（1mg＝大約11単位以上）には十分合格する品質の製品が工業的に生産されていることがわかる．なお昭

和26年度のインシュリン注射液の生産数量は約36，120，000単位，著者等の方法4）により製造されているものが

大部分である．

→駈この報告は長沢佳熊；インシユ．リンの薬化学的研究錺9報，雛8報は昭和26年5月日本薬剤師協会学術大

会講演；日本特許第190597号

噂
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第1表国家検査成績’
検体No． 定量試験　　純度試験　　備　　考

　　　　（NゴItmg1100u）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

　90．％　　　　1．7

　　－　　　　　1．47

　90．％　　　　1．25

90～110％　　　　　　1．24

90％以下1　　1．28

90～110％　　　　　　1．01

　100．％　　　1．1

　100％　　　　1．13

90～110％1 @　　　1．1

　86％　　　　一

　96．％　　　　LO9

N量過多

　〃

含ゴ耐促

含量不足

検休No．

　　　　（昭和26年2月～9，月）

走量謡正｝純度試馬蚕㎜薗一φ1「．．．暑一…

　　　．（N最！ng／100u）

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

95～105％

　120％
90～110％　　’

　107％

100～110％

　111％

　92％

　100％

　100％

1．2

1．13

1．07

1．06

1。16

1．29

1．11

1．06

0．57

055

一十過多

N∫且t過多

Danish
　Leoinsulin

Insu1｛n
NOVO

第2表国家検定成績 （昭和26年10月以降）

讐．舩試験盤繍盈、1，。。盆備考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

　103％

　111％

　113％

95～100％

105～110％

100～1ユ0％

　100％

1．16

1．11

1．07

0．75

0．96

1．02

LO1

0．96

0．5

2．5

0．48

0．45

0．25

2．3

0．3

0．4

灰分過多

L三11y製品’

灰分過多

Squibb些芝
　P・Z・工

騰、二子験（艶濫蕊）塩、1，。。孟1備考

10

11

12

13

14

15

16

17

　95製

品102％

100～110％

　107％

　107％

　120％

　98％
105～110％

1。05

1．06

1．16

1．11

1．03

1．05

1．C9

0．92

0．35

0。47

0．9

0．4

0．23

0．5

0．2

0．46

灰分過多

含：鼠過多

第3表依頼試験成績 （II‘｛不可　25　！＝「三2　正ゴ～26　擁｛　12　月）

欝譜醐鑑、にっ蟄繍無き・1拷i騰鍵瀦監，にっ壷・繍・盤構
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

11．0

10。2

8．5

11．3

9．5

10．0

5．0

5．0

5．5

15．0

15．0

12．0

13．5

クジラ

14

15

16

17

18

19

20

721

22

23

24

25

26

　4．5

11．0

16．0

10．8

9．0～10．0

14。0

153
11．0

15．5

13．8

　15．2．

　13，7

　14．1

0。147

0．152

0．147

0．142

1．34

110

1。07

1．0

クンフ

クジラ

クジラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　献

1）　長沢佳熊：　薬業往来，18，123～143（01｛　17）　　．　・

2）　長沢佳熊：衛生試験所報告鯖68号，20～23（昭　25）
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3）第六改正目本薬局方（厚生省版）60～62（昭　26）

4）　長：沢佳熊：　薬誌，62，288～292　（叱｛　17）　　「
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pharmaceutical　Chemical　Studies　on　Insulin　（1X）

　　　　　The　Result　of　the　National　Assay　of　Commercial　Insulin　Injectlons　in　Japan，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　inユ951

　　　石抄Kakuma　NAGAsAwA，　Yusuke　TAKENAKA，　Ken－ichi　MITs．．JHAsHI　and　Dell－ic上i　IKEDA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　　As　the　commercial　insulin　injectiolls　in∫apan　which　are　almost　made　from　the　Stannius，．body　’

・of　bonito　fish（Katsuwonidae）according　to　author’s　report　in　1942，　have　been　standardized　by　the

National　Assay，　since　January　1951，　so　we　report　it　in　this　paper．

　　　　　The　test　method　used　is　that　described　in　the　J．P．　VI　which　depends　principally　upon　the　US．P．

XIII，1947，　and　the　standard　preparatlon　usεd　was　the　intematlona1§tandard　of　insulin，　U，S．P．　Insulin

Standard　or　our　laboratory　standard　which　had　been　standardized　with　lnternational　standard　by　us．

　　　　　We　have　also　tested　insulin　powders　from　which　lnsulin　inlections　were　made　from　various

lmanufacturing　companies（Table　3）．

　　　　　The　Result．as　follows．

　　　　　　　　　　　Nu．mber　of　samples　tested…………・・・……38　samples　　　　　．　　　　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Passed　・・・…　…・…　。・・。・・」・28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Failured・・…・・・・・・・………　10　　　　　　　　　　　　　　．　　．　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　Activity．　　　　　Over　一一一2

　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　・　　　　　　　　　　噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Below一一一2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　Nitro3en　Content　per　IOO　lmits．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Over
一一一

R

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）A・h　　「　0・er一一一3　　　　　　．．．’

　　　　　　　　　　　Insulin　Powder　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　15～16　units（per　l　mg）　　一一一6　Salnples　　　　　　．　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　14～14．9　units　　　　　　　　一一一2　Samples

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ2ん13．9　ullits　　　　　　　　一一4　Samples

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10～11．9　units　　　　　　　　　　　　一一一7　Samples

　　　　　　　　　　　　　　　　　．Less　than　9．9　units　　　　　　一一一6　Samples

ρ

■

●

・

9
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ノ

性腺刺戟ホノソモンの研究（第1報）
白鼠雑曲：重量増加法による検定．（その1）

長沢佳熊　越村栄之助

　　On　the　Studies　of　Gonadotrophic　Hormones．1．

Their　Standardization　by　Rat’s　Ovarium・weight・method　1．

βyKakulna　NAGAsAwA　and　Einosuke　KosHIMuRA

　性腺刺戟ホノレモンの検定法は種々知られているが1），2），3），英局Chorionic　Gonadotrophin検定法4）に従って；一

幼若白鼠の卵巣重量増加法を用い胎盤1生国際漂準品と市販品数種及び動物臓器とを比較して後者の性腺刺戟ホルモ・

ンの生物学的定量を行った結果について述べる．

試ll鋤物の年令（体重）と卵巣重量との関係・英局方は体重40～509の雌白鼠を使5と規定しており，このよう

な動物の卵巣重量は約101ngであるというが，著者等の使っている白鼠の卵巣はこれより遙かに小さく，6～8　mg’

のものが多い。これは一般に我国におけ・る白鼠についての傾向である・恐らくはstrai駐の差によるものと考える・

　年令（体重）と鋭敏度との関係＝性腺刺戟ホルモンの作用は幼若白鼠に対しては発育するに従って強い感受性を・

示すが，それらの詳細については研究を続行中であり・今回は主として体重40～50gの白鼠を用いた．

　1．白鼠の体重と卵巣重量との関係：一定飼料で飼育した白鼠の卵巣を摘出し，不要の組織を切除しBouin固定

液で1日間固定した後70．％アルコールに2～3時間浸し七脱水して取出し，』附いているアルコールを濾紙で來んで

除き手早く秤量する・正常白鼠の二重（横座標）と両側卵巣重量の和（タテ座標）との関係ぽ著者等の実験では第・

1図になった・　　　　　雌重量　　　　　．’　　．協
　2．体重と鋭敏度との関係　胎盤性　　　（m望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

国際標準品をpH　7．0の水に溶かし，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
の2．5cc中2，4，8，及び116単位を含む

液を調製し，この液0・5ccつつを1日

5目間体重709及び45gの白鼠に

1回皮下注射し，第6日に殺し，卵巣・　　ω

重量を殴る・その卵巣重量と対照動物

（ホルモンを注射しないもの）の卵巣’

重量との差を以てその増加量とし，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　70　9。　110・体重毎）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　1

れをタテ座標にとり，注射：量（単位数）　　　30

を横座漂とすると第2図となった・

　3．市販品の検定適当量の検体を用い・国際標準品と

の効力を上述のような方法で比較検定を行った．　　　　醸量量勅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘閉3♪
　検体A　2．5CC中25白鼠単位及び100白鼠単位を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
　　　　　　　　　　含む2検体

B－1

B－2

C

0．17家兎単位を含む1検体　　　　⑳

0．04家兎単位及び0。17家兎単位

を含む2検体

500白鼠単位を含む1検体

その成績を第3図に示す・

o
8

Fig．　2

仏曹70曾白民

樹壇弓53白眠

認騨L
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これから各検体中の効価を求めると次表の

．ようになる．

　表言己」斡f血数　　．

．A　100白鼠単位

．B－120’ ﾆ兎3直｛立二

　（10DO国際ji宝位）

B－250劣く兎単位

　（2500　［亘匡祭」≧隻｛血）

・C　500白．鼠単位

　4．

鍔礫鷲増力α

　し穐3）

国際単位且　　（実験値）　3。

　約2～12単位

　約50単位

約2880～3100ji1位

　　　　　　　　　　　約0．5単位

　　　動物臓離の検定3ウシ，カツオ，イワ

シクジラの脳下垂体のアセトン乾燥粉末，凍

・結蛇燥粉末をMcShan濯ミ5）を少しく改座し

て抽出し，その効価を検定した・ウシは脳下

20

io

B－2（α17，

8－1ωユ7），A‘25，

e．ユ｛o・04）

A口OO）

4c‘500）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D↓　　2＼　　昏　　6　　8↓　1。扇庶皐像
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．5　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2L3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今，3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α弓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　3

睡f｛荊葉のアセトン乾燥粉末及び凍結乾燥粉末0．59を，カツオは脳下垂体全腺のアセトン麗燥粉末，クジラは脳下

垂体前葉（原料はやや古い）のアセトン乾燥粉末それぞれ19を用いた。この検尺は原料の新鮮度，抽出法になお研

究の余地があるので，、カツオ脳下垂1：仁中の性蜘～戯ホルモン量の他の動物脳下垂体との概略の比を調査する日的で

一行つたに過ぎない・

　．定且的の抽出法及び生物分析法については今後の研究にゆずる，

　それらの成績は第4～8図に示す．

，l

l
l

l

l

層5藻重量壇〃E

　　（吻）

5

二瀬重量壇凋

　（　）

5

0　0臨

画ツオ

カツオ

・0　0忌

h留殿位
Fig．4

　　　　　　　　呼輯塘死

　　　　　　　　　（m

Fig．6

2献州立

5

夢喋輯贈加
（四）

写

刀ツオ

0　　似6　1

　　　　　Fig．5

乞〉

4ワシクツラ

0
璽．

，　　1｝㌧・層，・

Fig．7

帥拳「蝿・増孤

　（朔，

！15

2蘭晦1軍侮

。牛乾ア剰紛禾怖凍）

ム牛　　　〃　　　‘ア之トレ）

O’　．O、6　：L　　　j72

　　　　　Fig．8

●
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その結果は大約下表のとおりとなった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　σ

6

原 料

ウ　　シ．（アセトン乾燥粉末）

ウ　　シ　（凍結乾燥粉末）

イ　ワ　シクジラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　9カ　ツ　舶

用．ツ　オ

カ　ツオ

含有量　（．国．際単位）
　（McShan　法　に　よ　る）

　　1．2

’　　3．4

　　1．9

　　0．4

　　0．6

　　　　　‘　　0．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　（原料の新鮮度，条件により含量華があるので，この表は著者等ゐ実験室におけるMcShan法による一定操作を・

行ったものについての含量で，真の含量を必ずしも示すものではない）

　　む　す　び．　　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　1．胎盤性国際標準品を用い，英局方のChorionic　GonadotroPhin検定法に従って市販されている5極の尿製1．

胎盤製または脳下垂体製性腺刺戟ホルモン製剤を検定した結果ノその内4種の作用はきわめて弱く．，実用価値はほ，

　とんどないと考える．

．2．牛及びイワシクジラ脳下垂体前葉耳個中にはかなり作用を認めたが，カツオの脳下垂体はそれ等の1！8・5～112・

　であった．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　，．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　この研究の一部は厚生科学研究補助金によったことを記し，感謝の意を表する．

1）

2）

3）

4）

5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　　献

C．Hamburger：Emmen，s　Hormone　Assay，173～203（1950）

J．H．　Burn：Biological　Standardization，277～279（1950）

H．M．　Evans；et　al：Pincuss’Horln6nes，　Vo1．1，356～358（1948）；Vo1．2，634～636，643～644（1950）斗

第七英国薬局方：804（1948）　　　　　　　　　　　　　，　　．　　　　　　　　　　，

W．’H，McShan，　et　al：J．　biol　chem。，135，473（1940）

　　　　On　the　Studies　of　Gonadotrophic　Hormones　（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Th・i・St・蜘dizaゆby　R・tl・Ova・i・肝w・ight・m・th・dゴ

　亨　βyKakuma　NAGAsAwA　and　Einosuke　KoβHIMuRA

　　　1．We　assayed伽e　commerclal　preparations　of　gonadotrgphic　principle　of　human　pregnant　urine，．

placenta　and　pituitary　of　domestic　animals　by　the　method　of　Chorionic　Gonadotrophin　of　the　British．．．

Pharmacopeia　VII　comかared　with　the　intemational　stabdard　of　chorionic　gonadotrophin．　The　activity．

of　the　four　is　too　weak．tg　use　for　therapeutic　purpose．　　　　　　　　　　　　　　．

　　　2．　Each　anterior　pituitary　lobe　Qf　cattle　and　whale　has　fair　activity，　and　that　of　b6nito　fish　has．．、

118．5～】120f　the　activity　of　the　former．　　　　　　　．．・
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エピレナミン注射液の血厘上昇作用について

長沢佳熊，中山豪一；佐藤　浩

On　the　Blood　Press廿re　Rising　Action　of　Commercial　Epinephrine

Injections　in　Japan

βyKakuma　NAGAsAwA，　G6ichi　NAKAYAMA　and　Hiroshi　SATδ

　昭和15年長沢1）はエピレナミン液の市販品16種についてZangfrognini法2）3）による比色価と，猫または家

兎の血圧上昇作用を試験し2合成品は天然品より一般に比色価が血圧上昇作用に比較して大きいことを報告し，合

成品は製造過裡において4体の分離が不充分であるためではないかと推論した・その後天然エピレナミン中には約

20％に逮するムNoradrenalineが爽雑する場合があるといわれ，その生理作用の強力な点から比色価が血圧上昇作

用に比較して小さい原因になり得ることが当然考えられるに至ったr今回は現在我国で市販されているエピレナミ

ン注射液3検体：『（2種）について検査し，血圧上昇作用を米局標準品と比較した結果・その内2検体（2種類）の作

用がかなり弱いことを知ったのでここに報告する．

　こ’の検体はいずれも日局VIの塩化第二鉄試射又は酢酸第二水銀試液の呈色試験には適品であるし，日局適品とい

えるものである．

　検俸　A祉製品IE－13，　IE－14，　B社製品IE－79の3種でいずれも合成塩酸エピレナミンを原料として調製さ

れたものである・

　試験方法　米町XIVに準下した，ただし成熟した体重3．5～4．25　kgの雄猫を用い，先ずクロロホルムで軽く麻

酔し，溶性フェノ犬ルビタールα29／kg体窟を皮下注射する・次に頸動脈及び気管カニェーレを挿入し，気管カニ昌

・一 撃ﾍ入目呼吸器に接続し，動脈カニューレは水銀マノメータを経てキモグラフ上に血圧を記録した，動脈カニュ

ーレ部分に用いる抗一血液凝固剤として10％クエン酸ナトリウム液を用い・迷走神経を聯回するために1％硫酸ア

トロピーン。・1cclkg体重を股静脈から海射し，30分間後月：量を行った．稀釈標準液注射の真中の時聞に検体稀釈液の

用量を，即ち2回は稀釈標準液によって起つた血圧上昇に比べて1／5小さい用量を、2回はほぼ等しい用量を，2回

妹1／5大きい用量を注射した・注射間隔は5分間隔とした・

　成績　A社製品IE－13は表記効力の100％（実験1），　IE－14は81％（実験2），又B社製品IE－79は

78％（実験3）の効力を示した．

実　駿　の　部

・．実験　1．体重；3．5kg雄猫用量；稀釈標準液（米局標準品501ngを精離し，亙110塩酸5ccに溶かし，蒸

留水で50ccとした液1ccに生理食塩液49　ccを加えて製した50，000倍溶液）0・5cc（＝0．01　mg），検体（IE－13）：．

．稀釈液（50，000倍）0．5ccを注射したときの血圧上昇を第1表に示す・

　実験　2．体重：3．5kg雄猫．用：量：稀釈標準液（実験1の稀釈　　　　　　　　　第　1表

懸翻二二三三；欝翻灘蹴稀釈標準液（mmH・）1…2・・5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検体稀釈液（mm　Hg）　24．0　　26．0
上昇を第2表（第1図参照）に示す．
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第1図搾乳｝順は第2表rゆ（）内の太数字に対応する・

（1） （2） （3） （4） （5） ．（6） （7）

（8） （9） （10） （11） （12） （13） （14） （15）

稀釈標準液により
起つた」丘1圧上昇

　　　　】mm　Hg

IE－14　により，：量っ

た』h圧上昇

　　　　mm　Hg

第ユ回

（1）

50
（0．3）

（2）

59
（0．4）

錐2回
（3）

58
（0．3）

（4）

61
（0．4）

第3回
（5）

57
（0．3）

（6）

47
（0．3）

第4回
（7）

59
（0．3）

（8）

73
（0．5）

第5回
（9）

59
（0．3）

（10）

68
（0．5）

筋6回
（11）

60
（0．3）

（12）

50
風α3）

第7回
（13）

56
（0．3）

（14）

51
（0．3）

第8回
（15）

58
（0．3）

　　第2表　（）内の太数字は銅1図のそれぞれに対応する．（）内の数字は注射cc数・

節2衆の結果を米局XIV法により計算するとIE－14（1・000倍液）100’cc中エピレナミン塩墓0・08129・標準

課差2％・　　　　　　　，　　　　　　　　　　　●

　実験　3．体重：4．25kg雄猫月｝」孟＝稀釈標準液（実験1の稀釈標準液を生理食塩液で2倍に稀釈して調製す

る，100，000倍溶液）0．2cc（＝0．002　mg）．検体（IE－79）：稀釈液（100，000倍溶液）0．2　cc，0．26　cc，0．32　ccを

注射したときの血圧上昇を第3表（第2図参照）に示す・
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稀釈標準液セこより
起つた血圧上昇
　　　　　mπ1Hg

IE－79によ　り起つ
た皿嘩上昇
　　　　　m】離Hg

第1回
（1）

43・

（0、2）

／（2）

　37
（0．2）

第2回
（3）

43
（0．2）

．（4R5）．

（0．2）

第3回
（5）

40
（0．2）

（6）

　38
（0．26）

第4回
（7）

39
（0．2）

（8）

　38
（α26）

第5回
（9）

35
（0．2）．

（10）

　42
（0．32）

第6．回

（11）

34
（0．2）

（12）

　39
（0．32）

第7回
（13）

・33
（0．2）

第3表’（ ）内の太数字は第2図のそれぞれに対応する・（

　　　　　　　　　　　　　　●

）内の数字は注射CC・液．

　　　（1）　　　、（2）　　　　（3）　　　　（4），　　　　（5）　　　　（6）　　　　（7）　　　　（8）　　　　（9）　　　　（10）　　　　（11）　　　　（12）．　　（13）

　　●　第2図注射順は第’3表の（）太数字に対応ナる．

　　　窮3表の結果を米局XIV法により計算するとIE・ρ79（1，000倍液）100　cc中にエピレナ’ミン塩基0・07839，標

　　準誤差2．2％，「．　　　　　　、　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．　、

　　・　　　　　　　　　’　　　　　　　．　む　　す’　び

1　　市販の合成エピレナミン注射液中には日自適品であっても・血圧上昇力が弱いものがあることを検体．3種中2種

　，について知った。こ為は恐らくは41休の分離が不充分なためであろう．

　　「文　　献　　1）長沢佳熊：昭和15年熊本薬学会報告，

　　　　　　　　2）AZangfrognini：Deut．　med．　Wochschr．35，1752（1909）

　　　　　　　　3）緒方章，長沢佳熊：r臓器薬品化学」第3版，43～47（昭10）

　　　　　　　　　　on　the　Blood　Pressure　Rising　Action　6f　commercial

　　　　　　　　　　　　　　　　．Epinephrine　Inject三〇ns　in　Japan

　　　　　　　　βγKakuma　NAGAsAwA，　Gδichi　NAKAYAMA　and　Hiros丘五SATδ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒　　　　　　　　　　　　　　o

　　　We，　tested　3　samples　of　commercial　Epiムephrine　Injections　in　Japan　by　U．S．　P．　XIV　usi皿g　male

℃at（3．5～4．25　kg　bGdy　weight）instead　of　dog．　TwG　of　them　contained　only　O．0812　g　a∬d　O．0783g　of　噛

・epinephrine　base　per’ P00　cc　respectively．

　　　This　will　perhaps　be　caus∋d　by　incomplete　separation　of　4ムepinephrinα

b

、
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ピずチン及びビナチン製剤の試験法、について　（第1報）

　　　　喜谷市郎右衛門　．河　内　敬　朝

笠 原 閑　　松 倉 幸

Assay　of　Bisatin　and　Its・Preparation．

功Icllir6emon　KIDANI，　Yositomo　K6cH！，　Sizuka　KAsAHARA　and　KδMATuKuRA

緒 言．

第六改正日本薬局方ピサチン及びピサチン錠の確認反応及び定量法をAKA光電管比色計（小滝製作所製）を用

いて検討し砦干の改良すべき点を認めたので，その改良すべき点及び著者等の考案した改良法の試案を報告する・

ピサチンの呈色友応について

　ピサチンの呈色反応については，ピサチンをアルコール製アルカリで加水分解して生ずるDiphenolisatinにア

ルカリ製フェリシアン化カリウム言忌を作用させると紅色を呈するLiebemlann　and　N．　Danaila1）の報告があり，

これを利用してピサチン製剤の定量及び確認反応2）を行ってヤ・るが，この色は不安定で暫時の後消えるた砺定量

1に応用し難い点を認めたのでその呈色の条件について検討した・

　ピサチンの呈色反応についてはこの外ピサチンをアルコール製水酸化ナトリウム試液で加水分解してPipheno・

lisatinとなし之を臭素酸化して生ずる青色物質をクロロホルムに転溶するMJ．　Schulfe3）の報告及びDiphePひ

lisatinのアルカリ製溶液に過硫酸カリウム，ヨウ素等を作用させると青色を呈すると云うLiebemlann，　Danaila

の報告及びDiphepolisatinの濃硫酸溶液が紅色を呈すると云う稲垣4）の報告等があるが，いずれもその色は不安

定で暫時の後消える．

　DiPhenolisatinのアルカリ製溶液に7エリシアン化カリウム試液を作用させて呈する紅色についてLiebe㎜ann

and　Danaila　5）はその反応の過程をDipheno！isatinより　2－Amino－4’，4”一dioxyphenylcarbi豆01を経て

。－Aminoaurineに至る過程を予想している．又稲垣6）・はピサチンの酸化成績体について研究し，氷酢酸溶液のク

ロム酸酸化によ？Diacetylbisoxyphellylisatonic　acid　anhy“rideを生じ・これが加水分解されて2－Am…no　di・

oxyphenyl　carbinoleの不安定な中聞体を経て2－Amlno－4’・4”一dioxyp血enyl　methaneの生成を報告してい

る．又稲垣7）はDiphenylisatinをアルカリ製過酸化水素で酸化して2－Amino－4’一〇xybenzophenoue及び

Anthranilic　acidを確謬しているがアルカリ製フェリシアン化カリウム酸化成績体については非結晶性の物質を得

てこれをイサチンレッド1）と称しているのみである・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　イサチンレッドについてのSixteen工junber98）の報告によると水素イオン濃度が9～12の間では比較的安定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　であり，可視部の吸収極大は波長5580Aであると報告している・著者もイサチンレッドの色の安定性に関し，温度，

水素イオン濃度，安定剤について検討し次の結果を得た・

　温度の影響　日局VI・ピサチンの定：量法2）の方法で呈色させ各温度に於ける時間的変化はFig・1の様であう

た．呈色後5分より60分間の色及びその10分開に対する平均変化Xの吸光係数を尿せぱ第1表の様である．
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　　　　　　　　第　1　表

Variationρf　Extinction．Coe伍。三ent（S・57）

Tin｛e

Teh1P。・

After　5min．

After　60min．

　　X

0。

0．366

0．253

0，008

15。

0．350

0．194

0．019

20。

0．320

0．145

0．029

25。

0．318

0．136

0．030

30。

0．319

0．130

0．032

　　　　4＼
＼ミ§ミε

　　　　　　　　　ウ

Ecm　of　Isatinred　by　J．P，　VI

　　　　ゆ2。5。4。5。6。　　r。　，　ρδ
　　　　　　　　　　　　　Fig．1
　　　Decreasing　of　Extinction　Coe伍cient（S．57）
　　　　　　　　E任ect　of　Temperature：：
　ピサチン0．2∫ngに対し1％フェリシアン化カリウム試液0．6　cc以上を使用する時は呈色は早いがその色は不

安定である．

　蜜定剤1ζ就いて　ゼラチン，デキストリン

の登細石鰹準率つで製’辱雲

したビサチン標準原液2ccを比色管に取りこ

れに1％フェリシアン化カリウム二一0．2ccφ。o

「を加え一！定時間放置した後水を加えて50cc

とした場合4分から6分の問で一定の最高

値を示したあで反応後5分間放置して規定ρ．2。，

量迄稀釈する・

　吸牧曲線　日局VIの方法2）によって製

したピサチン標準原液2ccを比色管に取りこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽“覧oo
れに1％フェリシアン化カリウム試液0・2cc

：加をえ，1分聞ふりま・ぜた後水を加えて50cc

とした直後の色はFig．3（一・，一三を以

て示す）のようであり，これを沸騰水浴中で10

分聞加熱するとFi9・3（一印を以て示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　むの如くその最大吸収端が短波長に50A移動

　フェリシアン化カリウム試液の最について日局

VI2）では10％フェリシアン化カリウム溶液を使

用しているのであるが，試薬の過重11は’その黄色の

為に肉眼による比色を困難にし，色を不安定にす

る．呈色と試薬のiltとの関係はFig．2の様であ

る．

　ピサチン0．2mgに対し1％フェリシアン化カ

リウム試液。．2ccを使用する場合』は反応速度は近i＼

いが120分以上経過後もその色は余り退色しない．

ア貫5¶三；こ三辿迦龍艶▽、．一，．．、．、．

　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
1！　　　　　　　　　　　　＿＿，＿’叩一一一一｛’。
へ’　　　　　　　　　　　　　　　　一ρ．馳一一　勘

　　　　　　　　’‘　　　　　　　　　　　　　，’D

　　　　　ノリノ
　　　！／’　　　　　　　　　　　　　　　d／“

．／！@　　／！・／
”　　　　　　　　　　　！4
　　　　！’o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　／q　　　　　一・一　し。c・　。多1κ隈㊥‘

／　　　　・二1二1＝誰
ム　　　・　　　・　　．　　　　　　　　　隔◎．一　　　　　　　　　　　　　　“zcく，
　　　　　　　　　　　一へ鴨　　o・lk．

50　　ユ0　30　→．・　ぎρ　　‘o　　　　？o

　　　　　　　Fig．2
　　Effect　of　Amount　of　1％K3Fe（CN）6

120‘1幽．）

する．加熱時間は沸騰水浴中5分ll似上必要である．以上の結果からピサチンの呈色反応は次の様に進行するもの

と考えられる．
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　し
　即ちpHが12以上になると2－Aminophenyl基の4の水酸基が更にナトリウム塩になって濃色的になり，これは

酸化され易く不安定で早く退色するのではないかと考えられる．

　イサチンレッドの吸収曲線はF19．3の如くである．即ちpH＝12以下の場合可視部の吸収極大は555　mμでそ

の吸光係数Eoi讐野の値は0．598であり，pH』12以上の場合の吸収極大は560　mμ，でその吸光係数Eoi囎％の値

は0．615である．即ち吸収極大部が約50且長波長に移動する。又フェノールフタレインの可視部の吸収曲線はイ

サチンレツ．ドのそれと類似の型を有する・

1

ピサチンの定量法に就いて

　ピサチンの定量法に関しては第六改正日本薬局方2）の方法で

行う際にその色が非常に不安定で特に夏期には1時間後にその

色が黄色に変じ，定量する事が出来なくなる・イサチンレッド

の紅色の各種の条件に於げる安定性に就いては前述の急な結果

を得たから，これを定量法に利用する審を試み，’日局VI2）の

方法より良い結果を得たのでこエに報告する・

　ピサチンの定量法に関してはこの外にSixteen　Ljロnberg8）9）

の報告があるが、これを追試した結果は，色はなお幾分不安定

で本法より退色が速やかである．

　前述した様にピサチンのアルカリ溶液に，フェリシア．ン化カ

リウム試液を加えて呈ナる色はpH冒12を境としてその吸収極
　　　　　　ロ大部が約50Aだけ移動し，　pH嵩12以上になるとその吸収極’

大部が長波長に移動し，その時め色は不安定である．又フェリ

シアン化カリウムの過剰は紅色を不安定とし肉眼による三色の

際その黄色に障害されて色が見難いからフェリシアン化カリウ

らの量を余り多くする事は良くない1

レ
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‘50’qゆ

操作法丁丁：1・アルコール性水酸化ナトリウム試液：フk酸化ナトリウム19（炭酸塩イく含）を水1．5ccに溶解

し・これに95％アルコール（無アルデヒト）10ccを加えて製する．
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　2．フェリシアン化カリウム鼠液：’フェリシアン化カリウム19を粉末となし水100ccに溶解する・

　3・水酸化ナトリウム試液3局方N／20水酸化ナトリウム液を使用・

　標準液3ピサチソの結晶を100。で厨丘を得るまで乾燥したもの50mgを精密に秤り，これにアルコール製水

酸化ナトリウム試液10ccを加え，還流冷却器を附し，ときどき揺動し水浴上で30分間加熱した後濾過し，冷後

7kを加えて500　ccとする．この液1ccはピサチン0．1　mgを含む．この液は冬期1ケ月間放置しても変化しな

かった．

　定量操作3ピサチン0．1’》0．25mgに相当する量を50　ccのメスフラスコに取り，　N／20永酸化ナトリウム液で

各々全最を2．5ccとしこれに7エリシアン化カリウム試液0．2ccを加え1分問よくふりまぜ，5分後・新に煮沸し

冷却した水を加えて全量を50ccとし沸騰水浴中で10分間加熱後氷水中で冷却した後此色する・

註　本法に於て反応液を；水酸化ナトリウム試液を加えて25ccとするのはピサチン標準液が0・1　mg！ccのN／20

7k酸化ナトリウム液である為，0．251ngのピサチンを取るためには原液2・5ccを要し，呈色後のpHを」定する

めに水酸ナトリウム試液で各々を2．5ccに調整して反応させたのである．故に実験の操f乍上適宜に反応終了後の液

がpH旨12以下であり各々皆同じpHである様に調整すれば良いのである。

　これを光電管比色計で吸光係数をフィルターS．53を使用し’（測定してその時間的変化を見た．爽験3画に於1ナ

．る結果は第2表に示す通りであった・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2表

　　　　　　　　　　　　　　　Variation　of　Extinction　Coきf看ent（S．53）

孟磯
5

15

30

45

60

0．100

0．104　　0．112　　0．107

0．107　0．110　0．107

0．107　　0，107　　0．107

0．105　　0．106’0．103

0ユ05　　0．106　　0．099

0．150

0．160　　0．160　　0．160

0．159　　0．158　　0．156

0．150　　0．156　　0．155

0．150　　0．150　　0，152

0．148　　0．150　　0，148

0．200

0．208　　0．212　　0．206

0．201　　0．208　　0。204

0．195　　0．205・　0．200

0．192　　0．195　　0．198

0．192　　0．195　　0．195

0．250

0．260　　0．265　　0，252

0．255　　0L260　　0．250

0250　　0．255　　0．249

0．250　　0：250　　0．246

0．245　　0．245　　0．236

ヌこれをペックマソ分光光度計（B型）により呈色30分後の吸光係数を測定したところその結果は第3表に示す

1通りであった．

　　　　　　　　　　　第　3表　　　　　　　　　　　　　ド

Extinction　Coef｝icient
ず

mg
　　　
5550A．

0．10

0．288

0．15

0．448

0．20

0．598

0．25

0．748

　　　　　　　E．ユcm

　　　　　　　　’
　呈色の段牧曲線と標準曲線

　イサチンレッドのpH　12以下の時の吸収曲線をペックマ

ン分光光度計（Bi型）で測定した場合はFig．3の如くで，可

視部の吸収極大は555mμであってその吸光係数E％警6

は0・598であり，光電管比色計のフィルターS・53の場合の

Fはべツクマン分光光度計の530mμのEより高い値を示し

允。即ちE。1黙％＝0．371ペックマソ分光光電光度計

E8：i繕率冒0・192光電管比色計

。．800

o，マoo
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o，随o

o．弓oo

弔oo
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Fig．4　Standard　curve　of　lsatinr合d
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光電管比色計及びベツクマン分光光度計を用いて吸光係数を測定した結果ピサチン0・15～0・25mg、の間では吸光係

黎と濃度とは比例する・ベツタマンにより555mμに於けるピサチンのmgと吸光係数との関係匿次式の通りである・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Elcm＝0．300Xmg－0．002

どサチソ0．2mgに対応する吸光係数の平均値は5回測定した結果S．53に対して0．207でσ＝土0。003となった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　語

　　　1．光電管比色計によりピサチン及びピサチン錠の試験法を検討し，第六改正日本薬局方の定量法の不備を指摘

　　した．

　　　2・本実験はピサチンの結晶に就いて行ったのであるカ1ピサチン錠の定量法に関しては操作上更に不備の点を認

　　めたので之に関しては目下検討中である．

，　本研究の一部は厚生科学研究費に依った．当局に対し謝意を表する・

are　dissolved　in　lq％alcoholic　sodiu卑hydroxide　solution．

cooli119，　the　solutioll　is　trallsferred　to　500・cc　volumetric　Hask

exactly　500　cc．

　　　　The　solution　which　corresponds　to　O．10　to　O．25　mg　of　acetophenolisatin　is　transferled　to　a　50　cc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

volumetric　nask・After，N120　sodium　hydroxide　Solution　is　added　to　make　the　volulne　2・5cc　O・2cc　of　1％

Potassium　ferricya皿ide　is　added　and　shaken　for　l　minute．　After　5　mihutes，　or　more　distilled．　water

is　added　to　make　theヤ01ulne　50cc，　and　heat　it　in　the　boiling　water　bat丘for　ten　mi∬utとs．　After

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
cooling　it　in　the　ico　water，、the　extinction　coef登cient　is　measured　through　the　filter　S．53　a皿d　at　5550A．

The　amount　is　calculated　fro：n　a　standard　curve．

　　　　　　　　　　　　　　　　　入＝555mμ　　　　，　　　Eei鷺％二　　〇．598

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　　　　　　献

　ユ）Liebefmann　and：N．　Danaila：Ber．，40．3594（1907）

　12）第六改正日本薬局方（厚生．省版）471，4四（1949）

　3）M．」．Schulle：C．　A．，34，4225（1940）．　　　　　　　　　　　　　　，

　4）稲垣：白田．，筍，689（昭8年）

　5）　工iebem職pn　and　N．．　Danaila：　Ber，，40．3591（1907）

　6）稲垣：薬誌，58．976（昭13年）　　　　・「　　．　　　　　　　’　　　　　　．　　．

　7）．稲垣：輪虫・，54．702（昭8年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．

　8）　Sixteen　Ljunberg：C。A．，44．7025（1950），　Fa止m．　Reyy．，49．241～51（1950）

　9）　Sixteen　Ljunberg：　C．A．，45．2145（1951），　Farm」Revy．，49．649～52．（1950）

　　　　　　　　　　　．　　　　　　　A＄say　of　Bisatin　and　Its　Preparation

　　　　　βγIchiroemon　KIDANI，　Yositonlo　K6cHI，・Sizuka　KAsAHARA　and　K6　MATuKu耳A

　　　　Addition　of　1％K3Fe（CN）6　to．diphenolisatin　in　the　pH　range　of　8　to　12　developes　a　red　color

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りwhich　has　a　maximum　absorptioh　at　5550A．　W血en　p耳of　the　solution　is　greater．　than　12，　the　color

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
has　a　maximum　absorption　at　5600A　and　its　color　is　unstable．　Color　development　is　complete　after　a

30．minutes　hydro1￥s至s　in　10％’alcoholic　sσd量um　bydroxide，　and　the　color　is　stable．

　　　　The　photome廿ic　determination　is　Carried　out　as　follows：50　mg　acetophenoligatin　dried　at　100。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　solution　is　refluxed　for　30・m㎞utes．　After

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　digtilled　water　is．added　to　make

■

ノ
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日話中のジアスターゼ澱粉滑化力試験法の改良案

　　　　　朝比奈正人，　芹　沢　　淳

Imprgyement　on　the　4ssay　for　Starch　Digest1ve

　　　　　　Power　of　Diastase　in　J．P．

　　　　　　　　　　　　　　1かMasato　AsA甘INA　and　Jun　SERIzAwA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒．　烈　　言．

　日局VIのジアスターゼ澱粉消化力試験法は，主として次の点で改良を要する．

　1．使用する澱粉糊液の濃度が約5％の高濃度で，作製や取り扱いが不便であり，又誤差の原因となり易い．

2．反応の終点として完全分解時の90％近く迄分解した廊をとっているためb，．この時までに生成した還元糖ひ

：量と酵素の強さとの比例関係がよくない，このため酵素の強さの倍率を求めるのが困難である．

　この改良法では澱粉糊液として約1％の濃度のものを使用し・反応の終点としては完全分解時の約50％9）点を一

とつている・その他若干の点に関しても改良をほどこしてある・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改　　艮　　　法

　100。で3時間乾燥したバレイショ澱粉19を200ccの共栓三角フラスコにとり，約40。の水30　ccを加え，揺・

動しながら更に熱湯60ccを加え，15分団沸騰水浴中で加熱した後40bに冷却し，均等となった宝器に本品20mg・

を加え30秒間ふりまぜた後40。で鞭し・本筈を加えてから正融・20分後N撤化ナトリウム液1cc’を力rl

えて反応をとめ，内容を10Q　ccのメスシリンダに入れ，約8ccの水でフラスコを洗い洗液をメ’スシリンダ中に合・

し，更に水を加えて100ccとした液11　ccをとり大型試験管中のフエーリング試液5ccに加え・ゆるやかにガラ　、

ス製の蓋をほどこして沸騰水浴中に10分開放置し，冷後濾過して得た澄明な濾液5ccに硫化ナu酌ム試液2・’

滴を加えるとき変化してはならない・　　　　　　　　　　　　　　、

補助的測定法
　反応華中」こ生成した還元糖の量叉は一定量のフエーリング重液を還元し得る反応液の容積を求めるには，次のよう

な：方法を用いるのが簡便である・又，供試ジアスターゼの効力と生成する脚病糖の量が比例関係を有するとすれば声

これらの方法を用いてそのジアスターゼが局方限界のジアスターゼの何倍の効力を有するかを大体定めることがで

きるわけである．’我々の実験した所では，後でも述べるように局方限界の1／2～312倍の効力をもつものでは数％の

誤差で倍率を求めることができる・112倍以下又は312倍以上のものでは112～312倍の範囲内に入るようにジアスタ

ーゼの使用量を変えればよい．幽

　第．1法：フエーリング試液5cc宛を有する数本の大型試験管に，種々の扇面の反応液を加え，以下改良法に従

ってフエー〃グ1搬が完全｝・還元された限顯を求める．加え硯下髪の容積は限界点附近では0・1～0・2ccの差・

であることを要する．この方法は最も改良法に近いが，未知の試料につき限界点を探すのが面倒で時間がかかる．こ

の方法で求めたフエーリング溶液5ccを丁度還元する反応液の血沈（a　cc）はジアスターゼの効力に反比例するか・

ら榊は聖であ…
第2法・こ櫨F・hli・酔L・hm・・距S・h…1法・…郵たもの喬大型謙管中の・エー・・獄液5cc・・

反応液5～15cc（生成した還元糖血に応じて適宜定める）を加え・ゆるやかにガラス製の蓋をほどこし沸騰水浴中1

で10分間放置した後冷却し，ヨウ化カリウム0．5～1g及び．20％硫酸3ccを加え，更に水20　ccを加えて残存す

釦イオンにより生成したヨウ素をN／loチオ硫酸ナトリウム液で滴定する．別に，フエーリング試液5ccに対応す

るN／10チオ硫酸ナトリウム液の量を求めておき（理論値6・94cc）・これから前記滴定値を差し引くと・これが還・
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元されたフエーリング試液り五t即ち生成した還元糖のゴ辻に対応する・この轟葭を反応液10cc当りの量に換算しacc

とする・一方，局方限界のジアスターゼ20mgは反応液11　ccがフエーリング試液5ccを丁度還元するわけであ

るから，反応液10ccでは4．55　ccのフエーリング溶液を還元し，これはNlloチオ硫酸ナトリウム液6・94×4r5515

言6．32ccに対応する，従って倍率はa／6．32となる・

　第3法：これはWillst蕊tter－Schude1法3）に準じたもので，反応液10　ccにN110ヨウ素液10　cc及びN／10

：水酸化ナトリウム液15ccを加え，15分間室温に放出後20％硫酸1ccを加えて直ちにN110チオ硫酸ナトリウ

ム液で滴定する．別に，反応液の代りに水10ccを用いて盲験を行い・この値から前記滴定値を差し引くと（a　cc

とする），これが生成した還元糖量に対応する・局方限界のジアスターゼについて実験してみるとこの値は2・0♀cc

・であった，従って倍率はa／2．09となる・

改図法の：反応の追跡
　改良法に従い，バレイショ澱粉19に約40。の水30cc及び熱湯60　ccを加え・15　min沸騰水浴中で1皿流冷

却器をつけて加熱した後・40。に冷却し，40。の水10ccを加え，局方ジアスターゼ20　mgを加えて反応させる・

反応液はちょうど100ccである・これから一定時間毎に反応液10　ccを．とり，前記第3法に従って生成した還元

糖量を測定した，Fig・1の縦軸には還元糖量に相当するN／10チオ硫酸ナトリウム液の容穣がとってある・

　なお，1％澱粉にジアスターゼ10mgを40。で作用させた場合，同じく55。で作用させた場合及び2％澱粉

．にジアスターゼ20mgを作用させた場合も参考までに図示しておく．

r9

88
壽1

葺・

鷲

　．2

1
’ク

←一IV

　　　　I　1％Starch一．20　mg　Diastase－40。C（the

　　　　　　　　　　　　　　　　Improved　Method）ノ

　　　II　1％Starch－10mg　Diastase－40。C

！IIII　1％St。，ch＿10mgDi。・t・艶一55・C
6一一III

＼II　IV　2％Starch－20mg　Diastase』40。C

　　　←＿＿＿the　End　Point　of　Reaction　in　the

　　　　　　Improved　Method

30 60 90　　　　120

一・Time（min） Fig．1．　Hydrolysis　of　Starch　by　Diastase

　これによると改良法では反応の終点を，最大分解時に対し．澱粉が約．50％分解した点をとってある・これは二三

＝方試験に比し，効力の倍率を定めるのに都合がよいからである・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　改艮法と現日局試験法との比鮫

　数種の市販ジアスターゼ及びこれを適当にデキストリンでうすめたジアスターゼについて改良法に従’つて反応さ

せ，第1法によりフ晩酌リング試液5ccを還元するに要する反応液の容積を求めた・一方，日局VIに従って澱

粉消化力の適否を求めこれと比較した．但し，ジアスターゼ1，II，　III，VIIIは市販品・IV・V・VI・VIIは111を

．適当にデキ．ストリンでうナめて製したものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

’
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第　1　表

ジアスターービ馳

1

II

III．

IV

V

VI．

VII

VIII

フエーリング試液5ccを還元
する反応液の容積　　（cc）

7．9

9．7

10．5

10．9

11．1

11．9

12．5

15，0

日局VI試験法による
適否

適

適

適

適

適

不適

不適

不適

　この結果から局方限界のジアスターゼを使用すると，反応液約11ccがフエーリンζ〆試液5ccを還元することが

わかる．従って，現在の局方とジアスターゼの効力を大体一致させるために，改良法では反応液11gcがフエーリ

・・グ溶液5cc礎元しなくて臆らな・・漉定した・しかし・少し効加強・・もの頓求して即液蝿を10・r

とすれば，試験法としての体裁は更にととのうこととなる・

ジアスターゼ効力の信率測定

　局方限界に近いジアスターゼを用い，その使用量を変え，前記の方法によって倍率を定め理論値と比較してみた

ところ，ジアスターゼ10～30mg即ちジアスターゼ20　m9の1／2」！2倍の範囲内では数％の誤差で一致した・

次に示すのは第1法を用いた1・例である，但し，ジアスターゼ10．1ng以下ではフエーリング試液の使用量を少量

にして実験した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　第2表

●

ジアスターゼ

mg
40

35

30

25

20

15

10

5

フエーリング試液
5ccを還元する反
応液の容積（aCC）

6．3

6．8

7．6

9．4

11．0

13．7

21．5，

効力の倍率

．三値』 P贈・（￥）

2．00 1．75

L75

1．50

1．25

1．00

0．75

0．50

1．62

1．45

1．17

1．00

0．ε0

0．51

41．0 0．25 0．27

誤差　　％

＿　　12．5

＿　　　7．4

一　　3．3

＿　　　6．4

十　　　6。7

十　　2．0

十　　8．0

　この突験例をみるとジアスターゼ25加g及び15mg使用の場・合の誤差が大きすぎるようであるが，その後第2

法高3高等で検討してみると誤差は更に少なくすることができた・しかし，この試験法は日局VIのためのもので．
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あって，それほど精密なものでないから，倍率の測定には数％の副1差を考えに入れておかねばならない・又倍率は局

方限界より強いものでは幾分低めに，弱いものでは幾分高めに出るようである，けれども現局方試験法と此較する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ならば・ジアスターゼの効力と生成する還元柳崩は一層広範囲セこ比例することはあぎらかである・

結 論

この改良法では次の点で現在の日局試験法よりすぐれている・

1．

2．

3．

4．

5．

澱粉糊液の濃度がうすいので（現．局方では約5％，この改良法では約1．％）・作製，取扱いが容易である。

試験の所要時間が短縮されている．髄　　　　　　　　　　　　．．．1　り．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　r反応門渡は40。の方がf仁温に近¢ζ操作も楽である（現局方では55。）．．

一門時間後化学的にジアスターゼ作用をとめているから，その後の酵素作用の進行による誤差を防1しでぎる．

反応の終点は完全分解時の約50％の点をとっているから（現局法では約90％），効力の倍率を一層広範囲に

簡便に求めることができる。

　しかしながらこの改良法ではまだ誤差の入る可能性が多く，決して満足なものではないから，今．後更に検討を加

える必要がある．

1）

2）

3）

丈 献

寺111，慣＝μ1：衛試67，35、68，14の附記

化学爽験学第二部天然物取扱法III，175

Willst汽tter　und　Schude1＝Ber．51．780（1918）

WiIlstまtter，　Wa！dscemidt・Leitz，　und　Hes3e：Z．　physiol．　Cheni．126，143（1923）

化学実験学第二部微生物及び酵素実験法，651　．　　　　　　　　・．

　　　　　　　　　　　　　　　　トImprovement　on　the　Assay　for　Starcll　Digestive

　　　　　　　Power　of　Diastase　in　J．P．

　　　　　コ
　　　βyMasato　AsAHINA　and　Jun　SERIzAwA

噛

’

　　　The　improved　method　proposed　here　on　the　assay　for　Diastase　digestive　power　is　di廷erent　fmm

that　of　the　presellt　J．P．　mai血1y　in　the　fo110wing　two　points．　The　first，　about　1％starch　solution　is

used　instead　of　about　5％，　for　the　purpose　of　making　its　preparation　and　treatment　easy　and　of　reducing

error．　The　s㏄ond，　the　hydrolysed　stage　of　about　50％of　the　makimum　hydrolysis　of　starc血is　adopted

instead．of　about　90％as　the　end　point　of　reaction，　because　the　intensity　of　diastase　function　ig　able

to　be　deter宜nined　conveniently　in　larger　range．　Some　improveme就s　are　perforlned　in　the　other　pQints．

●

’

●

ノ
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発熱性物質試験法に対する検討＊

横井泰生，堀内茂友，近藤　了

　　　　　　　　Studies　on　Pyrogen　Test

　　　　ノ
βγ　Ya§uo　YoKol，　Shigeton⑩HoRlucHI　and　Satoru　KoNDo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　言

　薬液を患者の早智内に注射する際，悪寒戦野等の副作用を招くことは珍しくない・その主な原因が薬液中に存在

する発熱性物質（パイロジエン・Pyrogen）であることは1近時一般に広く承認されている．．このための検出法が

．我示国でも第六改正日本薬局方（昭和26年；以下日局VIと略す）に収戴されたが；この発熱性物質試験法は第十

三改正米国薬局方（1946；以下米局XIIIと略す）のPyrogen　Testにきわめて近く，こx2～3年来，我が国で

研究者がそれ：それ行っていたものよりもきわめて厳格である．1）

　本法の原理は家兎の静豚内に薬液を注射し，その結果としての直腸体温上昇の有無を検査し，薬液中の発熱性物

．質の存否を判断するにある・このような家兎体温測定法に対して化学的検出法（過マンガン酸カリウム脱色反応2），

T．BP反応3）），光学的検出法（螢光反応）4）等が唱えられ，或は動物体温測定にしても冷血動物としてはヵエノレ，

ガマ5），温血動物としては犬6）或は猫bを使用する方法が考案され，また発熱性物質が温」血動物の白血球数に及皮

す影響8），難卵卿化に及ぼす影響9）を検査目標とするなど種々の企てがある．　　　　　　　　　　　　　　　．

　発熱性物質検出法は以上列記しただけでも十種類に達する・これら全部が実用性を有するわけではなく，あるも

のは過去のものとなり・あるものはi発見者自身実用性が不充分であると認めている・人体発熱に最も忠実な原理を

採用すれば温血動物による体温測定法ということになり，また実用上犬，猫よりも家兎の方が好都合である．そして

家兎体温測定法は実験条件が最もよく検討された方法でもある・本法は帯留XII（1942）制定に際しての膨大な共

同研究の成果であり，】4）米座XIII及びXIVにて多少の変化を見せている．デンマーク薬局方（1曳8），フランス

薬局方（1949）も我が国の第6雌正薬局方と同じく米国薬局市同様のようであり・英国薬局方（1948）もその趣旨は

同一である・今や本法は約10年の批判に堪えて各国により公認されたもので・充分検討する価値がある．一方我が

国は米国とは風土を異にし，家兎の系統，飼育条件等に関し同一ではない．米国法を殆どそのまま適用することの　’

可否は甚だ興味のある問題であり・この方法と我が軍諸家の方式との比較検討を併せて行いたいと思う・因にフラ

ンスでは米局方の直訳的採用に異論もあるようである．12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験材料と実験方法

　従来の研究で使用された発熱性物質は，いずれも微生物の四体または産生物に何等かの処理を施したものである．

それらとしては比較的簡単な操作を加えたに過ぎないワクチン，または：更に複雑な操作を加え比較的純粋に取り出

した化学的物質がある．これらのものはいずれも市販注射薬中に含まれる発熱性物質を代表するという証明はない．

従って我々は注射薬に対する発熱性物質試験法の研究に塾いては，発熱性注射薬それ自体を用いるのが最も適当で

あると考えた．そこで今回の実験における発熱性物質としては，我が国内の工場で誤って生毫された発熱性の注射

薬を各方面から集めて使用した．

　実験動物としては，日本国内で一般に入手の容易な普通の白兎（日本白兎，白色日本種等と呼ばれているもの）を

用いた・なるべく雄を用い，体側は局方の規定琿り1・5kg以上で充分健康にして・使用前少くも1週間は体重の

減少のなかったものに限った・

　第．1回体温測定1時間前に家兎から餌を言表した・体温測定には測定者は椅子に腰掛けて動物を静かに膝の上

管本論文の要旨は昭和25年11月23日東京医科歯科大学で開催された日本薬理学会関東部会で講演

　した．
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で布にくるみ，「く」字形動物用体温計を肛門から約6c瓢の深さに直腸内に充分な時間挿入し読みを取った・注射

筒，注射針は使用箭毎回250。以上に約40分間乾熱して発熱性物質の除去に努めた・

　室温は米局方に最適条件と指定されている25。を目標とした・しかし我々がこの試験法の検討を開始したのが昭

和25年夏で，当時は温度調節に関しては全く無設備であったので北側の涼しい部屋を使用したが・幸にも真夏の

一日の最高温度が30。（米局方の許容最高限度）を越すことは殆んどなかった・その上，一昼夜の室温動揺も5～6。

に止まった．昭和25～26年の冬は娘気的に師匠の自動調歪輌を行ったが，なお厳寒期は日中でも室温を20’（米局方

の許容最低限度）に維持することは困難であって17～18。程度で我慢せねばならぬ状態で・夜間の最低温度はそれ

よりも5～6。低下していた・昭和26年4月以後は四季を通じて昼夜の別なく室温は大体25。に調節できた・

実　験　成　績

’

　有慧であると見なし得る体温上昇値一般に我が国の研究者は注射前に比しての動物休温上昇が0．8～1．0。程度

以上なる場合を以て発熱反応陽性と見なしている，1）一方日本薬局方では米局方同様，注射前に比して0．6。以上の

体温上昇のあった場合に意味を持たせている・体温上昇に意味を持たせる値の限界を低く取ればそれだけ同一条件

下では検定上発熱性物質を見逃す危険は少くなるが，誤って全く体温上昇作用のないものに発熱性物質陽性との判

定を下す危険は逆に増大する・ともかく，自然動揺による体温上昇と注射発熱によるそれとを区分する線をどこに

引く，べきかは，本試験法の実施上関も重要な検討題目の一つである．

　第1表は家兎の自然動揺としての伽温上昇程度を知る目的を以て行った爽験である．局：方のll肺門測定操作に従し・

ながら注射操作は全然行わないとき・注射直前に相当する体温を基準としてその後の体温上昇の程度を知ろうとし

た．すなわちその後1時高聞隔で3回体温を測定した値の中最高のものは基準体温に比してどれほど商いかを求

めた．このときの室温は12。～30。の範囲で，1日の間の温度は比較的一定であった．調査は482匹の家兎につい

て行ったが，この中には体温測定操作を初めて受けたものも多数含まれる．

Table　I

Maximum　Normal　Temperature　Variation　in　Rabbits　Witレin　3　Hours

（Nothing　was　inlected）

Basal　Temp．

。C

38．9～39。8

1ess　than　38．9

Maximum　Teh1P．　Rise　．。C

O．5。or　more　　O．6。　or　more

4．3％

15．2％

0

4，6％　　．

（Remarks）2780bservations　with　38．9～39．8。C　basal　rectal　temperature，

and　2080bservatio距s　with　less　than　38．9。C　basal　temperature．　Room

tempe由ture　was　pτet亡y　constant　between　12。　and　30。C．

　日局に従えば注射直前の体温とは試験当日における1時間毎の第3回体温測定値であって，これを0腕上対照体

温と呼ぶ・第2回と第3回の債のほぼ相等しいことを条件としているが・我々㊧482匹についてはこの点を全く

顧慮しなかった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　第1表に示すように注射直前の，すなわち対照体温が38・9～39・8。の範囲にあるときは，38．9。未満6場合に比

してその後の自然動揺による体温上昇は署しく少い．我々の爽験ではこの範囲の対照体温を示す家兎278匹申，自

然動揺により休温上昇が0．6。以上となる家兎は1匹もなかった．従って日局において対照体温をこの範囲に定め
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るという規定は，注射発熱による伽温上昇と自然動揺にタる体温上昇とを混同しない上に充分意味のあることを知．

つた．この日局規定を守る限り，有意義な体温上昇値と見なす臨界値を0．6。と区切っても本試験法運用上差支えな．
し．

Eと一L応推察されるが，こρ点につぎ更に統計学的考察を行うとする・今，自然動揺のため0．6。以上の体温上昇を．

来す家兎の真の比率をPとし，また誤って即ち全く発熱性物質を含有せず体温上昇作用のない薬液に日局試験法を

行った結果，発熱性物質陽性との判定を下してしまう確率をPとすれば次式が成立する．

　　　P＝3C3p3ナ3C2p2（1－p）十｛3Clp（1－p）2十x｝’｛5C5p5十5C4p4（1－p）十5C3p3（1－p）2十5C2p2（1－p）3｝

　上式は使用家兎数を一応3匹とし・場合により更に5匹を使用するという次の日局規定に基ずく∴すなわち家’

兎3匹中2～3匹が0．6。以上の体温上昇を来す場合には直ちに発熱性物質陽性との判定を下し，3匹中ただ1匹

が0．6。以上の体温上昇を示すとぎ及び3一中0．6。以上の体温上昇となるものは皆無であっても3匹各々の体温

上昇合計が1．4。を越えるときは（仮に後者の確率をxとおく），更に5匹について試験を行い，この中の2匹

以上が体温上男0・6。以上となる場合もまた発熱性物質陽性と判定するのである・

　我々がこの試験法を1，COO例以上行った実際の経験からいうと，最初の3匹の試験で1匹だけ0・6。以上の体

温上昇を示したのは50回以上め試験例があるにもかかわらず，体温上昇0．6。以上のものが皆無でしかも3匹各

々の体温上昇の合計が1．4。を越えるという試験例は工回もなかった．故に事実上

　　　　　　　　　　　x　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　x
　　　　．．、cfp（1＿P）rく訂　　即ち，c、　P（1－P）・÷Q

と見なして差支えあるまい・従って　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　P÷p3十3p2（1－p）十3p（1－p）2｛p5十5p4（1－p）十10が（1－p）2十10p2（1－p）3｝

　Pを与えれば上式からPを計算することは容易である・具体的結果は第2表（A）に譲る・

　ともかく我々の実験条件では，自然の体温上昇が0．6。以上ということは278例中1例もなかった（第1表）

のであるから，体温の自然動揺のために，体温上昇作用のない薬液に対して発熱性物質陽性の判定を下すことは，先

．ず0．01％以下と考えられる．これは文字通り万に一の誤りもないことで，局方の0．6。という規定は我々の実験的

条件下においても全く正当である。　　　　　　　．

　　　　　　　Table　II

　　　（A）　False　Positive　Test

（誤って発熱性物質陽性と判定される確率）

P　9晒

5％
2％
1％

’0．5％

False　Positive　Test
●

。below

　〃

　〃

　〃

5　％
．1　％

0．1％

0．01％

ゆ

菅p　means　percentage　of　rabbits　which　show　O．6。C　or　more

in　maximum　temperature　rise　aS　POrma1且uCtuatiOn．

　　　　　　　　（B）　False　Negative　Test

　　　　　（誤って発熱性物質陰性と判定される確率）

’

Pyroge範Dose＊管

PD　　50
PD．　10

False　Negative　Test

approximately　　20％

　　　〃　　　　95％

淋PD　X　means　the　pyrogell　dose　which　causes；by　intra・

venous　injection，　X％　τabbits　to　be　elevated　O．6。C　or

皿ore　inτeヒtal　temperature．
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　　　発熱性物質陽性判定の再現性　発熱惟物質試験法によ？て発熱性反応陽性との判5葦を受けた注射液は，その後何

・　圓験査を繰返しても同寸に陽性という判定をうけるであろうか～

・　　此の際，議論の範囲を純粋に数学的な問題に限ることとする・ここに真の発熱率50％の注射液（極めて多数の

　　・家兎に注射を行った場合，体温上昇0．6。．以上のもめの全数に対する割合が正に50％となるようなもの）があった

　　とする．局方試験を無限界繰返したとするとぎ，試験結果が発熱性物質陽性pyrogen　positiveとなるのは約80％

　　の場合であって，残り．の場合はそうはならないことは・前節に準じて既述のP式を適用することにより判明する・

　　結果は靖2表（B）に示す通りであるが同様に其の発熱率10夕6なる注射液（きわめて多数の家兎に注射を行った

　　場合その中のちょうどユ。％のものが。。6。以上の作温上昇を示すようなもの）があったとすると・無限回試験を

　　繰返した際，発熱性物質陽性の判定を得るのは全回数の約5％に相当し，残りの大多数の回数においてはそのよう

　　な結果を示さない．

　　　以上の論議は数学的問題のみを取扱つたのであるが，実際の場合には室温，栄養・家兎の系統，健康状態等の物

　　質条件を全く均一に維才芋することは至難で，・討一団馨の動揺【よこの方面から上述の数字よりも更に増大することを

　　覚悟せねばならない．

　　　注射量と発熱との関係　我が国では発熱性物質試験法の寅施に当り試験動物に対する検液の静1泳内注有軸tとして

　　・5cc／k9を採用する人が多い．然るに日本薬局方の規定では米1司薬局方と同様に10　cc／kgとなった・勿ll伽常識的

　　に考えても或は文献ゆに嘱するも一定範囲内では発熱性物質投与量を珂けと共に体温上昇平均伽響｛の増加する傾向

　　は明白である．然し文献にあるような細菌惟発熱性物質ではなく，発熱繊静劇液心休を用いた場合，このような注

　　射且の増減は其休的｝こ如何なる結呆をもたらすかは興味ある悶題である・しかも動物匹数は故意に多数を避け局方

　　規定の正数（3疋，ときに5疋追加）にほぼ等しくした．1注射直前の体温も局方通り38．9～39．8。のもののみを用い

　　た．発熱セ1三判定の指数としては通常用いられる血温上昇平均値の1まかに発熱率（注射による体温上昇0．6。以上とな

　　るものの割合）を採用して局方の発熱性判定の趣旨に近くした．

　　　結果は鋪3表に示す通りである・いずれの発熱性iブドウ糖注射液においても殆ど例外なく注射量をprO恢g　10　cc，

　　’5cc，2．5ccと逓減するに従い発熱性の低下が見られる．これから見ても発熱性物質1針liという試験法本来の目的に

　　は，10cclkgが5cclkgよりは優れていることは明白である．一般に各種濃度の注射用堕液を10　cclkgの割で静

　　脈内注射を行っても実際問題としては爽験の実施に何等差支えないのである．但しこれが厳密な意味での家兎の生

　　理的条件を乱すか否かは別個の問魎である・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　III

・　Grade　of　Febrile　Reaction（Average　Maximum　Rise　in　Rectal　Temperature　above　Starting　Tem・

　　perature　and　Fever　Ratio）　of　Rabbits　Injected　Intravenously　with　Varied　Volume　of　Test

　　Solutiolls

Test　Solutlon

Volume
hniected

icc／kg）

Fever

qatio管

i発熱率）

Average　Maximum
qise　in　Reotal　Temp．

@　　　　（。C）

　　Room
semperature

@　（。C）

①20％Gluccs3
　　Solution　for

　　Injection

　　10
’　　　5

　　　2．5

313

1／3

0／3

0．85

0．40

0．43

19

②　5％Glu60se

　　Solution　for

　　InjectiOn．

10

5

2．5

113

1／3

0／3

③20％Crude
　　Glucose

　　Solution

10

5

2．5

313

113

0／3

0．40

0．20’

0．03

22

0．95

0．35

0．28

20

To　be　continued



横井，堀内，近藤：発熱性物質試験法 唱31

④20％Glucose
　　．Solutiαn　for

　　Injection

10

5

2．5

1．25

⑤　20％Glucose

　　Solution　for

　　Injection

⑥20％Glucose
　　∈∋（⊃lutヨ01ユ　for

　　Injection　．

　10　　　　’

　　5

10　（1：2）撒

　　5

10　（1：2）＊管

2／3

1／3

1／3

0／3

5！6

4／6

416

3／6

316

1．05

0．50

0．33

0．28

0．85

0，60

0．69

0。58

0．49

22

25

27

管Fever　Ratlo

管菅 i1：2）

，＝No，6f　rabbits　whose　tem2．　were　eleマated　O．6。C　or　more

　　　　　　　　　　　No．・）f　rabbits　1血lected

means　two・fold　dilution　by　pyroge血free　water．

、なお・第3表の成績中外液⑤及び⑥を用いての実験から見て・原液5cc／kgをそのまx注射したのと・原液
5ccを発熱性物質を含有しない蒸留水にて2倍稀釈したものを10　cclkg注射したあとでぽ発熱反応は殆どかわら

ないものと想像される・

　同一家兎の友復使用によって生ずる耐性の程度　Beesonll）．によれば，細菌性発熱性物質を薄口動物に反復注射

するとき，その動物は発熱性物質に対して耐性Toleranceを生じて著しく発熱し難くなるめであるが，．この現象は

抗原体反応によるのではなく，R・E．S．め発熱性物質処理機能が著しく充進ずるためであるという．．浦口】3）もヵビ

から得た発熱性物質について同様に家兎感受性の低下を報告している・．勿論，以上とは反対の結果を発表している

者も多いi我々はできるだけ忠実にこの点の検討を試みた．

　実験1；すでに発熱性物質陽性であると判定されていたブ．ドウ偏重をば厳密な調整法に従ってアンプル入りの

20％注射液とし，実験材料と・し売．．この液は新しい家兎30匹につし．・ての体温上昇平均値が0．7。であるから，発熱【生

も比較的に弱く発熱性注射液としてはしばしぽ存在する程度のものである・実験用家兎は1群10匹とし，A，B，　C　3

群を用い，使用度数はA群3回，珍群2回C群1回と定めだ・家兎の休養期期聞はいずれも1週聞で（米国薬

局方では最：低2日）実際上の立場からは比較的ゆとりのある程度である・各群ともいつも第1回は写0匹を使用し

たが，局方条件を忠実に守ったため，第2回，第3回となると使用世数はこれよりも少しずつ減少し勝ちであっ

た・実験は同一群で前回との発熱性の此較を行うのみならず同一時における新．しい家兎のそれとの．比較をも行うに

した・室温，飼料その他家兎発熱の感受注の動揺を除外した結果を知りたいためである・

　結果は第4表（A）に見るように休養期間を1週問としてもなお反復注射による耐性の獲得が充分察知される．

Table　IV　　（A）

Effect　of　Repeated　Injections　of　Pyrogenic　Glucose　SoIutions　（Exp．1）

（1）　From　the　standpoint　of　fever　ratio・

D…（roomtemp．）

12Dec．ユ950（13。C）

19 〃 （18。C）

26 〃 （19。C）

　．Group　A
（3injections）

70％ 〔7／10〕

44．％ 〔4／9〕

29％ 〔2／7〕

　Group　B
（2injections）

　　　　　　　　　一

70％ 〔7110〕

75％ 〔6／8〕

　Group　C
（1injection）

80％ 〔8／10〕

To　be　co皿tipued．
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（2）　From　the　standpoint　of　average．　maximum　rise　in　rectaf　temp，

・…（roomtemp，）

ユ2Dec．1950　（13。C）

19 ” （18。C）

26 〃 （19。C）

　Gro叩A
（3injections）

0．73。C

0．46。C

0．52。C

　Group　B
（2injections）

　　　　　　　　　一一

．鬼

0，61。C

0．65。C

　Group　C
（1　injection）「

　　　　．一
／F0．77。C．

’（3）　Summarized　result．

ユst　injection

2nd 〃

3rd「　〃

Average　Maximum　Rise　．

0．70。C

0．55。C

0．52。C

Fever　Ratio
■

73％

59％

29％

　　　Remarks；Interval　between　injections　was　l　week，　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　♂

　実験2；発熱性物質として用いたものは，我が国の某工場で市販用に製造された20％ブドウ糖注射液で我々の

検査により発熱性物質陽性と判定されたもので，環局方の化学的及び細菌学的試験には適合する製晶である・

　結果は第4表（B）に見る通りである．この発熱性物質注射液を3～4日の休養期問をおいて注射してゆくとぎ

は（発熱性物質試験法で家兎を1週に2度の割で使用するに当る），家兎感受性の低下が見られる・本突験におい

ても局方条件（対照体温38．9～39．8。などの条件）を忠爽に守ったため第2回以後は使用し得る匹数が相当の割で

減少した・

　以上二つの実験から局方条件で発熱性注射液の反復注射がやはり家兎の感受性を低下さすことを知ったボ

　然し絶えず新しい家兎のみを使用することは検定の爽際上にはかなりの困難が伴．う・我々は当試験所の発熱性物

質試験を担当するに当り，発熱反応陽性またはその疑があると考えられた検体の注射をうけた家兎はすべて廃棄し

てゆぎ，その分は新しい叡兎で補充した・　　　’

　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　Table　IV　（B）

　　　　　　　　Effect　of　Repeated　Injections　of　Pyrogenic　Gltlcose　Solutions　（Exp．2）

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　From　the　standpoint　of　fever　ratio．

Date

．7　Dec．　1951

10 〃

14 〃

　Group　A
（3inje。tions）

100％〔12112〕

57％　〔　417　〕

50％〔214〕

　　　　　　　　齢　Grol】p　B
（1　injection）

86％　〔617　〕

（2）　From　the　standpoint　of　average　maximum　rise　in　rectal　temperature．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
「，ヒ

Date

7　Dec．　ユ951

10 〃

．14 〃

（，鷺、合。，月、、曾麟。，

．．一．＿一＿一．一．一一一一一．一一一．一
P一一一一一．一一一…・一一一一．．．

・蹴　　＿＿一一r　
．0．54。C

0．675。C 0．84。C

（Remarks）The　room　temperature　waぽalways　kept　at　25。C。　Interval　of　illleotion　was

　　　　　　resepectively　3　and　4　days．

o
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Table　V

　　　　　；Effect　of　Repeated　Use　on　Percentage　Fever　Response

（Result　in　our　laboratory　discardlng　all　the　rabbits　which　received　solution

pyroge1翼1 垂盾唐奄狽奄魔?@or，1ikely　So．）　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　’

Rβpetitlon　Time Percentage　Fever．Response

1st

2nd1

3rd

4th

5th

6th

7th

8th

gth

10th

llth・

time

tlme

tlme

time

time

time

time

tim6

time

time

time

．34／99　・・・・・…　。

　17172　…　……

　26157　・・…　。…

　11135　。・・・…　鴨

【・3，24．．…＿

，ililL

l、iビ

………一・…呪・・……・34．3％

鱒。。・・鱒・・・…
@。。・・・・…　6・。・23。6％

…　。・。・・。・・・・・・・…　叩・・…　。45．6％

・b・………・…
秩E・・・・・…　。3ユ．4夕6

●。”鯛。’”●。’・・…
@鯛・・・・…　54．2％

噌…… ｦ％

、

　　　　　Percentage　Fever’Respo且se・，　pl　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　No．　o｛rabbits　whose’temp，、were　elevated　O．6。C　or　Inore』．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
　　　　　　　　No．　of　rabbits　which　received　the　solution　by　Whose　adpαini串tration　one

　　　　　　　　　rabbit　at　least　showed　O．6。C　or　more　ltemp，　rise　．，．π．、

　このような方式を取っても，なお注射’回数を増すに伴い家兎｝こ発熱性鈍化の傾向があるかどうが，我．々が管理する

塚兎，延べ総数約5，000．画こついて検討を行った．・この中でi発熱性物質試験法実施により体温上昇0溶。叩上のもの

が1匹でも出た検体の注射をうけた家兎すべてを抽出しこれを分類した・結果峠第5表に示す・各使用頻度毎に

発熱率（体温上昇0．6。以上の家兎の割合）を計算してあるが，発熱性鈍化という．ような傾向はなかつだ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　括．と　・結　　論

　今回制定された日本薬局方VIの発熱性物質試験法は，』我が国としては劃期的なものであるが，米国薬局方の内

容が殆んどそのま諏り入れられている・このよう繊格な試験法敵が国で1キ突行不可能であるともいわ纏・我．

々の実験室で集績レち資料と発熱性注射液そのも㊧を用いての実験によって，我が国内における本諒験法実施の可

能1生轍討すると郷・酬切言初ある点その他本隷礎関する諸問題につ醐究三つな・

　1．家冤において1．時皆々隔で直腸体温を測定するとき，『第3回目の体温を基準としてその後3時簡にわたる

自然動揺としての体温上昇度を測定レた・白然動揺としての休海上1昇は，基準体温が38・90未満のときは比較的大

きいが・389～39・8。であるときは比較的少く死278匹中体門柳・昇が0・6。以上のものは皆無であった1（こみ≧きの

室温に12～30。，1『の問の温度は露語的一定に保？た）・家兎数を1酉とせず，局方の形乖による家兎塾を用い

るときは，自然動揺に基ずく体猛上昇によつで，体猷上昇作用のない注射液に対し発熱反応陽性と判定する可能性

．は絶無に近い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳．．　　旧』

　2．我々が試験した国内製品の威績によれば，極めて多数の家兎に注射するとき，その全部が体温上昇0．6。以上

というほど強い発熱性注射薬は少く，大多数の発熱性注射薬はその何割かの家鬼に0．6。以上の体温上昇を来すにす

．ぎない・このような注射液に局方試験を適用すると現行の3匹，多くも8匹という規定では試験の度毎に発熱性に

関する判定結果が動揺し勝ちである・これには試験法そのもののもつ形式上の不備（使用動物数に関ずる規定）に山

来する部分がある・そしてこれに基ずく二二性の程度を極く大略ながら示した・

▼
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．3．発熱性の有無を検定すべき検液の注射量として，我が国では：大部分の人は5cclkgを用いていたが，局方で

は10cc／kgとしてある．炎熱性物質検出感度の点からいって10cc／翠9の方が5cc／kgよりもよいことを我々は明ら

かにした．而して各種濃度の糖類注射液，リンゲル液，ロック液については10Cclkgは1家兎が充分1こ耐えられる量「

で汐）る．

　4．発熱姓注射液それ自伶を用いた実験の結果，発熱性物質試鹸法の実施時，家兎を毎週2回程度反復使用する

場合は勿論，休養期間を1逼i間とする場合も反復使用は家兎の発熱性を鈍化せしめることを知った・

　然し検定の士魂に当り毎回新しい家兎を使用しなくても，発熱性物質陽性と判定された，またはそれに近い成縫

を得た注射液を注射された家兎をすべて廃棄してゆくことにより，試験用家兎の発熱性物質に対する感受性を低下．

せしめることはなかった．極めて弱い，すなわち我々の手では検田のつかなかった程度の弱さの発熱性物質の影響・

ば5～14口租度の休養で消失するようである・　　’　　”．　　　　　　“

　但し乾燥．面し漿等の如くそのもの自休が」自L満学上の抗原となり得る注射薬の検定には，常に新しい家兎を使用せね：

ばならぬことは申すまでもたい．

　本研究費の一部は厚生番ξ1学研究捕1割金によった・女隔日墾iに御便宜を頂いた三炎株式会裾亘松不ニヲこ氏に謝意を

衷する．

文 献

1）小林芳人，浦口健二，酒井文徳：日．本薬理学雑誌　44（3），15－16（1949）

　　1到［日｛荘，ノ」、オ木乖竹：　日本寄親！学奈日誌　44（3），15（1949）

　　i！封Il女ff乍：　そ組試68，127－137　（1950）

　　小林衛＝日新医学37（10－11），448－453（1950）

　　Hatta，　S；Aoyama，　K；and　Tanji，　S：Jap．　Med．　J．3（2），125－135（1950）

2）Co　Tui＆Schrift，　M．　H．，　Proc．　Soc．　Exper．　BioL　Med．49，320－323（1942）より引用

3）小林芳人，浦口健二，酒井文徳＝日本薬理学雑誌44，15－16（1949）　　　　・　，
4）　　1唇ξμ1女了イ乍：　奄哲語t　　68，1含7－137　（1950）

5）西田敬，田中正寿，徳永亥喜子：日本薬理学雑誌46，175－176（1951）

6）Co　Tui，　Schrift，　M．　H．，　Proc．　Soc．　Exper。　Bio1．　Med．49，320－323（1942）

7）小林芳入，浦口健二；日本学士院紀要　6119511948）；

8）Young，　E．　G．＆Price，　F．A．H。，　J．　Lab．　Clin．　Med．29，735（1944）

9）簑島　高；文郡省科学試験研究医学関係嬰望課題127報告轡による（1950）　　　　　　　　●

10）小林　衛：日本薬理学雑誌　47（1），75－80（1951）

　　Welch，　H；Price，　C．W．；Velma，工．＆Hunter，　A．C．　J．　Am．　Pharm．　Assoc．3雲114（1945）

　　Molitor，　H；Gunde1，　M．；Kuna，　S．＆Ott，　W．　H：J．　Am．　Pha㎜．　Assoc．35，356－363（1946》　・

11）Beeson，　P．B．：」．　Exp．　Med．86，29－44（1947）

12）　Charomlat，　T．；Lechat，　P．，　Annales　Pharmac．　Franfases　8（3）161－171（1950）

13）浦口健二，酒虫文徳：日本薬理学雑誌45（2），110σ949）

14）McClosky　W．T．，　Price，　C．　W，　Van　Winkle　W．，　We1ψ，　H．　G，　Calvery　H。0：J．　Am．　Pharm－

　　　Assoc．32，69－73（1943）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　横井，堀内，近藤：発熱性物質．試験法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　Studies　on　pyrogen　Test

1む　Yasuo　YoKol，　Shlgetomo　HoRlucHI　and　Satoru　KoNDo．

35

　　　　　　　　The　occurrences　of　fever　and　chills　are　so　frequent　phenomenon　following　the　intravenous　in・

　　jectibn　of　aqueous　sohtion　of　medicinal　agents　in　the　postwar　Japan。　The　subject　therθfore　has　been

　　・on　the且eld　of　research．　Many　new　devices　of　detecting　such　pyrogenic　solutions　have　bee夏discovered

　　by　Japanese　scho！ars，　but’the　Pyrogen　Test　of　U．S．P。　XIII　with　sl五ght　modi丘cation　has　been　taken

　　into　the　new　Japanese　Pkarmacopoeia　VI．　This　method　by　th亭new　Japanese　Pharmacopoeia　is　by

　　far　more　strict　and　precise　than　any　other　method　hitherto　employed’in　Japan，　Solne∫apanese　autkors

　　daim　that　it　would　1〕e　impossible　to　introduce　such　a　di缶cult　test　into　Japan，　whereill　the　colldition

　　．of　laboratories　is　unsatisfacto】写．　In　fact，　there　1s　a　wide　difference　between　in　Japan　and　in　U。S．，　for

　　insta皿ce，　with　regardS．　to　test　anlmals，　diet，　etc。　We，　Japanese，　are　very　anxious　to　lmow　whether

　　or　not　this　pyrogen　t6st　can　be　conducted　according　to　U．S．P．　i凱Japan。　Objections　for　this　new

　　test　have　been　presented　by　Japanese　academic　circles，　and　it　was　examined　in　our　1ゆoratory．　Ia。

　　tentionally　avoiding　py填）gen　from　bacterial　source，　we　for　experimental　material　used　the　solutio且s

　　of　glucose　made　for　injection　by　Japanese　medicin耳l　manロfacturers　and　proved　by　us　pyrogenic．　We

　　belleve　that　they　are　the　most　natural　and　suitable　materials　for　solving　the　problem　of　Pyrog㎝Test．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　　　　　The　results　obtained　were　as　fo110ws：　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　（1）．The　rise　of　reotal　temperature　in　rabbits　as　normal　Huctuation　was　much　more　diminlshed

　　than・it　had　been　expected　by　Japanese　academic　circle．　Out　of　2780bserv3tions　wit1138．9～39．8。（⊇

　　starting　leve1，　none　showed　in　three　hours　a　maximum　rise　in　temperature　of　O．6。C　or　more．　It　ap一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノP・a・sth・ttk・t・m凶・at丘・e・i・e・f　O・6℃・・m・・e・f・11・ゆg　th・i・jecti・n・fsus鵬・t・dm・t・・i・1・i・

　　：indicative　of　presgnce　of　pyrogens．　By　use　of　su缶cient　animals（usually　3，　if　necessary　8），．　false

　　・positive　reaction　may　be　eliminated　from　cons三deration．

　　　　　’　（2）　Seeibg　from　the　purely　statistical　point　of　view　about　the　construction　gf　Pyrogen　Test（U．

　　S，P．；」．P．），　we．were　unable　to　expect　the　constant　results　about　positive　or　negative　for　intravenous

　　rsolution～vhich　was　slightly　pyrogenic　relatively．　　　　　　　　　　　　．　　　　　．　　．　　　．

　　　　　　　（3）lt　was　evid・ntly　d・m…t・at・d　th・t　10　cc　i・t・ave・…injecti・n　l£・k琴・f「abbit　was　mo「e

　　¢伍cient　and　sensitive　for　detection　of　pyrogen　than　5　c60r　2．5　cc　injection　per　kg．

　　　　　　　（4）　At　t1夏e　result　of　repeated　injections，　rabbits　became　relatively、irresponsive　to　pyrogenic

91・…6・b1・ti・n，　eve・iξ・e・t・f・week　w・・all・w・d・1・…d・・ting　Py・・g・n　t・・t・w・discタ・ded　all

　　the　rabbits　which・bad　received　solut｛ons　pyrogen　positive　or　doubtful　ones．　By　this　methods，　we　could

‘keep・・r　1・b・rat・ry餓bbit・fully　resp・nsl・e　t・P卿geη五。　agent・ag　in　the　case・f　f・e・取anima1・・

f

亀
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●

ブドウ酒．中のズノレチ．ンの検出法　ゼ．

　　　川城　．巖，福沢富美，佐々木睦江

　　　　　　　Detection　of　Dulcin　in　Wines

．βyIwao　KAwAsH取。，　Fumi　FuKuzAwA　and　Mutsue　SAsAKI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　音

r食品衛生検査指針」においてブドウ酒の試験法中ズノレチンの検出法は未だ規定されて，いない・この項目を規定す

るにあたり，同指針人工甘味質検査法中「食品中のズルチン」．に記載されている方法を，そのまま，これに適用し得

るか否かにつき検討を行った・なお特に日本薬周方によるズドウ酒には甘味料として，ズルチンの使用は許可され
　　　ら
ていないので・これを検出してはならない・そこで・ここにおいて1さ・定性的険出法についてのみ検討を行った・そ

の結果，ほぼ前記の方法を採用して二障のないことを確かめ得たので，ここに操作上の多少の注意と確定反応の追

加等を行い，その試験法案を得た．その検討の結果を示すと次の通りであう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　の　部

　ズルチンの抽出に対する検討　「食品衛生検査指針」においては，試料に水酸化アルカリを加えて，アルカリ性と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロし，エーテルを用いて，ズルチンを抽出する方法を採用している・この場合粘ちょう性の高いもめ及び炭酸含有の試料

に対する注意は記されていうが，アルコール含有の試料についての注意は記載されていない．．ブドウ酒の場合はそ

の一定量をとり・水浴上で・アルコールを蒸発して，後水を加えて原容とし，この試料について溶媒抽出を行わな

ければならない．

　次に抽出溶媒として・エーテルを用いた場合と・酢酸三チノセを用いた場合とについて，その抽出状況及び回収率

を回忌検討した．その実験結果を示すと次の通りである．

　実　施　法

　試料：ブドウ酒（甘昧質，防腐剤等を全く含まないもの），ズルチン（予め100。，1時間乾燥したもの），ブド

ウ酒中のズルチンの含量は200mgノ’とする，　　　．　　　巳　　　　．　　　．　．　　　　　，　　・

　試験法：むナびに記載の方濃により行う・但し，酢酸エチル抽出法の場合はエーテルの代りに酢酸エチルを用い

て抽出を行った．直接秤量法はズノレチン抽出の全エーテル液（酢酸エチル）を水洗した後，予め秤量したフラスコ

を用いて・エーテル（酢酸エチル）を蒸発し去り・残留物を1CO～105。で1時聞乾燥した後，デシケータ中に放

冷秤量する．キサントギドロール法はエーテルを蒸留し去った残留物につぎ，f食品武生検査指針」III（1951）357

頁ズルチンの定量法②キサンチヒドロール法に従って行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Table、．1

Methods

RecOve「y

Extraction　witb　Ether Extraction　with／Ethyl　acetate

Direct　weig血ing．

70．00 ％

75．08

Xanthydrol　method　Direct　weighing

．．68．05 ％1 97．00　　．％

73．06

77．10 74．01

104．40

・101．30

Xanthydrbl　method

8L50 ％

79．65

80．02

　　　　ρ
　以上の試験により・エrテル抽出法は酢酸エチルi抽出法に比し・回収率はおとるが，ズルチン以外の物質の共に

抽出される恐れが少ない結呆となる・そこでi掃1出溶媒としては工帰テル使用の抽出法を，そのまま採甫して支障な

いもの、と認めろ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
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　確定及応に対する検討　「二品徳生検査指針」に採用されている，一ll・昧試験，　Berli海rblau及びThoms法

（Morpurgo法），　Jorissen法b　3ケ日引外に，鋭敏なアルデヒドと縮合させる皇色反応1）を検討したので追加し

ておく．

　次にこれら反応の検出限度を知るため，次の下木試験を行った・

　爽施法

　検液の調製＝予め100。で1時間韓燥したズルチン0．1gをアルコールに溶かして50　ccとした溶液の各一定

且ずつを各試験管にとり，守旧中でアルコールを蒸発し去り，その残留物にろいて次の各反応を行う・

　確定反応；

　1．廿昧試験：残留物につぎ甘昧を調べる．

　2。サ・リチルアルデヒド縮合反応；：残留物につき，むすびに言己載の方法に従って行う・この呈色．反応は・ズルチン

の含量が微丑であるときはその赤色が梢燈色を帯びるド

3・J・・isse・法・残留物こっき・むすびに記載の方法に従ってイD・　　　．　1　．　．

　4．Morpurgo法3残留物につき1むすびの部記載の方法に従ってlD・試薬の量・アルカリ液の加え方等はズ

ルチンの：砥より考慮し，注意を加えた．

Table　II

　Reactions
＼

Dulcin　mg

1

0．5

0．3

0．2

0。1

（1）

（＋）

（＋）

（＋）．

（＋）

（＋）

（2）
一一∴齟嘯Vπ一（3）

　　　　・ヨー・．・

　　　　　i　　（＋）（＋）

　　　　　1
（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（±）

（4）

（＋）

（＋）

・（＋）

（＋）

（±）

　以上の試験の結果，4反応により，ズルチン略0．1mgを検出することがでぎる・
　　　　　　　　　コ，又これらの反応が，ズルチンを含まないブドウ三白休から抽出されてくる物質によって陽性の反応を示すかどう

かを検討するためにズルチンを全く含有していない白ブドウ酒，及び赤ブドウ酒について同様の操作により抽出を行

いその残留物のエーテル溶液について上記4反応を行った結果これらの反応はすべて陰性を示した．・

唱ブドウ酒中のズルチンの検出　実施法：むすびに記載の方法によって行う・その結果を表に示すと次の通りで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　，

Table『III

cc　of＄almples（wine）

50

L 50　．

50

Concentration（mg）

115，000．

1／10，000

1！20，000

（10mg）

（5㎡9）

（2．5mg）

Reaction　　（1）（2）（3）（4）

（十）（十）（十）（十）

（十）（十）（十）（十）

（十）（十）（十）（±）・

　即ちブドウ酒中1110，000のズルチンを含有する場合は，．L記4反応は明らかに陽性であり・1120・oooの場合は・

反応（1），（2），（3）は陽性を示し，．反応（4）は陽陰性であった・　．

　以上の試験によって，これらの確定反応を用いるときは，ブドウ酒r11ズルチシの含有量約1120，000　まで検川で
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き得ることを証明した・その他共存する心配があると思われる，他の焼蛤物質（溶性サッカリン，メタニトロアニリ

”ン系甘味物質，エチレングリコール等）・防腐剤（サリチル酸，安息香酸，p一アミノ安息香酸エチル等）を含んだ試

料について検討したところ，これらの反応を防害する恐れはなかった・・但し：メタニトロアニリン系の甘昧物質のみ．

を含みズルチンを含まない試料の場合は，サリチルアルデヒドの縮合反応は黄色で赤色は呈しない，虫取の3反応L

．も陰性である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　す　　び

　以上の試験の結果，ブドウ酒中に含まれるズルチンの検出に対し，次の試験法案を提出する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブドウ酒中のズルチンの検出法

（1）試　　薬：

　（i）　3り％水酸化ナトリウム液　　　　　　　　　　　　（v）　過酸化鉛

　（ii）．サリチノレアルデヒド　　　　　　　　　　　　　　（vi）　液状石炭酸

　（iii）　塩　　　酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（vii）　硫　　　　酸

　Gv）　硝酸第二水銀液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

サリチルアルデヒドは，蒸留して，無色～徴黄色のものを用いる・

．硝酸第二水銀液の製法は食品衛生検査指針III（1951）354頁言己載の方法に従ってつくる・

（2）二三の調製　　　　　　　’

　試料50ccを蒸発皿にとり，水浴上で蒸発し，約10　ccとし，ここに得た粘ちょう物質は，水を加えて，分液漏

斗に洗い込み，蒸発皿は水洗し，洗液は分液漏斗中に合せ，ほとんど二二とす．る・後30％水酸化ナトリウム液2～

4ccを加えてアルカリ性とし，毎回エーテル約6りccずっと4回ふりまぜ，拍出する・各抽出液を合せ，毎回水回

3り㏄で2回洗い，水浴上でエーテルを留去する．ここに得た残留物にエーテル約10ccを加えて溶かし，．検液と　’

する．　　　　　　　．

（3）　確定反応

　検液を4分し次の反応を行う・

（i）甘味試験；二二の1部を小ビーカにとりzk二上で蒸発し，残留物について二刀を検査するP

（ii）サリチルアルデヒド縮合反応：二二の1部を試験管にとり水浴上でエーテルを蒸発し去り，残留物にサリチ

ルアルデヒド及び塩酸香1滴を加えるとき，ズノレチンが存在すれば美麗な赤色を呈する・　　。

〈iii）Jorissen反応：検液り1部を試験管にとり水浴上でエーテルを蒸発し去り・残留物にzk約5ccを加えふ．

りまぜ，以下“食品衛生検査指針III（1951），，355頁③Jorissen法に従って行う．　　　　　　，

〈iv）Morpurgo法（Berlinerblau及びThoms法）：検液の1部を試験管にとり水浴でエーテルを蒸発し去り，

残留物に液状石炭酸2滴及び硫酸2滴を加え，小火炎を用いて注意して沸騰させ，冷後水約5㏄・を加えて溶かし，

これに30％水酸化ナトリウム液3～5滴を静かに滴加しながら層積すると，2～3分間後に青色帯を生ずる・

　なお本案は厚生省編纂衛生検査指針中食品衛生検査指針に採用ざれる予定である・　’
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Detection　of　Dulcin　in　Wines

βyIwao　KAwAsmRo，　Fumi　FuKuzAwA　and　Mutsue・SAsAxI

　The加ethod　of　detection　of　dulcin　in　wines　was　studied．　In　genera1，　we，detected　it　according　to

the　Meゆod　of　Detection　of　Arti∬cial　Sweeteners　iP　Fo〔》ds　in　the　hygienic　examination　text　book

（published　by　the　welfare　Minist可）．

　　　But　in　some　pgin婁s　we　modiβed　tlle　procedure　and　supplemeロted　a　new　colou卜reaction　with

salicylic　aldehyde．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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食品中のデノ・イド廿酢酸及び其の塩．類の検出）法（第一報）．

　　　　』　川城　巌，．福．沢一富美，竹内末久

Detectlon　of　Dehydroacetic　Acid　and　its　Salts　in　Foods　（1）

　ZかIwao　KAwAミHIRo，　Fumi　FuKuzAwA　and　Hidenag尋TAKEuこ卑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　デハイドロ酢酸（．以下DHAと略す）は化合物として既に古くからBeilstein，　Schmldtその他の成書に記載され，

てあるが・数年前よりア刈力で・H・C・§P・・鳴Ml耳・S6・・er・・工吟r．W・ρ尋r再E・、Shid・…等セ・より・・

その抗菌力，防ばい力，毒性等について詳細な実験が行われたb．その結果相当有効な，又毒性も少い防腐，防ばい

剤となり得ることが認められた」

　我国でも近時新たな合成法による本品の製造が企てられ，．’同時にその抗菌試験，防ばい試験が追試的に行われた．．

然し現在は未だその使用を許可されていないが・世上広範囲に本品を食晶に使用せんとする情勢が観取されるのでそ

の検出法をきめる必要がある．今回は本殿が特に液体食品中，しよう油，酒類に屡Σ使用ざれる傾向がある点より，，

とりあえず対象としてその2者を取り上げ，．以後順次他種：食品に及ぶ予定である．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　案験の部　　　　．．’・　f
　1）HAの1性状；DHAは4，6－Dioxo－2－methy1－5－a6et71一［1，4。pyran］一dihydride，‘C8H804，．又そのNa塩は、

C3H704Na・H20で，‘ ｺ記の構造式を有する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．1

針状又は板状結晶（熱湯より），時｝こ無晶形を量する・m・P．108・5～109。，7k蒸気蒸留で相当揮発し，又昇華性がある。．

水にほとんど難溶，熱湯に易溶，アルコールに溶け，熱アルコールに易溶，エーテル，ベンゼン，クロロホノレムに易一

半，石油エーテルにやや溶ける・DHA－Naは；水に易溶，アルコール，エーテル，石油エーテル，ベンゼン，クロロ

ホルムに難生である。．

なおDHA・水溶液は微弱酸性を呈し，120～130。で1時間安定である．1

　検出法に用いる基本的：反応：しよう油，酒類から適当な抽出法（後記）．によって得たDHAの確認反応としては，

CH3CO一の検出反応・一CO－CH2－CO一の検出反応を利用するのが得策と考えジこれらを併用してその存在を確認す1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
ることにした．

　1。CH3CO一の検出反応：これにはLiebensのヨードホルム星応2），ニトロプルシツ1ドナトリウム，又は1，2一．

ナフトキノンスルホン酸ナトリウムによる呈色反応3）4）5），ピリジンの存在で次亜プロム酸による反応6），芳香族ア

ルデノ・イド化合物（ベンズアルデノ・イド，サリチルアルデハイド，ワニリン，パラジメチルア．ミノベンズァルデハイ

ド等）虞る呈色反応聯・8墜め他があるが四壁は後2者⑳ちいずれかをとることにしる・

　次にそれ等の場合の検出限度をDHA－Na溶液を試料として此較した．（Table　1）・な痴アルデハイド化合物に

よる呈色反応は，その呈色度が反応液のアルカリ度により相当相異し，アル労り性が強い程呈色が明かであることが・

肉眼的にも認められたので，添加する水酸化ナトリウム溶液の濃慶をできるだけ濃くした1．しかし下記に用いた約；

10N溶液より高い濃度になると反応中に反応液が固化する心配があるので，これ以上高濃度のものを用いることを

中止した・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　畢

（1）緯プ叫酸｝舛碍亀ゆを丹jいた場合の試薬及び操作法

　試薬：（i）次亜プロム酸液＝0．6N7k酸化ナトリウム溶液25　CCに臭素19をかきまぜながら徐々に溶かす・

H，C＿。／0＼、。

　　　II・　［
　　　呂＼C／窪CO－CH・

　　　　O

　　D．H．　A．

H，C」。／0＼C。．

　　　ほ　　1・

聲Yc＝P晒

　　D．H．　A－Na
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　　　（ii）　ピリジン

　　’操作法：検液、1cc之試薬（i）1cc，試桑（ii）2cc：を加えて，1ド∫朱で加熱する・、　DHA・が存在するときはその　　・

　濃度の多少により赤色～朗色を呈する・　　　　　　　　　．，

　　　（2）　アルデハイド化合物による呈色反応を用いた場合の試薬及び操作法

，　　試薬：（1）　20％アルデハイド化合物アルコ．一ル液

　ペンズアルデハイド，サリチルアルデノ・イドの場合は新たに蒸留精製し．たものを用いる1アルコー♪レは95％．

　　　（ii）10N永酸化ナ！・リウム液　　　　　．’ ．・．・・’ E1・

　　操作法：検液1ccに試薬（i）0・5　cc・試薬（ii）些。を加え・約100。で10分聞加熱する・DHAが存在す

　るとぎはペンズアルデハイドの場合は黄色，ワニリン，‘サリチルアルデハイドの場合は赤色～三色，パラジメチルア

　　ミノベンズアルデノ・イドの場合は樫黄色を昂．する，　　　　　　　　　　　　．　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1　　　　，
　　　　・．‘　　　　　Sensitivity　of　Colour　Reactions　by　NaOBr　and　Aldehyde　Derivatives．

Method

』NaOBr十Pyridin

Benzaldehyde

o－Nitrobenzaldehyde

Salicylaldehyde

D．H．　A．　conc．（γ／cc）

・…1・2δ｛・6・8・4・［・…　1・．

十 1一 1 トト
十 十 十

1一ト
＋！一

1一 引引■
＋i＋1＋i＋　・＋【＋1＋1

Vani11in 1＋ 十

1＋．

1＋ 十 十 十 ±

かD・m・・hyl・m・・¢一・…ald・h・d・｝＋
十 十 ±i■一トi

以上の結果を綜合し・蛇の場合操作も比較的館i単で，しかも鋭敏摩の高いサルチル7ノレデハイドを翠り上げること

にした．

　（3）サルチルアルデハイドによる呈色反応の検討　　　　　　　．

　（i）昆色の吸光度曲線二精興DHA－Na・H20の水溶液を11三り1．（2）の試薬，．操作法をそのまま用いて，25

分間加熱反応後の液を皐温に30分開放概し・水で25ccにうすめ，．）ヒ電池比色計を用い・吸光度を測定した・　フ

ィルタは緑色（東芝GI）その結果は第2表及び第2図の通りである・

　　　　　　　　　　Table　2

　Extinction．of　Varlous　D・H，A・一Na　Solutiong　　　　　　　Exti血ction　of　Various　DHA＿Na　Solutions

bシColour　Reaction　with　Salicylaldehyde

DHA－Na・H20
ぐonc．（mg！100　cc）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0．029

0．041

0．053

0．066

0．080

0．093

0．108

0．118

0．132

0．146

DHA－Na・H20
conc．（mglloO　cc）

11

12

13

14

15

16

17

18

19

0．1571P
20

0．172

0．185

0。196

0．208

0．218

0．230

0。240

0．250

9．259

0．269　　1

1

Ex．

　by　Colour　Reaction　with　Salicylaldehyde

O．3

0．2

0．1

　0　　　　　　　10　　　　　　　20

Fi＆2．DHA－Na．H・9、　Conc・（m・1100　cc）
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謡撒王座慧鵡重工レカ噸ま　響兄御騨帆
．賄とし備製bHA　8血9！ユ・・cc水1容灘用・・三殿醐を色・に変えて∫・然る後室温｝こ3・分悶雪後・水・

で10ccにう．す⇒，吸光度を測定した∴その結果は第・3表め如ぐである・．・　，．・．．．∵．．：　：一．．　・ご・1

　　　　　　　・：・・L　．・…　．…　rT孕b193．　　　∵．．1　…、一．，・．・一・、．．∵
　　　　　　　　　『・吻・’…bf臨へ堕吋耳⑳ig・，by　V・r・⇔・＄鱒m・・bf晦i⑱

E耳tinction
・

Time
imln．）

，1st． ．2pd． 3rd． 　　　馳lean　　　　　1

5 0．244 一1
．10 ・三 一　1 一1
15 031gレ．0．319

20 0．31g　　l　　　．0．311

　　　1

1

0．244

「0．295．’

25． ・訓1q326
30 ・・㏄．i

…51 ．0．317．

・324． u．・「・；・・8

i
■　．

α3・81 0．318．

1 一i 0，304．

故に加三間ば20分をとること｝・した・ここでμ上擾約すれば・CH・Cq一検出悶検液■ccに20％1ザ・レ先

認rぐ伊r崩騨5．r．10培本町イ紅熱ワム沸1㏄伽緯で20牙門燈r・と・”

2・一CO－CH・「ρ〇二の検出臨・’．これ｝・は面一1生金属島（‡と｝て銅塩）、の生成臨8・9・，及びフェニ舵ドテ

ジン等による反応10）．その他山ある．’然し今回にとりあえず前者をとるこ≒とレ律者についτの検討は後日1ζした一

瀦ぼるD田三二殿観る・・第4表・如く，である・なお綿操作灘獅逼りである・ρ．L．
　　　　（i）10％酒石酸ナトリウムカリウム溶液11｝（水酸化銅の析出を防止するたあに用いる）「試薬：

　（ii）強酢酸第二銅試液（日局VI）　・　　　　　　　．　　、 ．． @　『．’　　“「．　．　、∵．1．

　（iii）10％酢酸　　．　　　・　　，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　Tablさ4　　’．　．　．　　．　　．　　・　’I　r．・∴．
　　　　Sen＄itivity．・of　Cu・salt　Reaction　　　．　　　．’　．　　』　　　　　　　．　’．　　、．．．　．∫．　　ド　．　∴．　・殉

業轡ト藩論L．∫．、・考町／ハ篤

農1÷｝壷細詣．…一グ・．1．》つヨ’
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』0．20

0．15
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＋1・・ec・p・t…a・・・・…

十

precipitate　after，10極rs．
cry＄talline　peedles
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durlng　　24　hrs．　cannot
observe　aay　precipitate

　　　　　　匿　　　　／．
　　　　　艦’一　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　，．．

1拶㍉ノ…薗
’．レ @ノ1／．ごゴF
　　　　　　　　　　　　　　　　ヴ　　　　　　　　　〆　　T　・1「
　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　（300×）』’

　　　　　　　　Fig．3
　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　Crystalline　Neeqles　of（CsH70‘）2C止

　　　　　　　　　　　　　　　　　、i
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　　・操作法＝試料．1gc．た試薬‘（i）’を2’滴，試薬・（ii）一を：1．滴茄えよく、振り混ぜ・・試薬（iiiプを1滴加え為然レこ

　　’0時酸性が強いと生成した銅塩が溶消するから，中性から微弱酸性にと．どめることが必要である・DHAが相当量、

　　’存在すれ畳ま直ちに帯自紫色沈澱を生じ・微のときは暫く蝦後（30～60．分）’脚の澱を生ずる・．層輩の1・滴を

　　；鐘検（300×）すれば明かに特異の自習が諏められる・《Cu（C8H赦）盛）2）（第3図）・・；　．．．　：．・．．．　r：；！．

レ　　即ち検出限度は020～0・25mg！㏄である・　　　　．．：∵．．1、　．「‘．．ト・・．　、　．：．：，♪・一．1

　　・1要するに検出法に用いる基本的反応≧してはサリチルアルデハイ．ド呈色反応と銅塩沈澱反応を採用することにtrたマ

　　‘しよう油及び清酒からサリチルアルデハイドによるDHA’の検出法の検討．．　．．幽．．㌧㌦、、　1、．，・・囲・．

　　　1．DHA水溶液からDHAの抽出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「・「・・∵
，《η・蔽抽出法・潤卿叫⑩亭吟趣畑瀬9．鱒3，親％，搾聯撫9，物恕画工一テ・レ40cc

　　．’で3回抽出し・出一テルを合して毎回iO　ccの水で’3，画水洗・エーテルを窪歯し1（留画し∫残留物をN／10永酸化

　　・ナトリウム液に溶かして50ccとする．．この・・1　cc・を用いで呈色反応を行い，呈色液を10　ccにうすめて吸光度を測

　　・り・それよかDHAの画収率を見ると次O様である・（第5表）　．、．，　l　　　　　l∴ヴ∵

　　　　　　　　　　　　　t：、．1二　　　　　　　　　　　　Table　5　　｝・t・h　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　、Recovery　of　D．H．A．　by　Various　Volumes　of　10％H3Pα
　　　　　　　　　　　　　1．俺．．．馬7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　「　　．1・「　　　　　　　　　　u1

10．％［H3PO4（gφ，

1～θcovery　（％），　　．

0 α・1・，・la・ 4．5

・・レ、・・卜95199199

　　これにより10％燐酸は：3CCでよいこ「とになる．　’∴．’，　　　ll’』1　q　　　　、・

　・（2）水蒸気蒸留法・D恥25mgμ00・・含有水溶灘O　ccをとり・．ζれに90％燐酸各数’ccを加え・水；惣蒸

　　・留を行い，．留液100ccを取って，この中20　ccをもって上記（1）と同様の方法を行い（10％燐酸は3cc）その吸

　　う陵より回収率を鵬吟る激あ如ぐ回る㈱6表）・∫1・．ロ・　．．．ゴ‘劫二．∴．
　　　　　　　　　　ド　　．lilい．・’　　，・』　’プ・・．1r：・・㌦．、∴　　〆．目　．／1∵∴2：・一一．∫・．．ド…・・

　　　一　　　　．．　．　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Table　6　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，

、

　　　　　　　　　　　　　，Rec・￥・・y・f　p・H・A・by，V号・i。・・V・1μ甲・・bf　90％早・PO・，＿。丁、、，r・．吟、．＝

・・％・H・Pα（cc）．ll、6％曾16）／a・1．　a・・｝・・叶乳・．・1・q・「’

　　　　　　　　　　辱・・6・剛％）．［．…ce「79・1．・41．83　i・与1・67∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　．之の方法は回収率良好と論いえない．’　　　　　　　　　　　　　　　　・T！．’・　　．’∴　・、ド・’

、　　2．・しよう油からDHAの…敏出　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　，　　　』．D〔1、P

　　’（1）醸造しよう油（国税庁醸造試験別製でDHA門司のもの．しよう油Aとするゆ．20　cc’をとり，」度これを中
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒし　一性にした後上記1．（1）の場合と同様に操作し，呈色反応を行って見るとヂDHA・3．8　mg1100　cc’に相当する呈色度を

・・示したヅ’一　・ll　・・『　　　　　『　，；、．．。ノ∴、・
、　・・（2）’・アミノ酸しよう油（某醸造所特製，．DHA不含，しよう油B・とするう”ば・DHA　12．O　mg！100℃c・に相当する燈

　．色度を示した・「「この突験により上記1・（1）㊧抽出法は少くζ1も．勘零，う油．に？い否昧不適当であるのでL．下記の如

　　く抽出法を色々と変更してサリチルアルデハイド呈色反応の有無を検討した．試料はしよう油Aとしよう油B．

　　’（3）「1エ「チル抽出物を．N／10水酸化ナトリウみ液に三三・10％燐酸酸摩でエ「デノレ抽出・・…；・星色陽性・’．

　　・（4）エrテ・・拙物妬油工一テ・レ・…ずりで4回戦し・石瀞」デン嚥発三物・・ついて艶臨鮒ふ・

　　一・・．しタう油4は陰性・しよう油Bは陽性．（DHAとして6・51ng／100㏄の程摩）・　　匿、　●　．，一

　　’（5）　（4）．、の場合のエーテル抽出液を完全に酸性を呈しな≧なるまで水洗ゼ……しよう油A陰性，しよう油B陽

　・性・（DHA．として14mg／100　ccの程度）．　　．　’．；’．：’1一∫「「1i’∵y∵　『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　ド　　　リ　　　　レ　く　リヨ　　　し　　（6）．抽出澱をエーテル・勲辛デ・・等容混灘かえ・（4）．．め通り．行う嵐轡し：まう油A灘・しょ猶B

　　暢t駅DHAとして1ρ蛇1；00・cの程度）・　　∫堀・・：・「ゼ・・：・．・

　　・（7）　；水蒸気蒸留法によ・り，．劃一テル・石油エーテル混液使用∴繍∵・’しょづ油：A陰性，’｝しよう油B陽性，（DHAと

　　七て1∬mg110Q℃，め程度）泣．べ1・、一・・　　1＝”．’．li r．∵；さ∴！』．「脳

1
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（8）　しよう油BにつきpH　8～8；5にしてからエーテル抽出を行い，その残留7k性液を酸性にしてエーテル・石油

エーテル混晶抽出を行ったが呈色陽性（DHA　1として．1；01ng／100　cc・の程度）。．　．・．・．1　　一

（9）しよう油壷？きモーカレ拙物をσ1mmH＆8晦轡せて見たが呈色馳（D単とヤて．1・5
mg110Q　ccの程度）．　　　　　、　　　　　　　　　」

なおこの類似呈色物質は水に溶け，酸性が相当強く，呈色反応の際の：加熱時間に比例して色調は濃くなる．又ニン

ヒドリン反応陰性，ニトロプルシッドナトリウムで燈色となる・

（10）10．％燐酸を10．％酢酸に変更し試料の抽出時のpHをなるべく弱酸性にする様にし，抽出溶媒をエーテル・

石油工一テノL等容混液とする．その為にはDHAの回収率からみた10％酢酸の適当な使用量を概測する必要があ

るので，基本実験としDHA　20　mg！100　cc含有弱アルカ』リ性水溶液60　ccをとり1．10％酢酸でリト．マズ中性に

戻し・更に10．％酢酸の種々の・ccを加えて・毎回エーテル・石油工一．テル混液80　cc．で』4回ふりまぜ抽出する・各：

抽出液を合して，毎回30㏄の水で2回洗い，この抽出液を注意して蒸留し，その残留物をN110水酸化ナトリウ

ム液に溶かして100ccとした．その1ccを用いて反応呈色させ回収率を計算する．．と第7表の如くになる『・

　　　　　　　　　　　　Table　7

Recovery　of　D．H。A．　by　VariQus　Volumes　of　10％CH3COOH

10．％CH3COOH（cc） ・・巨・1・・1a・ 4．0

Recovery（％） ・・1921．931・・．193

要するにこの場合は10％酢酸は2ccでゴいことになる．

深にしよう油B60　ccをとり10％水酸化ナト、リウム溶液でリトマスアルカリ性とし・．再び10％酢酸でリトマ

・ス中性に戻し，更に10％酢酸2cCを加える・以下上記の如くエーテノレ・石油エーテル混液80　cc　4，回抽出，；水30

℃cで2回水洗を行って，次に蒸発残留物（殆ど肉眼的に見得るものがない）をN！10zk酸化ナ1・リウム液4ccに

溶解，’そのユ℃c’をとって呈色反応を試みると殆ど反応は認められなかった・

（11）・特に添加された共存物質の影響；　しばしば使用される防腐剤数種をあげ，．次の如き量で各1種ずつ及び2

種組合せの形でしよう油Bに添加し，その影響を検討した．

　サリチル酸。．2591kg，自ダン酢酸エチノレ。．039／kg，安息香酸。．691kg，パラオキシ安息香酸」Fチル。．2591kg，

昇ラ度。．1　9／kg。

その結果はいずれの場合も呈色反応陰性で影響を認められなかった・なお念のため上記の各防腐剤を添加した試料

に20mg　l　loo　ccの割合でDHAを加えて抽出を行って見たところ，呈色反応は完全に陽性であった．．

要するに2．の一応の結論としては；試料’60ccを水酸化ナ．トリウム溶液でアルカリ性とし，之を10％酢酸で中

和した後更に2ccを追加エーテル石油エーテル直中混毛80　ccで．4回抽出・残留物をN／10水酸化ナトリゥ

‘ム液4ecに溶解して検液とする．爾之は検液調製法にもなる．　　　　．　『，　　　，　　；

　3．　酒類（清酒，合成酒）からDHAの抽出＝国税庁醸造試験所から分譲された防腐剤不二の清酒（以下清酒A

とする）及び合成清酒（以下清酒Bとする）を試料として2・で求められた方法により抽出を行い，呈色反応を検す

るといずれも陰性である・又2・の場合の通り防腐剤添加による影響も検討したが，．これも障害は偲められなかっ

た．　　　　　　　　’　　　　　　　　．　　　・　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　・

次に清酒A，清酒BにDHAを20　mg　l　loo　ccの割合に添加して試験を行って見たが，呈色反応はいずれも顕著

に陽性であった．

　4．鋭敏度：しよう油A，B，清酒A，　B，及び両者の市販品C，　D，　Eを試料として．DHAの検出限度を検討

した．その結果は第8表の通りである．

従って2・の方法では試料中1mg　lloOccまでは検出できる・なおこの鋭敏度は上記の防腐剤によっても影響さ

れないことを確めた．．1

　銅塩沈激；反応

　1．、しよう油A，B，酒A，　Bについての盲験；前項2．．で得られた検液調製法に従って製した二九より，その

3ccをとりこれを前々項2．の操作法に従い試験を行うと，いずれも本反応は陰性であった．

ノ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　8　　　　　　　　　　　　、

Resultg　of　D．H．A．　Detection　Test　by　Salicylaldehyde　from　Sake　and　Soy　Sauce

DHA　conc．
（mg1100　cc）

　　20

　　10

Sake

A B　　　　C

〃　　　　　　　〃

〃　　　　　　　〃

D　　　　E

”　　　　　　　〃

〃

Soy　Sauce

A B C D E

　　　1・・d・1

一　…u画
レ’ 〃レ 〃 〃

5

　　　
’一　” 〃レ’　〃　　〃

lo『訓’「〃
2

Orange

　red

” 〃「’i〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 ”レ■　〃 ’■〃 〃

1．0 1o陰：劉〃 〃 〃 〃レ■〃 〃 〃 ．”，

0．5

Slightly

orange
yellow

0

〃 〃 ”

1．

ｭ・「［7「〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃

”レ 〃 〃　　　　　　　〃　　　　　　　〃

・　　2．’特に添加された共存物質の影響：他種防腐剤による影響を検討したのであるが，諭項2．（11）と全く同様に

　　して試料を作り試験を行ったところ，それ等の影響は全く認められなふった．即ち本反応陰性である．次に同じ試

　　料にDHAを20　mg！100　ccの割合で更に添加して試験を行ったが，この時は明かに特異の針晶を検出した．

　　　3．　鋭敏度＝上記1に用いた試料にDHAを試料100　ccにつき15，10，7，4，．2’n｝9．ずつ添加して，抽出，

　　検液調製を行い，その3ccをとって反応の結果をみると，DHAの量の多いものは聞もなく帯白青紫色の沈澱を生

　　じ，少いものは暫くの後（30分～60分）微細な沈澱が浮游し始めて，後沈着する．この1滴を鏡検（300倍）すれ

　　ば明かに特異の三品を∫己出す．但しこの操作法によればDHA　2　mg！100　ccの検出は困難であって，まず4m91

　　100ccが限度である．

　　なお念のため2の門馬防腐剤添加の試料を用いて鋭敏度を検討したが上記と異るところがなかった・

1

結 論

以上突験結果を綜合して，しよう油，酒類中のD．H．A．及びその塩順検出法は次の如く提案したい．

1．．検液の調製試料（酒類，しよう油）60ccをとり10％水酸化ナトリウム溶液を加え，リトマス紙に対して

明かにアルカリ性とし，次に10％酢酸で中和し，更に10％酢酸2ccを加えて酸性とした後毎回エーテル・石油

エーテル等容些些約80ccずつで4回ふりまぜ抽出する・各抽出液を合せ，毎回水約30　ccで2回洗い，水浴

上で注意して然留し・最後に空気を送って溶媒を完全に除く・（この際残留物が蒲色しているときは，石油エーテル

約10ccを加え，ガラス棒でよくねりまぜた後，石油エーテルを不溶性の着色物質から分離し，この操作を4回繰

り返し，石油エーテル液を合せ，石油工一テノレで湿した小濾紙を用いて鴻過し，濾紙は石油エーテルで洗い，全石油

エーテルを合せ，水浴上で注意して完全に蒸留し去る．）　こ’蹄こ得た残留物にN110水酸化ナトリウム液4ccを

加え，微湿を与えて溶かし冷却した後，水で湿した小濾紙を用いて試験管中に濾入し，検液とする・

　2．確定反応　（1）呈色反応＝唾液1ccを試験管にとり，これにサリチルアルデノ・イド溶液（後記）0・5　cc及

び水酸化ナトリウム1容液（後記）1ccを加え，コルク栓をゆるく施して水浴中で98～100。，20分聞加熱する．　D．H．

A．を含有するときには液は赤色～燈赤色を呈する．（2）沈澱反応：検液の残部（約3㏄）を試験管にとり，10％

酒石酸ナ」トリウムカリウム溶液5滴，強酢酸液第二銅試液3滴を加え，よくふりまぜた後10％酢酸を注意して滴

加し，中性又は微弱酸性とする．D．H．A．を含有するときには，その多少により液は直ちに帯自紫色の沈澱を生ず

るか，又はしばらくの後，微細な沈澱を生じ白濁を生ずる．この液1滴をとり検鏡（300倍）すると，明かに針状結

晶を認め石｝る．
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　サリチルアルデハ3ド液；新たに蒸留して製した殆ど無色のサリチルアノレデハイド209を95．％アルコ≒ルに　ワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8溶かして100ccとする・　　　　・　　　　　　　　　　　　　、

　7熾化ナトリウム液；水酸化ナトザウ去409を水に溶かして100ccとする・
〔備考〕． Cなお本法によると，呈色反応に射いては試料中1mg1100　cc，又洗澱反応におし・ては4mg／100　ccのp．

H．A．を検出でぎる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

o

本研究費のr部は厚生科学研究費によった・叉試料は国税庁醸造試験所長山田博士の御好意によったところが頗

る多い・謹んで謝意を表する．

なお本案は厚生省編纂衙生検査指針に採用され，又昭和27年4月，刷本薬剤師協会学術大会衛生化学技術者会議
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　Detection　of　Dehydrpacetic　Acid（D．H．A．）and呈ts　Salts　ill

　　　　　　　　　　　　　　　　Soy　Sauce　and　Sake

ZかIwao　KAwAsHIRo，　Fumi　FuKuzAwA　and　Hidenaga　TA政EucHI

　　　bThe　method　of　detection　of　D．H．A。　in　soy　sauce　and　sak6　was　studied．　D．H．A．　is　extracted　by

th・・ther・P・t・・1・um・th・・mixture（1・1）f・・m　the　samp1・，　whi・h　bas　been，1ightly。、idi且ed　with　10銘

acetic　acid．　The　e中ereal　extract　is　repeatedly　washed　b～アwater　to　remove　the　acid．　Tlle翠．．　the

residue，　which　is　obtained　by　carefully　evaporating　the　solvent，　is　dissolved　in　4　cc　of　1Ψ10　sodium

hydroxlde　solutiQn．　The　solution　is　dividεd　i皿two　paτts，1cc．（1）and　3　cc（II）．

　　　　On　the　part　I・the　salicylic　aldeh立de　test（reddish・orange　red　in　the　presence　of　D．H．A．）and

on　thピP・・t　lL　th…PP・・salt　p・ecipit・ti・・test（負n・n・・dles　u・d・・th。　mi、・。，c。P。　in　th・p，e、e。ce

of　D。H．A．）were　carried　out．

9
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食晶　の　異物検査（第1報）
野崎泰彦，川田公言，浦久保五郎，渡辺四手，小菅美代子 ＼

Tests　on　the　Extraneous　Materials　in　Food　and　Food　PrQducts．1。

β：Yasuhiko　NozAKI，　Kδhei　KAwADA，　GorδURAKuBo，

　　　　Hideko　WATANABE　and　Miyoko　KosuGA

　異物検査は1940年頃から米国において一般に行なわれるようになった食品検査の新しい分野であって，従来の物

理学的，化学的倹査では直接とり上げられなかった異物を問題とするようになったことは衛生上一？の大きな進歩で

ある．

　米国では“Methods　of　Analysis　of　the　Association　of　O田cial　Agricultural　Chemists”（以下A・OAC・

と略称する．）に“Extraneous　Materia1”の項目を設けて試験法を掲げてある．

　我国でも最近ようやくこの問題がとり上げられ，当試験所生化学試験部でこの検査を行なうようになったが，従来

我国では全く組織的に行なわれなかった方法であるから基礎的資料がない．さし当りA，0．A。C．等に従って榛査

を行なうほかないが，我国独特の食品についてはの成書を参考にしてそれぞれ適当な方法を考案しなげればならな

い．著者等は昭和26年夏食品の一齊検査の一環として異物検査を行なったのでその際得られた知見を報告する．
　　　　　　　り
　検査の対象となった食品は米（内地米及び外型産米），小麦粉，みそ，及び砂糖であって，この中米はA．0．A．C．中

トウモロコシの検査法を叫部変更して応用し∫小麦粉及び砂糖は大体A・0・A・C・法に従って検査した・．ただ，みそ

は我国固有のものなので二三基礎実験を行って，後述の如く塩酸と煮た後ガソリン捕三法を適用して好結果を得た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米

　操作　1．重い異物（土砂，超歯類の糞）の分離　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　．　、

　検体509を100ccのビーカに入れ，クロロホルム約60　ccを加えてよくかきまぜ，静置すると土砂，平等は沈

み，米粒等は浮き上る．上層をブフネル漏斗においた迅速濾紙（東洋濾紙Nα5A）の上に傾斜し，吸引濾過する．

ど一力中の残留物にクロロホルム約10ccを加えてかきまぜ・浮き上るものがなくなるまでこの操作をくり返し（通

例1回でよい），上層は前の濾紙で吸引濾過する・ビーカ中の残留物を検査する．

　2．軽い異物（昆虫及びその破片，肝腎類の毛）の分離　　　　　　・

　1．に於けるブ7ネル漏斗上の残留物は十分空気を吸引してクロロホルムを完全に除き，1∞ccのビーカに60％

．アルコールを使って移し，更に60％アルコールを米が十分浸る程度に加える．5分間放置後ワイルドマンフラスコ

（ワイルドマンフラスコに使5ゴム栓はガソリン其の他の油にふれるのでふつうのゴム製のものは油を吸って軟化す・

る。われわれは耐油性合成ゴム製のものを採用し，叉柄はゴム栓の中に埋設成型したナットにねじ込み，異物の入り

込む隙聞をつくらないようにした・）に移し，水200ccを加え，ガソリン20　ccを用いて捕集し，異物を濾紙上に

集めて鏡検する．

　検査結果　以上の操f乍を内地米134検依，外地米71検体に対して行なった結果は次の通りである．

　検趨された異物はダニ，昆虫（成虫，幼虫，蛎）及びその破片，ネズミの毛，土砂，植物性異物（わらごみ，種皮，繊

維その他）であって，この中で種類の確認できたものは次の3種である．

　ダニ：（i）　ケナガコナダ骨7勿70助㎎κs4『〃’翅σ伽5ρナダニ科）；これは殻類にふつう発見されるもので，

数の上からは特に多い・（ii）　イエ1ダニL功。，りlssμsπ㎎のり’Yamada（イエダニ科）：“このものの存在は直接聞接

にネズミが関係していたことを示すものである．（iii）Parasites：種の同定まではできなかったが，このものは他

のダニが多数繁殖するとき，これを食って生存繁殖する類である．

　昆虫：（i）　ノコギリコクヌスト．　（ii）　カクムネコクヌスト。　（iii）　コクゾウ．　（iv）　チャタテムシ．　（V）

コナチヤタテムシ．（vi）；果i突端Dプosψ〃y’！8
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　これらの中ではコクヌス1・及びコクゾウが多数みられた．（i）～（v）は殻類にふつうにみられるものである．

　異物の種類別丁を表にすると次の通りであって1内地米も外地米も昆虫及びダニの発見率は非常に高い．しか
しこんらは米をかしぐ時かなりの部分が洗い流さ孔る三倍吐がある．米粒と共に残留する土砂は外地米に多数見出

される．

　　第1ヨξ内地米（総検体数134）、，　　　　第2表外地米（総検体数71）

異・鯛検出検撒一町．．．．異耳刎検出検体州獺率％

　昆虫　81　61．8　昆虫　69　97．0
　タ，　　　　　　二　　　　　　　　　76　　　　　　　　　．58．1　　　　　　　　　　　　タ●　　　　　　二　　　　　　　　　68　　　　　　　　　　95．8

毛　　　　　11　’　8・5　　、　毛　　　　　9　　127

・≠砂　8　6・1　土砂，・37　ぴ52．0
愚（異物を検出した検体数！全検体数）×100以下同じ．

検出された昆虫及びダニの数を区分して表示すると次のようになる，

昆虫3、　第3表内地米　　　　　　　’．第4表外地米

昆虫数

0～9
10～19

20～29

30～39
40く

頻 度

検体数1・％ 昆虫数

118

10

2

0

1

90ユ

7．6

1．5

0

0．8

0～　9

10～29

30～49

50～69

70～89
90く

頻 度

検体刺 ％

3G

21

6

4

4

6「

42，2

29．6

8．5

5．6

5，6

8．5

ダニ＝

第5表内地米（総検体数134）

ダニ数

　0～　9．

　10～99
100～999

1，000く

第6牙ミ　外　ナ也．うiと（総験f量こ数71）

頻 度

検体数1 ％ ダニ数

106

20

ワ4

1

80．9

15．3

3．1

’0．8

　　　0～　　9

　　　10～　99

’　　　　　100’～999

　　1，000＜

頻

巌体釧 ％

106

16

14

6

48．5

22．7

19．7

8．5

内地米ではど旗高検出し痂つたものは錐の』魏を占めて士力・・外地米は全く鋤の侃しな・・もの

はなかった．
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前表の結果を図示すると次のようになる・

箔

εo

台　70
5
呂　‘。

竃・。

囲　舶
’無

　　30

卸

聖。

き

9
呂

2

；

「・

，o

50

30

20

Io

　　　　　　　　　O　　IO　　lg●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　10　　100　1●oo

　　　　　　　　　　ダニ数一Nos．　of　Mites　　　　　　　　ダ鳶数Nos．　of　Mites

　　　　　　　　　　　　　Fig．1　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．2

　以上の結果によると内地米，外地米誌に昆虫，ダニによる汚染は高率を示し，外地米はすべての異物について汚染

度が高い．

　面これらの異物が数多く検出される検体は概してヌヵが多く，湿気を帯びている・事実穀類の含水量が域程度を

こえる時はダニによる被害の大きいことは古くから知られている．従って虫害，汚染を防ぐためには精米，貯蔵に

注意しなければならない・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　麦粉

　操作検体509を100．又は70メツシユの節で十分ふるい，節に残った異物をビーカに移し，アルコール2～

3cc及び5％塩酸30㏄を加えて十分間加熱し，迅速濾紙を用いて吸引濾過し，　N110ヨウ素液で染め，1％硫酸

で脱色して鏡検する．

　　　　　し　なお検体を大きな時計皿にひろげ紫外線燈で照射すると昆虫のいる検体では糞が螢光を発する・又検体の容器に，

接した部分に昆虫セ㍉よる坑道がみられる．　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　、

検査結果酬された鋤はダ・混虫蝕幼虫・轍びその麟融類の証悟雛賄等で選物の騨・
別頻度を表にすると次の通りである・　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　第7表．小麦粉（総検体数↓37）

　　　　　　　，　　異　物検出検体劃検出率％

　　　　　　　　　　　　　昆　、虫　　98　　72　　；’』『．

　　　　　　　　　　　　　タ。　　　　　　　二　　　　　　　・　　22　　　　　　　　　　　　16　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　・　　糞　　　　　　　＿　　　　＿　　｛　÷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「｝醒’”一’』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　．　“　1　しし．ρ

　ダニによる汚染は比韓的少く，又検出されたダニの数も大てい1検1仁について1～3匹程度である．しかし昆虫

による汚染はかなり大きく，之はコクゾウ，コクヌストが主なもので，中でも之らの幼虫が50匹位検出された例が

二三ある．之ら汚染された小麦粉は湿気を帯びたものに多い署事は米の場合と同様である．

　なお網醒黒穂病菌に㌧より汚染され，黒色を帯び且つアミンーこの菌がトリメチルアミンを生成することが知られ

ている一臭㊧著しい検休が1件あった・　　．　　　　　　．　　　　『　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂　　　糖

操作検体50gをビーカに入れ，温湯約100　ccを加え，全く溶けるまでおだや♪・に加熱する．溶解後予め水
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蒸気で加温したブフネル漏斗上に，径7cmの迅速濾紙に鉛錐で約7mm聞隔に平行線を引いたものをおいで吸

引濾過し，異物を濾紙上に集め，水洗し，よく吸引した後，グリセリン・アルコール（131）2ccを入れた浅いペト．

リ皿に濾紙を移して鏡検する．

　以上の操作を132検体について行なったところ次の結果を得た．

　検査結果　検IHされた異物にはダニ，昆虫，植物性繊維，土砂，鰯歯類の毛等があるがダニ以外ρ異物は非常に少

く，異物として澗題となるのはダニのみである．発見されたダニはコナダニ科のサトウダニ　Cαゆρ8卿触S’α‘f’S

である・　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　’
　ダニを全く検Illしなかったもの64検体（48．5％），検出したもの63検体（50．8％）で約半数にダニが存在した．

　検出されたダニの数により区分すると次のようになる・

　　　　　　　　　　ほ
　　　　　　　　　第8量表…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9馨ξ

グ　ニ　数
頻 度

検体数1 ％
ダ　ニ　数

　　0～　　9

　　10～　99

　100～’999

1，000～9999

10，000＜ 1

84

32

12

3，

1

63．6

24．2

9．1

2．3

0．8

　　0

　　1～10

　　11～100

　101～1，000

1，000～10，000

10，000〈

頻

検　体数

度

．％

　又ダニの検出されなかったものを別にすると第9表

が得られる．

64

19

33

11

’4

1

48．5

14．4

25．0

8．3

3．0

0．8

以上の結果を図に示すと次のようになる・

’

’

％

‘o

台

5　5。

9

書舶

翼・・

20

10

O　　lO　璽酬D　5●●●脚◎o

ダニ．数Nos．　of　Mites

　　　Fig．3

台

器

昌

2

名

50

90

20

10

0

‘

o

’　　80　’。o　‘o。。　覧oo◎◎

ダニ数Nos．　of　Mites

　　　Fig．4

　　図に見られるようにダニの数と頻度との関係が比較的なだらかな分布曲線を示す事は，ダニが他の異物と異．り全

　形を保っている1脇形や大きさ等が一様であることなどから当然期待されることである．そこでダニの数と他の化

　学的検査結果との問に何らかの関連がみられはしないかとの考えから水分，粗蛋白，酸度との関係を図にあらわして

．みると次のようになる．

9
、
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　これによるどあまりはっきりした関係はみられないが次のような事はいえる．　ダニの非常に多いのは例外なく水

分，蛋白，酸度の値の高い，精製度の低いものであるが，精製度の低いものに必ずしも．ダニが多いとはいえない・む

しろある程度以上水分その他が存在すればダニが生存し得ることがみ：とめられる．　これはダニに零る汚染の機会が

一様でないことを三昧するもので，砂糖の清潔度は第一に．製造，運搬，貯蔵の場所の清潔度によってきまることが推

定できる．しかし一面精製度ゐ非常に高い，米国C＆H製砂糖にはダニが全く認められなかった例をみれば高度

に精製された砂塘を供給することも汚染を防ぐ上に有効であるといえる・　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　そ

　操作みそをそのまま水でうすめてガソリン捕集を行なったところ回収率は非常に悪く・猫の毛10本を加えた

試料についてわずかに約半数が発見できたにすぎない・

　次にみそ約509に猫の毛5本；．ねずみの糞2個を加えて混ぜ合せ，7k　200　ccでうすめ・水酸化カリウムで

pH　8．0とし，パン〃アチン溶液iO　ccを加え，36・で1時間洲ヒしてガソリン捕集を行なった・こ岬午1耗10

本，糞4個を発見した．

　この結果捕集を行なう前に予め消化する必要のあることがみとめらたbで更に塩酸で消化を行なった・
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　まず異物，殊にi糞が塩酸と煮る事のために変形するかどうかを知る目的でねずみの糞10個を，水300ccに濃塩

酸12ccを加えた液（約1．2％）の中で煮沸し，時閲の経過に伴う崩壊度をみた・

第10表

時 間　（分）

厚形を止めたものの数

崩壊したものの数

5

10

0

10

10

0

15

9

1

20

9

1

25

9

1

30

9

1

θ

これによって5～10分の煮沸にたえる導がわかった，そこで次のような操作によって検出を行なう事にした．

　倹llミ509を500　ccのビーカにλれ，水300　ccを加えて均一・に分散させ，塩酸12　ccを：加えて加熱し，沸騰

後1，1∫5分間おだやかに煮沸をつづけ・後常温た冷却し・1’のワイルドマソフラスコに移し・ギソリン20ccを加

えてよくかきまぜ幣法に従って捕集，濾過，鏡検する・ワイルドマンフラスコ中の液は水酸化ナトリウムで中和し，

しばらく静置し，まず上澄を傾平して20メラシユの笛に注ぎ，更に残部を全部節に注いで澱し，よく7k無して後検

査する．

　この方法の適否を検討するためみそ509に猫の毛及びモノレモツトの糞を加えてよく混ぜた試粕こついて行った

ところ次のような結果を得た．

第11表

’

講幡』 毛 糞

1

2

3

4鱒

9／10

8110

10！10

617

2／2

2！2

3！3

　　　　　　　　　　　　　＋表中の数字は（検出した数1加えた数）を表す．

　　　　　　　　　　　　　賛試料209に猫の毛をまぜ9ケ月聞貯蔵したもの．

　この方法はパンクレアチン消化法に比べてやや検出率が劣るが商価なパンクレアチンを使わず，：且つ短時聞に行

える利点を有するのでこれを採用して135検体を検奪したところ次のような結果を倶た・

　検査結果　検出された異物は，ダニ，琵虫（成虫，幼虫，蝸）及びその破片，動物の毛，土砂，糞，及び植物性繊

維であって，この中ダニはサトウダニCαψρ8りψ触S’σ漉s及び種名の明かでないコナダニである・’昆虫の中同定

できたものはコンゾウ，コクヌストモドキの幼虫，寄生蠕の一種である．

　更に異物別の出現頻度を表示すると第12表のようになる。

第12表　み そ（総検体数135）

異 物1樹i験体劃検出率％

昆　　　虫

　（内　幼虫）

ダ　　　　ニ

動物の毛（主にネズミ）

ネズミの糞

わらごみ
土　　’砂

132

（57）

　74

60

　8
　68

46

97．7

（42．2）

54．8

44．4

　5．9’

50．5

34．1
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この中ダニ及び昆虫の数と頻度との関係を表未すると次のようになち．

　　　　　　第．13表

ダニ数

’第14表

頻 度

検体数1 ％
昆虫数

　0～9
　10～99

100～999

1，000く

　　　1
57　　　4L峯

5外　　　40ゆ
’21　　　　　　15．6

3　　　　　　2。2

0～9
10～19

20～29

30～39

40く

頻 度

検体数 ％

64

49

15

5

2

47．4

36．3

11．1

3．7

1．5

上の表を図に示すと次のようになる3

』％

き・タ〃
昌

§の
葭

　乃殻

臼

　1ρ

　　0

％

　　　　　’・〃〃・…’　　．　・。＆・3・ぞ・

　　　　　ダニ数Nos．　of　Mi士es　　「　『　　　　　　　．昆虫数Nos．　of　Insects

　　　　　　　　Fi琴・8　　．．．　　　．、　　Fig・9

又異物の数の区分法を変えて0，1～io等とした場合は次の通らである．

　　　　　　『第・5表　』　　　’ ．第i帳’∫

む

530
曇

臨、20－

無’0

　0

ダ．の薮

　0

　1～10
　1｝鯉100

101～1，000

1，000＜

・頻・ 度

検、回数「　％
蝕み数

18

40

54

20

3

13．3　　　　　　　0

29．6　　　　　　　1～10

40．0　　　　　　　．　　　　　11　～100

14．8　　　　　　　　　　　　　101　～　1，000

2．2

・頻． 度

検体剰 ％

6

69

61

0

3，7

51ユ，

45．2

0
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％

、．、

ﾞ　40
　琶

号　3ρ
．£

樹　20
　黒

’o

／

50

§

言8。

寡

無

fO

　　　　　　　0　　　1　　10　　1ρo　魯oo●　　　　　　　　　　　　O　　　I　　巳O　　巴OO

　　　　　　　　　　ダニ数Nos．　of　Mites　　　　　　　　　　　昆虫数Nosl　of　Ibsects

　，　　　　　　　　　　　　　　Fig．10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．11　　　　　　　　　　　　　．

　結果の考察以上の結果をみると昆虫による汚染は97．7％の高二：手ζで，昆虫による汚染をうけていないものも，土

砂，毛等を含み，みそに関する限り異物を含まないものはない．みそが現在のような製造，貯蔵法による限りこの状

態はL改善されようとは思われない・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　又：上の表及び図からみられるようにダニのような比較的多数存在し，且つ一様な異物については割合規則正しい分

布状態がみられ，或程度統計的な取扱いが可能であろうと思われる．

　この検査の実施に当り御援助を賜った厚生省二四衛課尾崎課長，同一浜田披官二二の請氏，御指導を仰いだ当所生

・化学試験部長川城巖氏に感謝する・又ダニの同定については資源科学研究所浅沼靖博士に，昆虫の同定については

蜥㈱藍田鰍氏に，糊縫挿櫛敵ついては山雨肺4媚長軸翻論士から懇鰍轍示謡いた三氏
．に対して深甚な；謝意を表する・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　…∴．∵1』・．．、．……1．　　・．　　　　　’・　　　、．．叩．

　　　　　　　、Tests’on　the　Extraneous　Materials　in　Food　and　Food　Products．1．

　　　　　　　　　　　ZかYaきuhiko　NozAKI，　Kδhei　KAwADA，　GorδURAKbBo，

　　　　・　　　　　　　　Hideko　WATANABE，　and　Miyoko　KosuGA

　　　　　　　　　　　　　　　　　g
　　　Tests　on　the　extraneous　materials喧n　rice（domestic　and　imported），　sugar，　wheat　flour，　a冗d

．Miso　were　made．

　　　The　isolation　of　6！ths　was　carried　out　accord1ng　to　the　modified　A．0．A．C．・methods，　except　in

．Miso，　which　was　dig6sted　With　hydroch！oric　acid　and　examin母d　after　gasoline・trapping　and　sieving．

　　　We　found　mites，　especiaHy　in　sugar　and　Mso，　insects，　rodent　excreta　and　hairs，　sユnd　and　go11，

and　plant　tissues．

8
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、　　．　鞭φNア吻・ピ．リジ一三・ド・．軸ド三面

　　、　　　　　⑳吻卜する剛r三μ　　　　　、，．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ　1　　　　　　　　　　　　　　　板井孝信，．井下田　浩，．桑原章吾，．柳町徳三．

　　　　　　　　　　　　、The　Synthesesりf　Seサeral　N・AIkyl　Pyridini｝1n｝Hy中gx14e　　　　　　　　　　・

　　　’．　．　　　　　　　　　　and　Thelr　Actions　against　Mice．　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　βy・Takallo戸u　ITAI・Hirosh口GETA・Syogo　KuwAHARA　and　To琴口zo『￥ANAGIM1≒gHI　　　　．．

　　　昭和17・18鞭9昭和24・25年｝・浜糊畔の新居・舞坂町に起つたアサリ・カキζよる中皿鰍前者では

　　当所に於て松尾・糠・騨型八町より，後者で鰍面面を養鰻貯る頁類蝉出会（厚生貧確々．
＼爾究がされがる・鞠め委員会・・葡る著者等の融の・部は先・・鱗した・㌧方昭和・7・・8脚蝉鮒あ

、遮・款の鈴木は・型工榊9筆累齢を追及し・‘鮪質7・ノ回外三三繊分・．聖て1瓦M・th・「，㍉
　　py・idi・i・m．hyd士・xid・の存在を認め・．このものが何か浜省胡弓アサゆ三分に関係あるらい・事を述べている・．．

　　・のもρ敵緒方菰畔ゆ貝類の噸一・・初・パ、ンのエギ・中・rも諦興・．劉ア響叡似燐性を

．三三こと々：講されている・．・，・．　　．　．．．一．　．．∵．・二：・

、℃ ｩくの如くピ・ジ・核を持つた化合物が唄の雌し下碑・肪る御甥f乍用回することに三郷、

　　、数種の41琴y1同族体を合成し，アサリ毒と比淫しながら÷ウスに対する作用をしらべて見た・，　，　．　．，…、

　　　舗方法常法に御門漸と急増ア・P紗を胎中、・3M4・．に31噸加熱する1岬瞳・」然しリド馳
　　衛唄灘であるので一部を白金塩と・してMk・1づ・・id喚m昌hall・・繭を翻し；残部噸ち｝詠セ・溶鉱，

　　て一一テ・レで未賜物を欄じ土質・噺た・チ作つ堪？轡鱗勲鮮磯！晦オを難興聯
　　した7k溶液を酸で滴定してその濃度を知り適当に．うすめて検液とした．
　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　．’　　　　・、㌦　・．．　．ご．1「駈．・　　　．．聖。　－　　、い．，　　・．1画　『

　　　合成した物質とその白金塩及びマウスに対する致死量は次のようである．　　　　　　　　　■　1　』丁．く

　〃／＼＼
．／．一．

，、＼Nイ

「

！　　＼

R　　X
’

．．q

・Me隻byレ

EthyI

n－Buthyl

菅Octy1

肇La町yl

Cety1

菅Ally1

．X

J．

．Br

〃

〃

〃

〃

〃

P玉atillum　salt

’m乙pド211」己120（Pi6rate）

　　　204～5。・

230。

209ん10。

169『

、

Pyridinhlm・betaine

Fyridinium・わetaine　hydrochlgride

．MLD

　　r　3．6mg

　　　，2．8．㌶　　．

’・@　　0．8’1　　　　　　’

　　　　0．3

　　　’0．4

　　　　0．6

　　　　4．9．

110n。polsonus

　　　2．0

，　　　1

’

、

管new　com’ 垂盾浮獅р刀D

．’

嘔
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　．・　マウスに対する実験法実験にはすべ七体貢15～ユ8gの健康白マウスを用い，はじめ等週から10日程度飼育し

　　．＼』七館に馴らしてから試融与を行っ廊’二…．・’弛　’・’・1再

　　　　試剤の投与はすべて腹腔内注射によった．．すなbち試剤の必要量が蒸留水0．2ccに含まれるような溶液をつ．くり・

　　　1群3酋ずつのマウ気に腹腔内投与し，i三間にわ五って槻弓を行った．死亡したマウスはできるだけ速やかに剖

　　　見を行い・内臓はツエンケノレーラオr♪レモr一ル固定，ヘマ1・キシリンーエオジソ染色標本をつくり，’池田技官に病

　　、．理検査を依頼した．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　’　　．

　　　　致死量及び内臓割見所見致死量は前表の通りで，’：iO　mgを按与しで異常めなかった・Pyをidinium・betaineを除

　　　けばR＝◎cty1の場合が0．3　m9で最も強く，．R＝Ally1が4．9　mgで最もよわい・全般にアサリ毒と比べて異な
　　　　　　ら　　

　　　．る点はアサリ毒の場合にi致死量すれすれに投与したマウスは大体死亡するまで之3～4日を要するが，今回の実験

　　　．でほ2周以上にわたったものはほとんどなく，大多数が24～36時間以内に死亡した点である・

　　　　例外として不出品アルキルであるAlly1の入ったものは洋二二直ちに痙麹んを起して死ぬことである・

　　　　Ally1以外の同族体も塑造後時日のたったものは毒性が変り注射すれば直ちに死亡するようになる・これはPyri・

　　　．’di・1・mh頭・…d・が確定で脚の翻と共吻醜の轍ξの他の変化をすることと翫離れ哨緯も・・

　　　．えるが如何なるもあに変化するかは現在究めていない．

　　　　死亡したマウスの多くは肝臓の充血が著明であったが，ナサリ毒に特有な肝の黄変／班紋の田現，腸管，胃及び

　　　　肺の出血などの像が認められなかった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビロ　　　　マウス肝臓の病理組織学的所見　R冨methyl・ethy1・n・buty1の3群について行われた・いずれも血管は携張し

．、

@　ウッ血が認められる・肝細胞は明るく大ぎくて所々に空泡が認められる・R詔ethy1の携合には肝細胞中に巨大核

　　　・（12～15μ）が認められた．．R＝buty1の場合1ま変化が」軽微であった三

　　　　　結　　論N－Alkyl　pyridinium　Lydroxydeがアサリ毒か若しくはそれに関係したものではないかと考え，数種
　　　　　　　　　　　サ　　　　のAlky1同族体を合成して動物試験をしで見たが，臓器に親和性のない毒で，アサ’リ鍛とは違うものであるi

　　　　．以上の研究に病理組織学的標本を作成，調べて下さった池田良雄博士に感謝の意を表する・

　　　　　又本研究の費用の一部は文部省科学試験研究費の補助を受けたものである・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

噌　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

The　Syntheses　of　Several　N・Alkyl　Pyr1dinitlm　Hydroxide

　　　、　　　　　　　　　．　　　　and　Their　Actibns　against　Mice

　　　　βヅ　Takanobu　ITAI，　HirosHi　IGETA，　Syogo　KuwAHARA　and　Tokuzo　YANAGIMAcHI
　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　a

I．’ s。det。mi。e． 翌?Cth。，’N－Alkyr　P頭di・i。m　Hyd・・ides　a・e・・1・t・d　t・1めi・。塾・u・sub・t・nce9・f

・Oy，t，，　and　Sh・1行・h（vθ…叩i・）・・n・t，　w・h・…y・th・・ise4鵠鴨・a1　AlkyLd・・i・ati…．whi・h　w・・e・tudi・d

．w晦eg・・dt・th・i・t・・i・・1・gi・a1・・ti・n』・W・f・md　th・t　th・y　di丘・・f・・m　th・pρi・・・・…ub・t・・ce・

　・nth・1カint・f　their　a缶nity　t。　th町！・・gan・一tk・y　have盤。　a価・ity・．　　，’

’

’

．、　　　　　■　、’．

、

■
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ルチ’ンについて 第1報　加水分解による定量及び定性反応

鹿　　十 哲

Rutin　I．’The　Quantitative　Determination　by　Hydrolysis　and

　　　　　　　　the　Qualitative　Reactionρf　Rutin・

βy　Tetsu　KASHIMA

誠がきルチンの発見は1蹴年W・i・・…がヘン・レーダR・f・8π〃・・々・・しの全草に含まれていることを見

出したことに始まる・1859年Schunck35）はソバ9（Po触80朋溺卿8q妙耀刑L．原文の通り）の葉からルチンを抽

出t，1904年Waliaschko41）はヘンルーダから抽出したルチンを用いて詳細に研究しルチノばかりでなくクエル

セチシの誘導体などについても報告している．

．その後1936年頃ze畦Gyorgyi等32）によって血液に対する毛細管の滲透性に及ぼすフラボソ系色素の影響に関

する研究が発表された，すなわちレモン汁や紅色トウガラシPapricaからビタミンC以外の物質が抽出され，そ．

れが毛細管の血液に対する抵抗性の低下（出」血性紫斑病）28）や血漿蛋白に対する透過性の増加（敗」血症などに見ら

れる症状）1）に有効であるとして，その有効物質をビタミンP（Permeabilitatsvitamin）と名付けた．　Sz町レ

Gy6rgyi39）はその物質を結晶として取出してCitrinと命名したが聞もなくそれがHesperidi血とEriod三ctinとの

混合物であることを見出した・8）故に一時ヘスペリヂソがビタミンPとしての医薬品に用いられたのである・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　1944年頃よりルチンがやはりビタミンP作用を強力に有することが知られ，：とくにCouch等】o）がタバコの葉

やソバF㎏吻鍬〃解5‘π腰刀甥L・やエンギユ27）8’⊃ψ肋oJob伽〃1ゴ（ψo威瀦Schottから多量：に抽出して大規模に

研究や製造を始めてから多数の報告が提出されるようになり，次いで1949年頃からルチン製剤が広く用られ始め

た．またエンジュの開花しようとするつぼみを乾燥して製造した椀花は止血剤として昔から用いられて来たが・こ

衷が現在ではルチン合冊の一番多い植物として知られている二しかしフラボン類はビタミ．ンCの作用を増強するがピ

女ミンPのみの欠乏症が認みられないためビタミンとしての薬理，生理作用3）？には疑問の点が多く5）歌9），1950年

にはThe　American　So。iety　of　Institute　of　Nutritionの命名委員会はビタミンPの名称．廃止を決定した40）・しか

し翻撫を多く取扱い肌た昨今で｝よ又それに婦噂・白血融どにノレチソは有効で輝と云われている・…油一

midt34）はルチンの加水分解はクエルセチン，ラムノー為グノレコース各1分子を与えることを確認し，　Attree＆　．

ア・・kl・2’はノ・チ控・チノレイヒしてから加水分締て5・鷲3’・4九テトラメチ骸工・・セチ・を得るこ8・より・断ン

が舛♂・セチンの3一ラムノグ・レ・シドであること搬定し・Ch・・a・xg’｝ようムイーズとグ…一初結合した二糠．

体を得Rut1noseと名付けた・Ze；np16n＆∫｝erecs｛4Uよ酵素によってルチノー・ゼを加水分解して分離し・ヘプタア

セチル化合体として精製し・これがβ一HeptaacetyLβ一L－rhalnno－6－D－glykose．であることを決定したので，ルチ

ンの構造は下記の如きものであることが確定された．

HO一
　ノ

　　　　　　　　OH
／》・＼一／」＼一。H

　　　　ll＼一／1
＼／x＼㌃慧。H

　　　　　　　コ
　　　　　OH一亨一H．0

　　　　　　餐＝ε：i遅」

　　　　　　　£’

／

　　　一C－H
　　　　／言．と。H

／　　　　　Hと。H

・．bH。．とH

　　　しとH
　　　　　　とH3、

旧説としては小沢・奥田27）がルチンの化学と薬理作用について，島菌37）がビタミン研究50年史の中でビタミ
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ンPとしてP又An血ual　Reveiw　of　Biochemistryでは1940年から10年振りで1951年Natura1　Pigments

の顎でSeshadri鋤がHaemb　Pigment9とCarotenbidsを除き主としてフラボン類とアントチアン類について

記載している，今後毎年この項が設けられる筈である．単口書としては服部恥・Klein23）のi著書のr11にルチンのこ

とが記載されている．

　研究更「ルチンの定性反応については，以上の文献以外に篠田39）・Wilson43）・Rae30）などに1特にGage等16＞

によって38種のフラボン類につき種々なる試尋三による自然光及び紫外線下におげる塁色が報告された．しかしル

チンに他のフラボン類の色素が爽乱していると・その山色反応が余りにも類似しているため，クロマトグラフィ17＞

などを用いてあらかじめ分離してから確認している．、ルチンにはラムノースとグルコースが附いているからこれも

分離してから確認する鋤・

　定∫itも比色法によるものが多数報吾されたが検体が純粋でないと定量は不可能に近い・その理由ば～レチンを製す

る過酷において生ずるためか，あるいは原料の植物中に存するクエルセチンがルチンの中に爽雑し，その吸収曲線が

互に類似し吸取極大値の差は2♪ずかに約12・5mμしかたいためである，又それらの塩の吸収曲線も近似している一

それ故National　Fomuraly　IX（1950）25）ではアルデヒドを含まない無水エチルアルコール1’にルチン10～

15mgを溶かし微nの酢酸を加えてルチンのオキソニウム塩として分解を防いだ検f‡1を分光光度計を用い，その上

3mμ以内の幅の単色光でれ！面し，濃度は吸光係数に比例するものとして，

　　　　　　　　　　　　　　Rutin（％）＝＝100　K㍑．5／32．55　　　　（1）

なる実験計算式を用いて含イf量を出している・そのときクエルセチンの量をルチンの極大値に影響を与えない一定

ゴま以下に抑えるためにルチンのスペクトルの吸収極大値362．5m，4とクエルセチンの375・Omμにおける吸光係数1

の比を一定の範囲に抑えている・
　　　　　　　　　　　　　　　K：357．っ11く3525＝0．875±0．004　　　　　　　　（2）

その値が0．879より大きいときはクエルセチンの量が多いのであるから次の実験計算式を用いる．

　　　　　　　　　　　Rutin（％）＝14．605　K硲∴5－13．181　K3鳳σ　　（3）

Glazko等1s）はルチンにホウ酸を：加えて螢光分析をし・Gage＆Wender15）は球一パークロマトグラフィで検体

からルチンを分離後0．5％の塩化アルミニューム水溶液に溶かして此色定量した・刈米・橋本22）もアルミニウム

化合物を加え，0．0506％クロム酸カリウム溶液は標準液として比色定量した・木報告でも前号において市川等21）

はルチンを亜鉛で還元してから下色定量している．なおBrockmam1等7）はソバから得た色素の中から光によって

変化する色素Fagopyτinを得た．3ζNaghski等鋤はペーパクロマトグラフィでルチンとクエルセチンを分離す

る際それ等とRf値の違う2種の未知フラボノァルを認めている・

　方法ルチンを加水分解するとクエルセチンが得られるが，その際ルチンに統合したラムノースとグルコースが

離れる．そこで得られたクエルセチン’

の彙を測定することにより糖の且が解

る，それより次いでルチンの量を計算

するのである．第1図により説明する

とまず結冠水を完全に除き，加水分解

するとき得られる残留物クエルセチソ

の量を試料の重心から引くことにより

糖の且が解る，その値にルチンの分子’

量と糖の分子量の比を乗ずることによ

って検1｛く中のルチンの猛が計算できる．

　もし検1｛く中にルチンとクエルセチソ

以外の物質が含まれているときは，そ
　　　　　　　　　　　　ロ
の鼓をも差引いて糖の量を出す，ルチ

ンの含ゴ正は次の式で表わされる・又加

水分解溶液中のクエルセチンの溶解慶

兄㏄亡1九 G。7H30α6
・3

H20

、

Q， Qししe’γ・じe，tfγし Sω2aγ

礒 C，，H，。07 GユH、。09 ユ⊃

　　　　　　　　　　　Fig．1
　　　　　Components　of　Rutin　Samples
Q5：Quercetin　in　the　Sample
∫：Unknown　Material　in　the　Samp！e’
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も考慮しなければならない・　　　’㍉　　　　　　・　』．．　　　．　　　．　．　一

　　　　　　　　　・・…（％）一一£一♀冬聾L・易・…馳’．④

　S；試料，　Q＝加水分解して得たクエルセチン，　Q’：クエルセチンの溶解量，　翫試料中のルチンとク．エ．

ルヤチン以外の物質，．R：ルチンの分子量，　Z；ルチンの分子量からクテルセチンの分子量を引いたもの（大体’

ラムノースとグルコースとの分子量の和）

　実験法検体約0．59を精密に回り，110。，5mm　Hg以下の減圧で1時聞三二し，その重量をSgとする・・
　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

それに無水アルコール10ccを加え還流冷却器を附．して水溶上で30分聞加熱し，あらかじめ秤量したガラスフ’イ

ルタで熱時濾過し更に熱アノレコ7ル10ccで洗い1慮液に合する・得た残留物の量をagとする・濾液を7k溶上でア

ルコールを完全に留去し稀塩酸10cc及び水30　ccを加え還疏冷却器を附し：水溶中で2時間加熱し，還流冷却器

をとり，なお1時間加熱する・冷後300ccの冷水を加え完全に沈澱を落してから水溶上で少し加温し，あらかじ

め秤量したガラスフィルタで濾過し，少量の温水で洗い洗液が硝酸銀試液で濁らなくなった時，得た残留物を110。1

5mmHg以下の減圧で1時問乾燥し，得．たクエルセチンの量をbgとするとルチンの含量は次の式で表わされる．．

　　　　　　　　　　　　　　　S－a－b－0．008b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1．9797x100　　　　　　　　Rutin（％）＝　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　S－a－1．008b
　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　S一一一×197．97　　　　　　　　　（5）

　（0・OC8はQuercetinの溶解度に対する補正，1．9797＝RIZ）

加水分解に用いたガラスフィルタと吸引ビンを第2図に示す・

　実験材料　ダツタン種のソバ3）」磁9ψy7拗3’σ如露‘勧3　Gaertnerを栽培！、

その根を除いた全草を1時間熱湯で抽出し，冷却し析出した高結晶を熱アルコ　　　　　θ

一ルに溶かし多量の水を加えて冷却するとルチンの結晶が得られた，・レチンと

クエルセチンの二品を東京大学，植物生理化学教室より，実験例に用いたルチ

ンは日本三二，第一製薬，中外製薬の諸会社より分与されたものを用いた．

塩酸は1級品を，アルコールは硫酸を加えて蒸留したものに酸化銀を加えて

一昼夜放置し更に水酸化カリウムを加えて再蒸留したものを用いた・

　実験結果　規格をつくるときの参考に供するため，大体N．F．　IX（1950）25）

により定性確認反応を行った．

　性状　ルチンは淡黄色～微帯緑黄色で無昧無臭の顕徴三三針状結晶である．

純品は淡黄色である．ちなみにク．テルセチンは黄色である．ルチンの水に対す

る溶解度は，20。で0・1309，25。で0．1439，40。で0．1789，．50。で0．2619

が11に溶け・ルチγ19は沸謄水約200ccに溶ける．アルコールは良く

溶けるが・ノレチン1gほアルコール約600　cc，．沙騰アルコール約30　CCと溶

ける．その他水酸化アルカリ溶液やピリジンに溶け易く，メチンレアルコール，

イソプロピルアルコールなどの1価アルコーノレ，エチレングリコール，グリセ

リンなどの多価アルコール，酢酸や強酸の溶液に溶ける．クロロホルム，エー

テル・ベンゼン・アヤ’ト吟酢酸エチル，石油エーテル・二硫化炭素に溶けな

〃b．3

1i
il

．三⊥」，

ii

i！

1、i

　●

B

　　　　0　　　　　　’帆・

　　　　　Fig．2．
Glass　Filter　and　Suction　Bottle・

い・ルチンの飽和水溶液はBeckn：an　pH　meter（model　G）のガラス電極を用いて測定するとき2駅七pH．約・

6．8である．ルチンの融点は不明瞭で182。～192。で軟化し210。附近で分解する．

　確認試験　1・ルチン0・19に稀塩酸2cc及び水8ccを加え，還流冷却器を附して1時聞加熱する．冷後ガ・

ラスフ～ルタで濾過し・沈澱を水でよく洗った後アルコー．ノレから再結晶し，得られたクエルセチンの融点は312ッ

316。で，同時に分解する・

　2・1・の濾液5ccを水酸化ナトリウム試液を用いて中和し，フエーリング試液3ccを加え，；水浴巾で5分間1

加熱するとき酸化第一銅の赤褐色の沈澱を生ずる・これはルチンが加水分解して生じた還元性の糖によるものであ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニる，なお1の濾液を水酸化ナトリウムで中和した液を水浴上で水を蒸散させると立方晶系の糖の結晶が析出する．．



’62 衛　生　試　験　所　報　告

●

第70号（1昭和27年）

馬副Rhamnoseと1｝一Glucoseの分凋1：確認は上の結品の1q％水溶液を0・02　cc画餅をブタノール4部，氷酢1部，水2’

・部の混合溶媒でペーパークロマトグラフィを行いアンモニア性硝酸銀水溶液を喚直すると，ラムノース0・38，グル

コーヌ0・11のRf「値を示：す・

　3．ルチン少ゴ正に7k酸化アルカリ試液5ccを加える．と錯塩をつくり酒黄色を呈する・1それは徐々に分解されて褐

’色を帯びてくる．ルチンに稀耐酸を加えるとナキソ乱ウム塩を生じ澱色を呈するがこれは安定である・

　4．ルチン10mgをアルコール10ccに溶か‘し稀塩化第二鉄試論1～2滴を加えると帯緑禍色を呈する・これ

ﾍ鉄とルチンとのノ・ロクロミーの無比によるもので童として3’と4’のOrthoのOHによって起るのでおる・ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ．ルミニウムやモリブデンの化合物ともゴ1こ褐色の呈色反応を起す・又ルチ珊こ酢酸カリウムのアルコール溶液を加え

ると鮭黄色のモノカリウム塩を生ずる．恥

　5．ルチン20mgをアルコール5ccに溶かし塩酸1cc及びマグネシウムの少片を加えると徐々に赤色を呈する．

これはノレチソが還元されてアントチアン系の色素が生じたためであって，マグネシウムの代りに亜鉛を用いても反

’応は遅いが同様な塑化を来す・2り

　純度試験1・ルチン20mgに水5ccを加えて徐々に沸騰させると痴話を呈し澄明に溶ける・

　2．ノレチン0．19に無水アルコール5ccを加え7k浴rlτで2分間加熱すると黄色を呈し澄明に湘ナる．1．及び2．の

試験で液が褐色を帯びたり沈澱物を生ずるのはクエルセチン．以外の不純物が数パーセント以上桝Eするためである．

　3．ルチン50mgにアセトン又はエーテル5ccを加え，よく振りまぜても溶液は濁りも三色もしない・不純物

・の存在するときは濁ったり引色したりする・　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　乾燥減量　本品を110。，5mm　Hg以下の減圧下で五酸化燐をもつて1時間乾燥すると，市販ルチンは5．7解

’7．6％減ii1する．（蒸気乾燥のとき1分子の結親水がとれるためである・理論値は8．35％）

　茨分常法に従い灰化したとき，’灰分は0．2～1，5％である．

　定量法　方法の顎で述べた実験方法で行なった成績を第1表にのせる．

　ふは試料，Sはそれを完全に脱水したもの，従って（錨一SIS．）×100は乾燥減蚤である．加水分解によって求

・めた結果はHの如くかなりルチンの含量が高いような成績が出た．次にN．F．　IX（1950）によってSpectrophoto・

．metryを行った処，試料は皆クエルセチンの三三が多かったので爽験計算式（3）を適用するとSの如き’値となつ

層た．これを一応正しい値とする・次に吸収極大債は皆ルチンによって生じたものと考えると（2）式を適用してK

の値が得られた．そのK’とSの値の差を試料中のクエルセチンによると考えると，その二三がわかる．それはク

・エルセチソのみの検体をルチンと吸収スペクトルが近似している処から，波長362・5m’・における吸光係数を測定

して，濫りにルチンのみを含むものとして測定した処210％のルチンを含むものと同等であると川たことによる，

これはスペクトルの近似と分子且が約2倍であることと一致している・クエルセチンの水に対する1三二量は10。～

“50。のとき1！に約22mg溶けたので，その溶解度に対する補正値を0．008　bとした．以上のことにより未知物
　　　　　　　　　　　　　　　　　
：質も3争二出できる．従ってaのパーセンテージを差引いた残りの未知物質が稀酸に全部とけるとすると，ルチンの含

且Hの補正値としてH’が求められ半分が稀酸に溶けると仮定するとH”が求まる．N．F．　IXの方法により

’Spectrobhotometryでクロロフィル〔C瓢K鵬一1／2・（K切十K790）〕と赤色色素〔P＝4｛K59⊃一112（K鵬十Ks幼〕

・の量を求めたが，計算にかからなかった．

　考　　察　ルチンが医薬として広く多量に用いられるようになってから多数の入々が簡便して正確な確認法，定

．n法を考案しようと努力したが，市販のルチンに必ず2～5％以上，通常10％前後含まれているクエルセチンが

．ルチンのアグリコンであるため，ルチンを化学的に分離，確認，定nすることが大層困難であった・しかし両者の

分子」正の此が2であることに韮ずきクロマトグラフィや溶解度などの物理的性質の差を利用して分離し得ぬことは

’ない．また定性試験としては必ずL－Rhamnoseの確偲試験を：加えるべきであり，夏に適切にして簡便な純慶試験

’法がないから不純物の量を一定限度以下に抑えるために，N．F．　IXで0．5％以下と定めた灰分を0・2～0．1％と規

定することが望ましい・検体の溶液の色も不純物のnを簡便に見分ける指針となろう．定猛試験としてルチンの加

水分解によって離脱した糖の量から試料中のルチンの含量を求めて見たが，第1表に見られる如く央際よりかなり

’曰い．恐らくクエルセチソ以外の不純物がその誤差の原因となっているのであろ5が，特にアルコールに溶けその

．上稀酸に山けて回る不純物が糖として計算されるためである．しかし故意に検体中に糖を混ぜたり，クエルセチン
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　　　　　　　Table　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『1
．Rutin　in　the　Commercial　Preparations

S」

S

So－S
　　　　×100・

a

b

（9）

（9）

．Rutin

（％）

（9）

（9）

（％） H・

Rutin，　　．　（％）

　S（SpectroPhotometry）

’K（100K謝5！3囑）

　Difference

Quercetin

Rutin十Quercetin

Unk苅own　Materia1

●

Rutin

Correlated

（％）

H’

H”

Chlorophy11

Red　Pigment

A’

0，5653

0．5277

6．7

0．0002

0．2546

98．2

92．7

107．7

15．7

7．5

100．2

／

98．2

982

0

0

B

0．5C67

0．4681

7．6

0．0005

0．2342

97．8

90．7

99．0

8．3

4．0

94．7

5．3

87．9

92．9

0

0

C

0．5993．．

O、5690

5，7

0，0012

0．2816

98．8．‘．

86．2．

96．8

10．6

5・9

91．2

8。8

83．8

91．3

0

0

D

0．5082

0．4793

．6．7

0．0018

0．2584

．89．6

‘、

76．6

100．7

24．1，

11，5

88．1

11．9

66，8

78．2

0

0

　　　　　So：　Sample

　　　　　S　：　Sample，　dehydrated

　　　　　a：Impurities，　do　Pot　dissolve　in　alcoho1・　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　b：Residue　by　the　hアdrolysis，　main　of　which　being　quercetin

が余り多い時は，．検体を温湯で浸出した液がフエrリング液を還元するから見分けることができる∫分光光度計を

用いても，単に吸光係数の比で定：干すると試料中のクエルセチンのため，ルチンの含量が第．1表Kの如ぐ100％前

後の値を示：す．そのためルチンとクエルセチンの吸収極大値におけるクエルセチンとルチン．の吸光係数の比が0．879
　　　　　　　　
より大なるときは，複雑な実験計箕式（3）を用いているのである，しかし実際にSpectroPhotolhetryを行なって

見ると，余程精密な実験を行なわないと一定値が得られないことは（3）の計算式の係数が5桁であること又吸光係

数や吸収極大値が報告により異る12）鋤％）ことからも推察できる・また溶媒が無水アル愛一ルであるから，・その温度

係数が大で，常温において10。の差で約1．5％の定量誤差が生じるから，検液を造ったときと測定時における温

度差を3。以内に止める必要がある．

　Spectrophotometryでクエルセチン以外の未知物質を計算して，加水分解によって求めた含量に補正を加え，．未

知物質が全部熱アルコールに溶けその上稀酸に溶けるときは第1表のH’となり，半分がそのようなもめであるど

仮定したときおよそH”となる，そして比較的正確であると思われる，SPectroPhotometryによる補正計算式で

求あた値SとH”は近似する・故にその程度のそういった種類の不純物が試料に含まれている1と推測でき’る．結

局この方法ではもちろん，いずれの方法でも検体に不純物が含まれていれば，特にクエルセチン以外の不純物が含

まれているときは大きな誤差を生ずる・　　．　　　．層　　　　　　　　　’

の
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　むすび　ルチンの規格を設定するi基礎となる試験を行なった．検体を加水分解し，その時ルチンから分離した糖

の量からルチンの含量を定温した．その結果試料がクェルセチン以外の來雑物を含まないか，叉はそれを除去する

か定量でぎるとぎは測定可能である．つまりルチンの定量はそれが純粋である時にのみ正確に求めることができる．

その純化精製を行なってから測定する：方法は第2報にのせる・　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　爽験材料のソバを栽培するに当り当試験所植物園長平山重勝，技官山県何，三木，藤本諸氏の援助を受けた・そ

の種子は長野県農事改良実験所，桔梗原試験地より分与して戴いた・その他試料を分与して下さった東京大学植物

生理化学教室，心木衛材，第一製薬，中外製薬の諸会社にも謝意を表する．　　　　　　’　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胴P
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Rutir【’1．　The　Quantitative　Determination　and

　　　　　　　　　　　the　Qualitative　Reaction　of　Rutin

　　　　　　　　　　　　　　　　　1か　Tetsu　KASHIMA

，

，

　　　　　Commercial　preparations　of　rutin　contain　always　a　few　pe㏄ents　of　querceti11．　When　hydrolysed，．r

rutin　gives　its　L－rhamnose　and　D－91ucose　in　the　solution．　The　content　of　mtin　is，　therfore，　caluculat・

ed　by　the　followillg　formula：

　　　　　　　　　　　　　　　　　S－a－Z－Z’　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　・

　　　　　R・tin（％）＝　　S　・197・97　　　　　　　　．　　．　、　・
耳ere，　S　：Sample’

　　　　　　a　：　Impurities　except　quercetin　　　　．

　　　　　　Z；Residue　by　the　hydrolysisレmaill　of　which　being　quercetin　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　’Z’；　Quantity　of　quercetin　in　the　solut1on

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　1．9797＝Mo1．　wt．　of　mtin／MoL　wt．　of　quercetin

　　　　　When　the　impurity　in　the　sample　consists　of　navones，　except　quercetin，　and　especially　of　those・

soluble　in　hot　alcohgl　and（重ilute　acids，　the　result　is　liable　to．contain　a．big　error・　It　is，　therfore，

皿ece・・a・y　t・P・・ify　the　sa卑P1・加f・・e　the　an・ly・i・…f・・a・．P・・sibl・by　t正・e　phy・i…ch・mi・a1炉・hth・d・，

which　is　also　appllcable　to　any　other　analytical　method．

　　　　　The　improved　determinatio夏of　rutin　by　whic瓦the　sample　is　purified　by　paper　chrom’atography

before　the　allalysis，　will　be　reported　in　the　next　paper．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

曜．、ホ書：」

’

●

．



㌧「’氏．∵　　．’

冒　碁．．

’　．1．

　　唱1

ら’『． I｝‘

ﾇ．ﾒ己II．．匠．て．．∴．・…1・．蹴…　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　レ　　　、

鹿島3　ルチγ，べ出パ衆ク只．マトグラフィ　（1）
67　　．，㌧

　　ノ　’

，1 　・　　　ノγ、．．チ　　シ　　に．つ　　い幽幽て

㌦第2報ペーパ「勿マト．グラフ・i蘇る分離定量（その1）

　　　　　　　　　　　　　　鹿　　．島”　　哲

∵，

ノ　　　　4　，

Ruti・．　IL．．　T≒・貫・p・・atiρn江nd　Q…tit・ti・・p6零・・min・ti・n

　　　　　　　　b文PaPer　Chromatography　（1）　’』　　．

　　　　　　　　　　功Tetsu・KASHIMA　．．’14．1∵「

・∵．

まえ継二・レチ・に関す・搬的のζ・・ま第・祉記載し泥ので省略する…．1冗∫．・・匹、

　ルチンは分光光度計で吸収スペクトルの1．つの吸収極大の波長言62．57）9）～362．71）m塵．におげる吸光係数を条件　・．

鱗密醐定して離す祝とはつて韻し回るが誠光係郷試料の原料の種類により微量不鋤雌う燭．
か32・55・・ん3a6隆）～3孕7・などと種・鮪され決定的な働：公認されて・啄い・たとえ｝洪存する・うずン類蔀’

噸似の吸弊ぺ・トノレを示す・エ・レセチ・に・？てノレチンの榊・・…乱さ九・；．故に轍で徽曲・し燃旺牢冠

したり・・，アイ・ミ⇒ムゐ化合物2’6’やホウ酸5）叉はモリブデ澱ア踊二弘】o・．を厭で安定な雛とし聯ぐ

’比色定量しているが，余り良い結果を得ることができない．結論的に云うと検体を何等ゐ・の方法で純粋にしてかち

定量する必要がある・．純粋にする物理化学的手段としてぺ．6パーク三々トグラフィ2），イオシ交換樹脂4）．など三朔．．．，

いられ・Gage等8）によ》？1（38種のマラボγ類のペーパーク戸アトグラフィ．のRf値が種タの溶媒を用いて測牢さ．ノ

れてた．またNaghski等8）はルチンの中のクエルセチンをペーパークロマトナララ．イのRf値あ大きな差を利用．．．・

1して賞し胱光度計を麻、碇写して、、る．．1．’・．．”．　・　　　一’ぢ・．
　材料一」一目本山材・．第一製薬・中外二葉より分与された寒験材料を用いた・イシプロピルアル一一ルは特級品を病・．1

アルコールは硫酸を加えて蒸留したものに，酸化銀を加えてて．1昼夜以上収麗し水酸化カリウムを加えて再読睾し：泡

たものを用いた・　’　・　　．・．　，　　　　・　．．．．　　・∴．
　芳法「一東洋濾紙No・51の濾紙．2x4P如を3等分し，先ずイップロピルアルコール25％を含む水溶確で∫、：「、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図の如き装置で2時聞ほど展開して洗，いついで水で1’

　　　　　　　　　　　D　層　　　　　　1　　　客2時間ほど躍湿して洗い自然乾燥レてから・、第3甲恥の

∵

千

・　’・E

●

S

B

ア

B’ ．‘P・

〇　　　5　　10cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll’～．

如く2x1・mの面積に激約59’」のルチンの無水7・レ．三

一ル溶液（原液）を0・001ccの精度を有するミ．クロピベット

で正1勧ピ0．1cc．（含量約0．5　mg）をつ庁る．；．この時二二・、．

．を何度にも分け，潔をつけては電熱器で麓燥し，韓燥した◎i．

・又つけ裏面からもっける，この時ルチンは完全に濯締の緯繕ン1：．

．の間に吸蔵されていないと，．完全セこ展開するこ≧はでき塗賦．噛．

たとえばルチンの量が多過ぎたり乾燥φ方法示悪いとルチ．γ1．．

が濾紙の上に析出する．　・　　　　・．　　　　　・　　　．く∵

　　　　　　B，B’；Beaker

’

D：
E　3

’F＝

P：
．S

Glass　Dome

Evaporating　I～ish

Filter　Pape1「

・Glass　Plate

Developing層 r61veht

　　　　　　　　　　　　　　　Fig．1．　　　、

ムP幽ratus　of　Quantitatlve　Determination　by　Paper　Chromatdgraplly．．
l1

1

讐

》
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Z

7

　　　　　　0　　　・5　　　　10cm

〆　　　　　　　　　Fig．2

　　Paper30f　Qua　ntitative　Determillatio駆’

みの検体をルチンと同様の

：方法で定了して比較した．

（筋2図）　　．　　…

　ルチンは約50μ9，クエル

　既知量の検体をつけた濾紙を第1図の如くガラス鐘の中で展開液

（25％イソプロピルアルコ占ル水溶液）を8分目iご入れた蒸発皿につ

．るす・受け器としr獅5等6・・g4’脚下ビーカをlllいる・約．6

時蘭展開してピー遍こ1．5㏄’ほど落出された液が溜ったらガラス鐘

から坂出し水溶上で展朋液を蒸発させ，それにアルデヒドを含まない，

かつ微量の酢酸を：加え．たアルコールを加え溶し出して25ccのメスフ

ラスコに入れる，何も？けない濾紙で展開して同様の操作を行なった

ものを対照としてBeckmanの分光光度計で362・5　mμ，と375・O　mμ

における吸光係数を測定し，

N．F．　IX9）の方法に従って

定鼓した．又クエルセチンの　．・　　Rム　，　Rb　　　Q．
　　　　　　　　　　　　　　　●

セチンは約｛20．μ9二1をつけ降下没で11》】2）’同様に展開するとき・第3図の

R，Qの如くになる．

　突駿結果一前記の方法でぺrパータ＃マトグラフイで溶便したものを

定鼓した成績（1）と，ルチン原液をそめままN．F．　IXの方法で定量した，．

給果（II），並びにルチン，クエルセチン及び未知物質のRf値を描げる・

　　　　　　Table　1．

C6煽poneτ1ts．of　Rロtin　Preparations

、、、，＼

1』u血（％）

’K375．01K3｛達．5

II．．1～uti：1　（％）

耳375・01K鋤・5　，

1111（％）

A

78．8

0．877

92．7

B

78．6

0．876

90三7’

C．

70．7

0．872

D

62，9

Q

0．874
　　〔

86，2 76．6

0・8馴0舶4・0900iO卯7

　0

・／

∠＿一

85．0

　　　　　　　　　　　一＿
Rutin（Rf　value）　　　　　0．61

Quercetin（Rf　value）

Unknown（Rf　value）

’86．7 82．0

0．63　　0．25

．82．1

0。63

．（210）

　1．22

’／

／

・0．88

／
／ 0．01

0．88　　0．91

／／・

／
／

0．02　　　0．03

0．89
／

／

　　考察一分光光度計を用いて吸光係数ぐ坊試する物理化学的試験におい、

　て，ルチンと～エル雫チンの吸収曲線はその韮本の3，5・7・3’・雀’ヲPeか’

・ζ・hγd…yf1・v…（Q…ceti・）によって左右され…チンの3一晦肝・’‘∵・・．’

　hoglucgsideは吸収スペクトルに余り影響を与えない・しゅるに分子量に

　おいては約2倍という大きな差がある，散に物理的性質は融点や溶解度に

　おいて顕藷な差があるのである．この報告ではその物理的性質の差を用い，

○

【o

ぎ

㌧．．・．『

○

’○

●

0　　　　　　5　　　　　10cm

　　　　　Fig．3．
　Papers　of　Qualita¢ive

　　　Determination
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難難三三三二忌門i旧記憲七二難誘
翻画し全回幅を心して見るか・茄屯品を用い賜飢賦し硯ると・この方夢題に謝るかどうか凱』て．
回することができう．1その結果は後報する予定である．　　　　　　．　　　　．1　　　　　　　一．・・∴．．．1腰

結三門1・ルチンの検体はや不蹴鰻では・いかなる方灘よるも醸定量すること噺凱多く揮噸昌∴｛罫

　’・に近い・　　』．・　　　　　　・．　　　．　　一．．．’．一・．ジ・望㌻
　2．ペーパ戸クロマトグラフィによってルチンを純化精製することができたが収量はまだ明かにされないから定1，∴・．、

翠に御す・ためには検討の余地が多い・、しか・・纏にされた・レチ・・ま騨に三三出郷．．＿一．．．藁
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’『一． ?居ｶ添篤鴬等巧三塁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　．
　　・1山羽〆朝比奈：パ／クビア．チ．ソのギン．テ戸．キナrぜによる活性化．

．しん @　藷　r

．71∴　　’．．，｛

　　　　，．　．1．・、　’，1．・1．㌧こ．．で　　、・’・’．．．「、．…．．．．、≧，．㍗〆．誓；

芦．‘

・．’ @弊　蜘・岬㎜論・…パ・：．‘・、『回鴬
パンク・7チ沖の蛋白消僻素あ三分であ・・ト・プシ吸び・モトリブ7・は・脛臓中ではそれぞ跡融蹴

なトリプシノ．傍ゲン及びキモ｝・リプシィーゲンとして存在する．不活性トリブシンーゲソぼ2．小腸の粘膜‡り分泌そ．1、「∴

・れ・エンテ・キナーゼ又は・．リブ・ζ肺・よりトリプシンに賦活・鳩不離キモ・．・プ・イーゲ鴫ド偉く

∵リプシンたよりキモトリナシンになる．．そこで種々の方法で’製造したパ／グセアチン及び市販の局方ノくン客レアチ1∴．’，∫．1

濃品は濱の程臨活三四の殊なって・畑か双それにエ・テ・キナニゼ一三し槻合どのくら回読揺
がおこるものであるかを検討する必要がある．も．し，かムるエンテロキナーゼによる賦活がかなり著しくあらわれ国∵☆

るなら・パゾ・・アチ・の肪試験の場髄・れを．考魁な肋晦らない・か・三三三三べるご・き旧辞＝1

　llつ⑳騨次働レ痴垂白綴∴一・ご、三1．じ遥
　日局のパンクレァチ1＜の軍白梢1化諌験では，02％ヵ・ビィγ5停。，水3Fらパンクヒ7チン溶液（0・工gのパ；くグ：∵、

レアチ・撚500・c・・と醐昇ccを海じ・・吻水浴中で・思回させ巖ア…一ノレ脅門田灘3滴8鷹
野カゼィ・の等融こもちきたし護存カゼインの醐の臓をみるのであるが・・れでは充分定量的鞭罪す．∴・：．

るごとは出来ない・そQほ々・蛋白分解酵素の測定には・ヴ・ンスライク法r・よる聡ノ鎌の増加をみるζかか・冗ご、

フ才・レモー・嫡定・アノレ・一・略野中でのア・・可罰定など灘τ・ノ基の解離をおさえる鮒で騰の力麻制・’．ア

シ・・基の増加を測る方海かがあるヵ｛・れらはいつ紬かな殖倒である．本実験にお（・ては，’A茸…法…にの1「』1一

つ・・不鴨川擁トリクF群酸で二二野洲・な囎分解生成物を・・1・鵠ρ試韓・輝縦．∴→・

．？た・［すなわち・本試薬にホり翁解物中のチロジと及びトリブトフアシが青色を呈することによる・．一　・1．’ガ∴・な．∵

課騨雛：繍醗試織程騒欝瞥撫響瀬瀬1縫動態
Fo1’二三（陣用に際し1・3に水で稀覧て男う）05crを順次塘・室温1予3似．脚呈後輝翫鮒で賊1騰

7イ花ター ｦいて1即し応そ礁｝まFi喜1．噸珂畷と騨1最ミ『線騨こ堕『．弓零
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カゼィシを沈澱させ30分後に濾紙で濾過する．この濾液1ccにn5％炭酸ナトリウム液3cc・0・1％雌銅港

・．5・6及び・・1・・蹴（・・3）・：・・6繍え，搬・・…頒置後光聯ヒ色計でS・フ・空タ門跡’供醗
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パンクレアチンNo．1●屠殺したての豚膝曄をホモジナイザーでかゆ状にし，これを大型のバット上に薄くひ

ろげ約半日聞日光乾燥を行った後これをかき集め乳鉢で磨砕しエーテルで一回脱脂し乾燥粉末にする．

．No．2＝上と同様ホモジナイザにかけた豚膵臓のかゆを大型シャーレにひろげ，40。で減圧乾燥を2日澗おこ

なった後これをかき集めエタノールで脱水，エーテルで脱脂乾燥させる。

　No．3；屠殺したての豚弊臓をホモジナイザでかゆ状にしたもの809を少量のクロロホルムをふくむ水コ60　cc．

で1時聞かきまぜて抽出を行い，遠心分離及びガーゼで濾過後，全容150ccに対し氷冷メ・タノール450　ccを加え

沈澱をとり，数回メタノール，エタノールで脱水洗浄し乾燥粉末とする・

　No．4；上の操作中水で24時聞抽出したものを同様な粉末にする．．

　No．5：上と同様のかゆ三三腔臓をアセ下ン，アルコール・エーテル及び干一テルで順次脱脂し乾燥粉末にする。

　：No．6及びNo．7：No．1～No．5が屠殺場から臓器を試験室に持ち帰ってから処理を始めたのに対し，屠殺場

で殺したての豚の脾臓をその場で肉挽に．2回かけ・直ちにアセトンに浸して持ち帰り・なお数回アセトン・エーテ

ル℃脱脂乾燥する．以上の製品を局方試験でその蛋白消化力を調べたところ・第1表のような結果を得た・

　　　　　　　　　　　　　　N・・．巨リブ・・拗の局方限界は寸す・解

1 1倍

2 2

3 1

4 3

5 2

6 1 1／5

7 1

　エンテロキナーゼ豚の小腸の上端部だけ約1～2m位を数頭分屠殺場から持ち帰り，注意して粘膜をかきとり・

アセトン，アセトン・エーテル及びエーテノレで順次脱脂乾燥する．　　　　　　　　　　　　　　　．・．

　　　　　　　　　　　　　パンクレアチンのエンテロキナ』ぜによる活性化

，《ンクレアチンのグリセリン抽出による方法パンクレアチン（No・7製品）10　mgを87％グリセリン40・cc

05
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■
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　　　　　　　q5　　1　　　　　　2騒♂1㎝∫π皿e　3竜

　　　　　　　　　　　　　Fig．4．

．Activation　of　gIy6erin　extract　of　pancreatill　by　enterokillase
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を加えて抽出し，約2時間後遠心分離し沈澱を〃》け：（12，000R．P．M．）その上清をとりパンクレアチン液とする．

また，エソテFキナーゼ50mgを水10　ccで抽出し約2時問後に濾紙で濾過してエンテロキナーゼ液とする．次

にζれを下の如き割合で漉合して室温で1時間活性化せしめる．

　1　パンクレアチン液2ccとエンテロキナーゼ液2cc

　2　パンクレアチン液2ccと水2cc

　3　エンテロキナーゼ液2ccと水2cc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●．

次に前記の方法で1，2及び3につぎカゼイン水解を行う．すなわち，反応液の組成は次の通りである．

　　　　　　　　　　　　　0．2％カゼイン溶液

　　　　　　　　　　　　　M／6燐酸塩緩衝液

　　　　　　　　　　　　　酵　　素’液

その分解の時間的変化はFig．4の如くである，

　　　iii幟；盤、㌍

これによってパンクレアチンのグリセリン抽出液は明かに作用が・

低いのに対し，これにエンテロキナーゼを混ずると署しく活性化される’ととがわかる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　パンクレアチンの水抽出による方法局方試験等におけるパンクレアチンはすべて水で一定時間抽出してから反

応を行っているから，かかる問にトリプシノーゲンが自触媒的にトリプシンに変化することも考えられる．この意

旅からパニ・クレアチンを水で抽出した場合の活性化の程度を調べてみた．

　　パンクレアチン（No・7製品）10　mgをフk　40　ccにとかし，ときどきかきまぜ1時聞侵に濾過する．又エンテ

，ロキナーゼ50mgを氷10　ccに瀞かし時時かきまぜ1時問後に櫨過する．そして前述の如く，　1．パンクレア

チン液5ccとエンテロキナーゼ液5cc　2．パンクレアチン液5ccと水5cc　3．エンテロキナーゼ液5cc

と水5cc．

の割りで混合し・室温に放置し一定時開班にその1ccをとりlllしカゼイン水解を行う．反応時間は60分とする、

その反応液の組成は次の通りである．

　　　　　　　　　　　　　　鰻轡譜1：iii｝熱：講

　この針1張はFig．5の如くなり・水抽出の場合パンクレアチンの・自然活性化は幾分おこるが，これにエンテロキナ

ーゼを添加すると著しくその作用を増大さすことができる。

q3

Q2

ρ！

　　　　　　　　　　　　　Fig．5．

Acti・ati・n・f叫er　extract・f　p・ncreati・by　e・t・r・kinase

　　　　　　　　　　　　　各種パンクレアチン製品のエンテロキナーゼによる活性化

以上で本央験に用いたエンテロキナーゼが活性なものであること，’ yびパンクレアチン製品No．7が少くともかな
．りの程跡リプシノザンを含んでし・ることが鵬かになったので，このエ・テ・キナーゼを用い先に暫したパ

ンクレアチンNo・1～No・7及グ現在手許にある市販パンクレアチン製品A～Gにつき，エンテロキナーゼ添加に
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よる活性化を検討してみた．即ち一・定量のパンクレアチン3～50mg（これはそれぞれの製品の効力に応じて，用い

る分量を加減し大体局方の1／2の効力位になる見当である・）を水40ccに，また，エンテロキナーゼ50　mgをzk

10ccに抽出し，1時間後にそれぞれ濾紙で濾過し，　・’

　1　パンクレアチン液2ccとエンテロキナーゼ液2cc。・2　パンクレアチン液2ccと水2cc．3　手ンテロキ

ナーゼ液2ccと水2cc．　の如く混じ，1時間放置後これらを酵素液として使用する，反応時間は60分で，反応

液の組成及び測定法は前述の通りである・　・　　　　　　　　　　　　、

　この結果は第2表及び第3表の如くである・表中のパンクレアチン効力として用いた数字は，’

　　　　　　　　　　　各種製品｝・よる吸光度．水4・6ヒで抽肌た徽品rA」の瓦数．、。。

　　　　　　　　　　　市販品rA」による吸光度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水40ccで抽出した各種製品の瓦数

の如く市販パンクレアチンrA」製品の効力を便宜上100として，各種製品の効力を比較したし　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　表

　　　　　　　　　　　　　　種々の方法でつくったパンクレアチン製品　（前述）

No． iパ・・野牛（・）」婆講⊇巻宝・）． YIX

1 117

2 i 380

191 1．63

278 0．73

3 106 59 0．55

4 1 837 753 1 0．90

5 208

6 35．

、　7 67

229

1 59

1．10

L68

195 2．84

　　　　第　3　表

：市販の局方パンクレアチン製品

製品の馴・w・アチ・のみ・（・）iエづ盗盗そ。）

A

B

100 70

135 104

C 92 109

D｝
E

55 1 48

467
i’

333

・i
G

256 1 262

231 1 179

YIX

0．70

0．77

1ユ8

0。87

0．71

1．02

0．77

　表中のYlXの値が1以上のものはエンテロキナーゼにより活性化されたものであるし，1以下のものはエンテー

ロキナーゼにより阻害されたものである．

　第2表から分ることは，

　1．No．5，　No．6及びNo．7の如く迅速にアセトン，エーテノレで脱脂乾燥したものではエンテロキナーゼによ

り活性化される．

　2・No・6及びNo・7の如くパンクレアチンのみでは局方以下の効力のものでも，エンテロキナーゼでかなり活

性化されることがある・　　　　　　　　　　　　　　　！

1
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　3．No．3及び：No．4の如く一度水で抽出したものとか，　No．2の如く乾燥に日時を要したものではエンテロキ

ナ・一ゼで活性化がおこらない．然しNo．1の如く日光乾燥を行ってもそれが手早くなされればエンテロキナーゼで

’活’性化される．

　又第3表からは布販品ではエンテロキナーゼ添加によりほとんど賦活がなされない・　　　　　　　　　・

　第2表及び筋3表を通じて，エンテロキナーゼで活性化されない製品はかえって阻害されている・これは一寸

不思議な現象であるが，その原閃については現在のところ不明であ．る．　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論

　木実験においては，先づエンテロキナーゼによるパンクレアチンの活性化に対する爽験方法を定め，これを各種の

パンクレアチン製「顎に対して適用してみた．注意し且つ迅速に処理した製品ではあ「きらかにその1・部はトリプシノ

ーゲンの形で存在し，エンテロキナーゼによりかなりの活性化がみられた．多くの市販の局方パンクレアチンでは，

ほとんどトリプシノーゲンはトリプシンに変化しているから，局方試験にエンテロキナーゼ添加を考慮することは，

現在は不必要であるが将来問題となることが予想される．　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女　　献

1）Anson，　M．L．，　J．　Gen．　PhysioL　22，74（1938）

．2）　Folin，0．　and　Ciocalteau，　V．，　J．　Bio1．　Chem．73，627（1927）

On　Activation　of　Pancreatin　by　Enterokinase

功Tsutomu　YAMAHA　and　Masato　AsA111NA

　　　　　Trypsinogen　co！1tained　in　various　kinds　of　pancreatin　preparation　was　deteτmined．　　　　　　　　、

　　　　1）　The　hydrolysis　of　casein　by　pancreatin　was　tested　according　to　Anson，s　method．

　　　　2）　An．active　enterokinase　and　some　kinds　of　pancreatin　containing　trypsinogen　were　prepared　and

．　’the　experimental　method　on　activation　of　pancreatin　by　enterokinase　was　established．

　　　　3）　Testing　various　preparations，　some　of　them　rapidly　dried　with　aceton　were　activated，　wbile

　　・others　extracted　with　water　or　taken　too　much　tlme　for　treatment　and　most　of　pancreatins　for　sale

　　　were　not．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　4）　From　the　result　of　this　study，　it　seems　to　be　unnecessary　to　activate　pancreatin　by　enterokinase

　　．previously　in　the　assay　in　J．P．
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べ　　r．7

ビ．　．タ ミ ン　C　の　螢　光　反　画

引．1報定性反応としての価値に就て

小川俊太郎

Fluorescent　Reactioll　of　Vitamin

Part’1．　On　the　Specificity　and　Sensitivity．

1か　Shuntar6　0GAwA

C，

　緒言在来ビタミンC（1・アスコルビン酸，以後AAと略記する）の定性定量反応として挙げられたものは殆

んど本品が持つ“Endio1”構造に基く還元力を利用しているため特異性に欠ける憾みがあったので，　Roe，1ソ，

Z雌va3）り‘はAAの第一階酸化威三体であるDehydro－1－Ascorbic　acid（以後DAA．と略記する）が次に示すよう

に相隣れる3個のカルボニル基を含む特有な分子構造を有する事実に着目し，Dinitrophenylhydraz6neとして定

性定：量する方法を案出した・　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　、　　　　・

．NH－C＝0
1．l
CO　C＝O
l　l
NH－C＝O
　AIIoxane

R。CH－C＝O
　　　　i

　　　C＝O　　　　　R』CHOH・CH20H
　　　　I

　O－C＝O
　　　Dehydro－1－Ascorbic　acid

　DAAのカルボニル基の反応に関しては上記の他にOhle，5）We1denhagen5）等の報告があり，　Ohle5）は彼の報

文中に於てDAAが当量の0－Phenylendiamine（以後OPDと略記する）と中性水溶液中でQ吻oxaline体に
縮合することを認めているが，その構造を単に次の如くであろうと記るしたのみで成績体6性質，構造等に就ての詳

細な記載はしなか？た．．．

／〕〔：洋一鴫…

C12HloN204．H20

〈／N＼／QH

＼／＼N〈C／CHOH－CHOH刈H20H

　　　　　　さ・

C12H12N205

、

’然菊に・Quinoxallne構造は・ぞk溶液が著明な螢光を発するFlavine化合体の中核をなし・またKuhn7）によ

れば・3・3－Dioxyquinoxalineの稀アルカリ性溶液は青色螢光を発するというこ．とであるから，上記Ohleの得た

物質の水溶液には螢光を期待することができよう．

　そこで，著者等はAAの7k溶液にOPD液を加え，室温，噺に1時間放置したところ液は紫外線下に鮮明な

紫藍色の螢光を発し，液中のAAをヨウ素またわ2，6－Dichlorophenolindophenol．で酸化すれば短時間内に遙か

に強烈な螢光を生ずる事実を認めた．

　この予試験により・AAは常温でOPDと作用し螢光物質を生ずるがその反応の本佑はAAの第一階酸化成積体

であるDAAとOPDの間に起るものと予想された．かつてArchibald3）9⊃が生蜜試料中のAUoxaneをOPDと

縮合させFlavine体として比螢光的に定量する方法を発表した際共存するAAが肖色螢光を発する旨記載してい

るが，これも恐らく著者等の場合と同一の機序による螢光反応であろうとi想像される・

‘



78 衛生試験所報告 ．第70号（昭和27年）

　元来，DAAはA110xaneと似た構造部分をイfし，生理的には白鼠にAlloxane糖尿に類した症状をおこし，1。，1D12》

化学的にはPyrmleに対して両者相似た呈色反応を行う13）14）など様々な共通点が見出さ1れるのであるが，　OPDと

の縮合反応に於てもAUoxaneが螢光性のFlavine体を生じ，　DAAもまた青色螢光物質を生ずる点はすこぶる興

昧ある現象といわねばならぬ．まだ，餐光反応は呈色反応などに比し甚だ鋭敏であるから，もし著者等の螢光反応が

真にDAA（言換えれぽAA）に特異的であれば，ここに従来の反応と全く違った原理に墓ずく定性定量試験法を発

見できるかも知れない．

　かような希望の下に調査した結果署者等は少くとも本反応が定性反応として高度の特異性を有することを確かめ

たので第1報としてその経過を報告したいと思う．．

　試　薬　1．6％メタ燐酸・酢酸液　メタ燐酸159を氷酢酸40cc及び水200　ccによく振りまぜながら溶かし・

水で250ccとし連やかに招付澱紙で共栓ビニ！中に濾過する・冷所に貯え1遁間毎に作る・

　2・、抽出溶剤（腔1）山回（1）汲び水の等容ま丘混和液で用時作る・

　3．Nllooヨウi素謡（駝2》・AAを酸化しDAAとするために使う・

　4．Nμ00チオ硫酸ナトリウム液　過剰のヨウ素を除くために使う．

　5．OPD液純OPD　10　mgを．N／500硫酸100　ccに溶かし冷所に遮光して貯える・貯蔵中次第に黄禍恐し紫

外線下で類黄褐色の螢光を発するようになったものは使えない・

　6．アルナリ液倣3）’Nμ0水酸化ナトリウム液3容：鼠とM／20ホウ二巴2容量との混和液で比螢光液のpH

を3～4に一志するために使う．

　定性友応の操作　1．試料を抽出1容剤で抽出し，その1cc中にAA約10γを含む検孔を作る・

　2．検液1ccを無螢光試験管にとり，N／100ヨウ素液0・2　cc，　N1100チオ硫酸ナトリウム液0・2　cc・OPD液

1cc及びアルカリ液2ccを順次に：加え，添加の都度混和する・

　3．晴所に10～20min放置後紫外線を照射して螢光の有無と色調とを見る・検液中にAAが存在すれば強烈な

紫藍色の螢光が認められる．儲4）

　註11　抽出溶剤には3～10．％メタ燐酸，0．5～2％蔭三等と共に，本実験に採用したメク燐酸・酢酸混液が重用さ

れるが，上記のどの酸を使ってもこの反応は起る．　　　　　　　　　．

　註2還元性物質が特に多量共存しない限り上記の最で足りるが，一般にヨウ三三は検液が極微に黄色を皇する

まで加えればよい・

　註3　リボフラビソの水溶液が現わす螢光の強度はpHにより碧しい変化を示すが，15》DAAによる狡光はそれ

程影響されぬ．然しpHが1以下になると自色を帯び，また11を超えれば紫色となりいずれも不安定さを増し・

中性近傍でも充分安定といえない・今までのところではこの操作のようにしたものが色及び安定性共最も望ましか

った．　　　　　　　　　　　，

　註41s〔》Ascorbic　acid（1s（トVitamin　C，　d・arabo・Ascorbic　acid）1よAAと全く同じに反応し・螢光の色・

強度その他すべての点でAAと区別がつかない・また試料中にDAAが始めから存在するときにもAAがあった

場合と同じ結果を生む．　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　確認眼度　検品のAA濃度が17／ccあれば反応は陽性である・低濃度の場合には液は無色で・チオクロムに似

た紫藍色の螢光を発するが，高濃度になると液が類黄色をおび，紫外線に最初に接する試験管の最外側の液が強烈

な碧青色の螢光を発するのみで液の中心部は光らなくなる．これは紫外線が外側の液層を透過する問に吸収されて

しまうためかと推察する．Feig11ε）に従って表示す担まErfassungg　Grenzeが0・05γ・Grenz　Konzentrationは

131，000，000である．

　特異性．次表の緒物質に就て木反応を行い，螢光の有無を調べて次記の二三を得た．被検溶液の濃度はその物質

が天然にAAと共存するときの濃度比とその物質の溶解度を考慮して定めた・（第1表）
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1 第．1i表

分 類

A．含水炭素類

B。アミノ酸

C．

「

アノレコール
アノしデヒド
ケ‘@ト　ン
酸　　　等

D．有機化合物

、

E．無　機　物

濃度
（mg／cc）

・250

1．0

陽 性 ．陰 性

．Mannbse
（5mg／ccで陰性）　．

Dextrin　　　’
Fmctose
Galactose
Gluconic　acid
GIUcosamine
GIucose
Glucuronic　acid
Glycogen
Lactose

Maltose
Mannitol
Sorbitol
Xylose

5

TryptOphane
（100γ／ccで陰性）

・

1．0

1．0

　Pyruvic　acid（紫藍）
α一Ketoglutaric　acid（紫藍）．

　2－Keto－1－Gulonic　acid（紫藍）　　，

02，3rDiketo－1－Gロ10nic　acid（紫藍）

OGlucOreduc‡one（紫藍）
ORεductic　acid（紫藍）
OIso・Ascorbi夢acid（紫藍）‘’

●

Adrenali∬争（緑）．

A11。xaロe（：黄緑）

Benzoquillone　（褐）
（10071ccで陰性）

B2（自体黄緑）
■

，

Inositol．

　α一Alanine
　1－Arginine
　1－Asparagic　acld．

Ol－Cyteine
　1－Cystinb
　1－Glutamic　acld
OGlutathione
　Glycine
　1－Histidine
　l－ISQleuci】臨e．

　1－Leucine
　1－Lysine
1－Methionine

　1－Phenylalanine

d1－Threonine
l－Tyrosine
d1－VaHne

菅Acetaldehyd：6

　Acetic　acid
　Acetoacetic　ester
　AcetOne
　Acetylacetone
　ム1cohol

※Benzaldehyde
　Benzoic　acid
　Benzylalcoho1　．
　Chloretone　　　、
聾Cinnamic　acid
　Diacetyl
　Formic・acid
　Fumaric　acid
　Glycerol

　　Glycol．．　　　．．
・Lactic　acid　　　」・・二

Maleic　aciσ
　Malic　acid
※MalOnic　acid
　　Metha”01
　．Oxalic　acid　l

　　Oxaloacetic　acid

　Phthalic　anhydride
※監二丁｛置ぎi忌

　Tartari6　acid　　1，

　Nicotinic　acid
　Pantothenic　acid

　Barbital　　　　　　　　Xanthine　　　　　、．
　Caffeine
　Creatine　　　　　　　　Bl
　Creatinine　．　　　　　B2　　　．　　　　　・
　2，4－Dinitropheny111ydrazine　　　　　　　　　　　　．
OHydroquinone
　Ninhydrine　　　　　Nicotiamide
　Phenobarbital　　　．p。Aminobenzoicacid　・
　Phenol
　P血！oro91uci駐01
0Pyrogallol　　　　　　　　］K：3．’　．　．．　　　　　’

　Santonine　　　　　　　K5
0Tanhic　acid
　Th1ourea
　Uracil
　Urea

OFeSO4
0Na2S
ONa2S20言蓄
ONa2SO4

SnC12
NaHSO3　』　冒

　○印を付した物質はインドフェノ」・ルによる酸化還元定量またわジニトロブェニルヒドラジンによる比色定量を

妨書するもの・　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　，

、
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割印を付した物質は100γノccで陰性であるが1mg／ccではアルカリ液のみで青緑色の螢光を発する・

※印を付した物質は軸と同様に100γ！CCで陰性であるが1mg／CCでは紫藍色の螢光を出だす・

C類中反応陽性のものの螢光強度を同濃慶のAAの螢光強度と昆べると大体次の如くである・

　　　　　　　　　　　　　　　AA

　　　　　　　　　　　　　　　Iso－AA

　　　　　　　　　　　　　　　α一KeτOgulutaric　acid

　　　　　　　　　　　　　　　Pyruv：c　acid

　　　　　　　　　　　　　　　GIUCQreductone

　　　　　　　　　　　　　　　Reductic　acid

　　　　　　　　　　　　　　　2－Keto－1－gulonic　acid

　　　　　　　　　　　、　　　2，3－Diketo－1。gulonic　acid

　螢光物質の」，ニの性質　1．

塩類による雄析を試みたにも拘らず不成功に終った．

　1．0

　1．0

3／4

116

1／12

1150

11150

11150

　　　　　　　　　　　　　　　AAから生じた螢光物質を反応液中より有機溶剤に転回する試みは如何なる液性，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この際ブタノール，イソブタノール，酢酸エチルには・一回分転

溶したが，エーテル，ベソゼソ，クロロホルム等には全然溶解しない．この点で本物質はチオクロムよりむしろリボ

フラビンに似ている．　　　　　　　　　　・．　　　．

　2．螢光液にハイドロサルファイトの少最を投ずると螢光：は一旦消減し，液をふりまぜると漸次再現する．但し，’

酸性なので微細な析出硫黄のためやや見にくい・この現象は程度こそ異なるが第1表中のC類で反応陽性の物質な

らばどれに就いても認められるから，恐らくQulnoxa三1ne核の1及び4位のN原子の所で可逆的酸化還元が起

るためと想像され，これまたリポフラビンと似た性質といえよう．

　尿久螢光液の考案AA約10γをその中1ccに含む検液の発する螢光は等容量中に精製硫酸キニーネ10　mgを

N／10硫酸10’に溶かし液2容量と塩酸ハルミンHamlin　hydrochlor、deの0．1　mg％水溶液3容量を混和し

た液0．12ccを含む液が発する螢光とほ“等しかった．

　総括1・署者等はAAより定量的に生ずるDAAに常温の下でOPDを縮合させ，縮合体が水溶液中で発す

る螢光を以てAAの微量を検出する特異的定性試験法を見涌した．

　2．本法の操作は極めて簡単である．

　3．本法は従来の酸化還元反応を回しく妨げるシステイン，グルタチオン及び還元性無機塩に6t然感じない．

　4．木法は従来のヒドラゾン法D、4）に感ずるα一ケト酸，17）～ゆGlucoreductone，　Reductic　acidまたわ2，3－

Diketo－1－Gu！onic　acid等には反応するが，α一ケトグルタール酸を除【ナば，　AAに此し1110～11100強度の螢光し

か発しない．

　臥　礼法は在来の定性反応中最も特異牲に富み，現米国薬局方及び目木薬局方にビタミンCの確認反応として使

われているTipsonのPyrrole　Test14）に比べて，特異性に於て劣らず，鋭敏度に於ては100倍している．

　終りに臨み御懇切な御指導を賜わった商木誠司先生並びに秋谷七郎先生に謹んで謝意を表し，実験に協力された

平岡栄一技官及び南原精一助手並びに資料を分与せられた武田薬工及び束京田辺製薬両杜に感謝する．研究費の一一

部は文部省科学研究費より仰いだ．（昭和27年3月）　　　．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　　　9・　Fluorescent　Reaction　of　Vitamin　C．　　　　　　　　　．’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

、　　　　　　　　　　　　　　　Part　1．　On　the　Specificity　and　Sensitivity．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β少　Slluntar60GAwA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　・Oxidized　Ascorbic　acid　solution（viz．　Dehydroascorbic　acid　solution）coupled　with　o－Phenylendia・

皿ine，　shows　a　marked　blue伽orescence　under　ultraviolet　light　and　1γof　Ascorbic　acid　per　cc　of　the

test　solution　can　be　l р?狽?モ狽?п@easily．

　　　　Many　compounds　such　as　alcohols，　aldehydes，　ketones，　acids，　carbohydrates，　aminoacids，　vitamins，

or　i1血organic　substances　do　not　react，　and　the　inHuence　of　Reductic　acid，　Glucoreductone，　Glutat五ione，　・

Cysteine　or　2，3－Diketo－1－gulonic　acid，　which　causes　ser董ous　errors　in　redox－titration　gr　dinitrophenyト

hydrazone　formation，　can　be　avoided　almost　coπ1pletely．

　　　　This　reaction，　which　is　far　superior　to　Tipson’s、Pyrrole・tesち　in　its　specificity　and　sen§itivityレ

τenders　a　new　and　promising　idehti∬cation　test　for　Ascorbic　acid．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一や

E

・
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発熱療法剤（細菌性発熱物質）の創製並に臨淋応用に関する研究

（1）Shwartzman有効因子と細菌性発熱物質の作用本態につv・て

八　田　貞　i養

中　島　富　子

青　山　好　作

目　沢　茂　子・

丹、治　園　枝

Studies　on　the　Fever　Treatment　with　Bacterial　Pyrogenic　Substaゴces．

　　　（1）On　the　Correlation　of　Active　Factors　of　Shwartzman

　　　　　　PhenomenQn　and　Bacterial　Pyrogenic　Substanc6s．
●

βソ　Saday℃shi　HATTA，　Kosaku　AoYAMA，　Son㏄TANJI，

　　　　Tomiko　NAKAJIMA　and　Shigeko　OzAwA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　え　　が　　を

　生体発熱の原因は血流中を循環するPyrotoxinによるとのCentanniの考えはRobinsonM）．一派が菌体成分

或は菌代謝物を化学的に分劃し，発熱性物質あ精製に成功してこれを証明したが，それよりこれは発熱性物質Pyro・

gen　substanceと名付けられその作用本態の究明が憎く系統的に試みられるに至った・

　発熱性物質を化学的に精製しての報告は主としてRobinson，　Rodney，5）Mcqinty，6）八田，7、13）Nesset14）等に

よってなされてぎたが，この成績を綜合すると発熱性物質は生化学的にはnon　Protein，　mn　toxlc，皿On　anaPhy・

1actogenicな多糖体に属し・熱・酸・アルカリ及び光線等の環境下にもよく耐え，化学的にはかなり安定した勃質と

いうことができる．．り方生理学的には温熱神経系の刺戟により惹起される一過性の体温め昇降所謂発熱と・これと

ほぼ並行してみられる血液像特に（ときに工eucOCytoseを招く）白血球際の著明な質的量的変化（血球，血清等には何

等の障書を与えない）であるが，家兎ではこの発熱性が頻回にわたると網内皮系の異物処理能力は昂進して発熱不感

性を生じ，また細菌免疫学的には類属免疫血清と非特異反応を示すのでhapteinと解せられている・この発熱性物

質は人体に用いたところ比較的毒性及び副作用の少いことがLonsen，　Liebert15）によって確認され，更にIrviPe16）

によりMalignant　hyperte皿sionに対し発熱療法を試みて成功するに及んで一層活濃に検討されよう．としている・

著者らは発熱性物質を臨床応用するに先立ち，2，3の基礎的考察を加えつつあるうち，この細菌性発熱物質が時

にShwar切man性をも具備するとの新知見を得るに至ったので，こxでは主としてShwartzman性の有効因子と

発熱性物質の作用本態との関係を検討した威績について述べる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　実駿に使った菌の栄養代謝と生理作用

　実験に使った菌は藤沢薬品工業研究部から分与された大腸菌2株（Coli　communis，以下CSと略す・Coli　com・

Inu穐ior以下C．Rと略す）と当教室保存の腸チフス菌1株（S．　typhi．　S．58以下Sと略す）である．供試菌はこ

れを精製するに先立って単一分離菌の栄養代謝と生理作用について精査しS型菌の撰択に努めた．即ち各菌株ごと　’

に液体培地に培養（37。，24時間）後・寒天平板法で多数の単一コロ子一回分離して純培養した・これを別表に示す

液体或は固形培地に移植し丁37。・で48側聞培養し液体培地ではこれをSeitz濾過盟で濾過除菌し＃・固形培地の

ときは（Rouxのフテスコを用いた）培養菌を生理食塩液10　CCに浮遊させてよくふりまぜた後これをSeitz濾過

器で濾過除菌して濾液を得た・液体合成培地の培養1慮液はShwartzman試験（以下Sh試験と略す）を行う一・方，

発熱性物質試験をも併せて行った．他の培地ではSh試験だけを実施した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培　　地　　処　　方　　　　　　6

　　　a．．合成培地

　　第一燐酸カリウム　5．09　　　塩化アニ！モニウム　0．59　　　硫酸アンモニウム　0．59

唱・@硫酸マグネシウム　　0．0019　　硫　　　酸　　　鉄　　0．0019　　蒸　　　留　　　水　　．1000cc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pH　7．4

9
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　　　b．　斗三合が～士音階也

　　粥二燐酸ナトリウム　1『・2，59　　’　第一燐酸カリウム　　0．359　　　トリプト’フアン　　0．029

　　ンスチン0．059　ブドウ塘1．09　カゼイン1．09
　　ニ　コ　チ　ン　酸　　10－4モル，　．ど　タ　ミ　ンB1　10－4モル　　　　　　　　（元の量として）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒸　　留　　水　1000cc

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pH　7．2

　　　c．合戊匁天培地

　　第；一燐酸カリウム　5．Og　　　塩化アンモニウム　0．5g　　　硫酸アンモニウム　0．5g
　　硫酸マグネシウム　　0．001g　　　硫　　　酸　　　鉄　　0．001g　　　寒　　　　　　　天　　30．Og

　　蒸　　　　留　　　　水　　　1000cc　　　　　　　　　　　　　　．　pH　7。4

　　　d．デ　ィ　ヨ　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱

　　　　　　　肉　エ　キ　ス　10。09　　　　　　ポリペプ’トン　10ゆ9

　　　　　　　食　　塩．3。09，　　蒸 留　水1000cc　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pH　7．4

　Sh試験法は家兎を用い・予め毛をきり消毒した腹部にSeitz濾過液02cc量ずつを皮内注射し（準∬li因．子），つ

いで惹起囚子として精製物質N（この詳細については後述する）1mgを脈管内注射し，注射後1，3，5及び24時

開の4回にわたり判定を行った．このとき反応がIV度に現われたものはこの表面積をプラニメーターで計測した・

　発熱試験は日本薬局方VIに大約準じたが，この三身撮はSeitz濾過液を5cclkgとしたゼ試験の結果同一菌秣

中にもかなりその生理作用強度を異にするものの存在することを契証した．即ちC．SとC．Rとでは，　C・Sにおい

て一般に作用は強く現われ．同一1￥桝…中の個々のコロニーの問にも作用度の差異がみられた・即ち単一コロニーを

発熱性物質試験で検査するとC．S株では10コロニー中発熱疑陽性が2例，爽験中致死1例，発熱陽性は7例であ

った．C．R株は9コロニー中発熱陰性が4例，発熱疑陽性が3例，発熱陽性が2例であった．

　Sh反応は両菌株共に合成培地（三門）では全く認められなかったが，ブイヨン培地では菌株により明瞭にSh反応

は認められ，その反応は前看よりも後才fに発育させた場合に強く現われた．しかし合成寒天培地とブイヨン培地と

では反応に幾分の差異がみられた．（培地基体では反応は全く陰性である．）

　Sh反応とPyrogen性とを比べると，CSでは大部分のコロニーにSh性と発熱性とを具備するのがみられたが．

C．Rでは約凹凹がSh性と発熱ll生とは平行したが，他の半数はSh性を有しても発熱性は凹められなかった・そこ

でこのような生理作用が異る同一薪株の個々のコロニーについて．その発育時の菌代謝を萬の性状並に鱗分解を中

・心に下馬したが．全く同一性伏及び塘分解能を示しこの実験からはその特性を識別するに足る根拠を見出すことは

でぎなかった．そこでこの濾液下側を基にしてなるべくSh性と発熱性とを良好に具えた二戸（C・SではNo・6，

C．RではNo．3）を選び以後の試験に用いた．

第1表供試菌種コロニーのShwartzman反応と発熱・ヒL

菌

種

　1
　2
　3
　4
　5
、6

　7
　8
　9
10

対

照

雨・地

C．S（N）

C．R

合成培地
P S

十〇．7

十〇．2

十1．2

十〇。1

十〇。7

十〇．4

十〇．7

十〇．4

十1．0
十〇．3

十〇2

0
0
0
0
0
0
．0

0
0
0

0

IV　2．3

半合成
培地
S

O
III

O
O
O
III
II

II

II
II

ブイヨン

S

IV　2．O

IV　1．7

1V　1．8

1V　2。2

1V　1．7

1V　2．O

III　1．1

1110．6
1110．6

　0

・1・
・V・・41・V6・7

合成塞
天培地

S

　O
IVO．8
1VO．9
1VLl
II

II

IV　1．2
1

111

　0

0

IV　4．6

CS
合成培地
P． S

十ユ．2

十〇．6

1十1，1

十〇，6

十1．2

十1．5

十1．8

死
．十2．1

十1．4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

半合成
培・地

　S
II

II

O
O
III

III
II

O
IL
II

L理」・
　　　　「

0

ブイヨン

．S

合三乗一
天培地

　S
IV　1．11

1V　1．4

IVO．9
1V　1．4

1V　2．3

1V　2．1

1V　2．2

1V　2。O
III

IVL6

1V　4．O

IV　1．2

1V　3．0．

IV　3，2

1V　1．7

1V　2．7

1V　2．O

IV　2．7

1V　39
1V　2．8

d［「
1・V・・、…IV・・｝IV・・ρ

註　p：発熱性物質試験　S：Shwartzmap反応成積
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ン

　　．　　　　　　　　、　　　　　　　　精製法及び理化学的性状

肇熱性物質の精製法についての報告は少．くR・bi…nは石炭酸処置法により・Nessサt等1‘’は蛋白質を含まない

発熱性因子を得る方法として蛋白除去をトリプ．シン消化による方法，SeVag法による方法，95％石炭酸碧用～・る方　，

法について検討し，ト． 潟vシン硝化によ．る方法が最も良結果が得られたと述べている，著者は菌体成分の作用因モ

を単に複合多糖体にだけ求めることなく．菌体蛋白についても実験を進め考察を加えたので．精製法も振湯抽出法

を主体に行うこととした．即ち普通寒天培地で37。，48、時間培養し精密に雑菌混入のないことを確め．ついで培地

をかき取らぬタう注意して菌体を掻集め湿菌量約．209を得た・この鼻面量に0・4％石炭酸門門理食塩液200ccを．

加え・約30分間ふ．りまぜ（1玲聞150㌻170叩一二振囁5cm）た後遠心分離により菌体を沈澱さ彗・．更に

S巳itz濾過器で除菌した．この濾過液を塩酸でpH　5．8に修正し，これに0．1％に予め精製した活性炭を加え

40。の温浴上で加温吸着により培養基成分を除去，ついで直ちにSevag法により除蛋白（寒天も除去される）を数

回繰返した後セロファン膜に包み流水中で2日閻透析する・この透析液をVlo量に減圧濃縮し3倍：量の無；水アル

コールを加え，沈澱を集めこれを再溶して繰作を反覆後アセトン潴條を行った．これを真空乾燥によって50mgの

P物質を得た．次にさきに遠心分離により得た菌体（鏡検により解体は大体原型を保っていた）を4％トリクロル酢

酸200ccで6～8時聞ふりまぜた後遠心分離及びSeitz濾過による菌体除去を行いう5．日間流水に対して透析す‘，

る．これを1／10容に減圧濃縮後等量のエーテルを加えて充分ふりまぜ，エーテルを分液し，リポイド性分劃を除去

しこれに3倍：量にアセトンを加え沈澱させアセトン洗浄後真空乾燥し，物質60m9を得た，これをNとした．

　　　　　　、　　　　．　Table　2　　Purifying　method　of　pyrogenic　sロbstances．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bacterial　cells　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　一　　 　．　　．　　1　　　　唱
　　　　　　　　　　　　Nonnal　saline　solutions（200　cc）containing　O．4％phenol．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Centrifugal　separatiOn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　㌧　　　　　・
　　　　　　　　　l
　　　　　　Supernatε≧nt　・
　　　　　　　　　1．
　　Filtered　tbrough　Seitz’s　filter

　　　　　　　　　l
　　　（Treated　with　by）0．1％
　　activated　charcoal　at　40。C
　　　　　　　　　l
Deprotei箆ized　after　Sevag　method

　（Chloroform　3，　Amylalcohol・1）

’　　　　　　　1
　　　　　．Dialyzed（2．days）
　　　　　　　　　　l
　　　　Concentrated　in　vacuo
　　　　　　to　1120　volu卑es

　　　　　　　　　l
Added　3　volumes　of　absolute　alcohol
　　　　　　　　　l
　　　　　　l

　　　Precipitate
　　　　　　I

Washed　with　absolute
alcohol　and　acetolle

　　　　　　l

　　　　Dried
　　　　　　I

　　　Powdered

　　　　〔P〕

　　　1
Supernatant

　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　Bacter葦al　cells
　　　　　　　　　　　　　i
Shaking　in　4％Trlchloracetic　acid　200　cc（6　hrs．）
　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　Centrifugal　separation
　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　i
　　　　　Supernatant
　　　　　　　　i
Filtered　through　Seitz，s　filter

　　　　　　　　l
　　　Dialyzed（5　days）
　　　　　　　　1
　　Concentrated　in　vacuo
　　　　to　】120　volumes
　　　　　　　　I
　　　　　Added　ether
　　　　　　　　I

　　　1．．　　　　　　1
．Soluble　part　　　　　　Soluble，part

　ill　ether　　　　　　in　water
　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　5volumes　of　aceton
　　　　　　　　　l

　　　　　　l　．　　　I
　　　　Precipitate　　Supernatant
　　　　　　l
　　　Washed　with
　　　’acetone　and
　　absolute　alcoho1
　　　　　　l
　　　　　Dried
　　　　　　｝

　　　　Powdered

　　　　　〔N〕

　　　　　　　『l
　　　　Bacterial　cel19
　　　　　　　I
　Shaked　in　NaOH　solution　．
（pH　96）a1琴a’ pwith（6　h「sゆ

　　Centrifugal　s3paration
　　　　・　　1

　　　　．i

　Supernatant
　　　　　！

Filtered　through
　Se1tz’s　Filter．

　　　　i
Dialyzed（2　days）
　　　　l
Acidi6ed　to　pH　5．O

　with　NIIo　HCl
　　　　L．

　［

Recidue

　　　　l

　Precipitate
　　　　l
Dialyz∋d　against・
destilled　water
　for　（1　day）

　　　　l
　　　Dried
　　　　I
　　Powdered　．

’　〔PT〕

　　　I

Subemata塾t

、

〆

’ 5



86 衛生　試．験　所　報　告 第70号（昭和27年）

　　　一体蛋白の精製は0，4％石炭酸加生理食塩液及びトリクロル酢酸で多糖類を除去したものについて試みた．まず

　　回国：を蒸留水200ccにとり．これを2．5　N；水酸化ナ．トリウム液でpH・g．6とし6～8’嘘吐ふりまぜた後遠心分離

　　により菌体を除去，セロファン膜で2日間透析する．この間液性はpH　6．0附近を示し若干め析出物を認める．これ

　　をSeitz濾過しi慮液をNノ】o塩酸でpH　5．0を終末液i生とした沈澱を反覆させ，この沈澱をセロファン膜に包み蒸留

　　7kに一応透析し滲透乾燥して物質約1gを得た，これをP．Tとした（S。　typhiはPとNの精製に止めP．Tは

　　除いた．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　・

　　，以上の方法により褐た6極の物質の理化学的性状をみるとC．S，　C．R，　S共に同一操作により得られた物質は大体

　　類似した定ll生反応がみられP及びN（第3表参照）では蛋白反応はビュレット反応，ニンヒドリ／反応・Xantho・・

　　protein反応，　Millon反応，工ieberman反応，　T．BP反応の呈色反応及びタンニン酸，トリクロル酢酸，100。15

，　二二二等の沈澱反∫菰はいずれも陰性であるが，多糖類を検出するMollsch反応が陽性，　Fehling反応も塩酸による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　水解後はいずれも陽性である．なお紫外線（波長3600A）照寡1による螢光反応はいずれも強陽性で，硫酸に．よる水

　　解操作はその前と後とでは色調が幾分異った．一方PTは糖反応は彫ぐ性で蛋白反応もニンヒドリン反応を除くすべ

　　ての反応が陽性の威績を示した．また紫外線照射による螢光も硫酸処冊こより蛋白特有の黄金色を昆した．従って

　　上の定性試験成績からP及びNに属するものは多湿身性物質で，PTに属するものは蛋白様物質と考えられる・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3表理化学的性状

定

性

反

’　応

呈

色

反

応

総

ビ　ユ　レ

ツ　　　ト
水解前
水病後

テトラブロムフニノール
　フタレイン
キサソトプロテイソ
ミ　　　　　　ロ　　　　　　ン

リーペルマンニ　ン　ヒ　ド　リ　ン

1026トリクロル酉㌻酸
タ　　ソ　ニ　　ン　酸
41　｛生　1000　15ρ　力口　　奔呉

フエーリニノグ 水解前
水解後

匿むりツゴ’ユ
ピ　ク　リツ　酸

螢　光試験 永解前
水解後

pH

CS． C，R．

P． N， P．T．

冊

P． 剛RT

柵

帯

冊
柑・

出

惜

S．

P．

帯

国

育白
青白

青緑
．青緑1

＝1世
　　　1

囎1線

柵

早緑
青緑

濃青白
黄色

冊

書白
青白，

6．0 7．1 6．1 7．31 1・・4

N．

帯

青白
青白

6．6

　註　測定濃度は0．5％とした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　精製物質のSh活性と発熱性

精製物質の生物学的性状特に生理作用をSh性と発熱性とに分けて検べ作用本態の一・端を窺うこととした．

，1・“SL活性　Sh因子の本態についてはShwartzman，　Morelll了馬1s）は腸チフス萬を硫酸アンモニウムで飼分し

たところビュレット反応，Mo！isch反応共に陽性で窒素量は8～12％，水解により還元燐10．4％を定最できたと

いいOlitski，　Leibowitz19》もこれを亥：持したがApitz20馬21）はパラチフスBi￥｛をアルカリ性アルコール溶液によ

り，Andervont22）は：大腸菌培餐濾液を燐酸カルシウム吸著アルコール沈澱法により精製したところSh活性は核蛋

自よりも炭水化物に強く認められたといっている．その後岡本臨25）はコレラ芦毒素を111下臨29）は大腸菌毒素につ

いて，武田・渡辺甑鋤は大腸菌，チフス菌，赤出叡大野）等について本態の究明を試みたがそれらの威績を腰約す

ると．Sh毒性は菌体蛋白にもみられるが多糖体のそれに比較すると毒性は少く，Sh毒性の主因子は多糖休にあると

」
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いえる．武田鉢35）は多糖体を更に酸分解し，無毒の多糖体と1無晶型のX物質とに分け，後者には毒性及びSh

活性はみられたが，菌体から分離した核蛋白には毒性はあるがSh活性は認められないと注目すkき報告をしてい

る．．そこで著者拡以上を考慮しながら多糖体及び蛋白質のSh活性について調べた・実験方法はすでに詳記したので．・

省略するが，このSh現象はときにSh性を有するにもかNわらず作用がみられないことが再主あ．り，こめ主因を

家兎の個体差，感受性の問題に帰着させていたが，これは主な原因の」部が惹起因子（Reactihg・factor，以下R．F

と略す）にも基因していることを知った・実験には予め準殖能あるNを対照としておきこれと実験値との比較を行

ったが各精製物質のR・Fは常に同種のものを用いたが更にR．Fを他種のものに求めて交叉惹起を行った．これに

よるとSh活性作用は惹起方法によっても左右されPreparatory・factor（獅lll因子以下P．Fと略す）』 �b．SのN

としR．Fを同じC・SのNとして相互関係をみるとR．Fが2mgのときはP．Fは0．78γ，1．51ngでは1．55γ，

1．2mgでは3．12γ1．Omgでは2・5γと惹起量に反比例し，　Sh活性の反応度も準備量が200γめ量のときその発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ現の面積が量に此例して拡大或は縮少するのがみられた．しかしP．TをP．Fとし多糖体（C．SのN）で惹起する

とその惹起量が1．5mg以上のときに家兎はいずれも注射後過敏症となり痙攣並びに脳症状を呈しながら2．時間前

後で急性死した．この発死した家兎を解剖して肉眼的に観察したところ肝臓に著しい点状出血斑を（2頭共に）認

めたほかは他の臓器には著変を認めなかった・なお一定のP・Fの惹起を同種のもので行った場合と異種のもので試

みた場合とでは両者共に大体同程度の稀釈度までSh活性は陽性となった・これは一つにR・Fの惹起能力の如何

に影響される。ところが大きく，強力な惹起力を有するfractionでは同種は勿論忙種のものでもほぼ同程度に発現

した．そこで成績の比較を試みる上からSh活性の惹起は便宣上C．SのNを用いて行った．そこで精製物質の

Sh性をPとNとP．Tを比較してみると同じ多糖体でもNが最もSh活性強くC．SのNでは0．8γでも確実

に発現した．C・RのNは3γ前後，　SのNは0．8γで反応陽性であった。一方三体蛋白は200γ（CS）或は

507（C．R）で反応陽性となりその作用はNに比較すると幾分弱いが明瞭に準備能力を示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、第4表　Shwartzman反応

発
熱
性
物
質

注蝿1 ．C．S．
紬

　　C．R．

定　　　　時

1［

S．

判 問

（γ）

1 3 5 ・4い1・1・ 24 1 3 ・124
　　200
　　100
　　　50P
　　　25
　　　12．5
　　　6。25

1

0
0
0
0
0

II

II
I

O
O
O

IV
IV
III

O
O
O

II

IV’

III
O
O
O

1

0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0

工1，

1

0
0
0
0

II

I

O
O
O
O

0
0
0
0

1

0
0
0

II　　IV
O　　　IV
O　　　O
O　　　O

2CO II IV IV
　　　11v

II IV ’IV IV
1

100 II IV IV Iv II IV IV IV
50 II III IV IV 11 IV IV IV
12．5 II III IV IV II IV IV IV

N 6．25 1 III IV IV II IV IV IV 1 II IV IV．
3．12 1 III IV Iv II III IV IV 1 III IV IV
1．55 0 II　9 IV IV 0 0 0 0 0 0 1 III

0．78 0 II IV IV 0 0 0 0 0 0 0 0
0．39 0 0． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

亀

200 0 1 III III 1 IV IV IV
100 0 0 0 0 1 II IV IV 9

50 0 0 0 0 1 II III III

P．T 25 0 0 0 0 0 ・0 0
12．5 0 0 0 0 「o 0 0 0
6．25 0 0 0 0 0 0 0
3．12 0 0 0 0 1　0 o　｛ O　l 0

I　　　　　　　　　l 1 1

註　惹起因子として，F．C．NをPro．　kg　5CO～7007静注・

2．発熱性上の劃分物質についてSh活性と同じに発熱性についてみた・この方法は日本薬局方に準じて行つ．

たが従来の成績との系統的比較を試みるため便宣上家兎平均体温が注射前より1。以上上昇したものを陽性としたの
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で断っておく．

　粒製物質の発熱性もSh性と同様螢白質よりも多糖体においてその作用は強力で発熱陽性はC・SではNは57，

Pは10γ，P．Tは100γである．これに反しSではPは25γ以上の場合には発熱性は陽性となったが・Nでは

1007以上では発熱性は余りみられず5007以上では，むしろ体温は下降しこれより量が増大するとこれにつれて

その生理作用は強度に現われ急性死するものが屡々認められた．家兎の発熱曲線陥37）は分調により熱型が異りC・S

のN（SのNは発熱性はみられない）は最もその作用が強烈で且上昇並に消退が速かである．即ち注射後30分

～1哨間で最高に達し以イ灸二品に旧に復したが，PではCS，　C．R，　S共に1．5～2時間で最高1こ遠し以後減少し，

いずれも一過性であった．

第5表　発・熱　性　物　質1試　験

注身HIモ
C．S． 1 S．

（γ1kg） c？・　1 N．

一　　　　　　　　「

P P。T． P． 1 N．

…1 1 11・71ρ131・・3t

751・・・…51・沿1・・・…i・沿1・・・・…1・・1 1 1・・・・…lq・

50 ・・・…い川・3・川｝・・…q・・・…　11・・・・・・・…　1・…α・1・・

・・1・・・…1・・3i・・・・…1・小・・…「・511・・伽・1・・1
ト

・lq・…ゆ1・・・…11・51・31
｝1

・｝・4…1・・1・・q・・41・・1
｝｝

　　　　　　　　　　　　　精製物質に対する理化学的処置並に分触操作とその影響

　検体としては爽験の都合上C．SのPとNを巾心として系統的に検討を加えた．

　1．配分解法検体100mgをN15酢酸20　ccに溶かし，還疏冷却器を付した沸騰水浴中で10時問煮渉潟する，

加熱闘寸寸1時欄倉有後から淡白色白状の物質が析出してくるが，そのまま加熱をつづけ所定時計終了後1夜氷室に

放置遠心分離して沈澱を得る・

　これを精製するためにpH　8，0の弱アルカリ水に溶かし微量の不溶物を遠心分離により除去して分解物質〔1〕を

得る．その上清にNノ！1，塩酸を加えてpH　3．8とし酸fく溶性の物質を沈澱させる．

　この等電点沈澱による精製を再操作し，沈澱に蒸留水を加え蒸’留水のpHが中牲になるまで沈い，ついでアセト

ンで洗った高真空蛇算し，分解物質〔II〕を得る．

　分解後の上清は流水で2日，蒸留水で1日透祈して内液を20ccに減圧濃縮する．これを等温の精製エーテルで・

3回振混を繰返し，エーテル層は脱水後エーテルを置去してエーテル㌃1∫溶性物質を得る．エーテル振温i容出後の液

層はPでは無水アルコールを，Nでは精製アセトンを3倍量に：加えて1夜氷室に放置，白色二丁の沈澱を遠心分離

する．これを再び蒸留水15ccに溶解，それぞれの溶媒で沈澱させ，アセトンで洗った後真空乾燥し，分解物質

〔II！〕を得る．（第6表その1参照）

　2・アルカリ分解法　検体100mgを蒸留水10　ccに溶解する・この溶液をまず氷7k中でOQ’に冷却しなカ1ら，こ

れに10％水酸化ナトリウム液1・2ccを滴糾する・滴加後5分以内に予め冷却した無水アルコールを2倍litlli加し，

0。の氷水中に30分聞放置後白色黎状の沈澱を遠心分離する．これを再び蒸留zk　10　ccに溶解させ冷アノレカリ性ア

ルコールによる分解を更に2回繰返し（計3回となる），沈澱は蒸留水に溶解後（不溶物は遠心分離で除去する）1夜

透析させPでは無水アルコールを，Nではアセトンを2倍且に加えて1夜氷室に放置する．

　沈澱を遠心分離しアセトンで沈澱俵真空乾燥し分解物質〔1’〕を得る．〔F〕分離後の上訴は合併して（3回分」辻），

酢酸で中和後減圧濃縮し，これを流水巾で2日，蒸｛彫kで更に1B誘析する・内液を遠心分離して得た白色紮状沈

澱をアセトン沈澱後真空乾燥して分解物貿〔II’〕を得る．

　〔II’〕分離後の上清にアセトンを2倍猛に加え沈澱物質を得る（第6表その2参照）．
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Table　6　Acid　or　alkaline　decomposition　Qf　Pyrogenic　substances　obtained　from、　Coll・bacillus。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Part　l　Acid　decomposition．

　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　伽　　Pyrogenic　substance　160　mg　　　　．　　　．　　　　．　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　Added　O．2N　CH3COOH　20　cc

　　　　　　　　　　　　　　　Dec。m，。、ed・n　a，。，・。・th盛。益。x、6三dと五6。ゼ僻．ユσL，s）．．一・・．・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　レ

　　　　　．　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
　　　　　　　　　　　　・　P「ecir’tate　　・　　　Supe「latan亡
　　　　　　　　　　　　　　　　　Dissolved　in　water（pH　8．0）　　・　　　　　　　　．　　　　　　　Dialyzed

識・1：誕：。、1、∴’論覧H、1、、詑麟識乱

　　　　　　。。w占。，ed　W。、h。d。1，h　ace，。。e・．　　11，レ

　　　　　　　　　〔・〕　　　。，｝。d』　　　　　．P「ec㌣’tate　SμP3matant
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　Washed　wi出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Powdered　　　　　　　　　　．　　　．　　　　、　　　acetOne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔・・〕．　．．．　　　。，1。d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　Powdered

　　　　　　　　　　　　　l・．・　　　　・．…　　　　’　　．レ’．　．．．　　．　　　　〔III〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　　●Part　2　Alkaline　decomposition。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pyrogellic　substance　IOO　mg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dissolved　in　10　cc　of　distilled　water

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Addεd　1．2　cd　of　10％NaOH　at　O。C　　　　　　　　．　　　．一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A、、。d2。。1。m。，6，、。1dl。1、。h。lw、th、。、m、。U，eS　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1

　　　’　　　　　　　　1　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　Precipitate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　Dissolved　in．dest量11ed　water

　　．　　　．　　　．i
　　　　　　　　　　　　　　　　　Dialyzed

Addとd　2。。1Umes。，。、！、。n。。。。，h。n。1、。。．C

　1　（Standing　one　night　in　a　refrigerator）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　l

Supernatant

　　　　　’　　　　　［

　　　　　　　　　　Supernatant
　　　　　　　　　　　　　　　l

　　Neutralization　by．CH3COOH
　　　　　　　　　　　　　　　l

Concentrate　in　vacuo　to　115　volume
　　　　　　　　　　　　　　　l

．　　　　．．　Dialyz自d
　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　1

　　　　　　Precipitate
　　　　　　　　　　1

Washed　with　acetone
　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　Dried

・　　　　　l
　　　　　　Powdered．

　　　　　　　　　〔1’〕

　　　　　’　l

　　　　　Precipitate
　　　　　　　　　l

Washed　with　acetone
　　　　　　　　　　

　　　　　　　Dried

　　　　　　　　　l　　　　．

　　　　　Powdered．

　　　　　　　　〔II’〕

〆

　　　　　　　　　I

　　　　Supernatant
　　　　　　　　　ヒ

Added　3　volumes　of’
　　　　　　acetone
　　　　　　　　　［

　　　　　Precipitate
　　　　　　　　　l

Washed　with　acetone
　　　　　　　　　I

　　　　　　　Dried

　　　　　　　　　l

　　　　　Powdered

　　　　　　　〔III’〕
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Yield　（％）of　the　fractions　by

　　　acid　decomposition．

Yield（％）of　the　fractions　by

　a1kaline　decomposition。

IiI・ III 1’ 撃hI’巨II’

・i・・1＼1・乳・ ・1…1・・la・
N 13．4 2．0 15。0 Nl…｝・・112・・

　3．劃分分解物質の性状と生理作用　劃分分解物質の定性反応の成績は第7表に示した．酸分解により得たN・の

分解物質〔II〕は弱酸及び蒸留水に二二，弱アルカリに可溶の灰白色粉末で，糖反応，蛋白反応は陰性である・しか

しタンニン酸を加えると沈澱する．分解物質〔II〕は水に易溶の灰白色（P）或は帯灰褐色α）粉末で蛋白反応は

陰性，糖反応は原物質同様に陽性成績を示した．

　アルカリ分解により得られた分解物質〔1’〕は水に易溶の灰白色（P）或は帯灰褐色（N）粉末で原物質同様蛋白

反応陰恒…，糖反応陽性である．分解物質〔III’〕はNよりのものがいずれの反応も陰性であった外は分解物質〔1’〕

とかなり類似の性状及び定性反応を示した．

　各分解物質の生理作用を特に発熱性とSh性とについて此較試験を行った．この術式は前田に詳記した方法によ

って判定を加えた．

　なお本爽験で溶媒として用いた蒸留水は日本薬局方VIの発熱性物質試験に合格した純品を用いた．この成績は

第8表に示した．Pは酸及びアルカリ分解によりそのSh性は消失し，操作前5γでみられたものが200γでもみ

られない．一方発熱姓もかなりその作用強度は減弱した．

　しかし1007以上の注躬にてi発熱している．

　Nは酸，アノレカリ分解により溶解している部分即ち〔III〕及び分解物質〔III’〕はいずれもSh性も発熱性もな
　　　　　　　　　　　　　　　　　くなり200γでも陰性成績を示したが，分解操作により沈澱した部分即ち〔II〕及び分解物質〔1’〕はSh性も発

熱性もみられる．しかし発熱性には酸分解によりみるべき：低下を示さないが，Sh畠 ｫは著しく減弱し10γで認めら

れず200γで1・6と量測された．これに反しアルカリ分解でばSh性も発熱性も殆んど障害されていない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7表　劃分分解物質の定性反応　　　　　’　，

ρ

．＼濠一
　　　　　定・・反応＼縺D

酸　　分　　解

モ　　リ　ツ　シ　　ユ

フ　エー　リ　ン　グ
ビ　ユー　レ　ツ　ト
ニ　ン　ヒ　ド　リ　ン

ミ　　　　ロ　　　　ン

ポプキンスコーレ
ノイバウエルローデ
タ　ン　ニ．ン　酸

P

III

十

N
II III

；

十

アルカリ分解

P

1’ 黷hI・’・

十 十

N
1’ 撃hII’

十

1
対 照

N P

冊

　　　　●

第8表　酸分解及びアルカリ分解
　　　　　　　　　　■

処　　置　　別

酸　　分　　解

発黙物質
o

P

：N

対照
III

対照
　II
III

Shwartzman反応

…1・・1・

1。6

3．7

3．4

2．6

2．9

発 熱 性

200 ・・1・・1・

1．3 0．4

LO
O．3

1　　1．1

　　1．5

　　0．9

1．1

0．1

1．0

0．8

0．6
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アルカリ分解

3 P

N

対照
　1’

III’

対照
　1’

111’

1．6

3，7

：＝：

3．4

0．2

2．6

1．5

0．6

1．2

0．3

0．1

2．6

0．5

1．1

1．0

0．1

1．0

0．6』

0．1

1．0

1．3

02．

　4．石炭酸処置検体100mgを秤量しこれに加温により融かした純石炭酸20　ccを加え50。に保温しながら3

時間連続かきまぜた後，温を保ちながら遠心して石炭酸を分離後沈澱物をアセトンで洗った。ついで蒸留水に溶解

後，流水中で24時間透析し，この内液を遠心分離して澄明な上清液を得る．これを0。に冷却して予め0。に冷却1

したアセトン（N）又は無水アルコール（P）を．5倍量加えて沈澱さ母・これをアセトンで洗った後真空乾燥した・

　そこで石炭酸処置前と処置後の検体の生理作用についてみると，Sh性はPでは，処置前が50γで0．4，25γで・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る0のものが処躍後には・50γで0・53・25γで0・4・12・57で0となり石炭酸処置により単位の上昇がみられたが・

寅では石炭酸処置を加えても顕著な差異は見出せなかった．

　　Table　9　Method　of　phenol　treatment．

　　　　　ρyrogenic　substance　100　mg
　　　　　　　　　　　l
Added　20　cc　of　phenol　st】ぼied　for　3　hrs．　at　50。C

　　　　　　　　　　　l
　　　　　　Centrifdgal　separation
　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　l
　　　　　　Precipitate
　　　　　　　　I
Dissolved　i皿10　cc　of　distilled　water

　　　　　　　　l
　　　　　　　Dialyzed　．
　　　　　　　　1、
，　　　Centrifuga！s6paration

　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　Super∬ata皿t
　　　　　　　　　　l
Added　5　volumes　of　acetone　or　ether　at　O。C

　　　　　　　　　　l

　　1　’
Phenol　part

弓

　　l
Precipitate

　　　　　I
　　　Precipitate
　　　　　「
、Washed　with　acetone
　　　　　l
　　　　Dried
　　　　　l
　　　Powdered

　　　l
Supernatant

Yield：N70～80　mg

　　　　P50～60　mg

　5．加熱分解　次にP，N物質の加熱による分解試験を行った．即ち各検体の原物質140　mgを蒸留水140　cc・に

溶解し15ccずつ分注し，湿熱によ．り60。30分・80。20分・100。15分及び30分・120。10分及び140。15分一

間加熱した．なお加熱操作を全く加えないものを対照にとり前者の各試験戊績を生理掌的に判定した．．これによる，

とPは109。以上の加熱処理によりSh性因子にその作用の減弱乃至消失がみられるが・発熱性には100。以下の

温度では認むべき障害が加えられていないが・しかし120。以上では認められた・すなわちNでは120。以上の場

合にSh性に，140。以上に於て発熱性に，その作用の減弱がみられた．したがってPとNとでは同系の複合多

糖体にもかかわらず，同一作用温度で比較すると熱処理により障害される度合を異にし，NはPに比べ耐熱度が幾．

分強いということができる．

　6．紫外線による分解　このP，N物質は紫外線を照射すると美麗な青白色の螢光を発する・この螢光現象は物

質の分子が光量子を吸収して興奮分子となり，これが低度の興商分子に座わる際の輻射エネルーギを失う現象とい

／



麗 宿生試険所報告 第70号（昭和27年）

われる．即ち物質が勅戟秘露（エネルギー）を吸収して分子内に変動を起し，これに用いられたエネルギーと吸収エ

ネルギーとの差だけを輻射して自ら発光する理であるから，この紫外線による発熱性物質の分解を試みてみた．．即

ち原物質100mgを蒸留水50　ccに瀞かし20　cc　2．紐と10　cc　1紐とに分注，前2者は紫外線照射下に放置し，照射
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　む
’時間は5時問に及んだ．紫外線はその放射波長が2537Aと13600Aのものを用いた．．

・なお対照としては照射しないものを同時間室温に放置したものを用いた．この結果P，N物質はいずれも紫外線
　　む　　　　　　　　　

（2537A，3600A）によっては障1「岱れず対照と岡租度のSh性及び発熱性を有した．即ち紫外線による分解は1正i来

なかった・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．1．

　　ノ
総括並考　察

、

　筆者は大腸菌，腸チフス菌のSh濾液の宥効閃子について系統的研究を行い，同一菌株中にもSh活性の強ノェな

．ものと比較的作用の少いものとが混在することを知った．そこでこの作用特異性を生物学的な性状，苗の栄養学的

な立場から検討したが，明解な区分は得られなかった．

　そこで良好なSh性と発熱作用とを具えた菌株を選びいずれも振湯抽出法を中心にして石炭酸加生理食塩液，ト

リクロル酎酸及びアルカリ性蒸留水等の茨礎溶媒で抽出しそれぞオtに分調した．

　次いでこれらの理化学的な性状を調べながらSh活牲，発熱性，森性を比較対照してSh活性閃子と発熱因予と

．の相関について考察を加えてみた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今日までの成績からは決定的なことはいえないが，比較的発熱性を有したP，N（SのNを除く）はまた良好な

Sh活性を有した．したがってこの作用物質の化学的性状より推論すればこの作用木態は複合多糖伶であろうとさ

．れる．すると同一物質が全く異った二つの生体反応を示し一つは発熱作用，一つはSh反応となって現われた．し

たがって発熱慢物質がSh活眼を有することは容易に推論し得られるところであるが，これが全く同一物質が示：す

作用であるか，或は類似物質のため精製操作巾に完全に分離されず混在しているためか等幾多考えられるが，そこ

でこの反応を惹起される作用1珂子の化学的業態を解明するため精製物質に種々の分解操作を加え，その前後の生理

反応を系統的に究明して考察した．この結架P及びN（C．S）の発熱性物質は酸及びアルカリ分解により，Pでは

　　　　　　の原物貫のSh性は消失し，同時に発熱1：1三をも減弱したがNもPと同様に分解操作後は呈しく作用強度は消失し分

解操作はいずれも反応惹起力を弱めるか或は失わせ，Sh性の消失は発熱性の減弱となって現われた．即ち試みた方

．法では発熱性物質からSh性因子だけを完全に離脱させることは畢生であった．

　石燦酸処置はNでは何等生理作用に塾1曙な差異を認めないが，Pでは作用度の上昇が認められた，そこで吏に加

熱分解を加えたところ，PとNは同系複合多糖休にもかかわらず熱による分解度が幾分異った．しかじ酸及びアル

カリ分解の場合と同様Sh性の消失は発義l！l性の減弱乃至消失となって現われた．紫外線照射によっては発熱性物質

はいささかの障轡も受けなかった．

　以上の爽験範囲から考察すると発熱因子とSh因子とはかなりその化学的性状が類似しており，理化学的な分解

処置はその作用に影響を与えるが，両因子を完全に単独の状態に離脱させることは甚だ困難で翫反応作用が減弱

する時に発熱1乍用も蹄害されるので大腸菌産生発熱性物質では発熱性物質自休がSh性を具備する如き感が深めら

れた．しかし署者は糸状菌（ル伽”ψoが∫伽sp．）ア鮒くから半透膜を透析し熱に安定且つ蛋白及び多糖休の反応陰性

を示す比較的低分子の構造をもつ発熱性物質が精製されセおり，枯草菌，緑膿菌，単球楷等の細菌性発熱物質め精

製に成功しているが，細菌由来の，どの発熱勿質もSh活性を具えているものである．かは上の突験からは説明し尺

．せず，将来のグミ験に侯つに他ない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　す　　び

　大腸即興チフス菌菌体から発熱性とSh性を有する物質を精製しこの化学的性状を究明しながらこの異る二作

刑惹起因子の凸凹について2，3の基礎的実験を加え考察を試みた．

　終りに臨み強電な菌株をク〉与下された藤沢薬品工業研究部の方．々に深謝し，なお種々御援助下さった臼木医科大

学衛生学教窒小島教授，本多義夫学士並に教室員の各位にも感謝する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
武田，1⊥1下＝日本細菌．学雑誌4（1），45（1949）　『

武田，渡辺，虐：．日新医学35，268（1948）

武田，花新発：

日本細菌学雑誌5（6），385（195G）

日本細菌学雑誌　5（9），437（1950）
　　　　　　ロ　　　　　　　　　の

　　　　日本細菌学雑誌5（6），99（1951）

日本細菌学雑誌、6（6），99（1951） ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Goebel　W．　F・，　Brinkley　F・and　Perlonan　E・；J．　Exp．　Med．，81，315（1945）

注射薬及内服薬の販用医薬品中の微生物及びその面子物質の調査研究，文部省科学誌験研究　要望課題127号　　’

1950

Hatta，　Aoyama，　Tanji＝　Japan．ム蛋ed．」．，3　（2），125　（1945）

，

L

9 ／　　．
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1．

2．

3．

　　　　　　　　　　Studies　on　the　Pyrogen　Fever　Treatment　and　the　Preparatio㎡　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Bacterial　Pyrogenic　Substances．

　』　　　　（1，　0n　the　Correlation　of　Active．Factors　of　Shwartzman’s

　　　　　　　　　　，　　Phenomenon　and　Bacterial　Pyrogenic　Substances．　　　　　　　　　　、

　　層　　　　　　βySadayoshi　HATTA，　Kosaku　AoYAMA，　Sonoe　TAN∬，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tomiko　NAKAz1MA　and　Shigeko　OzムwA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summaw

Purifyi競g　the　substance　produc6d　by　E．　coli　and　S．・typhi　which　held　both　pyrogenic　and　Shwartz．

man　natures，　we　examined　its　chemica1　nature，　At　the　same　time　we　tried　to　isolate　observe　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

essellce　of　these　two　dl晩rent　reacting　factors．　　　，

The　pyrogenic　substance　of　comparatively　high　molecul，　egpecially　of・polysaccharide　nature　was

observed　to　have　a　strong・Shwartz甲an　nature，　however　it　was　di伍cult　to　separate　only　the

Shwartzman　factors　completely　fr6m・the　pyrogenic　substance　even　by　physical　and　chemical

treatme鵬tg●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

It　was　consideτed　in　the　case　of　the　pyrogenic　substance　produced　by　E．　coli　that　the　substance

itself翫ad　Shwartzman　reacting　nature．　However，　the　N　fraction　from　S。　typhi・was　observed　to

have　only　Shwartzman　nature，　but　not　have　pyrogenic　nature　distinct互y．

、

’

■

1

●

の

・

、

L

，

1
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●

腸線についての実験〔1〕

吸牧試験
八田貞義，功　刀 博，野ロ踏子

　　　　Ekperimental　Studies　on．the　Catgut．〔1〕．

　　　　　　　　　　　Absorption　Test

βySadaγoshi．HA士TA，　Hiroshi　KuNuGI　and　Yδko・NoGucHI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　r言

　創傷の縫合材料としての腸線は，乖来動物性組織即ち皮膚，血管壁，腸管等より作られ，その吸収性の良好なr

点から，絹糸とは別に治療方面に利用されるようになった．腸線のほとんどが，羊，山羊の腸管から作られた羊腸

線に限られていたが・羊類の不足と入手困難な現状から羊腸線に代る馬腸線が使用されている・腸線に関する極々

の実験成積は，主として羊腸線に関するもので，馬腸線の報告は余りきかれない．，故にこの馬腸線につき吸収性の

面から，いささか研討を加えてみることとした．

　　　　　　’　　　　　　　　　　腸線の歴史

　腸線に関する歴史は古く，紀下前1000～2000年代隊前の頃；印度に於て楽器の絃或は弓絃として野臥されてい

ためが始あだといわれるが，医学的に応用されたのは，紀元前千数百年頃のことである．Galen（紀元の始め頃）は

，．動物の小腸屯り作った腸線を医学的に応用し・助tyllus（紀元300年）は外科的に動肱瘤手術に用いた・アラζや

の医師Rhazes（第10世紀）は腸縫合に利用したというボ

　Theoderich　von　Lucca（第13世紀），　Beren　galio　da　CarpiおよびBertapaglio（第15世紀）も腹部創面

に用いゼ’爾来腸線の使用が次第にまし，第18世紀になって，Phsickによって羊腸線が絹糸よりも吸収が良好な

ことが知られた．次にHallwachs及びB6clard（1818），Ja血eiso路（1829）等が腸線を用いて実験を行い．　Porta

（1845）は腸線を動物実験に用いてその吸収性を説いている・B6gin（1838）は腸線が化膿及び早期隅収により不結

果を来すおそれがあるとして，その使用不適をとなえたが，1865年Lister1）によるその消毒法の発見は，その外科

的応用に一紀元を劃するにいたった・彼は動物実験で腸線の吸収組織化を組織学的に究明してその使用を推奨した．

Sanger2）（1890）は帝王切開術に腸線を使用し。　Dδderlein3）（1890）｝ま腸線の吸収を延ばすため，クロム酸の処置

により，その目的を達したと述べている・その後間もなくConrad　Brunner4）（1891）は臨床的に腸線の化膿の有

無を論じ，Sneguire麓）（1899）は腸線の消毒法について説明を加えた．　Vereb61y6）（1907）は腸線を種々の臓器

に使用することを試みた・わが国においても宇山7）（大正12年）は理想的な腸線を作り‘その吸収性を論じたのを

始めとして，岡8），矢部9），本間10）等の相次ぐ業績の発表があり，臨休応用に今日の隆盛をみるに至った．㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腸線の原料について

　腸線の原料は古来から・皮膚・血管・腸管等であった丞腸管を材料として使用された場合が多いようである・

Listerは羊腸の粘膜下組織がよいと述べたが，結合組織だけで充分であると説いた者もあった・Goris醸動物腸管

の血管壁及び粘膜筋板の結合組織が適当であるというが，Konrichは平滑筋センイ及び結合組織・Br譜nは腸管の

縦走及び輪状筋の応用を指摘した・，わが国においては，宇山は羊，山羊の腸管粘膜下層の発達は優秀であるため，

それのみで作りうると説いた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腸線の二三について

　吸収性については，組織解剖学的にみる方法と，人工的に消化させて簡単に判定を試みんとするものと示ある．

組織学的に研究したのは，工…ster以来であるが，多くの研究者の共通した点は，腸線周囲に結合組織細胞，白血

球，巨大細胞の浸潤をうけ，外層よ．り漸次破壊吸収され血管題生と相まって，雛結合湘織に置換されるとある．一



、

96 衙生試．験所報・告 第70号（昭和27．年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
HaUfen「）、は家兎背部の皮下組織或は背筋内に埋没し・数日の間隔をおいて周囲組織と共に捌出し，固定染色鏡検

した結果，第9日になると無菌的炎痕過程ぽ相当進んで，腸線外面は，多数め白血球，結合組織母細胞を含む組織

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノに密接し，同時に内部えの毛細血管及び反応組搬の浸みが工められる・120目に至ると強拡大でも腸線物質を証明

しなくなるが，これは腸線の種類，埋没部位によりその吸収を異にすると報告した．Bates12）は動物実験において，

普通腸線は強い異物性反応をおこし，，結合組細丁田胞の出現をおそく．．し，創傷治癒を遅延させるが，．これと反対に

クロム腸線は結合組織母細胞の出現を早め，創傷治癒が早いという興味ある見地から吸収反応を証明し．た，

　わが国においては宇1117）は，家兎ゐ皮下組織，横紋筋，胃壁漿膜に縫合しその部位における比較を試み，漿膜，横

紋筋，皮下組織の順に吸収がおそくなることをみている．層岡8）は第16週になるともはや肉眼的にも検鏡的にも痕跡

さえ残さないといい，本間10）は第17週になると肉眼的に腸線は完全に吸収されて，痕跡を止めないが，鏡検的には

なお腸線実質の遣残を認め，それを精白する細胞群は無菌膿務を形成すると悟っている・高山13）も吸収時間につい

てはその局所の状態により異り，又非吸収性の絹糸より，吸収性の腸線の方が後遺症を残すことが少いと述べてい

る．

、次に人工消化作用については，Kraiss114）は特別な装厩を考察し，2％トリプジン溶液10　ccに腸線を浸し，空

気を遮断してその酒化時聞を測定したが；腸線の太さによる差異を認めなかった．しかしクロム腸線は普通腸線よ

り消化時間が長いといった．又本間もこれと同様な実験を行った結果，同種のものでもその消化時間は，腸線の直

径の大小には全く無関係であるという．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　の　部、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．人工的消化爽験

　実験材料．馬腸線としては・A馬腸線（Plain，　Chromic）及びB馬腸線（Plain）・羊腸線としては・A羊腸線

（ρ1ain）．及び米国製Johnson＆Johnson（耳ain）羊腸線である・

　案験方法　口径2cm長さ15　cmの試験管に2％パンクレアチン溶液（pH　6・8及びpH　8・0）20　ccを入れ，

それぞれの試験管にアンプルから取出して24時間，無菌的に乾燥（45。）させて重量を計った腸線を浸漬しτ・上

層にトルエンを加え，．37。，70時聞保温作用さした後腸線をとり出し，7k洗，24時間前記の如く乾燥して重量を計

ワ・始遡職との差をみた・　　．、　‘．．・　　．　　　帆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1．

Catgut pH

ANo．0000

1・・t・・1W・・、・・（，・）1…a1騨gh・（・・） Decreased　Wt．
　　　　　　　×100

1nitial　Wt．

・・1 0ユ50， 1 0．090 40

ANo．00 い・「 0．300 1 0．260 13

ANo．0 1，6・1 0．389 1 0．349 10．

ANo．0’ ・層 0．290 i 0．230 1 21

ANo．1 1・・1 0．407・ 0．240

ANo．3・ 1・副 0．616 1 0．420

41

1 32

ANo．3
・・1 0．563

1．

0．380 33

ANo．5．
・・1 0．790 i 0．495 37

1BNo．0
・・1 0。220 0．170 i 23

BNo，3 呵 0．460 0．375 18

9．

、具

冨’

鴇一

ANo．0000

ANo．3

Water

Wate士

0．130

0．610

0．129

0．612

0．76
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　実験成績A及びB馬腸線をpH　6・8とpH　8・0の×ンクレアチン溶液について消化させてみた成積は第一表

の通りである・pHによる差異もまた直径の大小による消化時間の差異も余りみられなかった・

Table　2．

Catgut pH Initia！Weight（gr） Final　Weight（gr）
Decreased　Wt．
　　　　　一×100　1nitial　Wt．

ANo．1（s） 6．8 0．227 0．198 13

．ANo．2（s） 1〃1 0．340 0．292 14

ANo．00 〃 0．195 1 0．158 1 19

ANo．0 1〃 0．340 1 0・294 i 14

ANo．1 ” 0．420 0275 i 35

・N・…C・…・・、レ 0．270 0．272 1

ANα・C…m・・レ’ ・㎜・1 0．175 1 21

Johnsoh｛ohnson・1〃 0。279 0．094 1 65

（s）：　Sheep

　次にA羊腸線及¢A馬腸線をpH　6・8のパンクレアチ／溶液に浸してみた結果は（第2・表），概して冷羊腸糠

はA馬腸線に比較して，消化時間が遅いがJohnson＆Johnson「羊腸線は比較的消化時間が早い9

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．’動　　物　　実　　験

　実験方法　使用した動物は，成熟健康雄性家兎（体重2．5～3．Okg）である．手術部を剃毛，消毒し，エーテル麻

酔下で無菌的操作のもとに，背部筋肉に上記の腸線を埋没或は縫合（結節，連続）した．埋没の場合はアシプノレから

とり出したそのままの腸線一束を対照である絹糸でくくり，4日聞筋中に深く埋没した後，始めの抗張力と後の抗張

力とを比較してその吸収程度を観察した・叉縫合の場合は1週間位の聞隔をおいて毎週各結節部を周囲の小組門門

と共に捌出した．対照≧しては絹糸を同様な縫合で観察した．切開部はいずれも絹糸で縫合した・とり出した標本

は，これをホルマリン固定し，パラフィン包埋，ヘマトキシリン，工才ジン重染色を施して鏡検した．

　実験成績（埋没試験）4日間埋没した腸線は筋肉内に多少癒着していたので，これを鈍的に剥離してとり出した．

このものは肉眼的にみると，1束の腸線は互にセンィ性の癒着を来して一つの塊状をなし，多少血性を帯びていた．

これを水中に浸して後，附着物を鈍的に剥離して，静かに腸線を引き延ばし，これについて抗張力を検レた．これ

の比較としては埋没しない同じNo・のものについても抗張力をしらべ・両者を比較レてその吸収度をみた・それが

第3表である．表よりわか筍ようにA及びB腸線共に，直径の大小による吸収度の差異は認められな曳・．即ち

太さに比例した吸収度を示していないことがわかる．又A羊腸線とB馬腸線とを比較しても，同じNo・で近似

した数字を示しているのは，大体羊腸線も馬腸線も吸収程度に大差がないと考えられる・

　なお埋没した腸線は皮膚上からは，多少硬結として寿れるが，余り明かではない．切りひらくと腸線は周囲組織

と軽くセンい性癒着を来し，周囲筋肉には出血及び壊死竈が認められた・腸線をとり出してみると一束そのまエセ

ンィ性癒着を来し，脂肪組織の侵入が認められたが，一般に多少の血性を帯びていた．

　腸線そのものは三色，軟化，膨大するが腸線の原形は保持されていた．癒帯した腸線は静かに水中で鈍的に剥離

しうる程度のものであった・しかし埋没試験も7～10日を経る．と，．腸線1束をそのまま寸寸に筋肉内よりとり出

すことに困難を感じた・対照の絹糸は何等周囲組織と癒着をみず．勿論原形を保持していた．

o
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Table　3．

Catgut 　　Init1al　kg
sensile　Strength

　　　Final　kgTensile　Strength
Decreased　T．S．　　　　　　　　　　　　　×100　1nitial　T．S．

ANo．00 3．033 1．090 1

ANo．0 2．853 1．790 i 37

．ANo．1 3，800 0．993 1 74

ANo．3 5．800 2．760

ANo．5 6．126 3．270

52

47

BINo，6 6．030 2．675

ANo．0（s） 2．617 1．693

ANo．3（9）・ 5．693
ら

2．317

ANo．00　Chromic 1．988 1．715

56

36

60

14

　　　　（s）degignateg　sheep・｛：atgut

　小括　腸線の吸収試験は宇山，本間等の述べるが如く・試験管内にても生体内にても・その成積は腸線の直径

とは全く無関係な数字を示している・これは腸線の吸収試験の判定を困難にする理由でもあ戦契際には病理解剖

学的に最後の判定をするのが・一番妥当なやり方であるが・短期間にしかも簡単に判定を下す意昧におい丁は試験

管内或は生体内埋没試験も多少参考となろう・病理組織的な処見については続報する・

　終りに御協力下さつた物理試験部長藤井正道氏及び辻楠雄氏に感謝の意を表する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　献　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　1）　Lister＝　Lancet，1，451　（1869）

’　　　2）　S5nger＝　Zentr．　Gyn尊ko1．，13，2（1890）

　　　，3），1）6deτ1eim　Zentr．　Gyn証ko1り30，534（1890）

　　　4）　Brunnef：Arch．　K！in．　Chirり42，558（1891）

’　　　5）　Sne函』ireff：　Zen隼r．　Chir．，24，692（1899）

　　　6）　Vereb61y　3　Zentr・Gyn邑koL・14・391（1907）

　　　7）宇111・外科・35・13＄（昭9）・．

　　　8）岡＝岡山医レ44，1585‘（昭7）　　　　　　　　　．

　　　9）矢部3東京医，41，1007（昭12）

　　　10）本間：婦人科，36，10gO（昭16）

　　　11）HaUfem　10）より引用．

　　　12）　Bates：Am．」．　Surg．，43，702（1939）

　　　13）高lil　3日木曽～1噺報，1450，63　（昭27）

　　　14）　Kraiss1：Surg．，　GyneooL　Obstet．，63，561（1936）

　　　　Experimenta1’Stud葦es　on　the　Catgtlt．　〔1〕

　　　　　　　　　　　　Absorption　Test．

助Sadayoshi　HATTA，　Hiroshi　KuNuGI　and　Y6ko　NoGucHI

　　We　studied　on　the　absorbabllity　of　catgut，　especially　on　the　absorbability　or　tムe　digestibility．o£

horse．catgut　in　vitro　and　in　vivo．　The　results　shows　t駈at　there　is　no　co匝elatioll　betwe萄h．　the　ab・

80rbability　and　the　thicknes§of　catgut． 　　　　　　　　　　　　　　　　」

噂

●

o
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、 199

　　避妊薬の殺精子力についての実験的研究．（IV）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ避妊薬主捌である硫酸オキシヒノリンについての考察

　　　　　　　　　　　功　刀　　博

　　　Experimental　Studies．on　Spermicidal　Effect　of　Contraceptives　（4）

Studies　on　Oxyquinoline　Sulfate　as　the　Principal　Component　of　Contracξ｝ptives

　　　　　　　　　　　　　　　　　βyHiroshi　KUNUGI

　避妊薬の主剤は現在主として・．酢酸フェニル水銀及び硫酸オキシキノリン（以下硫オと諮す）が用いられている．

ここでは後者についての研究をとりあげた．

ノ＼〈　　　硫オは左図のよう蠣造熟畑する黄鯛末で・約10倍の水，1）ア加」・レ麟岐・エ
1　睡　評語H2SO4　　　　　　　　　　　一テルには不溶である．2）

YY．　・実験駐・して殺精子試験を・撚・・行った涌噸・は貯溜の脚・よ・分

。辞朗、　　与さ批も・であ・・

1・画調灘よる殺精子力の検討

．殺精子力の比較検討は第3報3）において示した川上の培地4）5）による重層法によった．高山は蒸留水にて倍数稀

釈せるものについて・阻止帯の長さ及び殺精子時問を測定した・締果は第1表の通りである・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1．

Per　cent　of　Oxy●
　　quino1皇ne　Sulfate

Length　of　Inhibited
　　Zone　（cm）

Spermicidal　Time
　　　（min）

4

3．10

く1

2

2．08

＜1

1

2．0

7

0．5

1．90

＞30

0，25

ユ．79

＞30

0．125

1．69

＞30

0。0625

1．55

＞30．

0．0312

1．42

＞30

0．0156

1．28

＞30

0．0078

1．05

＞30

Cont】翌st

　O．1％

Merce・
　tate

L88

〈1

　増山6）の公式．y（・）＝σ（1一ε一r（5じ一α））を満足するか否かを検討するために定職図を画くと，殆んど直線に近《

なるので，重層法は硫オ検定に適した方法と考えられる・表よりわかるように，硫オ単独でぽ1％以上でないと充

．分なる殺精子力はない．現在用いられている避妊薬り硫オ含有量は避妊薬許可基準によると，1回使用量中に含む

：量は，0．0019以上とあるが，殺精子の点で酢酸7エニル水銀よりbまるかに低いので，市販避妊薬（硫オ含有のもの）

について，．一応その含有量を検討する必要があると思う．

　2．C1イオンに対する影響

　0．5％，0．85％，1％2％4％，8％の塩化ナトリウム溶液をつくり，これで0．67％硫オ含有溶液と，0．67％硫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　2．

　　　　　　　Per　ce皿t　of　Salille

　　　　　　　　　Solution
，　Length　of

　　Inkibited　Zone（Cm）

0．67Per　oent　Oxyquilloline
　　．　　Sulfate

　0．67Per　cent　Jel其y
Include　Oxyquinolin6　Sulfate

0．5

1．40

0．85

1．40

1．40 1．40

1 2

1．40 1．45

1．40 1．40

4 8

1剃1移
1240 1．40

　　　Contrast
　　O．67Per　cent　‘

Oxyquinoline　Sulfate管

1．40

1．40

髄　5xDilute　wit五〇．85　Per　cent　Saline　Solution．
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オ含有ゼリーとを5倍稀釈して，その抗菌力を比較検討してみた．その結果は第2表の通りで，硫才はC1イオン
に対して，何等影響をうけない．　．，，　1．，．．…　　　唖　・．．、．．：”1

な鵬た11伽噸こ∫唖をζ撚力の側ドを榊嫡す騨水干ρてみた欄物を作ら

　3．溶媒のpH，精液及び卵白による影響

　硫オが｝容媒のpHによって抗菌力がどのように変化するかを検するために，燐酸緩衝液pH　4・4～8・0のものをつ

くり・これにて1％硫オを5倍稀釈せるものを作った・緩衝液十1％硫牙のpH、が5・6になると美麗な細い針状結

品を折出した．・この叩出した結晶のためた，抗菌力にどのような形響があるか否かを検したのが第3表の成績であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　3．

Buffer十〇xyquinoline
　Sulfate　　（pH）

1魂ngth　of　Inhibited
　Zりne　　　（cm）

4．4

1．57

5．4

1．57

5．6

1．53

5．8

1．46

6．0

1．45

65

1．52

6。8

1．52

7．0

1。52

7．2

1．50

（Contrc1）

1per　cent
Oxyq．　Sulf．

，　1．86

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　コの　　　
る．これでみると中性附近が一番抗萬力が低い．そしてpHの比較的高い卵白及び精液を混入した場合に如何なる

影響があるかを検したのが第4表である・これによると卵白でも精興澱た船でも・対照0・5％轍拝して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　4．　　　　　　　　　　　　・　　　　’

Length　of　Inhibited　Zone
　　　　　（cm）

Appearance　of　8－Oxyq．

　　　　Crystal

pH

Eggwhite十〇xquinoline
　　　Sロlfate

1．30

十

1 5．8

Semen十〇xyquinoline
　　　Sulfate

1．30

十

11

5．6

　　0．5per　cente　・
Oxyquinoline　Sulfate

．1．41

4．2

抗菌力は低くなって～・るのは，8－0・yq・1・・1i琴・の結晶が折出したためであると叛られる・櫛腋で説明したと同

様にpHの高い卵白及び精液を混じた場合も8－Oxyquinolineの結弾力こ折出するので，これのための抗斥力低下と

みたい．？1映pH＝8．0以上の精液と同最の硫オ溶液を混ずると，直ちに結晶が折出す為．これは殺精子剤としての

三戸に対して，一応考慮されるべきものであろう．　　　　　　　　　　　　　　　　’

　4。抗菌作用について・

硲の瀟力については秋葉】）等力：行？ているが判者は硫オの発育阻止作用を干した・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　5．

Time
　　　Concentra・
@　　　　tion
aacmus

150 300 600 1200 2400 5000 10000 20000 4㏄00 80COO
・6・…／㏄・・幅

E．coli 一 一 一 一 一 一 一 ± 十 十 十 十 朴

24hr
B．pyocianeus 一 一 一 土 十 十 朴， 昔 升 普 朴 卦 帯・

E．coli ± 十 十 十・　十1　朴　　→十
48hr

B．pyOo． 一　　一　　一　　± 十　　十ト　　苔　　十　　卦　　十　　升　　→十’　帯

120hr
E．coli 士 十 十 十 十　　朴　　朴

B．pyoc．

一一一
@±一；「朴　軒　升　升　＋　井　刑帯

1



・ノ

功刀：避妊薬の殺精子力（IV） 101

　培地としては次の処方を用いた．

　　　　　　　　　　　　　Na2HPO4・12H20……己・……一．……………2．5　g

　　　　　　　　　　　　　（NH4）2SO4・・r…・・…・…一・一一…………6・4．5　g・

　　　　　　　　．　　　　　K：H2PO4・一一・・……一…………・・…・……0．35　g　　　　　　　　　　　　　　　　．、

　　　　　　　　　　　　　NH4Cl………・……・…・一一・一…・一……0．5　g

　　　　　　　　　　　　　FeSO4・7H20……一・…一…・・・…鱒・・・……0．001　g

　　　　　　　　　　　　　MgSO｛・7H20……一・・一・一…・…一・……0．001　g

　　　　　　　　　　　　　ブドウ糖…………・・…・………………………2．09　　．　　．　　　　．・

　　　　　　　　　　　　　蒸留水…一一∵…・・…一一…・・一・LpH7・2・’

　用いた菌は大腸菌及び緑膿菌（藤田株）である・結果は第5表の通りである．緑膿菌は大腸菌に比し，硫オに対

し強い抵抗性を示した．

　5．むすび

　1）硫オは現在避妊薬として使用されている含有量では，充分な殺精子作用を発揮しないので，主剤を硫オ単独

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’とするには一応検討を必要とする．

　2）「鋸引はC1イオンにより何等の影響をうけないので，避妊薬稀釈媒液として生理食塩水を用いることは差支
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
えない．●

　3）硫オはpHの影響で，．8－Oxyquinolineの結晶ヵξ叫出する．　pHの高いしかも緩衝作用の強い精液で殺精子

試験を行うと，域程度殺精子力が低下を来す．

終りに御指導，御校閲を賜った八田貞義博士，終始御助帯下さった野口遊子氏に感謝する．

●

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　献

秋葉朝一郎．田中　穰＝薬学領域の徴生物学（昭16）

Be圭1stein・PRAGER・JAcoBsoN：ORGANIscHE　CHEMIE，2L　91～92（1935）

功刀　博；衛試，69，56〔r61（昭26）

鳥居，川上，小島2ペニシリン，1（5），281～291（昭22）　　　　　　　　1

川上：ペニ7リン，1（7），445～454（昭23）

増山：科学，17，（6），158～163（昭22）

森山：医学通信，5，193（昭25）

　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　E・perim・n㌻・I　Studi・6・n　Sp・・mi・id・1　E廷・ct・f　C・nt・acepti・…（4）

　　　Studies　on　Oxyqqinoline　Sulfate　as　the　Principal　Component　of　Contraceptives．　覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　βy　Hiroshi　KUNUGI．　．

　　The　author　has　investigated　oxyquinoline　sulfate　as出e　Principa1・component　of　Contraceptives

from　the　point　of　view　of　its　spermicidal　power．　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　From　the　results　of　experiments　the　spemlicidal　Power　of　oxyquinoline　sulfate　at　the　concentra・

tion　now　employed　seems　to　be　too　low　and　easy　to　drop　by　the　buIfer　action　of　human　semen，
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避妊楽の殺精子力についての実験的研究　（V）

　　　　　　　避妊薬の経年変化

　　　　　　　　功　刀　　博

Experimental　Studies　on　Spermicidal　E雌ct　of　Contraceptives．　（5）

　　Change　in　Spermicidal　Time　with　Age　of　Contraceptives．

　　　　　　　　　　　　　βyHiroshi　KUNUGI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が．を

避妊薬は基剤の種類によりゼリー，クリーム，坐剤及び錠剤に区別されている．これらのものには経年変化の著明

にみられるものがある．そこでこの経年的に効力の低下する原因は主剤或は基剤の影響か，将又，主剤と基剤が互

に何等かの反応をおいこすための影響であるかを検討してみることとした．錠剤の発泡力についての実験1）はすで

に報告してある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　の　部

　1．各基剤による主剤の影響

　まず避妊薬主剤がそれぞれの基剤により，どの程度抗菌力の低下を来すかをみた．その抗菌力の比較は川上の培

地による重層法によった．

　（第3報参照1））

　選んだ個々の基剤は次の通りである．

　澱粉（0・1％），デキズ．トリン（10％），アラビヤゴム（5％），寒天（0．5％），フノリ（5．％），グリセリン（10％），ホ　　’

ウ酸（2％），乳酸（2％），ゼラチン（3％），ステアリン酸ナトリウム（10％），アルギン酸ナトリウム（2．％）．

　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1．

＼＼　P「i蕊誰。肥n，s
Fundamental
　　Components

10％　　Starch

10％　Dextr五ne

5％　Gum　Arabic

0，5回目　Agar　　　／

5％　Gloiope！itis．glue

10％Glyceτin

2％　　Boric　acid

2％　　Lactic　acid

．3％Gelatin

10．％　Sodium　Stearate ●

2％　Sodium　Arginate

Control　non　Fundamental
　　　COmponents

M
cm

1．74

L73

1．74

1．74

1．72

1．75

1．74

1．78

1．70

1．10

1．65

1．77

H
Cln

L20

1．17

1．13

1。11

1，10

1．10．

1．12

1．10

1．13

1．10

1．08

1．20

M：MerCetate
H：　Oxyquinolin　Sulfate
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　とれらの昏黄剤は主剤である0．1％酢酸7エニル水銀（以下Mと略す），及び1％硫酸オキシヒノリン（以下H

と略す）水溶液に所要の濃度でとがし，吏にご九らを15倍稀釈したものについて∴ぞの抗菌力を比較してみた．そ

の結果は第1表の通りセ，Mの場合はステアリン酸ナトリウム・H・、の場合はステアリン酸ナトリウみ及びアルギン

酸ナトリウムが上b鮫的抗菌力が低下している・

　2．粘性基剤による三室錦1の影響

　ゼリー剤については，粘度性を傑持する基剤がその主要な役割を演じている・

実験に供した塞剤は，ア九ギン酸ナトリウム，C．MC．（carboxyme出ylcellulose），寒天，・フノリPゼラチン等で

ある．このうちC．M．C．はパルプから製せれたもので，水に易溶で果腐敗しない特徴がある・2）アルギン酸ナトリ

ゥ云はゆゆる鯛繊として聯1休上に応用されている脚こ9ものは融上中に多匙志まオtている錨脈あ

る．

　方法としてはまず0．1％M，1兎i｛：及び0．05％M＋0，1％Hの水溶液をつくり，これに上記斉下剤の水溶液

を0．1％’の割合に加えたものについて実験を行つ怒　抗菌力を比較するため短時間に憂化をおこさせる意味にて・

5分間100度に加温したものと，然らざるものとについて同時に検討を加えてみた．その結果は第2表の通りで・

Table　2．

　　　　Lengt血of　Inhibited
　　　　　　　Zone　　（cm）

Principal　and
　Base　Components

M Sodium　Arginate

H 〃

M十H
〃

M C．M．C．

H 〃

M十H 〃

M Agar

H 〃

M十H　　”

M Glolopelitis　glue

H 〃

M十H
〃

・　M Gelatin

H 〃

M十H
〃

（Contro1）

F岨damental
Components

M
H

M十H

Before　Boiling

1．56

1．53

1．49

1．58

L52

1．52

1．51

1。55

1。43

1．56

1．54

1．54

1．57

1．54

1．55

●

・1．57

1．55

1．56

After　Boiling　F

1，52

1．46

1．46

1．52

1．48

1．50

1．48

1．50

1．4乞

1．52

L53

1．45

1．52

1．48

1．48

Di匠erence

0．04・

0．09

0．03

．0．06

0．04

0．02．

0．06

0．05

0．01

0．04

0．01

．　0．09

・　0．05

0．06

0．07
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
これからみると，CJ量［・C・，寒天が低下の程度が少く，ゼラチンは変化が大で，抗菌力が大部低下している・次にヒ

れをゾウリムシParameciΨn　caudatumによって検討を加えてみた．この方法については前に述べた・5）

実験に供したものは・ゆ％．9．M・水溶液…5％、φ．H水溶蔽び・1・琴5％と．・・2r％の．M＋H麟液で・・

れにそれぞれ1％の割合で各基剤即ちC．M．C．，’ Aルギン酸ナトリウム，寒天，アラビヤゴム，ゼラチン，グリセリ

ンをとかした．これについて新鮮な場合と，噛1ケ月室温に放置した場合とで，ゾウリムシ滅殺時問を測定比較して

みた．その結果は第3表に示す如く，ゼラチンのM十H，アラビヤゴムのH，寒天のH，C，M．C．のM＋Hが著

Tableき．

、

Fundamental　Components

C．M．C，

Sodium　arginic　acid

Agar

Gum・Arabia

’

Gelatine

G1ycerin

Principal
Components

，M ．50×

H 5×

M十H　50×

M
H

M十H

M
H
‘M十H

．M

H

M十H

M
H

M十H

M
．H

M十H

Fresh

く10”

60”

4’10”

60”

120”．

145”

＜10”

45”

く10”

，く10”

9α’

＜10”

く10”

80”

．30”

＜1q”

100”

go”

　After
aMonth

＜10”

110”

4’

20”

160”

160”

1く10〃

2’25”

55”

く10”

3’30”

く10’ノ

く10”

80”

＞15’

＜10”

125”

60”

明に低下を来している．なお2～3ケ月の経過を観察する考えでいたが，．長い聞に水分の蒸発を来すので，1ケ月の

観察で中止した．　　　　　　　　　・

　3．主剤及び調剤の肉眼的比較

　前記の主剤の入った0・1％各基剤の溶液で加温しないものを1週間蜜盈に放置し，その肉眼的にみた性状を示

したのが第4表である．

．静置したものについて・上清の性状と沈澱或は不溶解物の有無及び性状とに区別してみると・上清はM含有のも

のでは淡白色，H及びM＋H含有のものは黄色昧を帯びている．沈澱或は主溶解物は，アルギン酸ナトリウム，

フノリによって多量に認められたのでゼリーの基剤としては不適当と考えられる．これに反して，CM・C”寒天，

ゼラ．チンは肉眼的1こ沈澱或は不溶解物を認めなかった．　　　　　　　　　　　　　　　、
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Table　4．

Principal　and　正ミase

　Components

M．Sodium　Arginate

H． 〃

M十H
〃

M．　C．M．C．

’
H 〃

M十H　　　”

M． Agar

H 〃

M十H　　”

MGloiopelitisglue

H 〃

M十H
〃

MGelatin
H 〃

M十H
〃

Transparent　Part
　　（colour）

faintly　white

yellow

faintly　yellow

faintly　wkite

yellow

white　yellow

white

white　yenow

　　も　げwhite・・yellow

faintly　white

　　　　サコfalntly　ye116w　∵

faintly　yellow

faintly　white

ye110W

faintly　yellow

PrecipitatiOn　or
Insoluble　Matter
　　（COlour）

white　yellow

yellow

’
●

white

faintly　yellow

yellow

主剤水溶液については，0．1％のM，0．5％のH，及び0．05％M十〇．25％Hめものを夫々倍数稀釈して，室温

に放置（日光光線を避けた）し，約2ケ月後に観察したところ，M及びH単独の溶液では，肉眼的た何等の変化は

みられなかったが，M十Hのものにのみ黄色の不溶解性物質（錯塩と考えられる）を生じた．

　ただしM十Hの稀釈番号4…番目からpH儒が弱アルカリになっているので，これは8－Oxyquinolineの結晶が

折出したものと考えられる．即ちM十Hの7k溶液は，或一定のpH値の範囲で不溶解性物質を生じ，　pH値がア

ルカリ性に傾くと，8－OXyquinolineのみ折出してくる．第5表はそれを示したものでM＋Hの場合のみを記し．’

た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　5．　　　　　　　　　　　　’　・

M十H
　Concentration

Inso1ロble　Matter

Crystal　of　8－Oxyquinoline

M　O．05．％

H　O．25％

十

pH 1・・

0．025％

0．125％

0．O125％

0．0525％

1 1

4．8 1・・

0．0062％

0．031％

±

0．0031％

0．O156％

十

士

1
6．9

十

レ・

　4．主剤；水溶液の経日変化

．・ 諸ﾜに関係なく主剤のみの経β変化をみるために，M，　H及びM＋Hを培養液にとかし，その抗菌力をみた後，

翼に1ケ月室温に放置再び抗菌力を測定して，両者を比較してみた．用いた培養液は次の通りである．

　　　Na2HPO4．12H20　2．59，　　　（NH4）2SO4　4．き9，　　　．KH2PO4．0．359，　　　　NH4Cl　O．59，

　　　FeSO4．7H20　　0，0019，　　MgSO4．7H20　0．0019，　　ブドウ糖　2．09，　　　　蒸留水　1’
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Table　6．（1）

Fresh

After
aMonth

　　　Concentra・
　　　　　　tion
Bacillus

10×104
　　　「

40×104

E．coli

80×104 160x1〔メ ・2・・ d耳ぴ1・28…び1256…嘔一

一．ト1■一 司＋
B．pyocyalleus 引．一ト1－1＋

［＋1＋・1升
＋1升

E．coli 一1－1－1一［＋
．B．　pyOCyaneus

十 ＋1刑荘
一1一 1一 十 刑升

Table　6．（2）

Fresh

After
aMollth

Concentra・
　　tion

Baci11us

E．CO！i

200x 400× 800× 1600× 3200x、 6400x 12800× 25600×

1－1■一1一
B．pyoc．

E．coli

B．pyoc．

一丁＋
「一1一ト1＋
トト’1－1一

十 朴

51200x Contrast

＋陪
1朴

十 十 十

引■一 十 朴．

＋擁
i朴

、

Table　6．（3）

　　Concentra・
@　　　　tion

aacillus

M．40x104

g．103

80x104

Qx103

160×104

@’4x103

320×104

@8×1（罫

640×10盛

P．6x104

128×105

R．2×104

256×105

U．4x104
Cohtrast：

Fresh
E．coli ㌘1一 一1一 十 ＋1 ［＋，

B．pyoc． 十 十． 十 1＋

After

aMo皿th

E．coli ＋／＋ 1『＋

B．pyoc． 一ト ±・ P＋ 十

使用した菌種は大腸菌及び緑膿菌である．その結果は第6表1，2，3である．表よりわかるよ面こMでは1ケ

月位では低下をみない．H及びM＋Hが多少低下したと思われる程度で，1 蜊ﾜ単独のみでは1ケ月位では差回著

明な低下をみない．

　5．市販避妊薬の経年変化

　Gamble7）は避妊薬を室温で1ケ年放置しておいても殺精子時問には大した変化なく，37。『で1「ケ，月放置により

42種巾4種に殺精子力の変化がみられたという．又彼は多数の避妊薬の経年変化をくらべ，7）7エニーノレ水銀を含む・

避妊薬は3～11ケ月を経ても殺精子時計はさほど低滅しないと指摘している．・

　そこで市販避妊薬の経年変化を温度をかえた條件のもとに観察してみた．温度は20。，37。，45。の三段階にわ・

け・約2ケ月近くまで観察した．その結果は第7表の通りである．，（製造月日は表に示した．）

　Aゼリーは20。に於ても始めから低下署明で，45。では半ケ月にて著明な低下を来した．もっともAゼリーの製：

造月日は昭和25年であるか5，．．1！ケ年以上も輝郵おrい．るわ吋である．．新鮮な．Cゼリーは艇。にて1ケ月半後

もなお殺精子力は良好である．又錠剤はかなり長い聞，しかも高温にても低下をみない．以上の検体はDゼリー

を除いては，以前に国家検定試腕乙合格したものである．　　　　　　　　　　　　　　・
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Table　7．

Number　of　Days
Contraceptives Tempera・

@　ture
@　　　　（。C）

　Date　of
oroduction

June　8 June　8 July　11 July　31

Method
盾?@Test

AJelly
（Mjnclude）

20。
February
　1950．

＞20’ ＞30’ ＞30’ ＞30’ S．

＞207 P

A．Jelly
（M．　”　）

37。
August

　1950

く1’ く1’ く1’ く1’ S

3’ 8’30” P

AJelly
（M．　”　）

45。
August

　1950

く1’ 15’ ＞30’ S

＞20’ ＞20’ P

B．Tablet
（M．　”　）

37。
August

　1950

く1’ く1’ くソ S

20” 20” P

B．Tab！et

（M．　”　）
450

August

　1950

く1’ 〈1’ く1’ S

20” 45” P

C．Jelly
（M．　”　）

37。
血arch

　1951

く1’ く1’ く1’

20” 25”

CJe11y
（M．　”　）

45。・
March
　1951．

く1’ くユ’ く1’

25” 60”

D．Jelly

（M＋H　”）
37。

May．
　1950

＞30’ P＞30’

D．Jelly

（M＋H”）
45。

May
　1950

＞30’

（Contrast）

Phthalate　Time

8’30’1

＞30’

7’ 9’ 7’

o

S

P

S

P

S

P

S

P

S

S＝　Sbermicidal　T三τne

P3　Paramecidal　Time（250×）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論

　1．基剤については，その主剤の効力を低下させる三昧において．ゼリー及び坐剤に用いられるステアリン酸ナト

リウム及びアノ彩ギン酸ナトリウムが問題になるが．概して錠剤の荘剤は安定性がある．，

　2．粘性基剤としてのゼラチンは抗菌力の低下を来すので不適である．又主剤と基剤の関係では，M＋Hとアル

ギン酸ナトリワム及びHとアルギン酸ナトリウムが鋒年変化を来し易い・¢』M・C・は比較的安定性があるが・主剤

M＋Hの場合はかなり主剤の作用を始めから低下させる，二天も抗菌力の低下は少いが，屡々腐敗し易い欠点があ

る．　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　，

　3・主剤単独の経年変化は短時間では余り三明ではない．．やはり主剤と基面とが合して始めて薯明な経年変化を

おこす・又主剤M＋H水溶液の場合は長期間に錯塩と思われる不溶解性丁丁を生ずる・これはpH値によるもの

で，一定のpH値の範囲で特にこの不溶解物質は著明にみられる．

辱
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　　「主剤と基剤の組合せたものを試験管内で観察とする．と，アルギン酸ナトリウム，フノリは外観的にみて，ゼリー

　　基剤としては良好とは考えられない．

・　　4ド市販避妊薬申，、1力年以上経つたゼリー剤において，効力低下を起したものがみられた．錠剤の場合では著明

　　ではない．

　　　温度に対しては，室温よりやや高温に放置すると効力は低下する．

　　　　　　　　　　　　　　　　’

終りに御指導，御校閲を賜った八田貞義博士，及び終始協力下さった野口諮子氏に感謝する．

　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　丈　　献

1）功刀　博；衛試，69，56～61（昭26）

2）浅野栄太郎：薬局，1，12（昭25）

3）真崎健夫：医学通信，5，205号，3（昭25）

4）高橋．長雄＝北海道医学雑誌，24，495（昭24）

5）八田貞義，桑原章吾，功刀　博，他＝公衆衛生，9，1号，71：頁1（昭26）

6）　Gamble，　C．　L＆et　a1．＝　Human　Fertility，8，9（1943）

7）Gamble，　C．　L＆Hambli轟，　L．：J．　A．　M．　A．ゴ1，1（1952）

Experimental　Studies　on　Spermicidal　Effect　of　Contraceptives．　（5）

　Change　in　Sperm量cidal　Time　with　Age　of　the　Contraceptives

　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　KUNUGI　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　Tlle　author　has　examined　on　the　selectiOn　of　contraceptive－base　aPd　discussed　on　the　relation

between　prillcipal　and　base　components　of　contraceptives・Besides，　the　cause　of　change　of　spermicidal

power　with　Age　of　the　contracep‡ives　was　invest葦gated・　．　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、

●
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ラテ・クス製コンドームに就い一て
　　　（第ユ報）．市販品に就て

藤　井　正　道，佐　藤 壽，三 二　雄

共同研究者

加藤画引，山本利隆，大層古墨
Study　on　the　q怠ality　of　latex　60時頃om

　　　　（1）Commercial　condom

βyMasamichi　FuJII，　Hisashi　SATo，　and　Kusuo　TsujI

　Collaborater．

Tokusho　KATo，　Toshitaka　YAMAMoTo，　and　Noboru　OsAGo

緒　　　’言

　避妊及び性病予防の目的に使用される医薬品並びに衛生用品は多種多様であるが，その中で広く且つ多量に使用さ

れているものは，衛生サックである・．．これ等の多くは主として避妊を主目的とするものであり，女性が膣内に挿入、

卒は装着し或は薬品と衛生用品と遂併用するものであって，性病予防にしτは満足すべきものは少いが，しかし衛生

サックのみは男性が装置し避妊の目的を達すること及び性病予防等現在では避妊と性病予防の両目的のために使用

されている．然るに世上屡々衛生サックを使用したにかかはらず或は妊娠し或は性病に感染したということを聞く．

　昭和24年9月3日付薬発窮1556号を以刃享生平門務局長より都道府県二丁宛に避妊用具基準が通達され・昭「

和25年10月26日，厚生省発薬第260号を以て命令書が各製造会祉に対して発せられ衛生サックは薬事法第45

条の規定に基き国家険査を受けることとなり，当所に於て国家検査が施行され，今日に至っている．

　衛生サックには，ラテックス製及びそれ以外のコンドーム類があるが一般に多量に販売されているものは前者であ

って後者の製造量はきわめて少量で未だ研究時代であ偽．

　　ラテックス製コンドームの製造方法

　A。原料液に就て　　　　　　　「　　’

　1．原料（i）ラデックス（Latex）主として」施〃印Bπば漉”爵の樹皮を傷けて浸出する乳状分沁液すなわ

ちラテックスを蒸発法，遠心分離法或はクリーミング法（遠心分離法が最も広く用いられる）によりゴム炭化水素を

60～70％に濃縮し且つ凝縮させないためにアルカル性（主としてアンモニア・アルカル性）としラテックス製品の原

料として販売されている・

　（ii）硫黄　ゴムを加硫する為めに使用される薬品の主剤は硫黄であり，主としてコロイド硫黄が使用される．

　（ii1）加硫促進剤車どして次の如き超促進剤が使用される・即ちPゆ爾理砂θ鋸σ〃32f妙伽・4励’o‘σ7加〃弼θ・

趣妙ゆ加砂ム〃〃眈σγ加脚’2，5b4勉餌頑ろμ解卿ゐ珈σ’召等である．

　（iv）亜鉛華加硫促進三期として，又ゴムに強靱性を与え且つ硫化中に生ずる酸性物質を中和する機能を有する

ために亜鉛華はゴム製品には必要欠くべからざるものである．

　（v）保護コロイド　上記の薬品をラテックスに配合し温度処理をして得たラテックス乳液を安定なものにするた

めにうゼイン或は石鹸等が配合される．

　2，配合上記の各薬品の配合割合の一例を示すと次の通りである・

　　　　　　　ラテックス（ラテックスのゴム炭化水素分）………∵……………・………………100％

　　　　　　硫　　　黄・・………・……・………・一・一・・…」・…・一・・∵…・一…一………・一・1～2％

　　　　　　亜　　鉛　　≡単…φ．．，．．．。．．韓．．．。．。．．．鱒。．，．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．鱒．。。，。．．．・．・．。・・。。．。・r．・・・…　p・・。・・0．5～1％
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　　　　　　加硫促進剤……………・・………………・………………・…………・・……………0・5～1％

　　　　　　　カ・ゼイン∴；1・…；……・・∴・…‘・…部」・∴L・……・」；㍉・；∴・・∴・…：ボ……・ご∴…；…0．2～0．5％

　硫黄，亜鉛i華及びカゼイン水溶液は合してボ三ルミ’ル｝ごがけ或は三々にボーノレミルにかけた後ラテックス原液に加

えて上詑の如き配合の配合液とする．

　数社のラテックス製品の硫黄：肚を測定した結果次の如ぎi戎績を得た．

第1表　ラテックス製品の硫黄量

A
　B

’C

D

三三　黄
　（％）

1．04

0．76

0．75

0，86

遊離硫黄
　　（％）

0．54

0．36

0．45

0．46

推定結合硫黄
　　（％）

0．5以下

0．4　〃

0．3　”

04　”

　3．配合液の前加硫上記の配合液を加硫釜に入れ約70。で1ん2時間加硫を行う．一勿論加硫温度及び時聞は加

硫促進剤の種類：及び最等により異るものである・即ち此の操作により幾分加硫され，且つ安定性のある乳状のラテ

ックス乳液が得られ，これを原料液として使用する．原料液は濃度45～58％，粘度27～30CPSである・

．B．　製造方法

’製法の概略を宗すと次の通りである．現在主として行われている方法は浸漬法と称せられるもので，原料秘中に

渉ラス製コンドーム型を浸漬し静かに型を液から引上げると型の表面に薄く原料液が附擁する．．これを型ごと乾燥

した後型から翁試し製品とするのである．

’廊ち以上の如き順序によって製造するのであるが，心際に操作する場合，，現在は2方法が行われている．即ち平

浸法と称するもの’と．Enδ1ess　beltに零る連続回転式方法即ち』CoAtinuous　belt　conv『yer　systemとである・

　（i）平浸法　この方法は大温生産に対しては多数の人手を要するものであり適しないけれども殊ルど装置を要せ

ず簡単に行い得ることと，コyドーム以外のもの例えば氷礎かごム風船等の如きあまり大且でないものの製造或は特

殊なもの等の製造に用いられる方法であり，今日なほこの方法が行われている．型はガラス管の端を封じて作製さ

れたものであり，その形状は種々あるが大話して次の（a），（b）2種がある．（第1図参照）

　　（久）　　　　　　　　　（ム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，

∩
「’ @、髄　●

’

ノ T ¶
o　　　　一　　　　，　　　，

・

慢墳糟

．　　　　第1図　　　　　　　　　　　．　　．第2図

　即ち（a）は先端が円く所謂坊主（ポーズ）と称されるwithout　niPPle・のもので，（b）は先端に所謂精液だまり

となる部分がでぎるよう’に乳頭状突起部を有するwitb・niPPle・のものである・このガラス型18本或は24本を

40×30cmの二二に一定二二に：立てて固定する・　木枠に固定した・ガラ・ス型は’よ・く；水洗し乾燥する・次に此のガラ
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　　ス型を固定した木枠を数個ガラス型を下向きにし～て手動或は機械的に上下移動のできる機械の長方形の木枠にはめ

　　る（第2図参照）．

　　　このガラス型演装着された枠が上下する機械の下方に原料液を満した長方形の槽があり，枠を静かに降し’てガラス
〆

　　型を原料液中に母漬し次に徐々に引上研る乳　この際引上げる速度はユ分解約20㎝である・．液から引上げた後

　　ガラス型が固定された木枠を機械から取外し，下向になっているガラス型を直ちに上向にして枠を台上におき’・ガラ

　　ズ型に附着した原料液が型の表面を垂れ下る：方向を逆にすることによって原料液が均等にガラス型に附着するよう辱

　　操作する・次にこれを枠ごと60～70。の乾燥器中に約5～10分間入れて乾燥する・この操作は普通2回繰返す・

　　　ζの際乾燥により蔑分加硫を行う・次に元巻き操作を行う・これはガラス型に密着したゴム膜の元三を木葦指と母

　　指を環状に曲げて型の元三に当て，ゴム膜を僅かに捲り上げる事により捲り上げられたゴム膜に互ひに密着して直径

　　約．1mmめ自廉のある元部（開口部）が形成される．かくして出来たゴム膜は未加硫のためガラス型から剥離するの

　　が困難であるがら・これを水或は70～80．の熱湯中に短時間くぐらせ嚇したゴム膜を通して7紛を型と膜との間に

　　浸入させ剥離し易くし，次に剥離に当りゴム膜が互いに密着するのを防ぐために，剥離剤としてタルク或は雲母等の・

　　微粉末を型に附着せるゴム膜に振．ワかげながら剥離する・かようにして得た未完成のコンドームは湿気を有し且つ

　　多量の剥離剤が附着している．

　　　1次に之等を集やて回転脱粉機に入れる一こρ脱粉機は密閉されていて・コンドームをこの中で回転しながら70～　　　、

　　86。で1～2時間，或は100。で約30分間加熱乾燥し，過剰に附着した剥離剤を除くと同時に仕上加硫が行われる．　　，．

　　　かく出来上ったコンドームには勿論タルク或は雲母等の微粉末が幾分附着しているが，一これによって保存期真中の

　　’密着及び空気に触れて劣化するを防ぐ・　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　．・．…　．

　（2）Continuous　be1F　conYeyer　system．　この方法はラテックス禦コ．ンドーみの六量生産に対して最も新し～・

方法で・Ehdless：b・1t贈通2列にガラ．ス型約■5。0奉を固定し・これを回転させて・ガラス回り洗海一ガラス型

ゐ乾燥十型の原料液浸漬一乾燥一再び原料液浸漬一乾燥一元巻き一加硫一熱湯浸漬一型から剥離　ρ操作を連続的

仁回…転反復するものである・以上の操作を行う機械を第3図に示す1

乾臨県地力4熱蔽，

∩

野

　　　　　口
』漁礁罫　点耳齢

O

尋魯

。

原料痕夜．墳画 面血眼

　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　第3図　　　　　　　　　　”

すなわちガラス型は洗浄し轍した後脚料液の榊に闘され・浸漬される・この移動速度は原料液の灘及

び粘度により異るが，1分間約2～31nである・槽から出た型は直ちに上向になって原料液が型に均等に附着する

よう操作す都　ζの凸型を回転するか或は先端にたまり易い液を吸引風力によって取去る等の操作を行うものもあ

る．上向になった型は一旦乾燥され再び原料槽に浸漬され，槽から出た増齢ち確上向になって乾燥され塩

r乾燥暖房の温度は』60々0。である・次いで元巻きの操作が加えら札再び60～700・の暖房中で加硫が行われる・

暖房から出ると70～80。の熱湯槽に浸漬され，次に墾圓隻台上で翁離剤を振りかけながら型から剥離される・以上の

製造行程中人手を必要とする点は押巻きと，剥離剤を振りかけながらコンドームを型から剥寓隼する2箇所である．1剥
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離された未完成のコンドームは回転脱粉機にかけられる．この操作は平浸法のところで記載したので省略する．

　　製品二二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　製品検査としては外観試験，寸法及び重量試験，引張り試験，老化試験及ピこノホール試験等を行うピ，　．．、　　

　　L外観試験外観は正常な事すなわち形状正しく，肉厚均等で，斑無く來雑物の滉入のないこと均｛望まれる．

　　この試験では製品をそのまま試験する以外に，少最の空気を吹き込んで2～3倍大に膨脹させたとき片膨れする

　ことがないならば均質で肉厚が均等であると考えてよい．

　　現在の国薙品は多少肉厚：不均等であり，製作上先端部より中央部にかけてやや厚みを帯びている．すなわち特殊

　なものを除ぎ普通元部（朋自部）が最も蒋く0．05～0・06mmで，中央部は0．06～0．07　mm，先南嘩四望最も卒く0．07

　～0．08mmである．これは製造行程上浸漬法によることに基ずくのであって，浸漬法において通三型を1回浸漬し

　て得られる膜の厚さは0ゆ2～0．03mmとされている．然るにコンドームにおいては現在普通2回浸漬しているか

　ら上記の如ぎ肉厚となるものであり，叉浸潰後型の表面を原液が垂れ下る故に幾分先端部が三部よりも肉厚となるの

　である．

・　2．寸法及び重量試験　寸法については国家検査基準では長さのみが規定してある・太さ即ち直径については現

　在各製造会杜に於て勿論使用されているガラス型の直径が約36mmとなっている関係上実際には長さのみを規定

　して差支えない・

　　軍量に関してはラテックスの配給統制時代には・醍給量と生産数鉦との関係上1箇当りの重量が重要視されたが・

　コンドームの本質上からは寸法が規定されれば重三はさほど重要視すべきものではない．測定の結果重量は0．95～

　1・7gの範囲であるが，そのうち1・0～1・3のものが大多数である．

　　3．引張り試験国家検査基準では単に伸びのみが規定してある・即ち両端を保持して約80c無（約5倍）に伸

　ばし5分聞保持して後異状のある品は不良品とする・JIS　K：6301加硫ゴム製品物翠試験方法を『さ再1ま伸600％以

　下にて異状のあるもめは不良品とする・この引張り試験によっても租々のことがやかるのであってだ製品にビ著ホ

　ールの多いものは伸びが少く，又最適加硫が行われていないもめは引張して後永久歪を検すると大である・各製品

　の80cm伸びと荷重との関係及びその際の永久仲びを第2表に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　引張り試験成積　　　　　　　　　　’

ぐ

●

試　料

A
A》

B
C
α

D
D’

E
E’

F
F’

中央部の厚さ
　（mm）

0．06

0．06

0．06－0．07

0．06

0．06

0．06

0．06

0．06

0．06

0．08

0．08

80cm伸びに
対する荷重

　　（9）

脚
1170

1105

1043

1460’

957

1360

1093

1640

1225

1790

　　永久伸び

（霧繍響分）
　　　（％）

3

2

2

2

2

2．5

2

2

・2

2

2

　痴者等は5bo　9政上の力に耐え得るものは充分使用し得るものではないかと推察する・叉使用卑局部的に仲彊さ

れることもあるが，約2倍以上に伸張されることは先つないであらう・・

・4．老化試験　一般にゴム製品は製造後時間が経過すると各種め性質が変化し特に物理的性質が劣化する・　こ

の老化現象の主な原因は光i熱及び酸化であると云われるぷ，、コンドームは通例暗所に保存するのであるから・その

原因は主として熱，酸化及び後硫化After　vulcanisatiohによるものである・門下等はギヤー氏老化試験Gee「’8’



藤井，佐藤，辻ニラテックス製コンドームに就いて（1） 115．

oven　ageing　testを行った．

　叉ゴム製品検査協会で行われたギヤー氏老化試験によると70±1。に当て4日間促進老化した後伸びの低下率を

測定した結果次の如き成積を得ている（第3表参照）．

第3表　伸び及び老化後の伸びの低下率

試　料

A
B
C

老　　化　前
　　、（％）

785．5

759．0

763．0

老　化　後
　　（％）

665．5

678．5

683．0

老化後伸びの低下率
　　　（％）

15．29

10．61

10．48，

●

勿論低下率の小なるもの程ゴムとしての性質が良いのである．’

国家検査に準じ伸張試験を行ひ伸びと荷重の関係を種々な促進老化程度に隔て測定すると次の如き成積を得た・　、

（第4表参照）

鯖4表　老化前後の80cm伸びに対する荷重

試料

A
A’

B
C
σ

C”

D
D’l

E
E’

F
F’

原一品
’荷重（9）

　　640

　1，170

　1，105

　1，043’

　1，460

　1，270

〆　　957

　’1，360

　1，093

　1，640

　1，225

　1，790

　　温度70士1。
各日数経過後の荷重（g）

1　日 2　日 3　日 4　日 6　日 ・日い・日
1，105

　幽＿

1，210

1，290

1β90

1，270

1，240

1，715

1，210

鴨1，53ら

1，183

1，725

1，345

1，520

1，605

1，653

1，400

1，850

1P100

1，450

1，700

1，335

1，620

2，395

・一V

1，630

9

　　1，070

1，170

1，183

1，150

1，325

1，690

1，000

1，170

1，110（切断）

1，100

1，250

1，690

　　本試験成積に於て現在の市販品についでは製造者により叉同じ製造者の製品でも各ロヅトにより多少相違がある・

　　試験の結果から見ると大体4日目頃から劣化が起るが，10日を経過するも使用性質を失わないことも判明してい　・

　　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　又試験成積が4月までは次第によくなることから市販品は加硫やや不充分な程度に止めて，加硫促進剤を適当に

　　入れて品質ρ劣但を防いでいることが推定される・：又この試験で1ま試料は全部展開して促進老化セたのであるが・巻

　　いたままで促進老化したものに就き容易に展開し得るや否やを試験した結果，1目後では原品と殆んど変化無く2

　　日後からは原品のように先端部を持って軽く振ることにより容易に展開はしないが，手で回転しながら展開するこ

．　とは容易である・、叉変色及び附着等は起らず，使用上の障害は全く無いことが判明した・

　　　5．ピ／ホール試鹸　前記の如き製造行程より判断されるよ・うに，上記各試験は原料1仕込みごと，或は原料

　　液1釜ごと・或は原料液1槽の一定使用期間二等に於ける1或は数ロットに就て時折試験を施行すれば充分であ

　　るが，ピンホールの有無に関しては現在なお全数検査しなくては完全でない・その理由はラテックス原料液にはカ

　　ゼイン等の保護コロイドの添加が必要であるが，この保護コロイドがその液申にガラス型を浸漬する操作中に発生す

　　る微紐気泡の生成を助け，しかも一度発生した気泡の除去は非常に困難であること，及び原料中に既存する不純物或

　　は工場内にて発生する塵埃，特に剥離剤の微粉丁丁がラッチクス浸漬液中に混入することが原因して製品にヒ’ンホ
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一ルが生じ或は使用時に生ずる原囚となるからである・勿論ピンホールもその大きさの程度によるがピン．ポーノレを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
有するものは常識上性病予防及び避妊の目的に適しない．・　　　　　　・．　　　．　　　　層∴・

　ピンホールを検査するには種々な方法が考えられるが僧識的に考えつく試験方法としては次の如きものが挙げら

、れる．即ち気体を使用するもの1液体を使用するもの及び電気を使用するもの等である．

　（a）気体を使用する方法　空気を入れ（簡単には口にて息を吹き込む）脹らして試験する．即ち顔に当るとか或は

雲埠，炭酸カルシウム或は炭酸マグネシウム等の微粉末を入れた器の上にかざしてこれ等の粉末が飛散するや否やを

検査する．別法として煙を入れる方法，この場合簡単にほ煙草の畑三を吹き込んで脹らす．そして煙の漏出するや否

やを検査する．

　勿論気休による試験方法において問題となる点は如何なる程度気体を吹き込んで脹らすかにある・極微細で間題

にならぬ租度φ孔も膨脹により拡大し叉微細な気泡の存在により・気泡部の肉薄の部分が膨脹により破れ又は微紬な・

來雑物のため，その部に於て來雑物とゴムとが分離してピンホールを形成するからである・

　（b）液体を使用する試験方法，水を注入し漏出するや否やを検査する・　この際水の重量により先端部或は肉薄

の部分が片眼れし水圧が均等にかからないたあ，その点ρ対策を施さねばならない・即ちガラス製塩円筒中に水を

入れ，此の中に僅かに背色液を注入したコンドームを入れ葺色液を円筒中の水面より僅かに高く一定の差をつけづ

　髭諮色液を次第に増す，或は又此の際ガラス大円筒中には例えば0・2％水酸化ナトリウム溶液を入れ，コンドーみ

にほフてノールフタレイン溶液を入れる，この場合ピンホールがあるときは，漏出する状態を容易に見ることができ

る．　この方法の観点は均等に水圧を加えることが困難な点と注入する液体の量如何によっては気体め場合と同様な

雫
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　　飾点を生ずる点，及びコンドームの内外の丁霊の差をあ声りつけずコンドームを殆んど原型とする場合は，コンドー

　　ムの表面に附着する剥離剤及び微細な気泡等によってピンホ∴ルの主確な検査示できない点などである・

　　　（c）電気を使用する方法実験室的方法には次の如きものが考案された（第4図参照）・．“

　　　第4図の説明ポ

　　　（Fig・1）硝子円筒（1）に銅網製円筒（2）及び塩化ナトリウム溶液（1～25％）を入れ，試料の元部に孔開きゴ

　　ム栓をはさi）て銅網の中央部に入れ，内細手食塩水を注入しガテス円筒（1）内の塩化ナトリケム溶液からやや水面を

・　高くする．次に銅線を直径約20mmのうセン状に巻いて極としこれを試料の中央部に挿入する．・

　　　ラセン状の極と銅網との問に10Vの直流電流を通ずると，ピンホールがあれば電流が流れる．

　　　（Fi息2）　（Fig．1）と項んど等しい，ただ試料の土豪に亜鉛板を挿入し，銅網との間に起る起電力を測定する。

　　　（Fig．3）不分極電導子（無成極電極）を使用し，大型テスターにより測定する．．　　　　．　　齢

　　　（Fig．4）試料を金属型に装着し，この金属型を一方の極として大型テスターにより測定する．但しこの場合金．

　　属型はコンドーム製造用ガラス型より、も稽大であり直径約40mmとする．

　　　これ等の装置により測定した結果の1部を表示すると第5～第8表の如くかな・り欠点がある，

第5表（Fig・1）の装置による蝿の一部

試　料
番　号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

μA

瀬・分後1浸漬・分後

　3
750

800

120

340

　0

15，000

100

70

　8

　　5

1，400

1，000

　560

　365

　　0

12，000

235

240

3CO

ピンホールの
裂目の寸法
（11100mm）

’，．至

5×x

13×8｛

13×9
7x10

、、嘉

■

第6表（Fig・1）及（Fig・2）の装置による成績の晶部

・　試料
　番号

1

2

3

4

5

6

7

8「

9’

10

μA

浸漬1分．後　　浸．漬5分後．

　365

4，300

　0
　　1

1，950

　70
’馬 O・

　0
　780

　0

　370

4，300、

　　0

　　2

5，500

6β00

　15
　．1．5

　780

1，250

mV
灘・月後／浸漬・分後

　　’6．1

Scale　over

　、．P

　　O，1

　　13．0

　　4。4・

　　0
　　0　　’

　　11、0

　　0

　　6．2い．

Sca玉e　over

　　O
　　O．1
Sca160ver

Scale　over

　　O．4

　　0．1

．　14．4・

　　13．6．

ピンホールの
裂目の寸法
（1！109mm）

25×14

3x24

16×8

21メ6
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第7表　（Fig．3）の装｛霞による成績の一部

試　加
番　号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

例時聞浸漬後のKρ

10分後 ・・分後｝・・赤面・・分疏

oo

oo

78

200

28

250

30

550

・38

50

oo

’oo

78

32

27

230

36

550

S0

51

oO

oO

77

21

26

210

38

550

43

53

1
◎Q

oo

76

18

26

180

・41

550

55

57

ピンホールの有無

　0
　0
　1
　1
微少1

微少1

　1
　0
　0
　0

●

第8表　（Fig．4）の装置による成績の一部

各時間浸潰後のK：9試料番号

・・服1・・分後1・・分後1・・舳
ピンホールの有無

20

O0　’

P50

Q0

C．
T0

O0

@0
@8

揩p　．

盾

18

O0

P0d

Q0

T0

S50

@0
@0
O0

揩

18

O◎

Q00

Q0

ﾃ0

R00

@0
@0
O0

揩

18

OQ

QCO

Q7

Q5

S00

@0
@0
pO

メ

0～　　響

E礫響）
v望圭：

すなわちコンドームは（Fig．4）の方法以外は殆んど原型に等しい状態で電流，電圧又は電気抵抗を測定するもの

である・そこに閻題がある・　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　．

　又吸湿性の強いコンドームにおいては浸潰して測定するまでの時間が問題になる・　コンドームの吸湿性は原料ラ

テックス之大ぎく影響され，ラテックス安定剤として，水酸化カリウムの多いもの又配合剤の亜鉛華の量の多いもの

（これは亜鉛のアンモニウム塩のできるためであろう）又保護コロイドとしてのカゼインの量の多いものは吸湿性が

増大する．又剥離剤或は微細な気泡が阻害して測定が正確に行い難い審も起る．

　故に煙試験によって測定した結果及び顕微鏡によって測定したピンホールの裂目の大さと上記の各電気試験にお

いて測定した電洗，電圧3くは電気抵抗との関係が正確に比例しない場合が生ずる．しかし各製造者自身が製品の各

条件を定φて（Fig．4）に示す如き方法に零り検査を行えば連続的に行い得る長所がある・しかもこの方法によれ

ば戸ンドームは金属型に被せられるゆえ，型の大さを適宜に作れば幾分拡大されピンホールも亦拡大されるか，或は．

ピンホールとなり易い不安定な部分は破れてヒ’ソホールを生じ使用上の実情にも添い，又他の方法の如く内外両面が

液に接せず外面のみ液に接する為めに吸湿性のものに対する判定誤差は幾分減じる・現在製造彰の行っている最も

新しい霞気的検査機は舗5図に示す如きものである・　　　　　　　　　・
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第5図

　即ち出来上ったコンドームを金属型に装着する・．この金属型の直径は約401nmである．　コンドームを被せた

金属型は50～60。の温湯槽申に浸漬する．この際金属型と二巴の極板との間に20～35Vの直流電流を通ずる・

ピンホールがあれば電流が流れ，この不良品は自動的に除去される．この操作が連続的に行われる機械で，人手を

必要とするのはコンドームを金属型に装着する操作のみである．勿論この検査機に於ても実験室的上記の方法と同

様な次点を有するものであるが，昏製造者において自己の製品に対して，例えば温湯槽中の浸漬時間，電圧を幾何程

にするか，又幾何程の電洗を通ずるものをピンホールとするか，或は製造行程のどこに検査機を入れるか等の諸条件

を定めることによって，晶律に行った実験室の成績よりも遙かに正確な成績が得られることは確実である・文これ

等の諸条件は各製造者によって異なるべきものであり，一律に定め得べきものでない・

　ピンホールの状態＝顕微鏡検査によるとピンホ」ルの部分が貫通した孔の場合，すり内状に陥没して貫通した孔

の見えない場合，タルク或は雲栂粉末即ち剥離剤が塊って入りその塊の中に孔の生じている場合，或は爽雑物とゴム

質との間に梢陥没した裂目を生じている場合等がある・稀には径1mmにも及ぶ孔ちあるが，爽雑物の塊の中に．

生じた孔では縦横30〔一100μの大きさの貫通したものもある．微細な気泡或は來雑物とゴム質との分離等によって

生じたピンホールは，瀞置状態では種々な形の陥没或は裂目として存在し，貫通した孔は見ることはほとんど不可能

なものが多く，膨脹とか引張りによって拡大されて貫通した孔を生ずると思われるものが大多数である．ピンホー

ル部の陥没の大きさは縦横10－80μ’程度のものが多く静置状態では孔は見えない．又ピンホールの存：在するもの

，についてその位置を試験した結果次の如き成績を得た・

窮9表　ピンホールの場所

』試料醐先端副中央副元 部

♂ 1

2

3

4

5

6

7

8

孚

10

10箇

1

1．

1

1

2

1

2

1

2箇 8箇

1

1・

1

1

1

5箇

　第9表に示す如くピンホー．ルは中央部が最も多く，次に下部（開口部）で先端蔀には少い．　　　　　　　　　　　　，

　これ匿製填行程からも丁丁がつくのであ？て・原料液中に生じた微細な気泡及び工揚内の塵埃・特にタノレク或は雲

母粉末（剥離剤）が原料液槽に入ったもの等は共に液の上層部に浮び，これがガラス型の申子部より上方の元部辺に
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附着し易く，先端部には爽雑物の少い清潔な原料液が附着するからである．突端に・ピンポールを生ずる場合は主と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ．して気泡による場合が多い．　　　　．　．．．1．　　　　一・．・　＿：：．　　　　・　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・．コンドーム国家楡査基準．．

　　　　　　’・，・’．　　　．「　　　　　　（ラテックス製コ．ンドーム）　．，．．．．一

　ラテックス製ゴと．ドームは先攣に精液たまウqあるものは精液たまりの部分以外の長さが16「cm以」…r、精液た

まりのないもめは全長が17αh・以上それぞれあることを要し，ゴム質及び厚さは全休について均等でピンホール及．

來雑物，気泡等を有せず，軍量は1個について19以下であってはならない・本品の両端を把持して左右に伸張

させた場合には室温で最少限80℃mの伸張に5分聞以上堪えるものであることを要する・

　ピンホー．ルの検査法：原型容穣の2～3倍まで煙を入れふくらして検査する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　ラテッ’クス製コソドー．みにつし．・て世上屡々使用時の不快感及び朱敗の声暗き’くので・これ等の製造法・検i査法・・販

売状態を調査レた・や糸語次の女叫，．、・・　　．　‘　　．一
　1．原料及び製造行程上加熱減菌的操作が反復行われるから、製品に有害な物質及び病源性細菌等の附着は考えら

れない．ただ小分袋入作業はできれば米圏製品に見られるように機械的密封方法を採用するのが里ましい．

　2．老化試験の結果，製品が最悪な条件におかれない隣り現在の包装のま牽で数年聞放罐しても使用に適しなくな

ることはない．老化試験で70±1。の空気中に24時間放嘱することは自然老化の半力年に相当するものと推定さ

れるので，試験成績からいえば製造後5宰経過後もなお使面こ耐えるこ、とを示す・．．　．．　、　』・

．3．ゼンホールの実験室的検査ヵ脚逮種々あり3く新なド考案するζとも可能であるが，製造行程の一部に連結して

行い悟る方法としては現在聴lt　copveyer　sy寧temによる電気的険査方法が最も優れた杢．のであろう．又各人が

装調を要せず簡単且つ随処で行い得る方法としては煙草の煙による試験が最も簡明である・．．請しこの際巨大に膨脹

さす事は避け原型容積の約2㌣3倍大に止める・

　4．国家検査としてのピンホール検査は現在煙試験であり，参考及び補正のために雨気検査も行っている。

　5．米国製品中にはその組織内に不純物を存せず，組織も均等で，ピンホールを考慮する必要は全くないと思われ

るものもあるのに対して国産品はその点の製造技術をなお一段進歩さす余地があ．ると思う．然るに国亮品でも例え

ば煙試験で人頭大に膨脹させてもピンホールを検出しないものが80～90％であることから考えて・ほとんどピンホ

　　　　　　　　　　　一ルを有しない製品のできる可能性があると思われる．

　6．ピンホールが静澱状態で貫通した孔である場合はきわめて稀であり，拡大したとき貫通した孔となるものが大

多数である．その存在場所は先端部には少い。しかし孔の程度及び位｛酌こよっては無視しても良いと云ふ根拠は無

いので現在のところ国家検査の適合品を使えば避妊及び性病予防に対する有効率の高い点と使用上簡庶点で，その

使用価値はこの種のものの中で最高位に位するものであろう．　　・

終りに調査に御援助下さった，岡本ゴム工業株式会社，相模ズム工業株式会社・沢谷ゴム工菜株式会社及び日本ラ

テックスェ業駈に謝意を表する・　　　　　　　　”　　　　　　層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　Study　on　the　quality　of　latex　condom．

　　　　　　　　　　　（1）Com坦ercial　coP“om

Masamichi　FuJII，1Hisashi　SATo，　and　Kusu6Tsu∬

‘Collaborater

Tokusho：KATo，　Toshitaka　YAMAMoTo，　and　N6boru　OsAGo

The　manufacturing　and　testingまnethod　of　latex　condom　were　reported　i勲details．

Commercial　goods　have皿ow　faiτ1y　good　quality　and　they　will　be　the　best　condom　in　the　wor1（1．



木下；除虫菊の日長効果とピレトリン含量 121

、

．、
恍視eの日長効果とピレト．リン含有量について

　　　　　　　　　　　　　　　　木．下　孝．三、

Sthdies　o阜the　Photoperiodism　a昇d　Pyret1享rin．　Conte亘t　of恥sect　Flo～ver＄

　　　　　　　　　　　　　　βy　Kozo　KINosHITA　　　一

　緒言　我が国における除虫菊の栽培は第二次大戦中には激減して往時の産額の約10％に過ぎなかったが，、最近　　　、

再び増加の傾向に向ってレる．除虫菊の殺虫成分であるピレトリンは植物体内で如何にして合成されるかは不明で

あるが，その含有：量は吐二期間中の種々の要素により左右されることは明かである．・、著者はその要素として日長時

聞をとりあげ・ピレトリン含有量との関係を調査しようとして1949～1950・年に為た？薬用植物三和三山分場で行

った試験の概要を述べ． 驍ｱとにする．

　供試材料及び方法

　1・供試材料　本実験に使用しだ材料は当分場圃場で育成したシロバナムショゲギク（Cゐηミα物品彿κ〃3

α”θ名α癩⑳〃勧2Bocc．）の汁椀2年の本田定植苗を用いた。この場合株分けによる無性繁殖の苗を用いると材料

が整一になるが，個体数が少いためにやむを得ず種子繁殖による苗を用いた．

　2・方法　上記の苗を径1尺2寸・高さ1’尺の素焼植木鉢に1本植えとした・土獲は予め原当堆肥200貫・

硫酸アンモニウム．10貫，過燐酸カノレシウム20貫の割で施用した普通の水田の壌土を用いた．

　、日長時間の調節としては短日区は遮光，．長日区は電燈照明を行った・遮光には脊試験二階に暗幕代用の黒色遮光

紙を張った椹を用いて被覆遮光し，照明には100ワ，ットの電球を地上4尺の所につけて照明した．以上の操作は

苗の花芽分化が未だ進んでいないと思われる2月1日から始め，収穫の時期即ち5月中旬まで行った．その他の

管理としては期間中適宜灌水等を行っただけである．’ @　　　　　　　　　　　　　　．　　　　1　　・

　殺虫成分ピレトリンの分析はベンゼン抽出による容量法によって行った3

　実験結果　実験期間中を通じ各区とも生育は順調に進み，両年とも故障なく5月中旬収穫期に達した．収穫物を　　璽

調査したのが第1表である．

Table　1．　The　influence　of．day　Iength　upon　the　yield　of　Insect　Howers（per　a　stock）

Treatment

8
8
じ

Contro1　　　　”
（Ngtural　condition）

訂

唱

℃

2
．ω

ぎ

づ
智

Day　length　4’hours

Day　length．6．hours

Day　length．8．hours

Day　length．10　hours

I）ay　lengtk　14　hours

Day　lengtn　16　hours

Day　lengt11．18　hourg

剣・・y1・…h2・h・町s

　ロ・l

　　Day　Iength　24　hours・

W6ight
of　w血ole
plant

　（9）

　85．9

　52．0

’56．0

．75．0

　86．4

　76．0

　85．0

106．0

　98．0

　77．0

只elative
nuπ1ber

100．0

60．5

．65ユ

87．3』

100。5

88．4

98．9

123．3

114．0，

89。6，

Weight
of　fresh

βowers
　（9）

13．3

2。0．

2．0

12．5

15，3

16．0

16．0

16．5

16．0

13．5

Relative
number

100．0

15。0

15．0

93．9

115．0

120．3

120．3

124．Ol

Length
of　plants

（cm）

12α3 P
・…5［

．46．9

27．2

34．5

35．5

38．8

42．5

45．0

45．2

46．0

48．1

Number
of　stems

26

9

22

19

21

20

23

24

23

28

Number
　of
branches

Number
　of
capitate
nowers

ら

．45

26

19

．32

33

42

・22

41

28

・25

卜

ヒ

44

10

10

24

36．・

31・

32

33

．37

r23
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’

Table　1． The　innuepce　oflday　length“pon，．the　yield　of　Insect　flOwersl（per　a　stock）（Cont’d）

Tτeatment

Contro1
iNaturall　condition）

65．0 100．0 10．5． 100．0 57．0 13 28 23

Day　lengt麗4hourg
41．0 　　　．U3．8 2．5 23．8 29．5 11 21 8

』邸唱

Day　length　6　hours
43．2 66．4 2．3 21．9 31．2 10 18 8

七〇

Day　length　8　hours
83．2 128．0 12．1 1‡5・2 48．0

13，　， 23 30

‘

§曾）

の一

Day　length　10　hours

cay：ength　14　hours

62．5

V1．2

96．1

P09．5

8．9

P2．8

84．7

P21．9

44．0

T2．0

14

R1

24

R5
D

24

R5

h螂 Day　lengthユ6　hours
66．2 101．8 12．6 120．0 42．0 18 25 24

唱bO

Day　length　18　hours
65．5． 100．7 ’14．5 138．0 5：3．2 22 34 31

口。日

Day，1ength　20　hours
62．5、 96．1 14．9 141．9 50．6 17 30 28

Day　length　24　hours
67．5’ 馳103．8 12．2 116．L 、47．0 17 43

@　　　1

39

P

　第1表によると両年を通じ程度に差はあるが，短日区は一般に生育不良である．特に日長4時間，6時聞区は

3月上旬頃から光線不足の徴候があらわれ葉色は黄化し4月上旬頃には益々その傾向が著しくなり遂に供試個体の

約8割までが枯死してしまった。残存した株も生育は極めて不良であった・　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　艮日雇においては一般に生育良好であ・り，総重量はときに無処理区より低い指数を示している場合もあるが，生

花策士においては約20％の増収を示している．その増収率は日長18時間区が最大であって左右へ漸賊する傾向

を示している．

　次に日長時間と闘花期との関係を調査したのが第2表である．

Table　2．　Effect　of　day　length　on　the　nowering　period．

Treatment

ε
δ

o

Contro1
iN典tural　condition）

三

田

あ

濤

。

ぎ

3

Day　Iength　4　houτs

Dαylength　6　hours

Day　length　8　hourg

Day　length　10　hours

Day　lengtL　14　hours

Day　length　16　hours

Day　langth　18　hours

Day　lengt1120　hours

Day　lellgtレ24　hours

’E田orescence

．Date　of
budding

Mar．19

Mar．29

Apr．　6

Apr．　8

Mar．29

Mar．●26

Mar．22

Mar．24

Mar．23

Mar．20

Date　of
beginning

Apr．26

May　8

May　8

May　4

May　3

Apr．26

Apr．．24

Apr．18

Apr．19

Apr．23

Date　of
　βna1

May　l

May　16．

May　15

May　10

May　g

Apr．30

Apr．29

Apr．23

Apr，24

Apr．29

Period

（days）

、，

6

9

8

。7

7

5

6

6

6！

7

Date　of
mode

Apr．28．

May．12

May　ll

May　7

May　6

Apr．28

Apr．26

Apr．20

Apr．21

Apr・36

Number　of
　　days
accelerated
　（days）

　0

－14

－13

－9

－8

　0

十2

十8

十7

十2



r

木下＝除虫菊の日長効果とピレトリン含量 123

Table　2。 Effect　of　day　length　on　the　flowering　period（contin血ed）

ε
8
ご

Contro1
（Natural　bondition）

　　Day　lellgth　4　hours
．i診．　、　．．．　　．
唱　Day　length　6　hours
℃

2　Day！ength　8　hours
の
　　Day　1ength　10　hoロrs

　　Day　length　14．hou甲

鷺D・y16ngth　16　h・鵬

カ
嘗Day　le螂h　18　hou「s

β　Day　length　20　hours

　　I》ay　length　24　hours

Ap島を

Apr．8

Apr．　8．

Ap｝．5

Ap観5

Mar．29

Mar．29

Mar．29

Mar．29

Mar．29

Apr・33

May　5

May　6

May’2

Apr．30

Apr．19

Aprボ16

Apr・17　．

Apr．18

Apr．21

Apr．29

May　12

May　13

May　9

M3y　6‘

Apr．25

Apr．20

Apr．21

Apr・零2

Apr．24

7

7

8

8

8

7

5

5

5

4

Apr．26

May　9

May　9．

May　5

May　3

Apr．22

Apr．18

Apr．19

Apr．20

Apr．22

　0

－13

－13

－9

－7

十4

十8

十7

十6

十4

　この問題はいわゆる日長効果，或は光周律ともいわれ，Gamer及びAllard両氏によって研究され，昼夜の時

間の長短が植物の開花結実に関係する外種々の生理現象に関係がある．特に開花現象については世人の注目を集め

零のであった・その後多くの研究者によりあらゆる種類の植物について研究されたが．未だ除虫菊については発表

されたものを見ないようである．

　第2表によると両年と．も短日区は開花が遅延し日長時聞の短くなるほど開花の遅延の程度が著しくなる傾向を示・

している．’これに反し長日区はすべて開花が促進され特に日長16時間，18時間区が最も著しく促進され，これを

頂点として左右へ促進程度が漸減している．

　これによって除虫菊は長日性植物であるということが実験的に確めることができた二

　次に目長時間と三二ピレトリン含有：量との関係を調査したのが第3表である．

Table　3．　E廷ect　of　day　length　on　the　pyrethrin　content　in　dried．flowers．

Treatment

ε
8
0

．Contro1
．くNatura1、condiちion）

一壽

噴

2
の

濤

噂

鉾

ε

　　　　rl　　r　　　、　「

Day　length　4　hours管

Day　length　6　hou】rs讐

Day　length　8　hoロrs

Day　lengt1匹10　hours

Day　length　14　hours

．・Day　Iength　16　hours

Day　length　18　hours

Day　length　20　hourg

I）ay　lengt紅　24　hourg

Pyrethr三n
　　I
　（％）

夢

0．38

一

〇．28

0．37

0．36

0．37

0．42

0．42

0。38

Py「ethrin
　　II
　1（％）

0．63

0．58

0．60

0，65

0．66

0．70

0．72

0．66

Ratio
I：II

1＝1．65

1：2．07

1二1．62

1．1．81

1．＝1．75

1：1．66

1＝1．71

1二1．73

Pyrethrin．

　（％）

1．01

　一

〇．86

0．97

1．01

LO3

1。12

1．14

1．04

Relative
number

100．0

　　一

　85．1

　96．0

100．0

101．9

110．8

’112．8

102．9

●

o
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●

Table　3．

　●

Effect　of　day　length　on　the　pyrethτin　content．in缶ied　Howers．（Cont，d）

Treatment

88
ご

噛あ

尽

2
匂◎

Contro1・
（Natural　condition）

ト
招

ぎ

3

Day　length　4　hours管

Day　length　6　hours弾

Day　length　8　hours

Day　length　10　hours

Day　length，14　hours

Day　length　16　hours

Day　length　18　hours

Day　length　20　hours

Day　length　24　hOurs

Pyrethrin
　　I
　（％）

0．51

0．36

0．41

0．52

0。56

0．59

0．58

0．52

Pyrethrin
　　II
　（％）

0．61

0．49

q51

0．64．

0．67．

　　’
0．70

0．71

0．68

Ratio
I：II

1：1．19

1：1．39

1；L24．

1：1．23

1：1．21．

1：1．18

1：1．22

1：1．30

Pyτethrin

　（％）

1．12

　0．85

　0，92

　1．16

　1，23

　1．29

　1．29

・1．20

Relative
number

100．0

75．8

82．1

103．5

109．8

115．2

115．2

107．1

．管The　yield　was　too　Iow　to　assay　the　pyrethrln　conten忠．

〆

；第3表によると両年度とも数値に差ほあるが傾向は等しく，短日区はともに無処理にくらべてピレトリン含有量

少く，日長時間の短くなるほどピレトリン含有虻も減少している．これに反し長日区は無処理にくらべてピレトリ

ン含有ゴ逢は高く，その傾向は日長時間の長くなるほどヒ。レトリン含有量も増加し，日長20時間で最大に達し，日長

24時間区に於ては少しく減少している．これは常時照明されて夜間の時聞が全くないことが原因と考えられるが，

植物体内におけるヒ’レトリン生産の機構に何等かの障轡を与えるものとして興味がある・

　一般に除虫菊乾花のピレトリン含有量は系統により，又生育地の環境叩ち気象，土壌，肥料の状態等によって相当

な差異のおるのが常である．生育過程においても開花が進むにつれてピレトリンが増加蓄積されることが明かにさ

れている．3ζ収穫後の垣花調製に際しての乾燥処置の管理がピレトリン含有量を左右する重大な要素となっている．

　実際問題として北海道産の二二は内地府県産の一花に比して色沢，砕け花の混入等外観劣悪であるにかかわらず

ぜレトリン含有量が多いとされている．この事実は両者の乾花収穫後の貯蔵中の気温の差が最大の原因となってい

るごとは明かであるが，．生育期間中特に開花期間中の日長時間の差が又その原囚をなしていることも本実験の結果

によって明かとなった．今開花期間中の和歌山と北海道の栽培地帯の中心地和怨，名寄地方との日長時間を比較し

て見るに，和歌山は平均13時間39分，北海道では15時聞18分であり，その差は1時聞39分である．両者

間の気湿の差もあるが，これを考えないで日長時間のみを考慮して見ると本実験によればゼレトリン含有量は指数

において平均3．8の差が認められるド

　摘要・1．除虫菊の日長効果が収益，開花期及びピレトリン含有量に及す影響を調査した．

　2．除虫菊生花の収量は日長時間の長くなるに従い増加し，日長18時間で最大に遠している．．

　3．除虫菊は長日性植物であることが認められた．　　　　　　　　　　”
　4．除虫菊乾花のピレトリン含イ撮は日長時間が長くなるに従い増加し，日長20時間で最大となる．

　本試験施行にあたり種々御指導を賜った平山薬用植物園長，長期にわたる煩雑な管理に助力された当分場本下，

小峰両助手に厚：く謝意を表する．

聖

■

●
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1．

2，

3．

4．

5．

　　　　　　　　　　　　　　　‘．　　．　　　　．交．　献　

武居三吉，若園潔1平岡敬造：日農化，16，8（1941）．

．Gamer　and　AIlard：Jour．　Agr．．・Resり．18，553（1920）．

纐結頁理圭一良区皐　甑園，11，●539，751，1011　（1936）．

C，． a．’ fnadinger：Pyrethmln　Howers．2nd　Ed．　Mc．　G．　King．　Co．そMinneapolisり1936．

若園潔：除虫菊の化学と応用，1950，朝倉書店．

　　　　　　　　　Studies　on　the　Photoperiodism　and　Pyrethrin　Conteロt　of　Insect　Flowers

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　βy　Kozo　KINOSHITA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　1．In　this　experiment，　effects　of　various　length　of　day　on　the　yield　of　Howers，　t．he　perlod　of

bloom，　and　the　pyrethrinβontent　were　studied　on　insect　Howers．

　　　2。Higheτyield　of　fresh　fiowers　was　obtained　by　tke　long－day　treatment，　and　maximum　yield

was　seen　in　the　plot．of　18　hours，　day・length．

　　　3．　It　was　recognizea　that　insect　flower　was　to　be　a　long・day　plant。

　　　4．Tlle．higher　pyrethrin　content　of　dried　flowers．was　obtained　in　the　long・day　treatment　plots

and　reacbed　maximum　at　the　plot　of　20　hours，　d自y・1ength．

〆
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総角菌αα痂砂3の留主植物（その1）

川　谷　豊　彦

Hosts　of．α側5αψs　（1）

βyToyohiko　KAwATANI

1・．．麦角菌ααりfcep5の種類 SpecieS　of　C‘σりfcep3

　麦角菌の種類については，ATANAsOFF（1920）は18種1変極，　SA㏄ARDO（1882－1931）は20種2変種を

輯録しているが，』其の後富樫（1936）はα．鋼加8卿σθ〃5’sを，著者（1944a）はα．〃’oプ4〃sを記載したので，

現在まで判っている種類は22種短2変種となる．列記すれば次の通りである・この内本邦産のものは5種であ

る．（管の記号のあるものは本無産，＊known．in　Japan）

　　1．α．δψπ5’o漉sA．　M◎肌ER㈹）（1901）Sacc．　Syll．　xvi．609．

　　2．　α．～‘αガ‘ゴ加D6　GRIFFITHs（93）．（1902）　Sacc．　Sy1L　xvii．820－821．

　　3。α．6加θ解αD．GRIFFITHs〔9η（1901）　Sacc．　Sy11．　xvii．820．

　　4・q・ノ癩ApムMS（13）（1907）S・・c・Sy1L・・ii・509・

曇5．α．肋7η〃sKAwATAM（129）（1944a）

　　6．α．’鴛fεαA．M◎LLER（1鋤（1901）Sacc．　Sy1L　xvi．609．

管7．α．〃z’‘∫06β助σ1σ（WAUR．）Tu工AsNE（畑）（1853）Sacc．　Syll．　ii．565．

　　8．α．η”6π｝ぐψ乃σ1α（WALLR．）TuLAsNE　var．！1αs　DEsM．　Sacc．　Syll．　ii．565．　　　　　　’

　学9．　α．”’8ガ‘伽sTULAsNE（叩）（1853）　Sacc．　Syll．　ii．565．

　10．一α．ρα〃ゴ面（WINTER）P．　HENNINGs（u2）（1899）Sacc．　Sy1L　xvl．610－611．

　　　　　　　Syn．　Bα’α”5’αρσ〃漉WINTER（1887）Sacc．　Sy1L　xL　366．

11．α．加〃漉（WINTER）P．　HENNINGs　var．0励。‘’σ面θP．・HENNINGs（113）（1900）Sacc．　Sy11．　xvi．

　　　　　610－611．

　12．α．Pσ5ρα〃STEvENs　et　HA肌（蜘）．（1910）　Sacc．　Syll．　xxii．508－509．

　　　　　　　Syn．～α．421吻6s卿s（SPEG．）耳AUMAN（エ03）（1922）

　13．　α．■セ’oμ〃σ傾απσP．HENNINGs（1助（1899）　Sacc．　Sy11．　xvi．610．　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　ド
　　　　　　　Syn．　c1．ρα”o勉PAToulLLARD（1899）　cf．　Sacc．　Sy11．　xvi．610．

　14．q．珊〃殖が♂♀EHM（212）（1889）　Sacc．　Sy11．　ix．998．

管15．α．ρμゆ螺8α（FR．）TuLAsNE（ヨ8）（1853）　Sacc．　Sy11．　ii．564．

　16．　C’．餌s照μCEsATI（52｝（1848）（53）（1861）　Sacc．　SylL　ii．565．

17ピα．プ伽μπ‘π1α亀4診sA．　MOLLER（180）（1901）Sacc．　Sy1L．　xvi．609「610．

18．α．RoげsだSTEvENs　et　HALL（蛎）（1910）Sacc．　Sy11．　xxi三．508．

’19，　CZ．8ε51¢万σθSTAGER（漏7）（1907）　Sacc．　Sy11．　xxii．509．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　20．　α．sθご〃05σ（QuELET）SAccA翠Do（皿）（1883）　Sacc．　Sy11．　ii．566．

　21．　CZ．銅メ）5σ‘’STEvENs　et　H今LL（溺）（1910）　Sacc．　Syl！．　xxii．509．

22．α．αθαπαP．HENNINGs（112）（1899）　Sacc．　Syll．　xvi．．610．　　　　　　　　．　　，

23．　α．W『’soπ’CooKE（61）（1884）　Sacc．　Sy11．　ix．998．

曽1最近，PADWICK＆AzMATULLAII（1943）によりα．診’ガ躍sが印度から，又GROvES（1943）．により（＝’．

　　　0π）1z”がカナダから，戦時中報告されていることを知った・都合計24極2変種となる．「なおSEYMOUR

　　　　（1929）の1isUこは恥纏η3伽fθ”s8にα・甥b期WHETZEL　et　R£DDICKが寄生するよう書かれてい

．　るが，その記載を認め褥ないのでこの申に含めてない．
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騒 　　　　Syn，α，μψ〃6σ（FR．）TuLAsNE　var．1塀soπ’W．　SMITH（242）（1884）

管24・α・ンαπα8α3偲e郷fs　TOGASHI（貿ハ（1936）　’　”　　　　亀　’　　　1　ゼ

　ATANASOFF（1920）は前言己の外に学名としての記載ではないけれども・Zた伽’αασπα’1‘α及び付加1πsf〃s，

伽醒朋s爾‘如に寄生する変角菌の2種を種として区別して挙げているが・その後現在までに命名規約による正

式の；氾載報告はなされていない．

　欧洲から報告されたものはα．ρμηり螂2αを初めとして4・7・8・9・16・19・20・23の8種1変種であり・南北

アメリカから報告されたものは1，2，3，6，10，11，12・13，14・17・18・21・22の12種1変種である・

　α．ρ〃吻〃τo，α．〃比㍑の加1〃は次節に示す如く驚くづき多種類の櫃物に寄生し全世界に分布している．

　近時注意されているものにスズメノヒエ属Pα3ρα174〃2に寄生する麦角苗α．Pos♪α〃がある．特にDallls　grass

（Pロsρα1蹴4燃’α伽η1）は元来南アメリカのパンパスの重要な牧草であり・今世紀の初め米国の南部諸州その他亜

熱帯諸国に入れられ電要な牧草となっているのであるが・同時にそれに寄生する麦角（α・PロSρθのは特にイ∫毒のた

めこの牧草の価値を下げていることは甚だ注目される・Pαs鋼2‘，πφ’σ’αmπの麦角は米国において既にNORTON

（1902）により報告されていたがSTEVENS＆HALLによりα・Pα⑫α〃と命名されて以来，南部諸州（14ε）1ミγ

シッピ州43×44XB8），ハワイ（7）から発見報告されている兜　3く，ブラジル㈹（54），アルゼンチン（103刈62）！鴻），濠

洲・・（114）（169X駒（18；）（19。X191）C81），ニュージーランド（8）（U8）・南アフリカ（171）（17詔X1鴨X174×2Gb（2町モー〃アス島（：3。）

からも報告されている．HAUMAN（1922）は・Pαsρα1謬〃9認’α’α伽”；の原産地たるアルゼンチンにおいてこの植物

にSphacelia期（分生胞子期）を発見してC’・惚〃σ7‘¢s‘9”sと命名しおが・その後・同国のSORIANO（1928）は

こ．れをα．Pロ5ρσ〃の異名と見なしている・なおSHEPHERD（1927）はモーリシアス島においてこめ植物に

Sphace！ia期（安角菌～）を発見している．　（彼はPα”’躍〃12παズf7πμ〃3にもSphacelia期を発見している・）

　熱帯からi撮告されている麦角菌（寄主植物）の種類は極めて少いようである・熱帯アフリカよりはZIMMERM今NN

（1904）によりPo””’sef翼〃2ゆ‘α’雷〃π（Negerhirse），インド艇4からAJREK：AR（1926）により50町9乃π摺zw19απ3，

，4π4棚80”‘σ漉03π5var．脚〃‘0〃〃’5，乃‘加θ脚加グ105μ〃3，」％””醜’励・41喫6醐05の4種がα⑳ゴ‘θρ5と

して報告されているがP勿π醜如〃1A～喫6群osにおいてのみ真ゐ麦角体を観察したに止まり，すべて麦角菌の種名

は記されていない．　ジァパからは，STAGFR　（1910）　により　Cα’ση2α8γosf’sゴα〃α”’6σ・1ヨθ706〃。θHbアSガ21認ら

抽s’μ偲側ゐ’8θ朋に寄生する麦角3種がもたらされたが，麦角菌の種名には言及されていない・ブイリッピンから

は甘熊の安角が報告されているのは注目されるd96×1田）．種名は未決定である．

　オーストラリアゐ麦角については小麦の麦角が初めて1892年前発見（1鋤されて以来あまり報告されていなかっ

たが，近時，P4ミρα1吻1面面にP．曜’α’α伽〃2の麦角が注目されている事はすでに述べた．　　　　　　　　　　　，

　二玉一ジーランドの麦角については絹，．ANoNYM．（1940）、　CIIARLToN，　CocKAYNE（1912），　KIRK：（1894）等

の報告がある・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上は麦角菌の平面的分布であるが，麦角菌は平坦地におけると同様高山においても見られる（151）・ANDERSON

（1889a）はモンタナ州において平坦地（平均海抜3，000択）におけると同じく8，000灰の地点においてもα・鋼ゆ2聰σ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロを・瞥通に見るといい，KOHN（1863）は4，000灰以上の地点において・4870s”s”μ18α”5，即ακκ3　s師6如に豊富

・な麦角寄生を見ている．COCKERELL（1889）は8，400灰の地点にてC’．ρ3；吻‘脚麦角を見出し，　FRANK（1896）

帽　戦時中ジョージア州（甥），カリフォルニア州（3G9）からも報告されている・

鵜　クィースランド州におけるα．Pαs餌κ（Pσ幼01翻躍σfα伽〃3及び且07b’cτ〃僻に寄生のもの）には生

　　態種が存在するという（錨）．なおビクトリア州がらも報告されている（30D．

帽　戦時中報告されたものに，KULKARNI（1942），　NATH＆PADWICK（1941）p　THIRUMALACHAR（19雲4）

　L（1945），THOMAS，et　aL（1945），　PADwlCK（1942），　PADWICK＆AzMATuLLAH（1943）の研究がある・

蛸　戦時中転音されたものに，CuNNINGHAM（1941），　FOsTER＆GRANT（1944），　HAsSA五（1944），NEILL＆

　　BE肌（1941）等がある．インド，ニュージーランドの麦角については報告は従来極めて少くあまり知られて

’　いなかったが，戦時中，かく多．くの研究報告のあることは注目される．これは寄生的栽培の問題に刺戟され

　　たことも一因と考えら；れる．

唖　　　　　　■
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醸角菌は綴鰍培の郵的上慰で見られると言っている・S・・…（19・・）はジ…の・Mgf・…（海抜．

3，119米）の頂上よりの麦角を報告している．

　興味あるものにトウモロコシ（だX199×2εり稲（26×79）（80）（2∠8〕C42）（291）（91）の麦角が報告されている．然しトウモロコシ

については前記の外，．報告を見ることができない．．

　稲については，．中田（1934）は稲麹菌を（＝1．3漉πs（COOKE）SAKURAI絹とし，富樫．（1940）及び宮本・大川

（1942）もこの学名をあてているが，中田（1937）はその著書第2版において乙儲’α8’π（ガ4勿〃加”5．（COoKE）　’

TAKAHASHIに変えた。逸見・小西∬939）は，αα眈ερsとするは不当であり硫配㎎’襯碗α．とすべきで冷ると

報告している．ともかく稲に寄生するασ薦砂Sについては前記の他報告を見ない．著者も逸見・小西に従い稲麹菌

はασ砒ψ5と認めないからこの表に加えてない．

　本邦における麦角発見の最初は白井（1892）により．明治24年（1891）農科大学構内において見出されたススキ，

バレンシバ，マグサの麦角であるとされている．なお朗・Fは明治20年（1887）農業上の見地から「我邦古来三二ア

リ．未ダ麦角アラズ．而テ人往々誤テー物トナス・辮ゼザルベカラズ．而シテ麦角ノ穀草人二二大害アン三瓶二従

事スル認可知ラズンバ有ル可カラズ……」と世人に大いに注意を喚起するところがあった・竹本（1943）によれば・東’

大医学部薬学科には明治20年採集の北海道産チモシーの麦角があると言われ，彼はζれをもって本邦麦角発見の噛

矢としている．著者の調査によれば，松原は明治15年（1882）我観草（カモジグサ）に麦角の発生ある事を

その著書に記載している戦　その後カモジグサの麦角は安田（1914）によりC’，ρπゆ齢即　とされている．本邦

には5種のα⑳’‘ψsが知られていることは既に述べた・竹本（1944a，b）は本邦産の三主植物34種につき分析

を行ったことは注目される．

　北樺太，南樺太（旧本旧領）からはα。1ゴ’07α1’s，C1・’πηうπ紹（134）（142）（177）が知られている．朝鮮にはC1・μゆ娩α

のみしか知られていない（1銘X193）（螂）．台湾にはαασ’‘のsは全然知られていないようである．沢田（1931a，　b）の

台湾菌類調査報告価）及び台湾菌類目録（22ε）にもαα痂のsは見当らない・満洲には，α・μ砂郡θσ，α．

編670αψ肋14の2種が知られているに過ぎない（124x176）．　　　』　　　　　．　　　　　　　’・”

II．麦角菌伽ッfcep5の実価直1媚録Host・index　of伽fc⑳5

　C伽’‘ψs属菌の寄目植物については・TULASNE（1853）．がC’・三脚名2αにつき13種・α・〃”‘㍑砂加’αに

つぎ3種，CJ．”’9批α窩につき3極合計19種を記載して以来，　FARLow＆SEYMouR（1888－91）は米国産の・

ものにつき22種，SYDOw（1898）は35種，　ATANAsOFF’（1920）はユ38種，　SEYMOuR（1929）は北米産84

種，BARGER（1931）は192種（変種をも含む）を輯録して，その数は飛躍的に増加して来た・BARGER（1931）の

ものはATANAsOFF（1920），　RoJDESTvENsKY（1927）及び彼自身ア’メリカ及び熱帯産の寄主植物を輯録したも

．のである．本邦産のものとしては，日本菌類目録第1版（1905）（330に3種，第2版，（1917）（237）に8極，粥3

版（1927）「2鋤に11種が言七二されたに過ぎなかった。富樫（1942a）は更にその後報告されたもの及び自身の標本を

整理して279種（内本邦産54種）と発表している．たyし側々の植物目録の明細は発表していない．

．ATANAsoFFはsynonymを全然整理していないし，　BARGERはhdex　kewensisによってsyロonymを整理

しているため，首肯し難い個所がありその他不当と思われる個所も存在する．著者は以上についてでき得る限り原

論文を調べ，その後広く各地から報告されたもの（本邦・満洲・樺太は昭和21年（1946）まで，外国のものは1941年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　管3稲麹菌はもともと　〔1s躍α8fηo『吻αρf7ε”s（COOKE）歪AKAHAsHIとされていたもので，’中田（1934）はこ

　　　れを樹トがαω畑ρsに移した理由及び出所を明記していないから，むしろα．抄碗πs（COOKE）NAKATA

　　　、（non　SAKURAI）とすべきであった．　　　　　　　　　　　　　　　・．．．

蔚7@当時，カモジグサは松村（1884）によればB7αぐあψo〃μ〃8ゴのα漉μ〃3　MIQ・（今日のヤマカモギグサの学名

　　　に当る）なる学名が当てられており（誤用），－当時滋8プ割声伽sθ2耽05加fμ栩NE即（今日のカモジグサの学

　　　名！なる学名は知られていなかった．と庵かくヤマカモジグサの麦角は今日まで未だ…畢告されていなし、．馨

　　　原（1882）のカモジグサ麦角は』87ψア’りπsθ”‘’603’α’μ，πをさすものと考えられる．
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　　前半まで柄，及び薯者の行いたる接種試験（130》（BD及び標本を加え，かつsynonymの整理を行って寄口植物目録

　　を作製した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　1．この目録は応用菌学上の目的からつくられたものである．広く世界的に集められた寄主植物のsynonymの

　　整理に当っては，ABRAMs（1923），　ARMSTRONG　（1917），　BABINGTON（1922）l　BEAL（1896），　BUCHENAu

　　（1906），GRIsEBACH（1853），　HFGI（1906），　HITCHC㏄K（1935），木田（1930），北川（1939），　KOMAROv（1901），
●

　　KOKENTHAL（1909），　KuNTH（1833），牧野・根木（1931），三浦（1925），根本（1936），　STEuDEL（1855）・菅原

　　（1937）等を参考と「した．然してsynonymにつき意見の相違あるものは一応別種として取扱っておいた鰻寄主植

　　物に対する厳密な分類学を論ずるものではない．

　　　2．混乱を避ける為寄主植物は学名で発表されているものを一般に輯録した．た讐し通俗名（英・独・日語等近代語

　　名）で発表されたものでも絶尽なもの，混乱のおそれのないものはそれを学名に直して目録に入れた・この場合には

　　暗碧型名の前に。の符号が入れてある．なお原著者の発表した財主植物の学名には必ずしもA砒hor　nameが附

　　記されていない場合があるのでこの場合にはIndex　kewensis｝こよった・寄主植物名が通俗名で発表されているた

　　め，或は学名で発表されていてもAutLor　nameを欠く塵めその学名の不明確な場合には原薯者名の前にPの符
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　号を入れてある．　　．　　・

　　　3，寄主植物はイネ科，タケ科，カヤツリグサ科，ヰ科に分ち各々アルファベヅト順に排列し，次にこれを報告し

　　た原薯者の文献を附し，発表順に排列した．　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　ミ　　．4．日本産の寄主植物にはその排列番号の莇に管の符：号を入れてある・

　　　5．BARGFR（1931）はBuNTING（1926，1928），．RHIND（1928），　RITcHIE（1926），　RoBERTsoN（1928）等が

　　助加‘θ’如として発表したものを全部C1ω’‘θがに属するものとして包含せしめているが，．本論文においては原i醤

　　者が助加‘θ〃σとしていでもασ眈ψ3に属することを附記するものNみ目録に加えた・

　　　6．寄主植物に関する原薯者の文献としては単に助惚θ磁（αα加「‘ψ5sp．）に胃されると述べたものから，接種

　　賦験の行われた結果寄事であることの判明した記録に至る総てを包含する・

　　　7，原字者が．αα己f‘ψSの種名を附記している場合は勿論これをこの目録に記入してあるが簡単化して次の略号

　　を用いた．

　　　　　　　　　C1．〃’0プロ〃5二’

　　　　　　　　　α．刎な猶0σψみσ1σ＝2π

　　　　　　　　　αlP口sμ〃＝μ’

　　　　　　　　　α．ρ躍7二餌πσ盟ρ

　　　　　　　　　c’．5β51θがα3＝5

　　　　　　　　　α．1研50π伝rσ

　　　　　　　　　Zノ昭”勉に寄生する麦角菌＝Z

　　　8．STAGER凶x245x2佑x2φ7）（24助（249x蜘xあ1xあ2x濁）（1900－23）は接種試験によってα．ρμ御脚，α・〃比膨励4’¢

　　をそれぞれ4，2のbiological　fomに分っているので，簡単化して次の略号を用いた・

ρ1 　ライ麦を回すものでα・μ‘名ρ2〃。σのtypical　formであり，19．種の植物を起す．後McFARLAND（1921＞

により3種が追加された．（著者の接種試験の結果を加え，著者の目録の如き分類による時は，このfomば

計29種の植物を胃すこととなる・）

　β駕勿ρα瘤溺錫1〃。漉μ〃2を聞すもの・　　4種を回す・

覗3戦時r11，外国より報告（1941－45）されたものについては，最近通覧する機会を得た・これらについては，一

　　々原論文を見得ないものもあるので，不完全のおそれはあるけれども，この目録の末尾に，別目録として入

　　れてある．（pp．151－152）

御9菌学上の目的には寄主植物が二つの近縁の種にsplit　upされる方が妥当であろうと或は逆に他の近縁の種に

　　unite　withされる方が妥当であろうとあまり形響を蒙らない．事実寄生菌は互に近縁のものを胃す傾向がみ

　　る．
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加＊1。Lo伽加1短泥溜θを同ずもの・　5種を同ず・

ρ4　・4”ψo瓢ηf肋甥04b名σf吻3に麦角を形成するもの・ライ麦を含む5種を罰す・

　7〃1　．・P々㎎〃漉¢5‘傭〃2瑚’sを胃すもめ・．4種を胃す．

　初2　pbαα朋〃σを目すもの．　1種のみ．　　　　・　　　　　．　　璽

　接種試験は上記の略号の前に’＋又ぼ一を附すことにより寄生の有無を示した・士は接種の結果Sphacel量a

期（分生胞子期）までは認められたが菌核形成に至らなかったもの・．干は子襲胞子からは寄生がおこるが分生胞子か

らは寄生が認められなかったことを示す．

　　9．その他の略号　　．　P・P・pro　pa「te

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s．s．　seed　sample　　　．．．　，

　10．これら寄航植物一覧の作製には，広義の禾本科（Gramineae）をタケ科Bambusaceaeと．イネ科Poac6ae

に分ち，Poaceaeについては本田（1930）に従い，　Oryzoideae，　Poaeoideae，　Agrostoideae，　Panicoideae’の4

亜科に分ち更に16．族に分つ方法に従った．た穿し」％1‘πs属はAveneae’1こ属せしめた・なおNardeaeを

Poaeoideaeに加えた．

、

．1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

管12．

．』

嵜　主　植　物　目　録 Ilostgindex

　　　　　　　’．　　　　　　　　　Poa㏄便　　イ　ネ，科

　　　　　　　　　　　　　　　－㌧．　　　　　　　　　　　　　　　曇hosts㎞ow漉in　Japan　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱

Gramineae　ge丘．　illdet．α．勲fo駕〃α堀’απαP．　HENN．（112）（1899）　　　　　　　　　　　　　　　、

Agropyron　a㎝tum　ROEM．　et　SCHuLTg　BARGER（1931）　　　　　　　　．

　A8ザ。ムyπ｛7παc頭脳擢ROEM．　et　SCHULT．　ROSTRUP（1902）

Agropyron　barbulatum　ScHuR’BARNAs（1909）ρ；BARGER（1931）

Agropyron　bi且orum　ROEM．　et　SCHULT．　SEYMOuR（1929）ρ　　　　　　　　　　．　　　．　　　．

Agropyron　caninum　BEAUV・cf．　LIND（1913）；SEYMOUR（1929）ρ；。MATSUOKA（1942）・

　ノ窪8κφy躍〃露‘σ〃”〃〃8．BEAUV．　ROSTRuP（1902）

　　㍑”‘π加‘4〃∫π吻3L．　ANoNYM（1870）ρ；BARNA9（1909）ρ30uDEMANs（1919）ρ；ATANAsoFF

　　　（1920）　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　．　　’

Agropyron　cristatu±n　GAERTN．　MAINs（1924）；SEYMoUR（1929）ρ　　　　　　　　　　　　　　　　，

Agτopyron　dasystachyum　ScRiBN．　SEYMouR（1929）ρ．

Agroかyron　divergen忌NEEs　BARGER（1931）

　Z18”勿躍翅4漉㎎2π忌NEEs　FARLoW＆SEYMOUR（1888－91）ρ；ANDERsON（1889　b）ρ3　SYDOw

　　　（1898）　ρ　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

A・≠φP・rr＃91・…mR・・M…S・Hu・T・WI・LIAMS（1891）・WILLIAM・（1893）・S・YM・U・（1929）ρ

　　4gzo勿プμ〃38」α駕6π刎RoEM．　et、SCHuLT．　FARLOw＆SEYMOUR（1888－91）ρ；BUFFUM．（1893）ρ　，

Agropyron　inerme　RYDB．　MAINs（1924）；SEYMouR（1929）ρ

Agropyron　junceum　BEuAv．　BARGER（1931）

　4groゑy剛〃3ゴππ6¢π〃霧BEAUV。　RoSTRUP（1902）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　㍑薦踊り翅‘ε辮8L．　JAAP（1905）ρ；OuDEMANs（1919）ρ

Agropyron　maritimum　BEAuv．　BARGER（1931）

Agmpyron　Mayebaranum　HONDA　KARIYONE（1923）

畑　STAGERによれば勿論，かはライ麦及び乃γ坊θπσ’”θ7μ〃露を1．・1さないのであるが，オランダのMASTEN・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　BROEK＆00RT（1941）によればρ3（加〃μ〃3ρ6陀”πeの麦角及びβ”〃π5θπ｝6躍5の麦角）にてライ麦

　　　及び．4励6〃σf加π棚をUlし得る如きbiological　fomを発見している・’
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13．

14，

15，

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

23．

Agropyron　mo1正e　RYDB．　SEYMOUR（1929）ρ　　　　　　　　　　　．　　い」．．、．・

Agropyron　occide血tale　ScRIBN．　H£ALD＆PETERs（1906）；PAMMEL（1911）．；BARGER（1931）

Agropyron　occidentale　ScRiBN，×Agropyron　repens　BEAuv，　cf．　ATANASoFF（1920）；BARGER（1931）

Agropyron　repens　BEAUV．　PLENK（1794）i。NOFFRAY（1900）；PAMMEL．（1911）亀1’MCFARLAND

　　　（1921）十ρ1；STAGER（1922）；W£MGER（1923）ρ；MAINs（1924）；WENIGER（1924）ρ1；ANDERsON

　　　et　a1．（1926）ρ；BoNDARzEw（1929）ρ；SEYMouR（1929）ρ；層ANoNYM．（1935）ρ；G．　M．　SMITH

　　　（1938）；。KIMOTO（1943　a）

　∠48701妙7wπ7ψθ”3　BEAuv．　ANoNYM．（1870）ρ；RosTRUP・（1902）；AINwoRTII（1937）ρ

　ノ18z砂y77’加rψθπ3　L．　FARLOW＆SEYMOUR（1888－91）ρ

　　7裾”‘2‘摺πρ6，’sL．　QしIEKETT（1841）；TuLAsNE（1853）ρ；CARRuTHERs（187与）；FRANK（1880）；

　　　w。G．　SMITH（1884）ρ；MAssEE（1886）ρ；FRANK（1896）；FRANK（1897）；BoNDARzE、v＆

　　　BUcHoLTz（1903）ρ；BOcHOLTz（19（遇）α．　sp，　indet．；BARNAs（1909）ρ；OUDEMANs（1919）1）；

　　　KOSSOBUTzKY（1929）ρ；cf．　BARGER　（1931）

Agropyron　Richardsoni玉Sc11RAD．　SEYMouR（1929）ρ

Agropyron　rigidum　GAUD．　BARGER（1931）

Agropyron　Smithii　RYDB．　PAMM．EL（1911）；WENIGER（1923）ρ；WENIGER（1924）；MA！Ns（1924）；

　　　SEYMOuRl（1929）ρ；oANONY珂．（1935）ρ

Agropyron　spicatum　SCRIBN．　et　SMITII　PAMMEL　et　aL（1901），〔cf．　ATANASsOFF〕；SEYMOUR

　　　（1929）ρ；BARGER幽（1931）

Agropyron　strigosum　BOISS．　BARGER（1931）　　　．

　　丁焼’α’〃3‘α”加f‘”露LEDEB．　cf．　BARGER（1931）

Agropyron　tenerum　VASEY　WILLIAMS（1893）；FYLES（1915）一z；WENIGER’（1923）ρ；WENIGER

　　　（1924）；S．EYMOUR（1929）ρ；MOuRAsHKINsKY（1926）ρ；BARGER（1931）ρ

Agropyron　violaceum工ANGE　FA肌OW＆SEYMOUR（1888－91）ρ．

24．●Agropyron　violacum　V4sEY

　　　　　14870ρy捌η2煽oZα‘oπ”j　VASEY
　　　　　　　　　　　　　　　　■

ANDERsoN（1889　b）ρ；BUFFuM（1893）ρ

管25．

　6

26．

27．

管28．

29．

30，

31．

Ag止ostis　sp．　W．　G．　SMITH（1884）ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴

Agrostis　alba　L　HELMER（1901）”；ROsTRuP（1902）；BUcHoLTz．（1904）α．　sp．　indet．；PAI版MEL．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　（1911）；GARMAN（1914）；WENIGER（1923）．ρ；WENIGER（1924）；SEYMouR．（1929）ρ；TAKEMOTO

　　　（1944a）

　ノ18γos”5α’6αWITH．〔．error　for　L〕　KIRcHNER（1890）ρ；KIRcHNER（1923）初

　乃8γos’fsρα’πs’廊HuDs．　p．p．　SEYMOUR（1929）ρ

Agrostis　exarata　TRIN．　ToGAsHI（1942　a）；TAKEMoTo（1944　a）　　　　　1　　　・・

Agrostis　hiemalis　BRITToN・STERN　et　PoGg・WENIGER，（1924）；SEYMouR（1929）α・spl　indet・；

　　　BARGER（1931）

　ノ㎏名05ガssσαわ超WILLD．　FARLow＆SEYMouR（1888－91）α．　sp．；SYDdw（1898）♪；BARGER（1931）

Agrostis　palustris　HUDs．　ANDERSON　et　a1．（1926）♪；SEYMOUR（1929）ρ；。TOKUNAGA（1934）；
　　　　　　　　　　9
　　　TOGAsHI（1942　a）

Agrostis　spica・venti　L．　cf．　GALAMA（1834）

　∠4μ解sρ’♂8一〃6κ”BEAUV．　cf．　BARGE良（1931）　　　　　　　　　．　　　・．ξ

Agrostig　stolonifera　L．　GALAMA　（1834）；0正【TAM　（1928）；DORPH・PET£RsEN　（1929）ρ　（s．s．）；

　　　1）qRPH。PETERSE甲（1932）”3（s．s，）　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．べ

Agrostig　tenuis　SIBTH．

　ノlg∬03ガ5ミ卿σ漉σHUDS．　BARGER（1931）
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　　　　　　』8名os〃s塀忽α7fs　WITH・．KOHN〈1863）歪FRANK．（183〔））；WOLF＆ZOPF（1887）；FRANK（1896）；

　　　　　　　cf．　SEYMouR（1929）ρ　．．　冠　　　　‘・．．．．・．’噛　一　　　．・i．　　　旨　．　　．．　　・　　1．　．1

　　　　　　／48705”s．ρ魂α1ゴs■．』〔error　for　WITH．〕．K：IRcHNER（1890）ρ；KI良cHNER（1923）．解　　　　　　　’

　　　　　　44870sfゴsρα1麗s爾s　HUDS．　p．p．　SEYMOUR（1929）ρ』ζ．　　　　　－　　　　　’　　　　　　　ら
　　　　　　　．　　　　　　　φ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　．

　　　　AloPecurus　SYDOW（1898）”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　Alopecurus・sp．　AINWORTH（1937）ρ　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　．　　．．．．　，

菅32・Alopecums　aequalis　SOBOL．　。TOKUNAGA（1934）

　　　　　　∠410ρθ6〃耀5μあ〃sSM・ANoNY単・（1870）ρ；cf・BARGER（1931）

33．Alopecurus　alpinus　SM，　BARGER（1931）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

34・Alopecurus　genigulatus　L．GALAMA（1834）；K：OHN（1863）；FRANK（1880）；WOLF＆ZOPF（1887）；

　　　　　　　FRANK：（1896）；ROsTRUP（1902）；BLAs・（1912）〃；；cf．　OUDEMANs．（1919），π；WEMGER（1924）

35．．Alopecurus・皿yosuroides　HuDs．　OuDEMANs（1919）ρ；STAGER（192盆）；BARGER（193ユ）

　　　　　　五’oμ‘π削5σ8プ25”sL　TuLAs耳E（1853）ρ；．MAssEE（1886）；RosTRup（1902）；cf．　LIND（1913）

36．Aloか3curus　pratensis．彰．　QuEKETT（1841）；．KOHN（1856）；．DIETRIcH（1856－59）；KOHN（1858）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　ANoNYM．（1870）ρ；CAgRuTHERS（1875）；FRANK（1880）言W．　G．　SMITH（1884）ρ；MAssEE（1886）；　．

　　　　　　　WOLF．＆ZOPF（1887）；KIRCHNRR（189⊃）ρ；FRANK（1896）；。NOFFRAY（19DO）；R6STRUP（1902）；、

　，　　　　STAGER（1903）十ρ1～一ρ3π一〃諺1；BUCHOLTZ（1904）ρ」；ERIKSSON（1913）ρ；FYLES（1915）一z；

　　　　　　　cf・OUDEMANS（1919）溜；cf．　ATANASOFF．（1920）刎；KIRCHNER（1923）．ρ；WENIGER（1923）ρ；

　　　　　　　WENIGER．（1924）ρ1；SEYMOUR（1929）切，ρ；DORPH・PETERSEN（1931）ρ（s．s．）

　　　　　・1物ρ86π7π5ψ23’π’5WA肌ENB．　cf．　BARGER（1931）　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
37．　Alopecurus　ventricosus　PERS．　BARGER（1931）

　　　　　　∠Moメ）θσ正月5α7解π4ノ”αfθπs　POIR・　gf．　BARGER（1931）

　　　　　　1物ρ2‘πプ〃5プμ伽π勲sWEINM．　cf．　BARG耳R（1931）

38・Ammophila　arenaria　LINK　TULASNE（1853）ρ；SYDOW（1S98）ρ；STAGER（1903）一ε〃；BUCHOL↑Z

　　　　　　　（1904）C1・sp・indet・；ANDERSON　et　a1．（1926）ρ；BARGER（1931）

　　　　　　4π僻4bα紹3弼劉如L　CARRUTH£RS（1875）．；cf．　BARGER（1931）

　　　　　　Psα〃襯σσプ朋召露αRoEM．　et　ScHuLT．　SYDoW．（1898）ρ；RosTRuP（1902）；LuTz（1904）ρ；BARGER

　　　　　　　　（1931）　　　．　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　ノ4〃’解ψ〃1召．α7瑚4加α‘θαHOST　BARGER（1931）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
39・Ammophila　a士enariaちINK×Calamagrostis　Epigeios　RoT宜　JAAP（1905）．・〃2

　　　　　　イ4解醒ρρ乃≠14．曜吻4『πα‘即HosT×c＠10解α9，ηs’まs　Eρな¢ゴbs　RoTH　BARGER．（1♀31）

40．　A皿mophila　baltica　LINK　BARGER（1931）

　　　　　　Psσ2〃餌σ加”ゴ6αRoEM．　et　ScHuLT．　RosTRuP（19Q2）

毒1．Ammophila　breviligulata　FERN．　SEYMouR（1929）ρ

42． Ampelodesmos　tenax　LINK

　　　TANRET（1923）ρ

　11〃ψ召10鹿5〃1αfεπ8λ：LINK

　A〃ψθ’04お〃μfS彪πακLINK

　／1鋸π40／23加‘o弼θ5DESF．

DUCELLIER　（1922）；TANRET．（1922　a）ρ；cf．　TANRET　（1922　b）；

cf・BARGER（1931）

cf．　OHTANI（1928）

TANRET（1923）ρ

　　　Andropogen　SYDOW（1893）α．餌5’〃α；STEVENSON（1926）d。ρ〃5’〃’召

43・Andropogon　caricosus　L　var・mollicomus　HACK・AJREK今R（1926）助加‘・¢onidial　stage　of　C1・）

、
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L

44．．

45．

－　　　　　　．

46．

47．

48，

Andropogen　inter：nediμs　R　BR．　BIRM1NGHAM（1921）Sphac．　stage（α．　sp．）

Andropogon　Ischaeロ1um　L・・DE　CEsATI（1848）；KOHN（1858）α．ρπs’〃σ；α，餌s’〃αCEsATI‘53，

　　　（1861）；FRANK（1880）；FRANK（1896）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　ノ1加r70ρq80”為6加ε7ηoπL。　cf．　OUDEMANS（1919）α♪πs’〃召

Andropogon　tener　KuNTH　SEYMouR（1929）ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

Aneurolepidium　pseudoagropyrum　NEVsKI。MATsuoKA（1942）；TAKEMOTO（1944　a）

Anthoxanthum　MAssEE（1886）餌

Anthoxanthum　odoratum　L．　TULAsNE（1853）ρ；ANoNYMI（1870）ρ；．　FRANK（1880）；W．　G．

　　　SMITH（1884）ρ；MAssEE（1886）ρ；WOLF＆ZOPF（1887）；KIRCHNER（1890）ρ；FRANK（1896）；

　　　SYDOW（1898）翅；ST蓋GER（1900）十A‘ROSTRUP（1902）；STλGER（1933）十ρ一海一ρ3－7π1－fσ；

　　　BONDARZEW＆BUqHOLTZ（1903）．ρ；BUCHOLTZ（1904）ρ！；STAGER（1907）十ρ4－3；BLAs（1912）

　　　溺，ρ；ER1KSSON（1913）ρ1；OUDEMANs（ユ919）’π，ρ；KIRCHNER（1923）ρl　TAKEMOTO（1944　a）

49．Arrhenaεhemm　elatiロs　MERT．　et　KocH　ANoN￥M．（1870）ρ；F踏NK（1880）lWqLF＆ZoPF（1貫87）；

　　　　　　KIRCHNER．『（1890）ρ；FRANK（1896）；STAGER（19⊃O）十ρ1；STAGER（19⊃3）十ρ1－1り2一ρ3一，π＝

　　　　　　　一7ρ；　ST2～GER，（1907）十ρ‘一s；　STAGER（1908　a）一〃1∫1；　GAIN　（1912）；　FYLES　（1915）一z；

　　　　　　MCFARLAND（1921）十ρ1；STAGER（1922）；KIRCHNER（1923）ρ；AINWoRTH（1937）ρ；PETCH

　　　　　　　（1937a）

　　　　　〆レ伽”α伽働π¢Joずfμ5　BEAUV．〔error　for　MERT．　et　K：OCH〕SEYMOuR（1929）ρ；cf．’BARGER

　　　　　　　（1931）

　　　　　湾び召”αeloガ。アL．　PLENK（1794）；TULASNE（1853）ρ；ROsTRUP．（1902）；ERIKSSON　（1913）ρ1；

　　　　　　OUDEMANS（1919）翅，ρ；cf．　BARGER（1931）；DつRPH・PETERsEN（1931）ρ（s．s．）

　　　　　迎bJ‘〃sσびθπ4‘8”s　SCOP．　OHTANI（1928）

　　　　　ノ17ア加認α伽燗πα剛αぐ2燗BEAuv．　WILSoN（1875）；W．　G．　SMITH（1884）ρ；MAssEE（1886）ρ

50，　Arrhenathemm　erianthum　BOISs．　et　REUT．　BLAS（1912）2π

管51．　Aτundinella　h　irta　TANAKA　var．　ciliata　KolDz・　。S田RAI（1892）；。SHIRAI』（1894）；．。SHIRAI（1903）

　　　　　　　切；。KARIYONE（1923）；。TOKUNAGA（1934）；SHIMADA（1939）泌；ABE（1944　c）

　　　　　　ノ4川，κ伽2”σ〃”σKOIDZ。　〔error　for　TANAKA〕var．α物fσKOIDZ．　TAKEMOTO（1944　a）

管52．Arundinella　hirta　TANAKA　vaτ．　typica　HONDA　SHIMADA（1939）”

53．Amndo　plinii　TURRA　cf．　OUDEMANs（1919）7π　　　　　　　　　　　　　　，一

　　　　　　．4鍬π4b　P〃”fα紹TURRA．　BARGER（】931）

54．

55．

56．

57．

58．

59．

60．

Avena　algeriePsis　TRAB．　puCELLIER（1922）；DUCELLIER（1923）ρ

　1勉5餌。σo㎏θ舵”545TRAB．　cf．　BARGER（1931）ρ

Avena　barbata　BROT．　BARGER（1931）　　　　　　　　’

Avena　fatua　L．　BARGER（1931）

Avena　fatua　L．　var．　glabresceng　Coss．　DucELLIER（1922）

Avena　pratensis　L　DIETRICK　（1856－59；FRANK：（1880）；　FRANK：（1896）；　ROSTRUP　（1902）；

　　　BucHoLTz（1904）α．　sp。　indet．

Avena　pubescens　HUDs．　cf．　OUDEMANS（1919）ρ；BARGER（1931）

Avena　sativa　L，　。FRANK：（1880）；KIRcHNFR（1890）ρ；．。ZOPF（1890）；。FRANK（1896）；。BAsTIDE

　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　　　　　eちa1．（1907）；WARBuRToN（1911）ρ；。ERIKssoN（1913）；。FYLEs（1915）一z；DugELLIER（1922）

　　　　　　ρ；。TANRET（1922　a）；TANRET（1922　b）；TANRET（1623）．ρ；DUCELUER（1923）ρ；KIRCRNER

　　　　　　　（1923）ρ；。WENIGER（1923）ρ；WENIGER（1924）；．ANDERSON　et　a1．（1926）ρ；SEYMOUR（1929）』

　　　　　　ρ；。DORPH・P耳TERsEN（1929）ρ（s。s・）；McCREA（1931）；KAWATANI（1944わ）一1；．KAwATANI

　　　　　　　（1945）　一ρ1

61．Avena　sterilis　L　DucELLIER（1923）ρ

62．　Be6kmannia　erucaeformis　HosT　BARGER（1931）

菅63．

64．

65．

Brachypodium　japonicu写n　MIQ・～。MATSUBARA（1882）；P。OHTANI（1928）

Brachypodium　miserum　KOIDZ．。TOKUNAGA（1934）．

Bracぬypodium　pinnatuln　BEAuv．　FRANK（1880）；FRANK（1896）；STAGER（1905）一ρ2；STAGER

　（1910）　　　、　　　　　　　　．

Br寧chypodium．　sylvaticum　BEAuv．　FRANK（1880）；MAssEE（1886）；FRANK（1896）

　βrσo海yρo認π〃2£ガραfたμ〃3BEAUV．　ROSTRuP（1902）；STAGER（1903）十ρ2一ρ3一ω；ERIKssoN（1913）；

　　　STAGER　（1922）

　β毎‘勿ψoのπ餌5アあαガσμ溺PALls．　TULASNE（1853）ρ

　βプσ‘妙ρ04伽加ミγ1棚’f‘μ甥RO孕M・et　SCHULT・cf・OUDERMANs（1919）ρ

66．Briza　media　L．　STAGER（1900）十ρ1；、STAGE良（1903）

　　　　　BUCHOLTZ（1904）ρ1；ERIKSSON（1913）ρ1
　　　　　　　　　　　　　　　へ

67．　Briza　minor　L　BARGER（1931）

十ρ1；BONDARZEW＆BUCHOLTz・・（1903）ρ；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

68．

69．

70．

71．

72．

73．「

74．

75．

艇76．

77．

Bromus　sp．　ABE（1944　b）　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　，

Bromus　alb：dus　BIEB．　BARGER（1931）　　・

βromus　arvensiS　L　ARMsTRONG（1917）ρ（s．s．）lDORPH・PETERSEN（1931）ρ（s．s．）

Bromus　asper　MURR．　BARGER（1931、

　β㎜πs7伽ωsπs　HUDS・cf・OUDE瓢ANS（1919）ρ；cf．　BARGER（1931）

　＆乃επoob躍s　s卯。’勿露5　ROSTRUP　ROSTRUP（1902）

Bromus　caprinus　KERN．　cf・OUDEMANS（1919）ρ

Bromus　ci1三atus　L　　。MATsuoKA（1942）

Bromus¢ondensatug　HAqK．　SEYMouR（1929）ρ

Bromus　erectus　HUDS・KIRcHNER（1890）ρ；STAGER（1900）一♪1；STAGER（1903）十ρ3一ρ1一”；

　　　S・荘・・R（19。5）一ρ・・．S・呑・ER（・907）一・・S・拳・・R（・9・8・）」〃・・‘；・f・OUD・M…．（・9・9）ρ；

　　　KIRCHNER．（1923）ρ

　β猶02ππ5μα’6瑠’sLAM．6f．　BARGER（1931）

Bromus　inermis　LEYSS・1くOHN（1863）；FRANK（1880）；WOLF＆ZOPF（1887）；KIRcHNER（1896）

　　　．ρ；BONDARZEW＆BUCHOLTZ（1903）ρ；BUCHOLTZ（1904）C1。　sp．　indet．；BARNAS（1909）ρ；

　　　MCFARLAND（1921）十ρ1；BIRMINGHAM（1921）；K：IRCIINER（1923）ρ；WENIGER（1923）ρ1；

　　　MAINS（19％）；WENIGER（1924）ρ1；ANDERs・N・t・L（1926）ρ．；⇒EYM・UR（1929）ρ；。AN・NYM．

　　　（1935）ρ；KREBS（1936）ρ」；。MATSUOKA（1942）　　　　　．　　　　　　　　．

　5ヒ加πo‘属。躍sfπθ2”凄’5　BEAuV・・DORPH・PETERsEN　（19）3）ρ　（s．s．）〔cf．　ATANHsOFF〕；cf．　BARGER

　　　（1931）

Bromus　japonicus　THuNB．。KoBAYAsHI（1939）ρ

Bromus’ ﾁarginatus　NEEs　SEYMouR（1929）ρ　　　　　　　　．　　　　　　　　　・
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78．．

79．

80．

曇81．

82．

83．

84．・

砦85．

86．

Bromusπ1arg1たa加9　STEUD．　Mム1煎S（1924）　　I

Bromus　mollis　L．　K：OHN（1863）；CARRuTHERs（1875）；FRANK（1880）；WOLF＆ZOPF．（1887）；

　　　K！RCHNER（1890）・ρ；FRANK：（1896）；BONDARZEW＆BUCHOLTZ（1903）ρ；BUCHOLTz（1904）

　　　α．sp．　indet．；KIRCHNER．（1923）ρ　．　　　　．　’

Bromus　pratensig　EHRH．　CARRuTHERs（1874）；CARRUTHERs（1875）

Brolmus　remotifloru90HWI　。SHIRAI（1905）〃7；。SHIRAI＆MIYAKE（1917）〃3；。SHIRAI＆HARA

　　　（1927）2π；。TOKUNAGA（1934）；。KOBAYAsHI（1939）ρ；TAKEMOTO（1944　a）

Brolmug　rubens　L　BARGER（1931）　　　　　　　　

Bromus　secalinus　L．　KひHN（1856）；DIETRIcH（1856－59）；K〔｝HN（1858）；ANoNYM．（1870）ρ‘

　　　CARRUTHERS（1875）；FRANK（1880）；WoLF＆ZOPF（1887）；FRANK（1896）；ROsTRUP（1902）；

　　．BoNDARzEw＆BucHoLTz（1903）ρ；Buc正loLTz（19〔U）α．　sp．　indet。；MAINs（1924）

B・・蜘sst・・ili・LSTAGER（1900）＋ウ、；・STAG君R（1903）＋ρ1．．三1’ @1　　　　’
Bromus　unioloides　H．B．K．　KAwATANI　　　　　　　　　．　　　　　　　’

Brolmus　vestitug　SCHRAD．　ROsTRUP（1902）

87．

881

管89．

曇90．

91．

92．

93．

　　1　　　94．

，　管95．

■

管96．

Calamagrostis　α・卿々70‘ψ肋’α（WALLR・）TuL・var・ノ1α‘s　pEsM・〔Sacc・Sy11・II・P・565；SYDOW

　　　（1898）；OUDEMANS（1919）〕

Calamagrostis　sp，　MIURA（1928）〃2

Calamagrostis　aleutica　BONG．　SEYMOUR（1929）．〃2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．

　　　　　　　　Calamagrostis　arundinacea　RoTH　STAGER（1900）十ρ1；RosTRuP（1902）；STAGER（1903）十ρ且

　　　一口1一1ρ；BUCHOLTZ（1904）♪1；ERIKSSON（1913）．1う1；cf・OUpEMANS（1919）〃3；cf・BARGhR

　　　（1931）

　Dの，ρ縦’αsア10σ’飴αKUNTH　BARGER（1931）　　　’

Calamagrostis　arundinacea　RoTI｛》ar．　robusta　NAKA！　。KoBAYAsHI（1939），π；。SHIMADA（1939）

　　　〃2；TAKEMoTo（1944　a）

Calamagrostis　arundinacea　ROTH　var．　sciuroides　HACK6～。OHTAN【（1928）；P。ANONYM．（1936）；

　　　SHIMADA・（1939）3〃；TAK£MOTO（1944．a）

Calamagrostig　canadensls　BEAUv．　FARLow＆SEYMouR（1888－91）α．　sp．；WILLIAMs（1893）ρ；

　　　PAMMEL（1911）；SEYMOUR（1929）ρ；BARGER（1931）

　ρ¢｝，ρ7‘κfα‘醐σ漉”s’sMUNRO　BARGER（1931）

Calamagrost：s　chalybaea　FRIEs　BARGER（1931）

　Cσ’α〃3確70sガs‘”o砂加2σTR．〔error　for　FR．〕　cf．　OUDEMANS（1919）ρ

Calamagrcstis　cinnoides　BARTON

　／1働吻‘加”o’425MUHL　cf．　GALAMA（1834）

　Z）の’α’繍σ唖蝉’如”σπ¢VAsEY　BARGER　（1931）　　　　　　　　「　・　咀

Calamagrostis　con員nis』NuTT．　WILHAMS（1893）ρ

Calamagrostis　Epigeios　ROTH　RosTRUP（1902）；BONDARzEw＆BUCHOLTz．（1903）η置；BUCHOLTZ

　　　（1904）C’．sp．　indet．；。SHIRAI（1905）〃2；。SHIRAI＆MIYAKE（1907）卿；cf．　OUDEMANs（1919）

　　　甥；STAGER（1922）；。SHIRAI＆HARA（1927）η1；。KOBAYASH！（1939）鋭；MATsuOKA（1940）；

　　　SuG理QTo＆MATsuoKA（1941）；。MATsuoKA（1942）；TAKEMoTo（1944　a）；ABE（1944　b）

　σσ’αη’α8π35傭ゆ’8θ’os．L．〔error　for　I～oTH〕　SYDow（1898）甥

Calamagrostis　Eplgeios　RoTH　var．　densiHora　LEDEB．。SHIRAI＆HARA（1927），π；H！RATsuKA

　　　＆KOTANI（1930）；。TOKUNAGA　（1934）；TOC田NAI（1938）；TOGASHI（1942　a）；TAKEMOTO

　　　（1944a｝ξABE（1944　b）
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97．

98．

99．

100．

101．

斎102．

曇ユ03．

104．

105．

106。

菅107．

→を108．

109．

110．

Calalnagrost董s　groenlandlca　KuNTH　FARLOW．＆SEYMOUR　（1888－91）ρ；．SYDqw　（1898）ρ；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　SEYMOUR．．．（1929）メリ

Ca13magrostis　hyperborea　LA凶GE　WENIGER（1923）ρ；WENIGER（1924）　．．　　．

Calamagr6stis　inexpansa　GRAY　SEYMouR（1929）φ

Calamagrostis　ja“anica．　STEuD．　STAGER（1916）

Calamagrostis　lanceolata　ROTH　KUH丼（1858）〃3；cf．　BARGER（1931）〃2

　　／17翅4b　6σ1α〃zσ8γos齢し．．　TuLAsNE（1853）〃‘；、1くoHN　1（1863）　．　　．　　　　　　’

C・1・m・g…t・・平・n・・d。・ρ・TRI・・．S・・M・興（・929）〃…ξ・BAR・・R（斗931）1．T・・pNAGA（1934）・

　　　。MATsuoKA（1942）；。KIMoTo（1943　a）．

　　Dθッ6銘κゴσZlσπgs4bη7ゴ．KUNTH　BARGER（1931）　　　　　　　　　’　　　　　　　　　・　’．國　．．．．、　　　　一

Calamagrostis　Matsumurae　MAxlM．　TAKEMOTO（1944　a）　　　・

Calamagrostis　neglecta　GAERTN・MEY・とt　ScHERB・BσCHOLTz（19C4）C1・sp・ind亭t・；WE歯IGER

　　　（1923）惣；SEYMOUR（1929）．〃冨，ρ　　　　　　　　　　　　　ト：　．　　　　　　　　　　　　辱

α伽・即酪πゆψGAERT凡．・f・BARGER（193ユ）

　Z）elyεπκ如館θ8」εofσ牽くUNTH　肩ARGER（1931）　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　ヨ．CσZ伽1αg声os”sηθg彪‘’αBEAUV．　MIURA（1928）魏

Calamagrcstls　silvatica　DC．　SYDow（1898）摺

Cala血agrostis　sylvatica　BEsS．　BARGER・（1931）．　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　・

Calamagrostis　urelytra　HACK．。TOKuNAGA（1934）

Calamagrostis　urelytra　HAcK．　var．　pumila　TAKEDA　。TOKりNAGA（1934）

Calamagrostis，varia　HOsT』 ﾏf．　OUDEMANS（1919）刎；cf．　BARGERσ931）

　Z）¢y6微τ勿・磁砺πセπσVASEY　BARGER（1931）．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　・　　．　．

Calamagrostis　villosa　MuTEL　MIuRA（1928）2’ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

111．

112．

113．

114．

萱115．

Cat員brosa　aquatica　BEAUV・　plETRICH　（1856－59）；BUCHOLTz　（1904）C’・sp・in「1et・．

、ルあ羽田α4銘α’加WIBEL　cf．　BARGER（1931）．　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Corynephorus　cangscens　BEAUv・　BARGER（1931）

　　晒勿8αθππ¢吻‘σ彫s6¢πs　BERNH．　SYDOw（1898）7π　　　　　　　　　　．

　　　　●　　　　　　　　　　　　　r

Cynodon　Dactylon　PERs．　。NoFFRAY．（1900）

Cynosurus　cristatus　L．　STAGER（1903）一ω；．BLAs（ユg12）吻；．．DORPH一ρETER『EN　q931）ρ（g．s．）

Dactylis　glo】叩eratゴL．．QuEKETT　（1841）；　Tu亭AsNE　（1853）ρ；　KpHN．（1856）；．．　K：OHN　（185串）；

　　　ANoNYM・（1870）ρ；FRANK（1880）；W・G・sMITHσ呂84）ρ；．MみssEE（1聞昌）ρ．；．woLF＆．zoPF

　　　（1887）；KIRCHNER（1890）ρ；耳RANK（1896）；。NOFFR今Y　q9pO）；．STA（孕耳皐（1900）．十ρ1；ROsTRUP

　　　（1902）；STAGER（1903）、十ρ1－2σ；BONpARzEyv＆BUn耳OLTz（19σ3）ρ；BUCHoLTz（19Q4）ρ1；

　　　STAG耳R（1907）吻一・；BARNAs（19C9＞ρ；．脚耳TzEL倖．REDDμ（1911）；ERIKssoN（1913）ρ・；

　　　GARMAN（1914）；FYLES（1915）一乞；cf．　OUDEMANS　（191♀）ρ；STAGER（1922）；KIRcHNER

　　　（1923）ρ；WENIGER（1923）ρ；MAINs（1924）；WENIGER（1924）ρ1；SEYMoUR（1929）物，ρ；

　　　DORPH・PETERsEN　q931）ρ（s・sr）；珠INWORTH　q937）カ；ANONマM・（1940）・ρ；。KIMOTO（1943　a）；

　　　TAKEMOTO（1944　a）　　　　　　　　．　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　陀s伽♂σ40溜θrα’σALL．　GALAMA（1834）　　　　　　　　　　　．　　　　　　，　　　　　’

’

o

9
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116．　Danthonia　Pa血yi．SCRIBN．　BARGER（1931）
●

117．　Descha期psia　caespitosa　BEAUV．　BARGER（1931）

　　　　　五’7α磁5が’osαL．．　ANONYM．（1870）ρ；W！LSON（1875）；W．　G．　SMITH（1884）ρ；MASsEE（1886）

　　　　　　ρ3SYDow（1898）2，8；STAGER（1903）十簡一幽；BoNDARzEw＆BucHoLTz（1903）甥；BucHOLTz

　　　　　（1904）2π；STAGER（19G8　a）一〃72；ERIKSSON（1913）2π；cf．　OUDEMANS（1919）〃8；cf．　BARGER（1931）

ユ18．Deschampsia　6exuosa　TRIN．　STAGER（1910）

　　　　　海四目θκπosσL．　WILsoN（1875）；W．　G．　SMITH（1884）ρ；MAssEE（1886）；RosTRUP（1902）；

　　　　　　　STAGER（1903）一εσ；BucHoLTz（1904）α．、sp．　indet．；BARNAs（19C9）ρ；cf．　BARGER（1931）

　　　　Diplach鵬　　011TANI（1928）

曇119．Eccoilopus　cotu！ifer　A．　CAMus　。KARIYON虹（1923）

　　　　　　5♪α漏吻go”‘o伽1糎プHACK．　SYDOW（1898）ρ

120．

121．

122．

123．

124．

125，

樋126．

127．

128．

129．

130．

131．

管132．

133．

Ecぬin：）chloa　α．ゐσ如”5’o如「θs　A．　MOLLER（180）（19⊃1）

Elymus　akmolinensis　DROB．　BARGER（1931）

Elymus　arenarius　L．　GALAMAり（1834）；KOHN（1863）；’FRANK（1880）；W．　G‘SMITH（1884）ρ；

9　～SHIRAI（1887）；ZOPFく1890）；FRANK（1896）lSYDOw（1898）ρ；ROSTRUP（1902）；BucHOLTz

　　　（1904）C’．sp．　indet．；JAAP（1905）ρ；OHTAM　（1928）

　猛7吻”醒砺2”αガ鋤πAsCHERs．　cf．　OUDEMANs（1919）ρ

Elymus　arenarius　L×Agropyron　lunceum　BEAuv．　BARGER（1931）’

　E砂〃τμsα7ρπ07’μ6L×T，プ漉駕〃2ゴκπ‘θπ〃露L　JAAP（1905）♪　　　　　　　　　　，

Elymus　canadensis　L　BEssEY　（1884）；FA肌Ow＆SEYMouR（1888－91）ρ；SYDow（1898）ρ；

　　　PAMMEL（1911）；WENIGER（1923）ρ；WENIGER（1924）

Elymus　canadensis　Auct．　Amer．　saltem　p．p．　SEYMouR（1929）ρ　　　　　　　　　　．

E！ymus’conde竿satus　PRESL　FAkLOw＆SEYMOUR（1888－91）ρ；BUFFUM（1893）；SYDO｛v（1898）

　　　ρ；MAINS（1924）；SEYMOUR（1929）ρ；TAKEMOTO（1944a）

Elymus　dahuricus　TuRCz．　MATSUOKA（1940）；SUGIMOTO＆MATsUOK：A（1941）；。MATsUOKA

　　　（1942）；TOGASHI（1942a）；。KIMOTO（1943a）；TAKEMOTO（1944a）

Elymus　europaeus　L．　GALAMA（1834）；OHTANI（1928）；BARGER（1931）　　　　　・

　Ho7碗””¢μ罰ψαεπ7πALL　ROSTRUP（1902）；cf．　BARGER（1931）』

Elymus　giganteus　VAHL．

Elymug．glaucus　BUCKL．

Ely】m冠s　innovatus　BEAL

Elymus　Macounii　VAsEY

Elymus　mollis　TRIN．

　　　（1924）」ρ；

　　　　　　　　　　　　　　　～。SHIRAI（1887）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］KUDO

　　　　　　　　　　SEYMOUR（1929）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；ITO

　　　（1939）；SHIMADAこ（1939）；TOGAsHI（1924a）；。KlMOTO（194鉢）；KIMOTO（1943b）ρ「；TAKEMOTO

　　　（1944a，　b）；HAsHIMoTo（1944a，　b）；ABE（1944a）；MATsuo　et　a1．（1944）；ρ’．〃’02η1’s　KAwA・

　　TANI（1濾）、（1944a）；K：AwATANI（1944b）十’；KAWATANI（1945）十ρ1；KAwAT州1（1946）’；HAsHI・

　　MOTO（1946）

Elymus　robustus　SCRIBN．　et　SMITH　　HALsTED　（1886）〔cf。　ATANAsoFF〕；PAMMEL（1911）　ρ；

　　SEYMOUR（1929）ρ　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　E｛y〃3μ3名。ゐπ5’μ3SCRIBN．　BARGER　（1931）

W．G．　SMITH（1884）

TAK：EMOTO（1944a）

SEYMOUR（1929）ρ

WENIGER（1923）ρ；WEMGER（1924）；SEYMOUR（1929）ρ

　　　　　　　　　；。MIYABE＆MIYAKE（1907）ρ3。IDETA（1911）；

　　　　　ρ；HIRATSUKA＆K：OTANI（1930）ρ；。TOKUNAGA　（1934）

■
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．134．

135．

136．

137．

138．

139．

140．

141．

Elymus　sabulosus　BIEB．　QuEKETT（1841）；BARGER（1931）　1　　　　　　　　　　．　　　一

Elymus　sibiricus　L．　MATsuOKA（1940）；SuGIMOTO＆MATSUOKA（1941）；。MATSuOKA（1942）

Elyhlus　striatus　WILLD．　PAMMEL　et　a1．（1901）〔cf．　ATANASOFF〕；PAMMEL（1911）；WENIGER

　（1923）ρ；WENIGER（1924）；SEYMouR（1929）ρ

Elymus　sylvaticus　FRANK（1896）

Elymus　triticoides． aucKL　SEYMouR（1臼29）ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
Elymus　virescens　PIPER　SEYMouR（1929）ρ

Elymus　virginicus　L。　FARLOW＆SEYMOUR（1888－91）ρ；SYDOw（1898）ρ；PAMMEL　et　al．（1901）

　　　〔cf．　ATANASOFF〕；DuGGAR（1909）ρ；PAMMEL（1911）’；WENIGER（1924）；SEYMOuR（1929）♪

Elymus　virginicロs工．　var．　submuticus　HooK．　SALM6N（1884）

穏142．　Eragrostis．pilosa　BEAUV．　。TOGASHI（194琴a）

　　　　　Erianthus　sp．　SEYMouR（1929）α．　sp．1ndet．

143．

サ144．

145．

146．

147．

静148．

149．

管150．

管151．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
Fes比ca　sp．　『EvANs（1912－13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，

Festuca＄p．　A坪bERsoN　et　aL（1926）ρ

Festuca　sp・．　AINwORTH（1937）ρ

Festuca　sp．．ABE（1944　b）．・，　　’　　　　．．　．　　　　　　　　・　．

Festuca　elatior　L　CARRuTHERs（1875）；WILsON（1875）；W．．q．　S耳IT耳（1884）ρ；MAssEE（1886）．

　　　ρ；BONDARZEW＆BUCHOLTz（1903）ρ；BUCHOLTZ（1904）ρ1；WHETz耳L＆只EDDIcK（1911）；

　　　ERIKssON（1913）’ρ1；BIRMING甘AM（1921）；WENICER（1924）；SEYMOUR（1929）ρ；of　SMITH＆

　　　TIMMIs（1930－31）；KREBs（1936）ρ1；ANoNYM．．（1940）ρ

Festuca　elatior　L．　var．　arundinacea　WIMM．

　1をsfμ6ααプ躍伽σ‘θαScHREB．．ROsTRuP（1902）；BONDARzEW＆BUCHOLTz（1903）ρ；BUCHOLTZ

　　　（1904）C乙sp．　ind6t．；STAGER（1908　a）十A；ERIK；ssON（1913）ρ；dUDEMANS（1919）ρ；BIR・

　　　MINGHAM（1921）；PETCH（1937　a）

　1弛5’π‘σθ’α〃。プL．subsp．α躍”諺”ρ6θαHAcK．　AR革sTRoNG（19｝7）ρ（s，s．）；TAKEMoTo（1944　a）

Festuca　gigantea．　VILL．　KOHN　（1856）；KOHN　（1858）；、KOHN（1863）；FRANK（1880）毛FRANK

　　　（1896）；ROSTRUP（1902）；OUDEMANS（1919）ρ

Festuca　Hookeriana　F．　Mu肌L．　BIRMINGHAM（1921）

Festuca　nubigeΩa　JuNGH．　STAGER（1910）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Festuca　oワina　L　KIRcHNER（1890）ρ；BucHoLTz（1904）C∴sp．　indet．；OuDEMANs　（1919）ρ；　’

　　　1～IRcHNER（1923）ρ；SEYMOUR．（1929）ρ；ABE（1944　b）

　1勉5膨ぐσρ7躍ε郷’sVERZ．．cf．．BARGER（193i）　　’

Festuca　ovina　L　var．　duriuscula　KocH　　　　　　　　　．　　　　　　’

　1勉5’〃‘α伽2’μ56μ如し．cf．　GA工AMA（1834）；OHTANI（1928）　　．　　　　　　　　　　．．

Festuca　pratensis　HuDs．　QuEKETT（1841）；ANoNYM．（1870）ρ；WILsoN（ユ875）；W．　G．　SMITH

　　　（1884）ρ；．MASSEE（1886）；ROSTRbP（1902）；STAGER（1903）十ρ1一画rω；GARMAN（1914）；

　　　WENIGER（1923）ρ；qHTANI（1928）；DORPH・PETERSE耳（1929）ρ（s．　s．）；DORP早・PETERSEN

　　　（1931）　ρ　（s．s．）

　乃5如‘σ」う’冨∫6’35応L．〔e】rror　for　HuDs．〕　KIRcllNER（1890）ρ；KIRcIINER（1923）・ρ

　抽sfμ‘α8毎ガ。／Lsubsp．ρ昭’θ”5’s　HACK．　TAKEMqTg（1944　a）

Festuca　mbτa　L　葦くIRCHNER　（1890）ρ；ROSTRUP　（190乞）；BUCHOLTz　（1904）．　CA　sp．　iadet．；

　　　KIRcHNER（1923）ρ；。TOKUNAGA（1934）；TOGASHI（1942　a）；。KIMOTO（1943　a）；TAKEMoTo
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152．

153．

154．

．155．

　　　（1944a）；ABE　（1944　b）

Fes加ca　rubra　L．　var．　Leterophy11a　MUTEL　SEYMOUR（1929）α．　sp．　indet・

Festuca　mbra　L　var，1a加ginosa　MERT．　et　KOCH　BUCHOLTZ（1904）．　C’．　sp．　indet．

Festuca　spadicea　cf・BA只GER（1931）　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　．一

Festuca　sylvatica　Vi11．　BARGER　（1931）

　髭5，3，cαs〃ε，αf’α3　VILL．　OUDEMANS（1919）ρ

●

156．

哨157．

158．

159．

．160．

161．

162．

163，

．管164．

曇165．

曇166．

167．

Glyceria　MAssEE（1886）ω

Glyceria　aquatica　WAHL£NB．　OUDEMANs（1919）カ；．cf．　BARGER（1931）

　PbαOg翼σ’〃σL．　TULASNE（1853）ρ

　σ砂‘θγ’α5ρe‘’σ6’〃sMERT．　et　KOCH　KOHN（1863）；FRANK（1880）；WOLF＆ZOPF（1887）；FRANK

　　　（1896）

Glyceria　amndinacea　KUNTH　。TOKUNAGA（1934）　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　’

Glyceria　bor3alis　BATc11ELDER　XREB寧（1936）ω～orρ　　・

Glyceria　auitaヵs　1～．　BR．　PLENK．（1794）；TuLAsNE（1853）ρ；ANoNYM．（1870）ρ；CARRuTHERs

　　　（1875）；FRANK（1880）；W．　G．　SMITH（1884）ρ，α．ρ謬ごψ耀αTuL　var．剛’soπ’W．　SM．；α．

　　　｝剛soπ’CooKE（6り（1884）；MAssEE（1886）ρ；WOLF＆ZoPFI（1887）；FARLOW＆SEYMouR

　　　（1888－91）ρ；KIRcHNER（1890）ρ；FRANK（1896）！o；FRANK（1897）；SYDOw（1898）ρ，　fo；

　　　STAGER（1900）”～一ρ1；ROSTRuP（1902）；STAGER（1903）十εo一ρ1；BONDARzEW＆BUCHOLTz

　　　（1903）ヵ；BuCHOLTz（1904）霊。；STAGER（1905）一ρ2；PAMM肌（1911）；ERIK：SSON（1913）；OUDE・

　　　MANS（1919）ρ，”；STAGER（1922）！σ；KIRcHNER（1923）ρ；PETcH（1937　a）

Glyceria　grand13　WATsoN　SEYMouR（1929）ρ

　P㍑κノ6π～㍑惚幽π薦NASH　WENIGER（1923）ρ；WENIGER（19泌）

Glycer　ia　nervata　TRIN・FA肌OW＆SEYMOuR（1888－91）α．　sp．；MCNEIL＆PAMM肌（1908）；

　　　DUGGAR（1909）ρ；PAMMEL（1911）；SEYMOUR（1929）α．

Glyceria　plicata　FRIES　IくIRCHNER（1890）．ρ；KIRCHNER（1923）ρ　　’　　　　．

Glyceria　septe皿trionalis　H【Tcllc．　SEYMouR（1929）ρ

Hakonechloa　macra．　MAKINO　。SHIRAI＆MIYAKE（1917）ρ；。SHIRAI＆HARA（1927）ρ
　　9

Hierochlo¢alpina　RoEM．　et　SclluLT．『TOKpNAGA（1934）；。KIMoTO（1943　a）

Hieroch！oe　odorata　BEAUv．。ToKuNAGA（1934）；。KIMoTO（1943　a）

　溜2roc〃。αo‘伽伽BEAUV．　WENIG耳R（1923）ρ；WENIGER（1924）ρ1
　　　　　　　　　　　　　　ゴ　溜6㍑々1∂660κσ〃5RoEM・et　ScHuLT・DIETRIcH（1856－59）；＄TAGER（19∞）診十A；ST2監GER（1903）

　　　十ρ1；BUCHOLTZ（1904）ρ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　那σoo〃bθα伽α加WA肌ENB．　cf．　BARGER（193ユ）　　．．

Hierochloe　Hors6eldii　MAxlM．

　ノ1fακ’α・月br頭eZ冨ゴ’R．　BR．亀〔error　for　K：UNTH〕＝」肋猶。σ〃。α04b短’σJUNGH．　S士AG£R（1910）

ユ68．

169．

．ユ70．

Hilaria　cencLr6ヨdeg．H．B．K．　C1．ぐ’πθプθαGRIFFITHs（92）（1901）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノHilaria　mutica　BENTH．　C’．‘伽7gαGRIFFITIIsζ9二）（1901）

Holcus　SYDOW（1898）7π　　・　　　　　．　　　　　　　．　・　　、

Holcus　sp。　OUDEMANs（1919）刎

Holcus！ana加s　L．　WILSON（1875）；W．　G．　SMITH（ユ884）ρ；MASSEE（1886）〃’♪ρ〔P〕言KIRcHNER

　　　（1890）ρ；ROSTRUP（1902）；ST蓋GER．（1907）一5；GAIN（1912）；cf．　OUDEMANS（1919）”3；STAGER
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　　　　　　　（1922）；KIRC騒NER（1923）ρ；DoRPH・PETERsEN（1931）ρ（s．．．　s．）；ANO丼YM．（1940）ρ、

ユ71。Holcus　mollis　L．　WILSON（1875）；W・G・SMITH（1884）ρ；MASSEE（1886＞｝ρ；ROSTRUP（1902）；

　　　　　・STAGER（1903）「飽　一”；STAGER．（1907）十ρ4－5；BLAS（1912）〃1；0ηDEMANS（1臼19）2η，ρ；

　　　　　STAGER（1922）；OHTANI（1928）　　　　　　　　・

　172．Hordeum　boreale　ScRIBN．　et　SMITH　’SEYMOuR（1929）ρ

　173・Hordeu即bulbos血m　L．BucHOLTzて1904）α・sp・indet．；STAGER（1907）一s；BARGER（1931）

管174．Hordeum．distichon　L．　var．　erectum　ScHOBL　K：AwATANI（1944　b）十’；KAwATANI（1945）十ρ1

　　　　　　　飾漉鰍4㍑効。”L．P．P．，WILSON（1875）

　　　　　　　βo畑田4魏効μ物し．p．p．　W．　G．　SMITH（1884）ρ；MASSEE（1886）；ROSTRUP（1902）；BONDA球一

’　　　　zEw＆BucHoLTz（1903）ρ；BucHoLTz（1904）α．　sp．　indet．

　　　　　　　Hbプ4幽翅sαf’耀脚JEss．　p．p6　。Kp，HN　（1856）；。KOHN（1858）；。FRANK（1880）；。ZoPF（1890）；

　　　　　　　　。FRANK（1896）；。FRANK（1897）；・。STAGER（1900）十ρ1；oSTAGER（1903）十ρ1；。STAGER（1907）．

　　　　　　　　「ρ・；＄TAGER（1908・）噸；。DuGgAR（1909）ρ；ER・Kss・N⑱3）ρ1；。GOsS・宙（1914）；。FYLES

　　　　　　　　（1915）一z；。DUC（1922）；。HENNING（1922）ρ；。WENIGER（1923）ρ1；K：IRCHNER（1923）ρ；

　　　　　　　　。MAINs（1924）ρ；。SHIRAI＆HARA（1927）ρ；。GRAM　et　a1．1（1928）ρ；。DoR曲・PETERsEN（1929）

　　　　　　　　ρ（s．s．）；。ANONYM．（1935）ρ；。MCROsTIE（1936）ρ；、。AINWORTH（1937）；。KOBAYAsHI（1939）

　　　　　　　　ヵ；。KIMOTO（1943　a）　　　　　　　　　　．　　　、，，．　．　．　　　　　　　　　　　　．

曇175・厚・・d・um　distミchon専「・…魚・t…SCH。BL・K今WATA・1（1鰯b）＋」；KAWATANI（1945）＋ρ・

　　　　　　　肋rろ8μ〃¢4’sガ‘乃。π1．．　P．P．　1．　c．　　　　’

　　　　　　　Ebプ4診セ’，24『sご露乃π〃3　L．　P。P．　1．　c．．

　　　　　　　11b名鹿μ〃2　sαがz膨〃2　JEss．　p．p．　1．　c．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　．．．

弓ξ176．　Hordeu】質hexastichon　L．　。ANERuD（1939）；。WITTE（1940）；KAwATA寅1（1944　b）十’；KAwATANI

　　　　　　　　（1945）　十ρ1

　　　　　　11ωr4診μ〃3　sαfわμ7πJEss．　P．P．　1．　c．

署177．Hordeum．hexastichon　L．噛》ar．　nudum’KAwATANI（1944　b）十’；KAwATANI（1945）十ρ1

　　　　　　飾74επ〃35σ〃zフμ〃3JEss．　P．P．　1．　c．

178．Hordeum　jubatum　L　FARLow＆SEYMOuR（1888－91）ρ；SYDow（1898）ρ；PAMMEL　et　a1．（1901）

　　　　　　　　〔cf・ATANAsOFF〕；PAMMEL（1911）；cf．　OUDEMANS（1919）ρ；WENIGER『（1923）ρ；WENIGER
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　．（1924）；SEYMOUR（1929）ρ、

179．Hordeum　murinum　L　QuEKETT（1841）；ANoNYM．（1870）ρ；CARRuTHERs（1875）；FRANK（1880）；

　　　　　　　　FRA煎K（1896）；STAGER（1900）　十ρ1；ROSTRUP　（1902）；STAGER・（1903）十ρ1一〃31；ERIkSsON

　　　　　　　　．（1913）『ρ1；cf．　OUDEMANS　1（1919）ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　’　　　　　　　　，

箭180．－Hord鳥u皿nudum　ARD．　RosTRuP（1902）；BARNAs（1909）ρ；KAwATANI（1944　b）十」；KAwA・

　　　　　　　・．T合NI（1945）　十ρ1

　　　　　　110742㍑〃‘sα∫勿πη2JEss．．P．P．　1．　c．　　　　　　　　　　　　’　　　．

181．Hordeum　pratense　HuDs．　QuEKETT（1841）

曇182・HOrdeum　vulgare　L．ANONYM・（1870）ρ；KIRcHN亘R（1890）ρ；ROsTRUP（1902）；BUCHOLTz（1904）

　　　　　　　　ρ1；WENIGER（1924）；ANDERsON　et　a1，（1926）ρ；SEYMOURI（1929）ρ；cf．　BARGER（1931）十ρ1；

　　　　　　　　KAWATANI（1944　b）十’；KAWATANI（19垂5）十ρ1　　．．　　　　1，

　　　　　　丑b7’吻‘〃‘fθ椥3f’‘肋η霧STOKES　BONDARzEW＆BUcHOLTz（1903）ρ；BUCHOLTz（1904）ρ1

　　　　　　丑b7漉μ〃ερoか5漉みκ〃2β捌4gα2ぞD◎LL　cf．　OUDEMANs（1919）ρ

　　　　　　丑b飢鹿π〃3むμ忽σ陀Lvar．’θ∫π謬5fた乃π〃j　BAR6ER（1931）

　　　　　　飾7「曝露〃35σ”〃π〃2JEss．　p．　p．　1。　c．　　　　　　　　　　　　　　　・

曇183．Hordeum　vulgare　L　var．　nロdum　　KAWATANI（1944．b）．十」；K：AWATANI（1945）十ρ1．

・
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184．

185．

畳186。

管187．

管188．

189．

190．

191．

畳192．

　温η‘d¢π2π5α”ρ〃〃2JEss．　P．P．　1．　c．　’

Hypa買henia　mfa　STAPF　GoNgALvEz（1937）

Hystr…x　patula　MOENCH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　」4sρθア召”召1砂s’”ズHUMB．　SEYMOUR（1929）ρ；cf．　BARGER（1931）

　445卸〃α功s’激WILLD．　PAMMEL　et　a1．（1901）〔cf．　ATANAsOFF〕3PAMMEL（1911）

　功5’”込τ助5’鷹MILLSP．　W£NIGER（1923）ρ；WENIGER（1924）；MAINS（1924）

Imperata　cylindra　BEAUv・var・KoePigii　DUR・et　SCHINZ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　1ηψ27σ’σの7励478BEAuv．　var．1伽”’8ガHoNDA〔error　for　DuR6　et　ScHINz〕TAKEMoTo（1944　a）

Ischaemum　anthephoroides　MIQ．　var．　eroistackyum　HONDA　TAKEMOTO（1944　a）　　　　　　　・

Ischaemum　crassipes　NAKAI　P。SHIRA1（1903）；TAKEMOTO（1944　a）

Ischaen曳um　pilosμm　HAcK・AJREKAR（1926）5ρ’1σor（conidial　stage　ofσ’・）

K㏄1eria　cristata　PERs．　GALAMA（1834）；FみRLOw＆SEYMouR（1888－91）ρ；ANDERsoN（1889　a）

　　ρ；SYDow（1898）ρ；PAMMEL（1911）；OuDEMANs（1919）．ρ；WEMGER（1923）ρ；WENIG耳R

　　　（1924）；SEYMOUR（1929）ρ；BARGER（1931）

　ノ1’昭‘”3’σ’σL．QHTANI（1928）；cf・BARGER（1931）

Koeleria　g！auca　DC．　BuCHoLTz（1904）α．　sp．　indet．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

Koeleria　tokiensis　DoMIN　。SHIRAI（1905）”；。S甲RAI＆MIYAKE（1917）2η；。SHIRAI＆HARA
　　　（1927）　2π　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Leerzia　oryzoides　SW．

　Poσノ6プ撚〃3　HOST　　PROSTRUP（1902）

193．

194．

195．

196．

197．

198．

199．

Lolium　sp．　AINwoRTH（1937）ρ　　　　　　　　　　　・

Lolium　italicuπl　A．　BR．　KOHN（1856）；KOHN（1858）；FRANK（1880）；WOLF＆ZoPF（1887）；

　　　KIRCHNER（1890）ρ；FRANK（1896）；STAGER（1900，19〔B）十掬一ρ1一拠一〃’2；KIRCHNER（1923）

　　　ρ；cf．　BARGER（1931）；HORNE（1932）

工01ium　lanceolatum　A．　BR．．BARGER（1931）
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Lolium　multiHorum　LAM．　SYDOW（1898）ρ；ROSTRUP（1902）；ERIKSSON（1913）ρ；BIRMINGHAM
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　ロ

　　　（1921）；ANDERsoN　et　a1．（1926）ρ；SEYMOUR（1929）か　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Lolium　perenne　L．　QuEKETT（1841）宣TuLAsNE（1853）ρ；KOHN（1856）；KOHN（1858）；TANNER

　　　（1858）；ANoNYM．（1870）ρ；CARRUTHERs（1875）；FRANK（1880）；W．　G．　SMITH（1884）ρ；

　　　MAsSEE（1串86）ρ；WOLF＆ZgPF（1837）；K：1RCHNER（1890）ρ噛；FRANK（1896）；FRANK（1897）；

　　　SYDOw（1898）φ；STAGER（1900，1903）一ρ1；．　ROSTRUP（19G2）；STAGER（1903）十ρ3一簡一簡

　　　一20；BUCHOLTz（1904）加STAGER（1907）一ρ4　r　s；、　DUGGAR（1909）ρ；MERCIER　l（1911）；

　　　。COCK：AYNE（1912）；GAIN（1912）；BREDEMANN　（1912）ρ；ERIKSSON（1913）ρ3；OUDEMANS

　　　（1919）ρ；BIRMINGHAM（1921）；K：IRCHNER（1923）ρ；WENIGER（1923）ρ；WEN：GER（1924）ρ3；

　　　ANDERSON　et　al．（1926）ρ；’SEYMOUR　（1929）ρ；DORPH・PETE耳SEN（1929）ρ（9・9・）；DORPH・

　　　PETERsEN（1931）ρ（s．　s．）；APPEL（1933）ρ；PETcH（1937　a）；ANONY珂・（1940）ρ

Lollum　remotum　ScHRANK：　BARGER（1931）

　Zo伽〃置L伽海。如A．　BR．　ROSTRUP（1902）

Lolium　rigidum（；α2‘4．　SYDow（1898）ρ；STAGER（1900，1903）十角一ρ1一〃22；OuDEMANs（1919）

　　　」り；cf．　OHTANI（1928）

Lolium　strictum　PREsL　BARGER（1931）

r

●
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200．

201．

202．

203．

204．

205．

206．

Lo恥m　tpmulentum孕・．PLENK（1794）；TuLAsNE（1『53）均；FRANK．（188ql；W・G・S魂1士H（1884）

　　　ρ；MASsEE（1886）；FRANK（1896）；STAGEk（1900，．19a3）＋角」ρ・；R・S士RUP（1qO2）；BARNAS

　　　（19C9）ρ；．ERIKSSON（1913＞ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　．　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　．．「　　　．　　　　　　　　　　　「

Luzi．01a　peruviana　GMEL．　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　層

　　乙〃z’o如加774z『伽σJuss．〔error　for　GMEL．〕cf．．．WINTER（1887）；C1．ρα〃泌P．　HENNINGs（112）

　　　（1899）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．o

Melica　altissi皿a　L．　ROS↑RUP（1902）．；cf．　OUbEMANS（1919）ρ

Melica　clliata　L．　STAGER（1907）一s；STAGER（1910）；STAGER（1922）

Mellca　mutica　WALT．　SEYMOUR（1929）．C1．6’πθ柳　　　　　　．　　・　　　　　　l

Melica　nutans　L　QuEKETT（1841）；STAGER（1907）土5；STAGER（1908a）±ρ1

Melica　un田ora　RETz．　STAGER（1907）±3　　　　　　　　　　　　　・　　L　『

蔚207．

208．

Milium　e伽sum　L　STAGER（1903，1905）±加；BUCHOLTz』・（19㈲ρ2；STAGER（1907）．一ρ4－s；

　　　ERIKSSON（1913）；。TOKUNAGA（1934）；。KIMOTO（1943　a）．　　　　　　，　　　　　　　　L

Mili・m　m・ltin・・um　CAv・BARGER（1931）　’　　　　　　　　　　　唱’

管209．

→←210．

管211．

弧212．．

誉213．

Miscanthus．。SHIRAI（1905）〃2；。SHIRAI＆MIYAKE（1917）切；。SHIRAI＆’．HARA． i1927）〃霧

Miscanthus　jap6nicus．ANDERss．　～。ToKUNAGA（1934）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Miscanthus．sacchar迅orus　BENTH．　et　HOOK．

　　ル鉱5‘伽’乃π55α‘‘乃α繊07πsHAcK．〔error　for　BENTH．　et　HooK．〕．TAKEMoTo（1944　a）

Miscanthus　sinensis．ANDERss・。SHIRAI（1892）．；。SHIRAI（1894）；。SHIRAI（1903）翅；．。0、HMORI＆

　　　YAMADA（1904）〃z；HIRATsUKA＆KOTANI（1930）〃’；。TOKuNAGA（1934）．；SHIMADA（1939）

　　　7π；。KoBAYAsHI「（1939），π；ToGAs正｛1（1942　a）；TAKEMOTo（1944　a）；ABE（1944　c）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
Miscanthus．sinensis　ANDERss．　var．、　condensatus　MAKINoρSHIRAI（1892）．；90HTAM（1928）；．

　　　SHIMADA（1939）；TAKEMQTo（1943）；TAKEMoTo（1944　a）；ABE（1944　c）

　ル傭。αη’伽s．．‘oη吻”sσ’翼sHAq（．．TOGASHI（1942　a）．

Miscanthus　tinct6rius　HACK．。TOKuNAGA（1934）

望

214．

Molinia。SHIRA又（19G5）翅；。SHIRAI＆M【YAK：Eて1917）魏；。SHIRAI＆HARA（1927）〃τ

駆01inia　caerulea　MoENcH． D　TULAsNE（1⑱53）．．7π；KOHN（1856）甥；ANONYM．（1870）ρ；FRANK

　　　（1880）2π；MA＄SEE、（1886）ρ；HARTWICH（1895）；FRANK（1896）鶴．FRANK（1897）；TUBEUF

　　　（1897）7η；SYDOw（1898），〃；STAGER．（1900）＋〃21；ROsTRUP（19q2）；STAGER（1903）＋初1一ρ・

　　　一1的；50丼DARzEW　＆　BUCHOLTZ　（1903）．〃3；BUCHOLTZ　（1904）〃3；ERIKSSON（1913）．”霧；cf．

　　　OUDEMANs（1919）〃ちρ；STAGER（1922）．；TAKEMOTo（1944　a）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ル面枷勿‘αθ剛加ScHRK．〔error　for．　MoEN明〕KOHN（1858）．．　　　　　．．　　　　．．．　．．

215．Nardus　stricta　L　KOI｛N（1863）；FRANK（1880）；WINTER（1882）π8；W・G．　S殖ITH（1884）ρ；

　　　　　　　MASSEE（1886）ρ；FRANK（1896）1π；SYDOW（1898）〃」；STAGER（1900）十〃31；STAGE卑（1903）

　　　　　　　十〃∫1一ρ1一εo；BONDARZEW＆BUC圧10LT多（19Q3）銘’；BUC耳OpTZ（1904）粥；．E耳IKSSON（1913）〃3；

　　　　　　　OUDEMANS（1919），〃レρ

　　　　　　ハ勧’ぜπ5sf7た’μ5〔error　for　stricta〕L．　ROsTドuP（1902）

Orthoclada　sp。 α．ρα〃面（WINTER）P．　HENNINGs　var．0励od偏αθP．　HENNINGs（113）（1900）
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216．Oryza　sativa　L　FRANK（1880）；W．　G。　SMITH（1884）ρ；WOLF＆ZoPF（1887）；。SHIRAI（1887）；

　　　　　　　oZOPF（1890）；FRANK（1896）；S肩YMOUR（1929）ρ；BARGER（1931）

217．Oryzopsis　agperifolla　MlclエX．　CONNERs（1937）ρ

218．

219．

220．

221．

Panicum　sp．α．αθσ”σP．　HENNINGs〔u2）（1899）

Panicum　baτbinode　TRIN．　GONgALvEz（1937）

Panicum　bulbosum　H．　B．　K．　BIRMINGHAM（1921）

panicum　maximum　NEEs　SHEpHERD（1927）Sphac．　stage（α・sP・）　　　　　　　　　　　　　　　　’

Panlcum　miliaceum　L．　GALAMA（1834）；K：OHN（1863）；FRANK（1880）；WOLF＆ZOPF（1887）；

　　　KIRCHNER（1890）ρ；。2：0PF（1890）；FRANK（1896）；STAGER（1908　a）一偽；KIRCHNER（1923）ρ

222．

223．

224．

225．

226．

227．

228．

229．

230．

231．

232．

233．

234．

235．

236．

237．

Paspa1Um　sp．

Paspabm　sp．

Paspalum　sp．

Paspalum　sp．

paspa！um　ci！iatifolium．MlcHx，

・Paspalum　dilatatum　PolR．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α．　Rり〃3だSTEvENs

　　　et　HA肌働）（1910）；BROwN＆RANCK（1915）ρだ；BROWN（1916）ρ〃；PAINE（1917）ρ”；MIT・

　　　CHELL（1918）ρκ；MITCHELL（192g　a，　b）ρ〃；MITCHELL（1921）μ’；・α・御開250¢”s（SPEG．）

　　　HAuMAN（103）（1922）；SHEPHERD（1927）Sphac．　stage（α．　sp．）；SoRIANO（1928）α．鹿〃gπθs68πs

　　　＝（りρ”；ANONYM．（1928）ρ1’・；SHEPHERD（1930）ρ’f；MARCHIONATTO（1930）ρ〃；GIEGER

　　　（1931）μ’；NOBLE（1936　a，　b）「ρ1’；HOPKIRK（1936）μ’；MAUNDER（1936）ρ〃；MORWOOD

　　　（1936）ρ1f；BITANCOuRT（1937）ρ1’；MORWOOD（1937）μf；WATERHOUsE（1937）ρ”；HIND・

　　　MARSH＆HART（1938）ρ〃置LEFEBVRE（1939）ρ〃；ANONYM・（1939）ρ”；STEYN（1939）μ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
Paspalum　distichum　L　cf．　ATANAsOFF（1920）；SEYMOUR（1929）ρ”，α．　Ro〃腕；NOBLE（1936

．　a）；LEFEBVRE（1939）μ’

Paspalum　noridanum　MIC1｛X．　ROSEN（1920）；SEYMOUR（1929）ρ〃～；cf．　BARGER（1931）；LEFEB。’

　　　VRE（1939）μ’

Paspalum　intermedium　MUNRO　LEFEBVRE（1939）ρ1’

Paspa！um　langei　NAsH　LEFEBVRE（1939）μ’　　　　　　　　　　　　　．

Paspalum　laeve　MlcHx．　STEVENs＆HALL（1910）ρ1’，α．」陶〃3ガSTEVENs　et　HALL（2衡）（1910）；

　　　NORTON（1916》‘ELLIOTT（1920）μ’orα．」㎞〃3萌KREBS（1936）μ’；SEYMOUR（1929）ρ〃，α．

　　　R〕〃3ガ；BARGER（1931）ρ1’；LEFEB～πRE（1939）ρ〃

Paspa！um　longipilum　NAsH　LEFEBvRE（1939）ρ”

Paspalum　not3tum　FLUEGGE　LEFEBVRE』（1939）ρ”

Paspalum　orbiculare　FORST．　ANONYM．（1939）ρ〃　　　　　　．’

Paspalum　plicatululn　MICHX．　SEYMouR（1929）μ’；工EF五BvRE（1939）ρ〃；BITANcouRT（1940）

　　　ρ〃

P・・画・mp・・1if…AREC・AV・BITA・e・・凪丁（・鋤μ’　　．　　　．写
Paもpalum　pubesごens　MuHL．　LEFEBvRE（1939）ρ〃

Paspalum　pubiflorum　RUPR．　LEFEBVRE（1939）μ’

Paspalum　setaceum　MlcHx．　GALAMA（1834）；cf．　BARGER（1931）

Paspalum町villei　STEUD．　NOBLE（1936　a）；LEFEBVRE（1939）」ρ」’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
C㌦’π’eαA．MOLLER（180）（1901）

CHARDON　et　aL（1940）ρ〃　　　　　　　　　　　’

ANONYM。．（1940）μ’

，TAKEMOTO（1944　a）

　　　　　　　　　　　　　1，EFEBVRE　（1939）ρ”．

　　　　　　　　　　NORTON（1902）；STEVENS＆HALL（1910）ρ躍，

●
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　　　　Pennisetum　SYDoW（1909）ρ　　　　　　．．　・

238・．噸ll・・m　A1・爬・u…S・・UD・A・RE・A・（1926）助”砿（…idi・1・t・如・・α・）

脚・．P・面諭m・pi・at・m　R・・M・・t　S・H・・T・ZIMMERM…（1脳）．α・

　　　　P・頭9・ゆtyph・id・・m　RICH・BUNTING（1926）α・～

’

菅240．

241．

242．

243．

Pharalis　arundinacea　L．　ANONYM．（1870）・ρ；WILsON（1875）；FRANK（1880）；W．　G．．SMITH

　　　（1884）ρ；MASsEE（1886）；FARLOW＆SEYMOUR（188餅91）ρ；ANDERSO耳（1889　a）ρ；WILLI阜MS

　　　（1893）ρ；FRANK（1896）；SYDOW（1898）ρ；STAGER（1900）十ρ1；STムGER（1903）・十ρ1；BUC宜一

　　．OLTz（1904）ρ1；PAMMEL（1911）；ERIKssON（1913）ρ；OUDEMANS（1919）・ρ；STAGER（1922）；

　　　KIRcHNER（1923）ρ；WENIGER（1923）ρ；WENIGER（1924）ρ1；SEYMOuR（1929）ρ；。ToKuNAGA

　　　（1934）；。MATsUOKA（1942）；。KIMOTO（1943　a）；TAKEMOTO（1944　a，．b）；ABE（1944　a）　　、

　勘σ忽1丞σ鰯π曲πσ66σ■．var．86鰍∫紹HAOK：．　HIRATsuK：A＆K：oTAM（1930）駕；SHIMADA

　　　（1939）　〃3　　　　　　　　’　　　　　　　　　・　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　D’g∫σρ乃ゑsα躍π4まπσ‘θσTRIN．．ROSTRUP（1902）

　βα14『πgθ昭。捌”4魏α‘εαDUMORT．　KOHN（1856）；ERIK：SSON（1913）ρ1

　Bα14加89辮α剛π伽σ6¢αREHB．〔eπor　f6r　DUMORT．〕　KOHN（1858）・

Pharalis．@canariensi＄L。　PLENK（1794）；cf・GALAMA（1834）．；FRANK：（1880）；9KIRCHNER（1890）

　　　ρ；．FRANk（1896）IKIRCHNER（1923）ρ　・　　’

　勘乙プσ〃sαg粥fゑ6αDELILE　cf．　BARGER（1931）

Phaτalis　coerulescens．DEsF．　SYDow（1898）ρ；OuDEMANs（1919）ρ；BARGER（1931）．

Pharalis　minor　RETz．　BIRMINGHAM（1921）　　　　　　　　．

＊244．

245．

著246．

＊247．

管248．

Ph16ゼ曲pi。。m　L　HIR。。。。KA＆K。TAM（・93・）、T。㎜（π。（・9昭）、T。甑M。T。（、膨。）

Phlρ・虹肩Q・hm・・i　WIBEL　BARGER．（1931）

Phleuml　panicu！atum　HUDS。　var．　annuum　HONDA　。OHTANI（1928）；SHIMADA（1939）

　，P〃2朗πσ5ρ〃露〃3　VILL　var．ακπππ加GRISEB．　ANONYM．（1936）

Phleum　pratense　L　KOHN（1856）；、KOHN（1863）；ANoNYM．（1870）ρ；CARRuTHERs．（1875）；

　　　FRANK（1880）；W．　G．　SMITH（1884）ρ；MAssEE（1886）；WO正F＆ZOP拾（1887）；KIRCHM£R

　　　（1890）ρ；FRANK（1896）；．。NOFFRAY（1900）；ROSTRUP（1902）；BONDARZEW＆BUCHOLTZ

　　　（1903）解；BucHOLTz（1904）α．　sp．　indet・；。MIYABE＆MIYAKE（1907）ρ；DUGGAR（1909）ρ；

　　　PAMMEL（1911）ρ；GAIN（1912）；ERIK：sSON（1913）ρ；OUDEMANS　（1919）翅，ρ；KIRcHNER

　　　（1923）ρ；WENIGER（1924）；ANDERsON　6t　a1．（1926）翅，ρ；DORPH・PETERSEN（1929）ρ（s．s．）；

　　　SEYMouR（1929）切，ρ，α．∫μゐ忽WHETzE工et　REDDIcK；DORPH・PETERsE愈（1931）ρ（s．s。）；

　　’．。TOKUNAGA（1934）；AINwORTH（1937）ρ；。MATSuoKA（1942）；。KIMOTO（1943　a）lcf．　TAK：E・

　　　MgTO（1943）；TAKEMOTO（1944　a）
　　・．，　’「　．．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墜

phragmites　。SHIRAI（1905）吻；。SHIRAI＆MIYAKE．（1917）餌；。SHIRAI＆HARA（1927）”

Phragmites　communis　TRIN・TuLAsNE（1853）拠；KOHN（185呂）；ANONYM・（1870）駕；FRANK

　　　（1880）物；WINTER（1882）溜；。W．　G．　SMITH（1884）由riety　ofρ；MAssEE（1886）餌；WoLF＆

　　．．・二ZOPF（1887）卿；9FARLOW＆SEYMOUR（1888－91）；翅；。KIRCHNER（1890）刎言FRANK（1896）刎；

　　．RosTRuP（1897）溺；SYDow（1898）〃」；STAGER（1900）十”81言RosTRuP（1902）；BucHoLTz

　　　（1904）〃2；ERIKssON（1913）7π；STAGER（1922）；KIRCHNER（1923）〃3；SEYMOuR（1929）773；

　　　HIRATSUKA＆K：OTANI（1930）；。TOKUNAGA（1934）；。KIMOTO（1943　a）；TAKEMOTO（1944　a）

　五躍π4b　1竹7㎎癖げ65　L．　QワEKETT（1841）；KσHN（1856）”；OuDEMA丼s（1919）〃3，ρ；cf，　BARGER

　　　（1931）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　『－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

、
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＊249．

管250．

瓠251．

ノ

252．

曇253．

254．

255．

256．

257．

　258．

　259．

弔260．

’261．

砦262．

艇263．

264．

噺265．

　Pんγα2，刀砒sび〃βα”’sTRIN．　ABE（1944　b）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

．勘撫”’漉s昂纐磁・KA1《ST・WEMGER（1923）脚；WENIGER（19直り．〃・、　．、．．一、

Ph「agmites　jaPonica　ST耳uD．　S田MADA（1939）〃3　　　　　　　　　　　　　　　　一．∵

　Pみγ卿耀63♪プos〃α’αMAKINo　ToGAsH【（1942　a）；ABE（1944　b）　　　． ．　．，’．．∵1・

　　1ヲ｝7α£川〃osカ703〃。’κs　MAKINO　TAKEMOTO（1944　a，　b）　　　　　　　　　　　　　　．”　・

Phragmites　I〈arka　TRlN・S田MApA（1939）〃2；TOGAsHI（1942　a）；TA耳EMOTo．（19443，　b）；ABE

　　（1944b）

Pllragmites　longiyaly乳s　STEuD・　。OHMORI＆YAM今DA（1901）〃～；TOGAslII（1942　a）；TAKEMOTO・

（1944・・b）；ABE（1944　b）　　　．　　　　．，’

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

Poa　　・cf．　QulミLET（1876）；α．　sθ伽’05α　（QuEL．）SAcC！㌧RDo（1883，　Syll．2；566．）

．Poa　sp．　FARLOW＆SEYMOUR（1888－91）ρ

Poa　sp．　cf。　OUDEMANS（1919）ρ

Poa　alpina　L　　STAGER（1900）　十ρ1；STAGER（1903）　±：ρ1；STAGER（1905）　一動；STAGER（1907＞

　　一s；ST入GER　（1908　a）　一〃22．　　　．　．　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Poa　annua． k　ANoNYM．（1870）ρ；FRANK（1880）；W，　G．　SMITH（1884）ρ；MAssEE（1886）；．

　　KIRじIINER．（1890）♪；FRANK　（1896）；SYDow　（1898）7’3；，　STAGER　（1903）　（＋，π2）　一ρ1一ω；

　BoNDARzEw＆BuclloLTz（1903）〃2；STAGER（1908　a）（十2122）3STAGER（19iO）十，π2；’PAMMEL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　
　　（1911）；ERIKSSON（1913）；OUDEMANS（1919）2π，ρ；STAGER　（1922）；KIRC正iNER　（1923），π；

　　。TOKUNAGA（1934）；。KIMOTO（1943　a）；TAKEMOTO（1944　a）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドPoa　caesia　SM・　STAGER　（1900）　十ρ1；STAGER　（1903）　十ρ1；STAG亡R（1908　a）　一η～2　　　　　　9

Poa．cenisia　ALL．．STAGER（1908　a）一〃32；BARG丘R（1931）　　　　　　　　　　　　　』”

ぞ・・c・mpζ←・sa　L・D・ETRICH（1856－59）；FRANK（1880）；FARる・W．＆SE呈M・bR．（1888－91）α．；

　　WILLIAMs（1893）ρ；FRANK（1896）；SYDOw（1898）ρ；STAGER（1903）十んBUCIIOnz（1904）．

　ρ置；OUDEMANs（1919）ρ；WENIGER（1923）ヵ；WENIGER（1924）；SEYMOUR（19乞9）ρ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
Poa　concinlla　GAUD．

Poa　eminens　PRESL

Poa　hybrida　GAuD，

Poa　interior　RYDB．

　ST2～GER　（1903）　±ρ1～

～。TOKUNAGA（1934）

．＄τ〕AGER（1900）　十ρ1；STAGER　（1903）

SEYMρbR（1929）ρ

　　。TOKUNAGA（1934）

　．et　WILLIA翼s　SEYMouR（1929）ρ

　　　　　　　　　　　　。TOKUNAGA（1934）

十ρ1　一〃’1

日頃a　kurilensis　HACK．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Poa！ongiligula　SCRIBN

Poa　lnacrocalyx　TRAUTV．　et　MEY．

P・…m・・ali・LAN・NYM・（1870）〃；KIRCHNER（1890）ρ；STAGER． i19。3）一〃・、；STAGER（19a5）

　　一ρ2；OuDEMANs（1919）ρ；STAGER（1922）；KIRcHNER（1923）魏；。ToKu愈AGA＝（1934）；。KIMoTo

　　（1943a）

Poa　palustris　L　c正・OUDEMANS（1919）ρ；WENIGER（1923）ρ；SEYMOuR（1929）♪

伽…伽E・RH・SYD・w（・898）ρ・B・N・ARzEw＆Buc…T・（・9・3）♪・・f・BAR・耳・（・93・）

　Pbα掬’ガ〃s　HOST　～ROSTRUP（1902）；～STAGER（19〔〕3）一ρ1

　1⊃oαρψ‘s’ガ3H．　MART．　c野．　BARGER（1931）

Poa　p・at・n・i・エ・MAssEE（1886）ρ；．KIRCHNER（1890）ρ；WILLIAMs・（1893）ρ；STAGER（1900＞

＋ρ・；ROsTRUP（19q2）・；．STAGER（1903）＋ρ・一日ゆ・．一・・；BucH・LTZ（1904）ρ1；STAGER（1905）

一角午（士）加；STAGER（1907）＋ρ・一・；DUGGAR（1909）・・t（～）ρ；PAMMEL（1911）；GARMAN

（1914）；FYLE＄（1915）一・；MCFARLAND（1P21）＋♪1；KIRCHNER（1923）物；WENIGER（19認）ρ；

　WENIGER（1924）ρ1；ANDERsoN　et　al．（1926）ρ，α．泌齢。‘ψ！zα1α（WALLR．）．　KARsT．；．SEYMouR

（1929）…ρ・D・…一P・T・R・EN（1931）カ（・．・．）；D・RP・・P・T亘・・EN（1932），，、（，．。．）、・T。K。NA、A

●
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．266．

267．

　　　て1934）；KREBs（1936）ρ1；。KIMOTo（1943　a）；TAKEMoTO（1944　a）　　　　　　　　　　　’

　Poαs鹿4θ左‘α6CHLEICH。ド。主．　BARGER（1931）．

；ま慧盤蕊ド襯碇蹴41蜘、81，）∴誠GER（、91b∴、1ポ，Sl。1。R　l、6。3）

　　　十．カ1　一〃31　一ω．

Poa　raddla　FRANcH．　et　SAv．　P。TOKUNAGA（1934）　　　　　　　　’

Pba　trivialis　L．　KIRCHNER（1890）ρ；STAGER（1903）一諾．；BUcHOtTz　（1904）α，　sp．　indet．；

　　　STAGER（1905）一ρ2干（±、ρ2；KIRcHNER（1923）〃2；DORPH－P亘TERsEN（1931）ρ（s　s．）；DoRPH・

　　　PETERSEN（1932）フπ（s．s．）

268．　Po1Hnia　fulva　BENTH．　BIRMINGHAM（1921）
「

269．

管270．

271．

柴272．

273，

274．

275．

菅276．

Pucinellia　di6tans　PA．RL．　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　一　　．　　　　　　．　　　　．．　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　σ砂‘ε吻伽伽sWAHエENB．．ROSTRUP（1902）；STAGER（1903）一ρ1

　11’，η2り’s．認5如〃sGRIsEB．　JAczEwsKI（1906）

Roegneria　ciliaris　NEvsKI　MATsUOK：A（1940）；SuGI駈0『0＆MATSuOKA（1941）．；。MATSUOK：A

　　　（1942）

　ノ4870ρy7露切．　c灘α偶θFRANCH．　ABE（1944　a）　　　　　　　　　，

Roegneria　Gmelini　KITAGAwA　。MATsuOKA（1942）　　．．　　　　．：　　　　　　　l

Roegneria　semicostata　KITAGAwA　～。MATsuBARA（1882）；。YAsuDA（1914）ρ；。SHIkAI＆

　．・MIYAKE（1917）ρ；。TAKIMoTO（1918）ρ；。KARIYONな（1923）；。HEMMI（1926）；。SuEMATsU．

　　　（1926）；。SHIRAI＆HARA（1927）ρ；～。OHTANI（1928）；。KoBAYAsHI（1939）ρ；？MATsuoKA

　　　（1942）　　　　　　　　　　．　’　　　　・　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．．　　　　　　　　．　　“　．．”

　1187ηρy70”5θπ’‘os’σ’駕’ηNEES　TOGASHI（1942　a）

　4970ρyプ瑚35θ〃漉os’α～珈z　NEEs　NOMuRA（1926）；ANONYM．（1936）；SHIMADA（1939）；TAKEMOTO

　　　（1，44a，　b）；ABE（1944　a）　　　　　　　　　　　　　　．　　’　　　　　　』　　；　’

Saccharum　of罰cinarum　L．OCFEMIA． i1931）ρ2；OCFEMIA（1939）α．　sp．　indet．

Schenodorus　Benekeni工ANGE　ROsTRuP　（1902）　　　　．　　．　　．　　．　　　・1τ．ご

Scolochloa　festucacea　LINK　SEYMOU良（：1929）ρ　　　　　　．　　　　，．

Secale　ce「eale　L・PLEドK（1794）；QuEKETT（1別1）；TuLAsN・．（185串）ρI　KpHN（1856）ρ；耳。HN

　　　（1858）；ANoNYM．（1870）ρ；CARRUTHERs（1875）；。FRANK（1880）；oW．　G．　SMITH（1884）ρ；

　　　MAssEE（1886）ρ；woLF＆zoPF（1887）；FARLow＆sEYMouR（1888二91）ρ；。E．　F．　SMITH

　　　（1889）ρ；’KIRCHNER（1890）ρ；。PAMMEL（1892）；。WILLIA箪S（1893）ρ；。FRANK．（ユ896）；

　　　TUBEUF（1897）ρ；。FRANK（1897）；SYDOW（1898）ρ；。NOFFRAY（1900）；．。STAGER．（1900）十ρ1；

　　　ROSTRUP（1902）；。ROSTOW昇EW（1902）；STAGER（1903）十♪1一加一1う3一εσ；『IWANOFF（1903）

　　　ρ；BQNDARzEw＆BuC耳oLTz（1903）ρ；。G翠ANDEAU（19C4）；BucHoLTz（1904）ρ斗；MAるKOFF

　　　（1905）；JAAP（1907）；。ST入GER（1907）十A．．一s；MALKoFF（1908）ρ；DuGGAR（1909）ρ；RANo－

　　　J£VIC（1910）ρ；。IDETA（1911）；WHETZ肌＆REDDICK（1911）；EkIKsSON（1913）．ρ1；。GARMAN

　　　（1914）；。FYLES（1915）一2；GARRIGUES（1921）；。BIRMINGHAM（1921）；KIRCHNER（1923）ρ；

　　　。WEMGER（1923）ρ；。MAINS（1924）♪；。MOESZ（1924）iWENIGER（1924）ヵ1；。ESTIFEYEFF

　　　（1925）ρ．；。MoRozov（1026）ρ；。LuDwIGs（1926）ρ；「ANDERsoN　6t　a1．（1926）ρ；。ANoNYM．
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277．

278．

279．

・　　（1927）ρ；GAuMANN（1927）；。SHIRAI＆HARA（1927）ρ；。GRAM　et　al．（1928）ρ；。PAPE（1928）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ
　　　　。PONSARD（1928）ρ；BONDARZEW（1929）ρ；SEYMOUR（1929）ρ；ANONYM．（1931）．；。SAVULEsCU『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　et　a1・（1934）ρ；。ANONYM・（1935）ρ；MARKHAssEvA（1936）ρ；AINwoRTH（1♀37）：ρ；恥K亘sY

　　　．（1938）；T・CHINAI（1螂）；。A甑RUD（1939）ρ；．SC・SSIROLI（1939）ρ；。VLADI珂郎琴．．　q9＄9）ψ；．・

　　　　。KOBAYASHI（1939）ρ；。WITTE（1940）（s．9．）；。MOURASHKINSKY（1940）ρ；MムTSμOKA（1940）；

　　　　SuGIMOTo＆MATsuOKA（1941）；ToGAsHI（1942　a）；。MATsuoKA（1942）；。KIMoTO（1943　a）；．

　　　　。IWATARE　et　a1．（1943）ρ；TAKEMoTo（1944　a）；ABE（1944　a）；KAwATANI（1944　b）一’；・

　　　　KAWATAM（1945）十ρ1

　　　T㎡’あμ7π‘θ泥α12SALIs。　cf．　OuDEMANs（1919）ρ

　Secale　cereale　L．×Secale・montanum　Guss．　HEcKE（1921－22）；HEcKE（1923）；B直K直sY（1938）．

　Secale　cerea1θL．　xTriticum　sativum　LAM．。AJROLDI（1940）ρP

　Secale　cereale　L．（ε）×Tritlcu血Spelta　L（♀）　BLARINGHEM（1922）ρ

　Secale　montanum　Guss．　BucHoLTz（1904）α．　sp。　indet．；HEcKE（1921－22）；B豆K直sY（1938＞

280．

L281．

282．

Sesler…a　argentea　SAVI　STAGER（1910）

Se91eria　coerulea　ARD．触STAGER（1903）　一〃富1一ρ2；

　　　（1907）　→・3一ρユーρ4；ST蓋GER　（1922）

Sesleria　cyHndra　DC．　cf．　OUDEMANs（1919）ρ

BucHoLTz（1904）α．　sp．　indet．；STAGE勲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Setaria　gp．α．働瑚‘〃㎡46s　A．　MOLLER㈹｝（1901）

283．

284．

285．

286．

287．

288．

289．

290．

餐291．

292．

293．

294．

295．

296．

297．

二’298．

Sorghastmm　nutans　NAs｝i．　SEYMouR（1929）α．　sp．　indet．

Sorghum　vulgare　PERS．　AJREKAR（1926）5ρ乃ασ．（conidial　stage　ofα．）

　ノ1π4πψqgo”Sor8ゐμ〃3　BROT．　cf．　BARGER（1931）

SPartina　sp．　cf．　FARLOw＆SEYMOuR（1888－91）（ρ）

Spa虞ina　alteminorεLLols肌．　var．　glabra　FERN．　cf．　SEYMOuR（1929）ρ

Spartina　cynosuroideg　WILLD．　FARLoW＆SEYMouR（1888－91）．ρ；SYDow（1898）ρ

Spartina　cynosuroides　Auct。　Amer．　p．p，　SEYMouR（1929）ρ

Spartina　michauxiana　H1TcHc．　SEYMouR（1929）ρ

Spartina　pectinata　BOSc　SEYMOUR（1929）ρ

Spartina　stricta　ROTH’STAGER（1910）

Spodiopogon　sibiricus　TRIN．。TOKUNAGA（1934）；TOGASHI（1942　a）；TAKEMOTO（1944’a）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　！

StiPa　capillata　L　　BARGER（1931）

Stipa　60mata　TRINI　et　RuPR．　WENIGER・（1923）ρ；WENIGER（1924）

StiPa　minor　Sc皐IBN．　SEYMou良（1929）ρ

Stipa　spart．ea　TRIN．　WEMGE良（1923）ρ；WENIGER（19乞4）

S重ipa》irldula　TRIN．　i》五NIGER．（i923）ρ；W酬IGER（1924）；SEYMOUR（1929）ρ～

Tridlolaena　rosea　NEEs‘GoNgALvEz（1937）　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

Tripgacum　dacOyloide8　L．　FARLow＆SEYMouR（1888－91）ρ；SYDow（1898）ρ；α．7ゆ5α存

　　　STEvENs　et　HALL（溺）（1910）；SEYMouR（1929）ρグα6窟ρsαぐ”一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　「

・・99・－T必・se亡面・・圃㎡16曲．士・ゆ・6五；（19＄4）・．KIM・T・（・9招・）・A・E（・9必・）

　　　　　　　躍36伽〃∫」～σ％5‘6π5BEAuv．　var．ρ砂〃’05露解HAcK．　HIRATsuKA＆KoTAM（1930）初3TAKEMoTo

　　　　　　　　（1944a）．　　　　　　．　　．　　　　　　　　　．　．’
　300．Triset釦m　pratense．PE皐S．　cf．　BARGER（1931）

　　　　　　♂4θε”σノ7ω¢s6¢”s　L　KIRCHNER（1890）ρ；ROsTRUP（1902）；KIRCHNER（1923）ρ

　　　　　　　窟5θ’μ〃」ρη’¢κs召BEAUV．〔error　fbr　PERS．〕　BARGER（1931）．

301．Triticum●desertorum　FISCH．　ERIKSsON（1913）

302．Triticum　dicoccロm　ScHRANK　K：IRcHNER（1923）ρ．；WENIGER（1924）

　　　　　　窟’凹溜5α∫伽翅L春M・P・P・WILsON（1875）；、。FRANK（1880）；W・G・SMITH（1884）ρ；～MAssEE

　　　　　　　　（1886）；．。KIRCHNER（18♀0）ρ；。ZOPF（1890）；。MCALPINE（1894）；。FRANK（1896）；。FRANK（1897）；

　　　　　　　　？APPEL（1908）ρ1；。DUGGAR（19C9）ρ；。ERIKSSON（1913）；。gARMAN（1914）；。DARNELレSMITH

　　　　　　　　細ACKINNONμ9些『）；．CHIF理0丁・、（再91＄）・α・柳π側伽’脚””oゐσε；．串A鯉SON（1920）ρ・

　　　　　　　　ρMcFARLANb（1921）．＋ρ1；．。BI剛INGHAM（1921）；’．DUC（1922）；。M・NICAuLT（1922）；。WENIGER

　　　　　　　　（1923）ρ；。STAGER（1923）．十ρ1；。MAINS（1924）；。FERRARIS翫．GABOTTO（1927）．；。PONsARD

　　　　　　　　（1928）ρ；・rPAPE’（19％）’．i・f∴SE血・UR‘（1929）ρ；．A丼・RYM．（1935）ρ；。K・BAYASHI（1939）ρ；

　　　　　　　　。A皿叩D（1939）；。￥A聡UOKA（1942）；。KIMOTO（1興3・）；。IWATARE・専aL（1943）ρ

303．Triticum　dumm　DESF．　KOHN　（1856）；KOHN　（1858）；KOHN　（1863）；。WENIgER　（1923）ρ1；

　　　　　　　　WENIGER（1924）；cf．。ANDERsoNβt　aL（1926）ρ；cf．。BARGER（1931）；。ANoNYM．（1935）ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　Tガガ‘μ7π’επα写A．et　G．　p．p．　BARGER（1931）　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　蟹』

　　　　　　蹴ガ‘μ〃15αガρμ〃31，AM．　pp。　1．　c．

3G4．　Triticuln　haplodurum　DussEAu（1932）ρ

305．Tr正ticum　hlbernum　L．　TuLASNE（1853）ρ

　　　　　　丁沈’σμ7π∫β”ατA．etG．　P．P．　Lc．

　　　　　　Tガ！’o〃2ηsσガ〃μ2πLAM．　pp．　1．　c．

306．Triticum　intemed量um　BEss、　BARGER（1931）

307．Triticum＝nbnoc㏄cum　L．　RosTRuP（1902）；LIND（1913）；cf．　OuD耳珂ANs（1919）ρ；KIRcHNER

　　　　　　（1923）ρ

308．Triticum　Rodeti　TRAB．　BARGER（1931）

309・T・iti・・m　Sp・1t・LGALAMA（1834）；K。HN（1856）；KOHN（1858）；Kg宜N（1863）’；KIRρHNER

　　　　　　　　（1890）ρ；STAGER（1903）一ρ1；BLAs（1912）」ウ；KIRcHNER（1923）ρ

　　　　　　㍑”‘瑚3sα’ゴ塀溺LAM．　P．P．1．　c．

310．Triticロm　tロrgidum　L　K：OHN（1856）；K：OHN（1858）；KUHN（1863）；cf．　SEYMOuR（1929）ρ；cf．

　　　　　　　BARGER（1931）

　　　　　　乃躍副魏∫ρπακA．etG．　P．P．1．c．

　　　　　　7㌃躍‘勘2sσ’ゆπ餌LAM．　P．P。1．　C．

311・T・iti・・m　t・・giρ・m．LxT「iti・um・・1ga・e　VILL．耳1ドFE蝋1912）．；BIFFEN．＆ENGL早DOW．く1926》ρ

管3・2・T・iti・・m・・1解・e　V・・L・K。HN（1856）・．K卿（・6由）・A・b凶・Ml（1876）』♪・．R・§↑・ヴ・．（1902）・

　　　　　　　　B・N・A…W＆BUCH・・T・（1903）ρ；BUC・・LT・（1♀04）d・・p・i・d・t・；ヒf・0ゆ・MA耳寧（1919）ρ；

　　　　　　　　WENIGER（19勿）．ρ・・cf・SEYMOUR（1929）ρ；d・BARGER．（平931）；、KAWAT今NI（1♀蜘）．一’；

　　　　　　　KAWATAN1（1945）十ρ1

　　　　　　蹴ガα日割∠9σ惚L〔eπor　for　VILL〕　FARLOW＆SEYMOUR．（1888－9；）ρ；SYDOW（1898）ρ；．

　　　　　　　　KIRCHNER（1923）ρ

　　　　　　箔ゴが側μ6∫8πσκA．etG，　P．P。　1．c．

　　　　　　窟”‘μ椚5σ”捌辮LAM．　P．P．1．　c．　　　　．．　　　　　　・　　・
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313．Zea　Mays　L．。ZoPF（1890）；cf．　OilTANI（1928）；cf．　BARGER（1931）

314．

315．

曇316．

管i，

博2．

鱒3．

Zi2ania　aquatica　L　FARLOw＆SEYMOUR（1888－91）α．；DENNIsTON（1900）；FYLEs（1915）十z；

　　，WEMGER（1923）ρ；WENIGER（1924）not（～）ρ；CONNERs（1939）ρ

　Zノ詔，～’σασ忽αかぐαLvar．’だ’oガ07　FASsETT　SEYMOuR　（1929）ρ

Zizania　aquatica　L．　var．　angustifolia　HITCI．IC。　SEYMouR（1929）α．　sp．　indet．

　Z蕗α，2’αρ01π5〃’sL　FYLES（1915）十＝；cf．　BARGER（1931）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

Zoysia　japonica　STEuD．α．　yα〃α£α2‘，σo”5’s　ToGAsm（鋤（1936）；ToGAslll（1942　a）；ToGAsHI

　　　（1942b）；TAKEMoTo（1944　a）；ABE（1944　c）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bambu8aceae　タケ科

Sasa　。KoBAYAsHI（1939）p

Sasa　sp．　。KIMOTO（1943　a）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
Sasa　sp．　ABE　（1944　a）’

Sasa　nipPonica馬fAKINO　eガSHIBATA　ABE（1944　a）

Sasa　paniculata　MAKINO　et　SIII白ATA　HIRATsuKA＆K：OTANI（1930）；IMAI（1935）；TAKEMOTO
　　　（1944a）1　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　梱

Sas3　1ぬniculata　MAKINO　et　SHIBATA　var．　pani6ulata：NAKAI　。IDETA　（1911）；。TOKUNAGA

　　　（1934）；。TOCmNAI（1938）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

鱒4・Sagamorpha　purpurascens　NAKAI　。SHIRAI＆MIYAKE（1b17）ρ；。SH虫ム士＆HARA（1927）ρ

　　　　　8αsσsρ∫ぐ〃’05αMAKINO　HARA（1913）ρ

1．

2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cypemceae　カヤツリグサ科

Carex　sp．　KOHN（1863）

Carex　nebraskensis　DEwEYα．～‘α万‘’παGRIFFIT！ls㈹（1902）

Care・・t・11・1・t・GO・D・va・…g・・t・t・CAREY　GR・H（19耳1）確

　　　　　　　　　　，

1Cyperus　sp．　KOHN（1863）　　　　　，

　　　Heleocharis　FRA耳K（188g）π；FRANK，（1896）・”；SYDOw（1898）”　　．　’．’．．．．

　　　　　1ヨσ06みαη’s　八生ASSEE　（1886）π

3．Heleocharis　multicaulis　SM．　　　　　　　　’

　　　　　1三7ω6加η’s例π〃’‘0π1ゴ5SM．　KOHN（1863）

　　　　　＆ヶρ7’s〃〃’〃’σα’”sSM．　TULASNE（1853）”；cf．　LIND　q913）”

・4・Hβ1eocharis　palustris　ROEM・et．　SCHULT・ANONYM・．（1870）”；BUcHOLTZ（1904）π

　　　　　E1806乃αガ5ρσ’πs’ダs　ROEM・et　SCHULT・　KOHN（1863）；SEYMOuR（1929）”；cf・BARGER（1931）

　　　　　＆砂・・ρ・1…fガ・LK。HN（1863）；SYD・w（18981・；・f．　BARGER（1931）

5．Heleocharis　uniglumis　SCHULT．　　　　　　　　　’　　　　　　　　　．、・

　．　　E1ω‘加ガs瑚’81ε塀’s　SCHuLT．　KOIIN，．（1863）．

　　　　　＆ゴゆ7’37’，7’8々翻’sLINK　TULASNE（1853）”；SYDOW（1893）”；cf．　LIND（1913）川cf．　BARGER

　　　　　　（1931）

管δ．Heleocharis　plantaginea　BoEcK：．。SHIRAI＆MIYAKお（1917）”；。SHIRAI＆HARA（1927）π



川谷：麦角菌C伽磁ρsの寄主植物（そあ1） 151

7。

8．

　9．

菅10．

Scirpus　FRANK（1880）π；FRAN耳（1896）π；SYD6W．（1898）κ

Scirpus　lacustr1s　L　SYDow（1898）π；BARGER（1931）π

Scirpus　pauciflorus　LIGHTF・　cf．．OuDEMANs（1919）〃　　．，

　5とゴγμ6s　Bαεo∫勿yoπL．　TULASNE（1853）1〃．

五ゴ脚・・〃・αβαθ・’吻・〃REICHB・耳OHN（1863）．　　　　　　　．　．・・

Sdrpus　rufus　SCHRAD．．KOHN（1863）；BARGER（1931）π　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Scirpus　Tabernaemontani　GM肌．。SHIRAI＆MIYAKE（1917）”；。SHIRAI＆HARA（1937）”

1．

2．

　1．

＃2．

　3．

＃4．

妻5．

　6．

＃7．

薯8。

＃9．

　10．

者11．

12．

13．

14．

15．

16．

＃17．

詳18．

19．

20．

，　　　　　　　　　　Juncaceae　・ヰ　 ．科

Juncus　glaucus　EHRH・α・ノ銘κ‘’ADA￥s〔13）（1907）

Ju且cus　nodosus　L．　SEYM飢IR（1929）．α．ノ観‘’

　　　．，　　　．　　職時中（1941－46）外国より．報告されたも．の　　　　　　　幹新寄主植物

　　　　　　Hosts：reported　from　foreign　co即triesψ血g　th串World　War　II（1941－45）　＃皿ew　hosts．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PoaceI｝e　　イ　　ネ　科

Avena　sativa　r．。DILLO丼WESTON＆TAYLOR（1942）；。STEINMETz＆WRIGHT（1943）．一多

Bothr1ochloa　decip1ens　HpBBARD　工ANGDON（1942）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Brachypodium　sylvaticum　BEAUv．　PAD虚ICK＆AzMATuLLAH（1943）」5　　　　　　　　　　’

Cymbopogoロcaecium　STAPF　THIRUMALACHAR（1945）

Cymbopogon　refractus　A，　CAMus　LANGDoN（1942）

Cynodon　Dactyly豆PERs．　THIRuMALAcHAR（1944）

pigitaria　longifloraρERs・THIRuMALAcHAk（1945）　　　　　．

Dichanthium　sericeum　A．　CAMus　LANGDoN（1941a）α．ρμ5〃1α

Heteropogon　contortus　BEAUV．　LANGDON（1942）；THIRUMALACHAR（1945）

Hordeum　sativu．m　Jess．。DILLoN　WEsToN＆TAY■oR（1942）ρ；。STEINMETz＆WRIGHT（1943）

　　一z

OPllsmenus　composltus　BEAuV・α・多’ガ跳PADwIcK　et　AzMATuLLAH（314）（1943）　　　　　　　　・

Paspalum　dilatatum　POIR呪LANGDON（1941b）ρ1’；BURTON（1943）；MACKIE＆串NYDER（1945）ρ”；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　，　．A．NONYM．（1945）1）〃

P・・p・1・・nn・tねt・m　FLUE。GE　AN・NYM・（1945）　．　　　i‘ll∴．、

Paspalum　orbiculare　FoRsT．． kANGDON（1941b）ρ〃　　　　　　　・．．．・’1．・．‘．．　1』．＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　

Saccharum　Q伍cinarum　L　。THIRUMALACHAR（1944）　　　　　　、．

Secaie　cereale　L．。AVIzOHAR（1940）ρ；。DILLON　WESTON＆TAYLOR（1942）；。PLANTE＆

　　SUTHERLAND（1943）；。SCHWARTING（1943）　　　　　　　　　　　　．“．

Themeda　australisβTAPF　LANGDON（1942）

Tricholaena　repens　HITCHC．　WEST（1943）Sphac．　stage　ofα・；WEsT（1945）α・sp・　　、

Triticum　sativum工AM．。DILL6N　WESTON＆TAYLOR（1942）；。SCIIWART’1耳G（1943）・。STEINMETZ

　　＆WRIGIIT（1943）一z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　ロ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

Zoysia　laやonica　STEub．　LEFEBv皐E（1942）αyσπαゑα躍αεπ5／5

　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　Cyperaceae　カヤツリグサ科

熱1．Carex　bmnnescens　PolR，α．0プ。乃∫’GRovEsく鋤（1943）

＃2．Carex　muricata　L．C）α．（；π）〃’GRovEs！302）．（1943）　、
P

’
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詳3．

君4．

’　5．

詳6．

＃17．

Carex　scirPoides　ScHK冨JHR　α．σ励”GRovEs（30の（1943）

Carex　stellu13ta噛・GOOD．α。0π）〃’GRoゾEs（3鋤（1943）

Carex　stellulata・GooD．　var．　angustata　CAREYα．0沁耀GRovEs‘302⊃（1943）

　　α；燃σ㎎π蜘γM4CK．α．σ”〃’GROVES（鋤（1943）

Carex　g晦ata　MuHL．α．σ渤”GRovEs（鋤（1943）

Carex　tribuloides　WAHL．α。σ励”GRovEs（鋤（1943）
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　　　　第1表麦角苗の嵜主植物一費
Table　1．．　Sum面arized　list　of　hosts　of．C伽娩ρ3 ，

Bambusaceae

POaceae

　　　Oryzoideae
　　　　　　Oryzeae

　　　　　　Zizanieae

　　　Poaeoideae
　　　　　　Hordeae

　　　　　　Nardeae
　　　　　’　Festuceae

　　　　　　Aveneae
　　　　　　C臨lorideae

　　　Agrostoideae
　　　　　　Agrostideae
　　　　　　Phleeae

　　　　　　Stipeae
　　　　　　．P歴alarideae

　　　Panicoideae
　　　　　　Paniceae
　　　　　　Aτundinelleae
　　　　　　Zoysieae

　　　　　　Andropogoneae
　　　　　　珂ayde母e．

　　　Unclagsiβed

●

CyI3eraceae

Juncaceae

Tota1
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予 報

レプトスピラの培地の新考案

1．酵母浸液の発育促進作用

八田貞義，山地幸雄，亀井弘子，李林磐夫，，駒崎哲郎

1

　レプトスピラの発育促進物質としては，ビタミンB群1）2）．肝浸液3）等の報告があるが，私は酵母浸液を培地に

加えることにより，レプトスピラが著るしく豊富に発育する事実を認めたのでその大要を報告する・

　実験方法＝基礎培地には10％～1％家兎血清加Korthoff培地を使用した．家兎血清はレプトスピラの培養の揚

合，個体差が甚しいので実験を確実なものにするため，原則として5匹の家兎より採取した一血清につき，5列の併行実

験をした．接種材料，培養，判定等はフラン誘導体の作用に関する論文4）と同様の方法によった・使用株はL・ictero－

haemorrhagiaeの3株，　L　hebdomadis　A，　L　hebdomadis，　L．　australis　A，　L．　pyrogenesの各1株である・

酵母はビール会社より分与を受けた乾燥酵母及び生酵母を用い，前者は5％，後者は10％浸液を原液とした・

　実駿成績：乾燥酵母を原料とした実験に於ては，もとの乾燥酵栂の量に換算して1～0．1％浸液に於て，対照の

発育しない例についても，レプトスピラが顕著に発育する事実を認めたので，次にペプトンを除いた培地で更に稀

薄な浸液について実験したところ，同様に著るしい発育促進作用が認められた．生酵母を原料とした笑験では生酵

母に換算して05％の画面に於て最も顕著な発育が見られた．そしていずれの場合でも対照に発育が起っていなく

ても（血清に原因がある），酵母浸液含有培地で発育が認められる，という興味ある事実が起つたのである・

　次に酵母津液を透析したところ，有効成分の可成りの部分が透析膜を通過する宴実が認められた・　　　　　　　’

　景慕寺等5）は活性炭末が百日咳菌の培養に際し血清の代用となる事実を報告しているので，酵母浸液及び活性炭

末を含有する培地に血清を加えずにレプトスピラを接種してみたが，レプトスピラは殆ど発育しなかった・

1）吉田：福岡医誌，32，（上）昭．14．

2）　Rosenfeld　and　Green：　J．　Bacf．42，165～172，1941．

3）　Chang＝J．　Inf．　Di9．81，（1）28～34，1947．

4）山地：衛試，69，120～125．昭．26．

5）　善養寺＝綜合医学，8，（3）32～34．昭．26．

●
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レプトメピラの培地の新：考案

2．ジャガイモ浸i液及び家兎肝

浸液の発育促進作用
八田貞義，山地幸雄，亀井弘子，亭林磐夫，駒崎哲郎

　レプトスピラは血清を含有しない培地に培養出来ない．ヘモブイルスと名付けられている百日咳菌は血清を加え

なくても炭末，澱粉，或はジャガイモ浸液を培地に加えることにより発育する・1『3）以上の事実より，我々はジャガ

イモ浸液，家兎肝浸液をコルトフ培地に加えた場合，レプトスピラの発育に如何なる作用を及ぼすかを追究し，興

昧ある事実を認めた．

　実験方法；週報1と同様の方法によった．ジャガイモ浸液はジャガイモの皮芽を除去し，細挫した後100。C　40

分間熱浸し，1夜放置した上清を原液として使用した．家兎肝浸液は，単なる熱浸液のみではかえってレプトスピ

ラの発育を阻碍することがあるから，これに10％塩酸を加えて：pH　4．0前後とし，沈澱物を除去した上清を原液

として使用した．

　実験成積：ジャガイモ水浸液には顕著な作用はない・グリセリンは1～2％の濃度で多少発育促進作用がある・

　ジャガイモの4％グリセリン水浸液を原液とし，これをコルトフ培地に加えると，もとのジャガイモの：量に換算

して4～24倍浸液に於てレプトスピラは対照の2倍以上発育した．そしてこの場合，対照に発育が起っていなく

ても（血清に原因がある），被検浸液加培地にレプトスピラの発育が認められる，という事実が起つた・

　この発育促進成分に対する考察として，まず馬鈴薯澱粉，可溶性澱粉を培地に加えてみたが，これらには著るしい、

発育促進作用は認められなかった．

　サツマイモでは潤て発育が阻止された。　　　　．

　ジャガイモの皮芽の魁町につい’ては現在実験中である・

　家兎警手液は前記の方法の50倍半液におhてレプトスピラの発育を1・8倍程度に促進する・野尻液と上記ジャ

ガイモグリセリン7k李下とをコルトフ培地に加え，血清を1～3％に滅凹した培地にレプトスピラを培養したとこ

ろ・継代間隔を約寧～4週間としても，3％血清のときは6代以上（7代から先は行わず），1％のときは4代迄

継代が可能であった・．そして肝浸特等はジャガイモ三二のみを加えて，血清を減量した対照培地には・レプトスピラ

は継代出来なかった．

1）善悪寺＝綜合医学，5，（23）9．昭23．

2）善養寺：綜合医学，6，（17）32・昭23．　｝

3）善養寺，加藤：綜合医学，6，（22）22．昭24．

●
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ρ

ズブトニン，ヒスタミン，アセチノンコリン，踏下垂体後葉注射液の

白鼠及びモノンモ、ットの摘出子宮理趣と，鶏の血忌に及ぼす作用

長沢佳熊，中山豪一，佐藤　浩

　白鼠摘出子宮収縮法は大体Bumの方法により，モルモット子宮収縮法は日局VI　r脳注」の検定法により，鶏

血圧測定法は米局：XIv　r広州」の検定法により行った・「ズ」は「旧注」の白鼠子宮収縮作用を抑制しほとんど無

作用化した・「ヒ」は「脳注」の白鼠子宮収縮作用を抑制する作用はなく，「ズ」には「ア」の白鼠子宮収縮作用を

抑制する作用を認めない・「ヒ」と「ズ」は白鼠子宮収縮作用を認めない・「ズ」は「ヒ」のモルモット子宮収縮作用を　　’

抑制しほとんど無作用化する．「ズ」は鶏の血圧を上昇さすが，ネコの血圧は下降きす・これを次表に示しておくが，

以上の実験は量的関係による影響が大きいので，目下詳細を検討中である．

　略号＝「ズ」ズブトニン（帝国臓器），「ヒ」燐酸ヒスタミン，「ア」アセチルコリン，「脳注」脳下垂後葉注射液．

〔表〕・

検体
（混合比） 白鼠子宮 モルモット子宮 鶏　　血　　圧 猫　　血　　圧

r丁台」
　収　　縮・
0．4cc＝0．008　u．

　（100倍液）

　収　　縮
0．4cc＝0．008　u．

　（100倍液）

　下　　降
0．5cc＝0．05　u．

・　（20倍液）

　〔28mm　Hg〕

　上　　昇
0．65cc＝0．26　u．

　（5倍液）
〔38mm　Hg〕　’

●

「ズ』
無作用
　0，5㏄
（1倍液）

僅かに収縮
　1．Occ
（1倍液）

　　下降後上昇　　　　　　下　　降
　0．05cc（1倍液）　　　0．4　cc（1倍液）
〔2聾mm　Hg下降後54mm　Hg・上昇〕〔、監韻辞昇罐〕

「ヒ」
無作用

86繍r撫）
収　　　縮

0。4cc＝40　rγ

（10，000倍液）

　下　　降
0．1cc＝0．86γ
（116，000倍液）

〔16mmH9〕

　下　　降
0．1cc冒＝2．5γ

（40，000倍液）

〔36mm　Hg〕

「ア」
収　　　縮

0．4cc躍7．2γ
（55，000倍液）

収　　　縮
0．4cc＝200’γ

（2，000倍液）

　　下　　降

「脳注」＋「ズ」

@　（1：1）

　無作用※　　0．4㏄

i「気焔」50倍液0．2cc＝0．008　u．）

　収縮※※　　　0．4cc

i「黙示」　50　倍液0．2㏄＝0．008u．） 一 一

rヒ」十「ズ」

　（1：1）

　強く抑制※
　　　0．4cc
（「ヒ」10，000倍液0．2cc＝207）

「ア」十「ズ」

　（1；55）

　収　縮※※
　　　0．4cc
　　　　　の（「ア』10，0QO倍液0．06ccニ＝67）

「ア」十「ズ」

　（1＝1）

　収　縮※※
　　G．4cc
（「ア」1，000倍液0．2cc＝2007）
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●

　検体
（泓合比） 白鼠子宮・

「月肖潰三」→「ヒ」

　（12；11）

「脳注」十「ヒ」

　（3＝2）．

　収縮※※※
　　0．4cc

縢瀞）
　収縮※※※
　　0．4cc

（総蜘

・モルモット子宮 ’　鶏　1血　圧

1

猫　」血　圧

〔註〕※　　　「ズ」により抑制・

　　※※　　「ズ」により影響なし・

　　※※※「ヒ」の影響なし・

●

ρ　　．

●
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抄●　　録

　2，4一ジニトロフ土ニルヒドラジン試液によるサントニンの定量（第1報）重量法及びペックマン光度計による比色

定量山ロー孝・太歳利一長沢元夫・吉川嶺子ゴ薬試72，（昭和27）・2，4一ジニトロフェニルヒドラジン試液（日
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
局VI）を用い製剤又は生薬中のサント「ンを定量的に2・歩ジニトロフェニルヒドラゾン似下2，4－D・P・H・と略

す）とする条件を定め，・｛リ嗣法との成績を比較した・次に2，4－D．P．H．のアセトン溶液に1％水酸化ナトリウム

溶液を加えると最大透過波長部分を500mμにもつ赤紫色を呈するが，この呈色は安定で30μ9！10　cc程度で明かに

認められるのでペックマン光度計を用い国色定量を行った・即ち純2，4－D．P・H．を定濃度に稀釈した標準検液に1％

7k酸化ナトリウム溶液を加えたとき呈する色について500mμ単色光で吸光係数を測定し，それらから回帰方程式，

標準偏差σ，2σ限界に対応する濃度等を求めた・測定値εから算出した濃度を推定する回帰方程式は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7冨1214ε一4．339

15回の測定値を単一母集団とし得た標準偏差σは0・015であり2σ限界に相当する濃度限界は±47。5μgである．

　2・4一ジニトロフェニルヒドラジン翻心によるサントニンの定量（第2報）フィルタ光電池比色計による定量　山ロ

ー孝，出面利一：薬試72・（昭和27）・サントニンー2，4一ジニトロフェニルヒドラゾン（以下2，4－D．P．H。と略す）

のアセトン溶液に1％水酸化ナトリウム溶液を加えたとき呈する赤紫色をフィルタ光電池比色計を用い比色定量す

る場合，使用するフィルタの吸収スペクトルと，それを用いて褥る成績との関係を吟味した．次に一番適合したフィ

ルタを選びこれを用いて測定した吸光係数から第1報の場合と同様に濃度を推定する回帰方程式，標準偏差び及び’

2σ限界に対応する濃度を算出した．

　各7fルタの透過率一波長曲線と；れを用い得る成績とを比較するとフィルタの波長巾のせまいちの程吸光係数一

濃度曲線の傾斜は大となり，次に盲透過の認められるものはその影響で傾斜及び直線性は著しく減殺される．

　実験43例から算注した2び限界に対応する濃度限界は土42．2μ9であり，第1報で得た値と近いことヵ1らフィル

タ比色計の精度もこの範囲ではベツクマン光度計と大差ないものと思われる・更にフィルタを間接光下に約4ケ月

放置し退色によって性能に変化を来した場合の透過率曲線及び測定値についても併せて報告した．

　合成ビタミンK3並びに類似化合物の細菌学的基礎研究（1）　八田貞i義，青山好作，山田寛司，丹次園枝，小沢茂子：

昭和26年11月第6回日本公衆衛生学会講演　抗出血性ビタミンであるビタミンK3（2－Methy1－1，4零aphtho・

quiρone）及びこの類似化合物5種類を用い，この抗菌活性の状態並びに抗菌機序及び毒性等について基硬的に検討

を加え，化合物中ビタミンK3が特に毒性が軽微なこと及び強力な抗徽活性を有する等の諸点を見出した。

1胞子（Aspergillus　niger）の発芽抑制現象から抗応機作を窺ったところビタミシ，K3の抗菌活性は即効性より1

むしろ遅効性に属することが明かになった．

　またこの種キノン系薬剤はチオグリ．コール酸，システィン等のSH化合物やハイドロサルファイトナトリウム及

び亜硫酸水素ナトリウムような還元剤の共存は2種薬剤と菌との聞の抗菌像が干渉され不活性化現象がみられた．

　合成ビタミンK：3並びに類似化合物の細菌雲立基礎研究（2）八田貞義，青山好作，丹治園枝，小沢茂子；昭和26

年11月第6回日本公衆衛生学会講演　ビタミ／K3はグラム陽性菌，一部のグラム陰性菌及び糸状菌，放線状菌，酵

母類に対して抗菌作用を有し，5～25P，p．m．でこれらの菌の発育を阻止した．そこ℃飲食品の新鮮度保持特に醤油，

清酒及びジャムの防腐効果について検討したところビタミンK：3は清酒火落菌に対しサリチル酸の約10倍の阻止作

用を示し・40P・Pm・濃度で完全に防腐し得た・醤油に対しては醤油に最も発育するZygosacCharo！nyces，　Myco・

　　　ノdermap　Willia・Pichia等に対し10～100　P・P・m・で有効で，この濃度であれば醤油貯蔵樽や腐敗醤油から直接分

離した菌に対しても完全防腐が可能であった．ジャムでは検体の糖示度が65％では2q目問放直するも実験群，対

照群共にほとんど面変がみられないが糖示度が35％で山開虚しないでそのまま恒温（25。C），下智（60％）内に放

置した場合（罎内真空度は2）は対照は5日目に糸状菌が発育したに対し15日間放置によるも糸状菌の発育を誌　　’

めなかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　炎症性法出液中の発熱因子及び皮膚傷害因子［と蛋白分解能との関係にりいて八田貞義青山好作，荻生三雄，丹

治園枝，小沢茂子＝昭和26年4月第24回日本紬菌学会総会講演炎症1生滲出液中の成分として，線維素溶解酵

素：及びこれの抑制因子の存在を知り，正常血漿と各種結核性滲出液とについて生物学的な定量により，それらの比
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較検討を試みた．その結果，個々の成積では幾分特異的な成績がみられたが，大休急慌初回瀦留滲出液，膿性滲出

液では線維素溶解酵素の含有が多く，慢性型の滲出液及び正常揃1漿でぽ大体類似した定量成績が得られた．

　一方この線維素溶解酵素に拮三七する所謂抑制因子をアルブミン分屑に証明し，この線維素溶解酵素抑制力につ～・

てみたところ，二の抑制因子の強さは，一部の例外を除くと多くの場合慢性滲出液が最も強く，1E常1血漿これに次

ぎ，急性滲出液は同属滲出液（急性滲出液）ではかなり抑制ナるが，他事のもの（慢性滲出液又は正常血漿）にはそ

の抑制力が弱いか或は全く抑制しないという興味ある戒績が得られた・璽にごタ）溶解酵素及び抑制閃子が理化学的

影響を受けた場合の傷害程度について精査したが溶解酵素は強酸（pH　4），強アルカリ（pH　9）により著しく不活

性化され〔抑制因子は強アルカリ（pH　9）では幾分安定性を示したが，強酸（pH　4以下）では不安定であった〕熱

により容易に作用を消失した．しかし，フェニール水銀アセテート，ホルマリン，石炭酸等の防腐濃度範囲では，顕

爵な影響は受けない様である．なおこの線維素分解酵索は，線維素をアミノ酸等では分解しないことを知った．

　飲食品の新鮮保持に関する研究（111）ヘキシールレゾルシンの抗菌性と拮抗物質に対する態度について　八田

貞義・1’偏好∫1・・丹治園枝，林長男・中島寓子・小沢茂子・昭和．26年4脱21回日木i性学会ll臓ヘキシル

レゾルシン（2，4－Dihydroxy・”・hexy！benzene）の殺菌的な防腐，防滴性を利用して飲食品添加剤として用いるに必

要な二，三の基礎的な検討をIn　vitroで加え，ヘキシルレゾルシソが好，嫌気性苗，糸状菌，放線伏1㌢二1等に対しか

なり高度の稀釈でも殺菌的に作用し，この際作｝li温度の昇降は力価の増減となって現われた．この作用機作を検討

したところ糸状苗の胞子に直接に作用し，能雨性に作用することを知った．またこの抗芹性はPolyPePtide，　Protein

などの比較的分子の扇ぎなものには拮抗されて力価は減弱したがアミノ酸謡唐，＃味剤などには影響されるところ

がないので，われわれが初めに考案した如く，廿味飲料水，人工甘味汁，白丁などの防腐剤として用い興味ある効

果が予想されるよ

　食品の新鮮保持に関する研究（IV）二トロフラゾーンの蛋白煉製品に対すを防腐効果にりいて　八田貞義，青山

好作，丹治園枝，林長男，中島富子，小沢茂子，藤井清次，林敏光原田基夫，栗山直弘隈崎藤夫＝日：本衛生学

雑誌，6（3），170～173（1951）．われわれは蛋白煉製品を基本として，これにニトロフラゾーンを添加し，その際

生ずる防腐効果について丁丁，化学及び官能の三分野より考察を加えたところ，ニトロフラゾーンの添加は31。C湿

度80％の環境に於ても，よく約24時間前後の新鮮並に品質保持の可能なことを知った・

　布販薬用石鹸の石炭酸係数　八田貞義，青山好作・平井正義，木多義夫：公衆衛生・10（3），30・（1951）　市販薬

．用石鹸及び試供品20種について殺菌力試験，手洗法及び滲透抗磁力試験を行った・その結果市販薬用石鞭の石炭酸

係数は腸チフス笛に対しては0．9～0．1或はそれ以下，黄色葡萄球菌に対して1よ0・9乃至0・2以下で・0・9カ：最高

であった・市販薬用石鹸中クレゾール，石炭酸などを三飯1としたものは一般に効力は低く現われた．これは石鹸が

一領の溶解係数此に従ってその溶液から石炭酸成分を析出させ，また1呈1体の保護膠質として石鹸が作用するためと

考えられ石炭酸の作用を増強させるよりはむしろ阻露している・検1イこ激特に良好な薬用効果を示したものはB石鹸

とE及びF石鹸でこれらは主剤としていずれも有機性水銀剤が配剤さオしており，薬用石鹸の配合薬剤について意

三淺ある示唆をあたえている．

　細菌の薬剤耐性についての知見補血2．ス剤耐性めでき方についての一実験とPABA産生についで乗原，；曙・

ノ1・III恒太郎，小山近由，大林遠，斎藤長門，石井次男：医学と生物学，19（1），55～57，（1951）・志賀苗人工ス剤

耐性株をつかって，ス剤耐性は菌のアリノヒアミン涯生と結びつけて考えることがむつかしい点，耐性のできプ∫は淘

汰による面と慣れによる面のどちらも必要らしいことを指摘した・　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　細細め薬剤耐性についての知見補職3．ス剤耐性赤痢苗の栄養要求について　桑原章習，大淵二子，小1【1近由，

鶴谷孔明，隈崎藤夫，井上種子；医学と生物学，21（1），39～41，（1951），ス剤耐性志賀菌の栄長をしらべ・耐性

．萬は一部のアミノ酸の合成能を失ない，exactな方向に変異していることを示した。

　パスツレラの栄養についての実験的研究1．2株の偏結核菌の発育素と塁素源について桑原割白，鶴谷孔明，大

淵令子，小1．ll近由，隈崎藤夫，斎藤長門：日新医学，38（11），627～63！，（1951）・2株の偽結核菌の栄養をしらべ

その1株は発育素としてニコチン酸（アミド）を必要とすること，アミ「ノ酸としてはシスチン，トリプトプアンが必要

である外に数種のアミノ酸が増殖を助；ナること，その結果2株とも8～10種のア’ミ「ノ酸とニコチン酸を含む培地に

安全に継代できることを示した．
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　　モルモット屍体の細菌叢にりいて　松永英，桑原章吾，隈崎藤夫，斎藤長門，．鶴谷孔明，井上種子；東京医事新誌，

　69（10），19～20，（1951）．絞殺したモルモッ．トの臓器内の細菌叢をしらべ｝それがモルモット腸内細菌と大体にお

　いて円致することを示した。

　　Bis一（5－nitmfurfurylidem）二acetoneg囎nylhydrazoneの抗菌作用について桑原章吾・夫淵冷子・鈴木滋夫・・

　西田義春：東京医事新誌，69（2），107－108，（1952）・Bis一（5－nitrofurfurylidene）一律cetone即anylhydrazone・耳C1

　がシゲラに対してこれまでのフラン誘導体より高い抗菌力を示すこと，マウスに対するLD50は腹腔内投与で12．4

　1ngであることをのべた・

　　ミ’ブヨモギ煎剤の駆虫作用に関する研究（其の1）尿中呈色素物質排世に関する研究　高橋悦郎・川谷豊彦；昭

　和24年4月2日第22回日本生理学会講演，日薬理誌44（3）轡8§（1949）

　　ミブヨモギ（春日部に於て栽培しサントニン含量検定済のもの）について，その駆虫作用が煎剤によって得られる

　や否やを知るために本研究を行った・健康な成人（男）に前夜軽食，朝絶食，服用後4時間絶食の条件下にサントニ

　ン50mg相当量のミブヨモギ煎剤（5％）を服用せしめ，毎時間毎に劃分採集した尿に10．％水酸化カリウム溶液を．

　数滴加え，出現する呈色素物質の赤色色調を・1～100万倍Azorubi11．標準液と塊色定星し次式により比較量を計算

　した．

　　　　　　　　　灘臨轟講畿欝灘撒』総尿量中・呈鰍濾

　なお前記各採算尿について生体外における三二虫に対する作用を併せて観察した。、1．5％ミブヨモギ煎剤（50mg．

　相当量）の内服により，尿中にアル．カリにより赤色を呈する呈色物質の出現を認める．　2．該物質は尿中に内服後

　15分にて出現し，ほ揮1時間で急激に頂点に達し比較的急速に滅少する．なぜミブヨモギ煎剤の吸収排泄がサン

　・トニソ等に比し急連であるかについては今りところ不明である，（急激且迅速な尿中への．尿呈色物質の排泄が

　君幽閉5町中に含まれ得るサントニン以外の成分により生ずるかどうかを知るために乾燥ヨモギ（4ガθ癬5毎捌匹

　8σπ3L・var・伽4肋Maxim・）葉末の5．％煎剤100　ccをサントニンと同時に内服させると，出現時問，速度並

　に排泄総量は全くサントニン単独内服時と差を認め得ない．なお5％ヨモギ煎剤100cc単独内服ではアルカリに

　よる呈色を全く認φない・）3．ミブヨモギ煎剤及びサントニン内服尿は正常尿に比して豚蜘虫致死時聞が短い．（昭

　和24年4月2日　第22回　日本薬理学会講演）

　　有望な薬草「ミブヨモギ」の栽培　川谷豊彦：農業及園芸；25（11），1004MeC6（1950）；26（2），252～256．

　（1951．）’ミブヨモギの栽培に関する総説．

　　アメリカアリタソウの栽培　川谷豊彦：農業及園芸，26（2），2ε7㌣240（1951）アメリカアリタソウの栽培に閲

　する総説．　　　．　　　．’　　　　　　・

　．．薬用植物栽培の植物化挙的研究（第1報）　ミブヨモギのサントニン含量の時期的変化とそめ組織化学的考察（そ

　の1）．柴田承二・三橋　博・原岡通晴・川谷豊彦：（昭和25年4月15日　日本薬学会4月例会〔東部支部〕に

　於て発表）会誌・71（3）・161～165（1951・）1949年6．月より9月に亘り春日部に顧て，ミブヨモギの1品種町

．科二号を用いて・サントニン含量の時期的変化を追求し合理帥収穫時期を考察した・叉・苞及び管状花に於けるナ

　トリウムメチラートによる呈色腺毛数，並びに苞及び管状花ρ長さを時期的に追求してそれらのサントニ．ン含有率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　ζの相関を考究．し・：それらの一定数偉がミブヨモギのサントニン含量の最高時期の判定に対し「つの簡単な目標と

　なり得るのではないかとの知見が得られた．

　　麦角中の遊離アミノ酸及びアミンについて（1）　川谷豊彦，片柳益二郎，清岡寿美子：昭和25年4月15日

　日本薬学会4．月例会（東部支部）講演．獅＆71（5）・．385～389（1951・）麦角中の遊離アミノ酸の検出を専らク．

　ロマトグラ・フ法によって行ったものである・血粉とした麦角を直ちに80。の加水で30分抽出．し，其の濃縮液を濾

　紙上に落し，そのまま一次元はフェノール，二次乖はn一ブタノ」Zレで20。で展開し，ニンヒドリンで樹ljしたが，

　同時に抽爾される麦角中のカリウム：塩頃に影響され，展開不充分或はスポットの境界不明瞭となり，一定のRf値

　を得るこ．とが不可能であった♂よって境域による展解能の障筈を塗するため，既知アミノ酸の斉液に壇化ナトリウ

覧ム又は酢酸ナトリウムを種々な濃度に溶解した検体についてフェノール及び」n一ブタノールを展開剤としてRf値を

　測定し共の変化を検討した・’即ち酢酸ナトリウムは塩化ナトリウムに比し璋値に与える影写大でその値を小くす
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る」3く同時にスポットを不明瞭にする．酢酸ナトリウムはフェノールの場合は0．5％，n一プダノールの場合は5％

で顕著なRf値の低下が見られ，塩化ナトリウムはフェノールで0．5％，　n一ブタノールにて1％の濃度でRf値を’

低下させる。何れの場合も塩類の濃度が高ければスポットが不明瞭となり判定極めて困難となる．よって著者等は

第2報に言忌載する如く麦角抽出液よりアミノ酸を水銀塩として分離精製することによりその検出を行った・

’麦角中の遊離アミン酸及びアミンについて（2）川谷章彦，片柳益二郎，清岡寿美子：昭和25年4月15日日

本薬学会4月例会（東部支部）講演　薬誌，71（5），389～393（1951）栽培麦角（ライ麦及び小麦）及び天然麦角（ハ

マニンニク，チガヤ，ミヤコザサ）等について麦角水浸液より遊離アミノ酸を水銀塩として分離精製し，ペー×一ク

ロマトグラフ法により検出した．同時に総アルカロイド含量，ニソヒドリン皐色物質鉦をも検査した．然して1：ア

スパラギン酸，グルタミン酸，アラニン，ヒスチジン，バリン，フてニノレアラニン，ロイシン，アラニンの左肩に位

置する不明のスポットは大部分の麦角（ライ麦，チガヤ，’ミヤコザサ）のクロ．マトグラムに見出された．2．斗．芋殊の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クスポットとしては，チロジンがライ羨及びミヤコザサのそれに，叉グリシンが脱落麦角及び小変変角のそれに；甜1さ

れた・3・ヒスタミンは大部分の麦角1ライ麦バヤコザサ・・駿）に慰ilされた・4・27年保存の【；蝿旧ライ測角

には，アスパラギン酸，グルタミン酸1アラニン，フェニルアラニンのみが認められた・5・D一プロリン及びトリプ

トプアンはいずれの麦角にも見出されなかった．6．ニンヒドリン呈色物質はライ麦麦角に最も多く，小麦，ミヤコ

ザサ，チガヤ麦角これに次ぐ．ハマニンニク麦角及び27年保イ∫：陳旧麦角顧乏も少であった．7。対照のライ麦穀粒

中にはペーパークロマトグラフで検出ざれるアミノ酸は認め得なかった．8．総アルカロイド含量はノ・マニソニク麦

角C1α〃如ρs”’07α1’5カ：最も多く1％以上であり，ライ麦麦角。．ρ7‘η｝1‘脚はほぼ0．5％であった．収穫前脱落

した安角（ライ麦）はアミノ酸，アノレカロイド共に減少し，特にアルカロイド含量は正常収穫に比し減少碧しい．

　On　Colchicine・lnduced　Polyploid　Lobelia（五。’ηノ7α’σ1」inn．）with　Special　Reference　to　the　Content

of　Alkaloids・（コ．ルヒチン処理により育成された倍数体ロベリア特にアルカロイド含量について…英文）川谷奄

彦，大野忠郎，今関和泉：薬誌，71（6），623～624（1951）薯岩等は1948年置ルヒチン処理｝；よりFベリアの4

倍1仁を育帯し引続き2箇年にわたり栽培し，．その形態，生プLアルカロイド含量等について調べ・2倍体との比較

を行った．4倍体ロベリアは2倍体に比し，気孔，花粉，子葉，葉は大形となり，葉は摩さを増し濃色を呈し丸昧

を帯びる事が認められた．草丈については両者に差を認めなかったが，植物体の重量は4倍1｛くは2倍体より叶いこ

とが認められた．アルカロイド含有率については4倍休は2倍体の略々2倍であった・以上の結果は甚だ興象あ’

るものであり4倍俸ロベリアの栽培の可能性を示すものである．

　野性アリタソウ（Cみθπ0ρ0謝‘2πα甥b／OS盛0κθsL．）の栽培について（予報）川谷豊彦，大野恵郎：日本作物学会

即事，’20（1～2），49～52（1951）1．野生ア〃ソウ（C〃θπψo〃」ご7〃αη2b7ηs’o漉sL．）及び栽培種たるアメリカア

リタソウ（c伽・ρ・伽・。曲・・’・ゴ4、・Lva・．α渤11〃・ま・伽’・A．　G・ay）の染色体数｝揃者は炉8，16，24，後

者は”＝32なる事が初めて…瀦・等にJlり1048年決定された．2．アリタソウ及びアメリカアリ．タソウの染色体数

を異にする怖々のものは，夫々明瞭な形態的特徴を持つ．3．アリタソウの他に若干のC1～θ”oρ04ノぽ‘〃1属植物の染色

休数を観察したが，これらは何れも8を基礎とする事が新しく初めて決定された．4・野生アリタソウの揮発油に

は20～60％のアスカリドールを含み，栽培試験，収油試験の結果野生アリタソウの中には，収重IL収油団共に栽培

種ナメリカアリタソウに劣らぬものがある蜘が初めて著者等によって証明された．5．染色体数とアスカリドール含

イf率及び収油率との関係は本実竃硫に干ては別に認められなかった．（昭和25年2月11日山木網勿学蜘86回

講演会講演）

　サントニン含有、4漉〃爵閉門植物の研究特に其のi栽培について（第1報）クラムヨモギについて（その1）川

：谷豊彦，藤田早苗之助，：大野忠郎：薬誌，72（1），37～41（1951）現在’ll劇的に著名な新サントニン原料植物クラ’

ムヨモギ．ん70η～’吻肋7忽耀πs’sQazilbashの大要を紹介し，．巳つこれを春日部に干て栽培してその形態・習性，

生育を観察レ，・ナントニン含量（1950年度）を検し・：本邦に共の栽培の可能なことを認めた・発芽の適温は10。～

15。Cである．染色体数は2，2＝18，クラムヨモギと混生するサントニン不識の・4・、卿α癬加αは：2’3＝36であり・従

って両者は細胞遺伝学的にも別植物なる事を明らかにした・

ムラサキオ・モトの肥料三要素試駿（予報）宮崎幸男：日脚紀，20（1～2），117～120（195｝）伊豆分場1ノヨ圃場の土壌

を用い，三要素区，無窒素区，無燐酸区，無加里区，無肥料区の五区を設け，ムラサキオモト（1訪080‘！£5fOlor　Hance）

’
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φ

の三要素試験を行った結果，三要素区と無カリウム区，無窒素区と無肥料区とは夫々大体似通った生育状態を示し，

無燐酸区は他区に比し著しく生育劣り，本土壌は窒素，燐酸欠乏しカリウムは相当量含まれるものと思われる．無窒

素区，無肥料区では葉の貯水組織の発達に基ずく葉の厚さ，生葉重，含水率の比較的大なること，逆に乾物率，水性

エキス含量の小なる事，葉の同化・色素組織の緑色・紫色共に淡色なる事，花器・分藥の発育の劣る事，根部の発育

良好なる傾向が認められた・無燐酸区では枯葉数多く且つその枯死状態が異常であり，生葉数少く，門葉形極めて

小形で草丈，生葉重も最小で，同化・色素両組織の緑色・紫色共に梢々暗色を帯び，主茎。花器・分藁の発育も極め

て不良で根部の発育も最も劣る傾向が認められた．

　性ホルモンの代謝について　長沢佳熊：弓新医学：35・402憎413（昭和23）綜説

　性ホルモンの代謝　長沢佳熊：臨床3，364～379（昭和25）綜説

　医薬品としてのホルモンとその進歩　長沢佳熊：薬学4，No．3，191～198綜説

　脳下垂体後葉ホルモンの線読長沢佳熊；綜合医学9，129～132（昭和27）主に生化学的見地からの進歩二二

　試薬について　長沢佳熊：化学の領域6，87～91（昭和27）JIS試薬，日本薬局方品，月本薬局方試薬，三三試

薬，殊に当所田中試験部長が米国から持ち飯つたNational　Bureau　of　Standardsの標準品などを説明した．

　卵胞ホルモンの定量法｝ζりいて’長沢佳熊越村栄之助；昭和23～10～23．日本薬剤師協会学術講演大会講演

氷溶性注射液，妊馬尿から演者等の考案した抽出法で得たものにつきKober法を応用して卵泡ホルモンをその標

準品と比較定量を行った・

　インシュリンの薬化学的研究　長沢佳熊：第12回日本医学会総会第23回日本内分泌学会特別講演・（昭和25』年

3月31日）演者の昭和7年から行ったインシュリンの製造法，検定法，持続イン拒リイの製造法・鯨及び魚類

臓器からイン平ユリンの製造膵臓又は魚類スタニウス小体中の持続性1血糖降下自分及び血糖上昇成分に関する研究

を論説した．

　脳下垂体後葉標準品の製造　長沢佳熊，中山豪二，苗村徳次郎，佐藤浩；昭和26年度日本薬剤師協会学術大会講

演（昭和26牢7月4日）日局VI脳下垂体後葉標準品を製造し，モルモシトの摘出子宮収縮法，鶏の血圧下降

’法，白鼠の摘出子宮収縮法によりオキト』シンを測定し，米局標準品及び米国製Posterior　Pituitaτy　Inlection（U・

S・P・）と比較し，日局標準品として使用し得ることを報告した．’ ｻの製法，検定法における知見を述べた・

　インシュリンの薬化学的研究（8），カツオのス例日ウス小体中の持前インシュリンにりいて　長沢佳熊三橋謙

一，苗村徳次郎；同上講演　インシ三リンが生体内でどのような化合依として存在するかを知るためには硬1｝魚類の

スタニウス小体を用いて研究するのが最も適当であると考えて演者等は数年聞その探究に努め，カツオのス小体中に

は持続型インシュリ）・が存在する事実を確めた　その性質，製法については日本特許第190597号（昭和26年）参．

照．

　アモバルビタールの規格溶性アモバルビタールの規格長沢佳熊；同上全国病院薬剤部長会議宿題報告（昭和

26年5月3日）アモバルビタール，溶性アモバルビタールとの名称を採用してその規格及び試験法を制定し，公表し

た．詳細はi薬剤年報第11号19～12（昭和27年）．

　ルチンの規格長沢佳熊，鹿島哲：同上宿題報告（昭和2δ年5月3日）ルチンの規格及び試験法を制定し公

表した・詳細は薬剤年報第　11号12～14（昭漁27年）．

　新薬局方の一般試験法　長沢佳熊：同上特別講演（昭和26年7月3日）　日局IVの編観に従事した演者の知

見を加えて解説した・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　一

　ヘパリンの抽出について（第1報）長沢佳熊，中山豪一，斎藤十六，柴田威：第，忽回日本内分泌写会総会（昭

和26年4月3日）講演　牛肝臓，’肺臓からCharles，　Scott法，　Marvin，　Kuizenga，　Spauiding法によりヘパ

リンを抽出した．

　カツオの脳下垂体の成分について（第1報）長沢佳熊；同上（昭和26年4月3噛日）講演子宮収縮成分を抽

出しその含量及び生理的性質について述べ，」lh圧上昇成分を比較的多く含むことを知った．

　ニトロ化合物の新呈色反応　長沢佳熊：分析と試薬3，109～112（昭25）芳香ニトロ化合体の水溶液に亜鉛末

を加え中性還元を行った後硫酸少量を加えると呈色する．・一般にNO2とNH2のあるベンゼン系化合体ではこの

、反応が著しく・m・Dinitro体では特に顕署である．　m，　P・Nitroanilinでは陰性，　o一化合体は陽性，2，4，6－Trin1tro・



〆

164 衛　生　試　験　所　報　告 第70　号　（日召和　27　年）

toluene，　Trinitrobenzenep　Picric　acidのようなTrinitro化合体は陰性．

　卵胞ホルモンの定量法について　長沢佳熊，越村栄之助：昭和23年10月23日日オく薬剤師協会学術講演大会

講演　尿，ヲくは水溶製品から演者等の考えた抽出法で得た製品についてKober法に準拠して卵胞ホルモンの標準品

と比色定肚を行った．

　インシュリン注射液の規格長沢佳態：同上溝演．

　市販インシュリン製剤の試験成緕長沢佳熊，粛村徳次郎，三橋謙一，寺岡葉子：桑剤部年報9，57｛一60（1950）．

衙試68，20～23に包含されているからそれを参照．

　脳下垂体後葉注射液の楡定1ζついて　長沢仕熊，苗村徳次郎3昭和25年7月3日　日本薬剤師協会学術大会

講演　市販品10種について試験を行い，その内4種が効力不足であった．検定法はモルモットの摘出子『lfによる．

　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　特　　　　許　（昭和26年度）

　油溶性アゾ色繁添加による油脂中ビタミンAの安全な保存方法（日本特許第187551号，lll願25．7．6．公告26．2．16．

特許26．5．10，発iり堵　大岡増次郎，国東二丁）．

　ミラカンバその他ベツラBetula属植物の樹皮又はその抽出物を乾留して得たる原油を原料とする新殺虫剤の製

造法（臼木特許錦189586号・出願25・2・16・公告26・6．22．特許26．9．8．発明者　山ロー孝，鈴木猛，庄司初枝）．

　魚類のスタニウス小体よリ持続性血糖雨下ホルモンの製法（日本特許第190597号，出肛124．11．7．公告26．8．8．

肋許26．11．28．発明者　長沢佳熊）．

　アンプル入注射藥中の有害物質の有無を迅速に判別する方法（日本塒許第191134号，出願24．3．31．公告26．9．13，

特許26．12．3．発明者畑貞義，t・汕好作，丹治園枝）．

　　　　　　　　　　　　　国家検定．国家検査等の試験成績報告　　総合調整部　　　　　　　．

　　昭和22年3月スルファミン等の国家検査が指令されてから・その後昭和25年に行われた一斉検査の結果避妊

・薬をはじめブドウ糖注射液等の特定医繍として追加指定野営｛潮目にわた麺要医薬品の齪指定並に医熱，．

　川具，歯科材料に対する国家険査命令が発せられた・それに従って当所における試験も日を追って増加し又朝鮮事

　座に伴う特1A｝納入品の検査，輸出入医薬品，食品の検査等その試験品目及び・数量において多数の検休を処理している．

　ここに当所に典ける昭和26年1月より同年12月に到る間の成績を報告する．

術生試験所における検査の状祝　（昭和26年）

品 名
試　　験　　機　　関

束 京　　大 阪

特定医薬品検定
国　　家　　検　　査

製　　品　　検　　査

輸　出　検　査　（薬）

輸　出　検　査　（食）

輸　　入　　検　　面

一　般　依頼試験

特　　イ’f　　試　　験

特　　需　　試　　験

　　　　計
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